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岩
崎 

純
一 

著 

  

『
岩
崎
純
一
全
集
』 

序
巻
「
序
説
、
総
記
（
序
）」 

 

岩
崎
純
一
総
合
ア
ー
カ
イ
ブ
・『
岩
崎
純
一
全
集
』・
岩
崎
純
一
学
術
研
究
所
・
岩

崎
式
十
進
分
類
法
に
関
す
る
序
説
、
学
問
及
び
図
書
の
分
類
、
個
人
の
知
的
作
業

の
図
書
館
情
報
学
・
資
料
組
織
論
に
基
づ
く
体
系
化
・
組
織
化
の
追
究 

 

編
纂
、
監
修 

 
岩
崎
純
一
学
術
研
究
所
『
岩
崎
純
一
全
集
』
編
纂
局
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巻
頭
言 

  

本
巻
は
、
『
岩
崎
純
一
全
集
』
の
序
巻
を
成
し
、
「
岩
崎
純
一
総
合
ア
ー
カ
イ

ブ
」
、
『
岩
崎
純
一
全
集
』
及
び
岩
崎
純
一
学
術
研
究
所
を
俯
瞰
的
に
解
説
し
、

か
つ
岩
崎
式
十
進
分
類
法
に
よ
る
岩
崎
個
人
お
よ
び
共
同
編
纂
者
、
協
力
者
の

知
的
作
業
と
学
問
の
体
系
化
の
手
法
を
述
べ
る
と
共
に
、
人
間
の
知
的
作
業
と

学
問
一
般
の
体
系
化
の
試
み
、
ひ
い
て
は
イ
ン
フ
ォ
マ
テ
ィ
ク
ス
（in

fo
rm

a
tics

）

全
般
の
未
来
像
を
も
述
べ
る
も
の
で
あ
る
。 

 

目
次 

 

巻
頭
言 

 

第
一
編 

「
岩
崎
純
一
総
合
ア
ー
カ
イ
ブ
」（IJ

C
A

）、 

 
 
 
 
 

『
岩
崎
純
一
全
集
』
（IJ

C
W

）、 

 
 
 
 
 

「
岩
崎
純
一
学
術
研
究
所
」（IJ

A
I

）
及
び 

 
 
 
 
 

「
岩
崎
式
十
進
分
類
法
」
（IJ

D
C

） 

 
 
 
 
 

の
定
義
と
目
的 

 
 

第
一
部 

岩
崎
純
一
（
著
作
者
、
総
合
編
纂
者
、
総
合
監
修
者
、
所
長
） 

 
 

第
二
部 

他
の
編
纂
者
、
監
修
者
、
所
員
（
協
力
者
、
参
加
者
） 

 
 

第
三
部 

「
岩
崎
純
一
総
合
ア
ー
カ
イ
ブ
」
（IJ

C
A

）
及
び 

『
岩
崎
純
一
全
集
』
（IJ

C
W

）
の
定
義 

 
 
 

第
一
章 

「
岩
崎
純
一
総
合
ア
ー
カ
イ
ブ
」（IJ

C
A

）
の
定
義 

 
 
 

第
二
章 

『
岩
崎
純
一
全
集
』
（IJ

C
W

）
の
定
義 

 
 

第
四
部 

「
岩
崎
純
一
学
術
研
究
所
」
（IJ

A
I

）
の
定
義 

 
 

第
五
部 

「
岩
崎
式
十
進
分
類
法
」（IJ

D
C

）
の
定
義 

 
 

第
六
部 

IJ
C

A

、IJ
C

W

編
纂
の
目
的 

第
一
章 

実
務
上
の
目
的 

第
二
章 

最
大
の
哲
学
的
人
間
学
的
目
的 

 

第
二
編 

岩
崎
式
十
進
分
類
法
（IJ

D
C

）
及
びIJ

C
A

コ
ー
ド 

第
一
部 

IJ
D

C

基
本
区
分
表 

第
二
部 

区
分
名
称
の
由
来
と
思
想 

第
一
章 

総
論 

第
二
章 

名
称
系
統
（
主
系
・
副
系
）、
系
列
、
ア
ー
カ
イ
ブ
シ
ス
テ
ム
、

お
よ
び
こ
れ
ら
と
グ
ラ
フ
理
論
・「
木
構
造
」
や
群
論
・
集
合

論
・
圏
論
と
の
連
動 

第
三
章 

昨
今
の
大
学
に
見
ら
れ
る
学
部
・
学
科
や
大
学
院
の
再
編
名 

第
四
章 

科
学
研
究
費
助
成
事
業
（
科
研
費
。
文
部
科
学
省
お
よ
び
独

立
行
政
法
人
日
本
学
術
振
興
会
）
の
公
募
・
審
査
区
分 

第
五
章 

図
書
分
類
法
の
区
分
名
な
ど
の
図
書
館
情
報
学
用
語 

第
六
章 

街
区
・
在
所
に
関
す
る
用
語 

第
七
章 

宇
宙
の
大
規
模
構
造
（
泡
構
造
）
の
階
層
構
造
名 

数
学
・
物
理
学
の
座
標
空
間
名 

第
八
章 

地
層
、
山
系
、
水
系
用
語 

第
九
章 

生
物
分
類
学
（
こ
こ
で
は
リ
ン
ネ
式
階
級
分
類
）
に
お
け
る

階
級
・
タ
ク
ソ
ン
名
、
そ
の
他
の
生
物
学
・
生
態
学
用
語 

第
十
章 

型
式
と
性
状
の
区
分
名 

第
十
一
章 

一
般
的
な
文
学
作
品
の
見
出
し
区
分
名 
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日
本
の
法
令
の
本
則
の
基
本
形
式 

第
十
二
章 

脚
本
、
オ
ペ
ラ
、
演
劇
、
歌
舞
伎
、
交
響
楽
な
ど
の
演
目

区
分
名 

第
十
三
章 

学
校
法
人
の
教
職
員
・
事
務
局
や
学
生
・
生
徒
・
学
級
の

組
織
区
分
名 

第
十
四
章 
私
塾
・
居
宅
・
家
屋
（
古
民
家
な
ど
）
に
関
す
る
用
語 

第
三
部 

IJ
C

A
コ
ー
ド
の
構
成 

第
四
部 

IJ
C

A

の
構
造
の
模
式
図 

第
五
部 

IJ
D

C

と
図
書
分
類
（
書
架
分
類
、
書
誌
分
類
） 

第
六
部 

二
〇
一
七
年
一
月
一
日
方
式
か
ら
の
主
な
変
更
内
容 

 

第
一
章 

コ
ー
ド
の
構
成 

 

第
二
章 

ア
ー
カ
イ
ブ
の
略
称 

 

第
三
章 

ア
ー
カ
イ
ブ
番
号 

 

第
四
章 

著
作
物
の
種
類 

 

第
五
章 

著
作
物
の
主
要
内
容
分
類
、
副
次
的
内
容
分
類 

 

第
六
章 

形
態
タ
イ
プ 

 

第
七
章 

著
作
者
の
分
類 

 

第
八
章 

法
律
・
条
約
の
規
定
内
で
許
可
す
る
そ
の
他
の
著
作
権
情
報 

 

第
三
編 

第
〇
（
零
）
次
区
分
、
ア
ー
カ
イ
ブ
開
始
記
号
と
し
て
の
ゼ
ロ 

 
 

第
一
部 

分
類
の
思
想
と
解
説 

 

第
四
編 

第
一
次
区
分 

 
 

第
一
部 

分
類
の
思
想 

 
 

第
二
部 

区
分
内
分
類 

第
三
部 

解
説 

 

第
五
編 

第
二
次
区
分 

 
 

第
一
部 

分
類
の
思
想 

 
 

第
二
部 

区
分
内
分
類 

第
三
部 

解
説 

第
四
部 

IJ
D

C

第
一
次
、
第
二
次
区
分
の
詳
細
分
類
表 

第
五
部 

IJ
D

C

第
一
次
、
第
二
次
区
分
と
知
的
財
産
（
知
財
）
関
連
法
規

と
の
対
応
表 

 

第
六
編 

第
三
次
区
分 

 
 

第
一
部 

分
類
の
思
想 

第
二
部 

区
分
内
分
類 

 
 

第
三
部 

解
説 

第
四
部 

IJ
D

C

第
三
次
区
分
と
既
存
の
図
書
分
類
法
の
比
較
表 

 

第
七
編 

第
四
次
区
分 

 
 

第
一
部 

分
類
の
思
想 

 
 

第
二
部 

区
分
内
分
類 

 
 

第
三
部 

解
説 

第
四
部 

IJ
D

C

第
三
次
、
第
四
次
区
分
の
特
徴
の
比
較
表 

第
五
部 

N
D

C

側
か
ら
見
たIJ

D
C

に
お
け
る
変
更
点 

 

第
八
編 

第
五
次
区
分 

 
 

第
一
部 

分
類
の
思
想 

 
 

第
二
部 

区
分
内
分
類 

第
三
部 

解
説 
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第
九
編 

第
六
次
、
第
七
次
、
第
八
次
、
第
九
次
、
第
十
次
区
分 

 
 

第
一
部 

分
類
の
思
想 

 
 

第
二
部 

区
分
内
分
類 

第
三
部 

解
説 

 

引
用
・
参
考
文
献
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第
一
編 

「
岩
崎
純
一
総
合
ア
ー
カ
イ
ブ
」（IJ

C
A

）、 

 
 
 
 
 

『
岩
崎
純
一
全
集
』（IJ

C
W

）、 

 
 
 
 
 

「
岩
崎
純
一
学
術
研
究
所
」（IJ

A
I

）
及
び 

 
 
 
 
 

「
岩
崎
式
十
進
分
類
法
」
（IJ

D
C

） 

 
 
 
 
 

の
定
義
と
目
的 

  

二
〇
一
五
年
四
月
二
十
四
日 

起
筆 

 

二
〇
一
七
年
一
月
十
二
日 
公
開 

 

二
〇
一
八
年
一
月
二
十
一
日 
更
新 

二
〇
一
八
年
三
月
二
十
六
日 

更
新 

二
〇
一
八
年
十
一
月
四
日 

更
新 

二
〇
一
九
年
三
月
二
十
三
日 

更
新 

二
〇
一
九
年
十
二
月
二
十
一
日 

更
新 

二
〇
二
〇
年
五
月
十
日 

最
終
更
新 

  
 

第
一
部 

岩
崎
純
一
（
著
作
者
、
総
合
編
纂
者
、
総
合
監
修
者
、
所
長
） 

  

岩
崎
純
一
は
、「
岩
崎
純
一
総
合
ア
ー
カ
イ
ブ
」（IJ

C
A

）
に
含
ま
れ
る
多
く

の
製
作
物
の
製
作
者
ま
た
は
著
作
物
の
著
作
者
で
あ
り
、
『
岩
崎
純
一
全
集
』

（IJ
C

W

）
に
含
ま
れ
る
ほ
ぼ
全
て
の
製
作
物
の
製
作
者
ま
た
は
著
作
物
の
著
作

者
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
総
合
編
纂
者
、
総
合
監
修
者
で
あ
り
、「
岩
崎
式
十
進
分

類
法
」（IJ

D
C

）
の
考
案
者
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
編
集
、
編
纂
、
監
修
、
管
理
、

公
開
等
及
び
こ
れ
ら
に
関
連
ま
た
は
付
随
す
る
あ
ら
ゆ
る
活
動
を
行
う
個
人
で

あ
る
。 

IJ
A

I

、IJ
C

A

、IJ
C

W

、IJ
D

C

と
は
、
学
際
的
・
超
域
的
な
思
考
と
活
動

形
態
を
有
す
る
全
学
術
網
羅
型
の
自
然
人
（
こ
こ
で
は
、
岩
崎
純
一
個
人
）
の

全
著
作
物
・
学
術
活
動
等
を
、
日
本
の
国
内
法
を
遵
守
し
つ
つ
、
総
合
的
に
把

握
し
、
補
佐
し
、
整
理
し
、
ア
ー
カ
イ
ブ
化
す
る
た
め
の
知
的
作
業
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
で
あ
る
。 

 
IJ

C
A

及
びIJ

C
W

の
総
合
編
纂
者
、
総
合
監
修
者
、IJ

A
I

の
所
長
、IJ

D
C

の
考
案
者
と
し
て
の
岩
崎
の
活
動
の
詳
細
は
、
第
二
巻
に
記
す
。 

  
 

第
二
部 

他
の
編
纂
者
、
監
修
者
、
所
員
（
協
力
者
、
参
加
者
） 

  
IJ

C
A

及
びIJ

C
W

の
編
纂
、
監
修
、IJ

A
I

の
運
営
に
は
、
協
力
者
、
参
加

者
の
中
か
ら
岩
崎
が
指
名
し
た
者
が
編
纂
者
、
監
修
者
、
所
員
と
し
て
協
力
、

参
加
す
る
。 

 

活
動
の
詳
細
は
、
第
二
巻
及
び
第
三
巻
に
記
す
。 

  
 

第
三
部 

「
岩
崎
純
一
総
合
ア
ー
カ
イ
ブ
」（IJ

C
A

）
及
び 

『
岩
崎
純
一
全
集
』（IJ

C
W

）
の
定
義 

  
 
 

第
一
章 

「
岩
崎
純
一
総
合
ア
ー
カ
イ
ブ
」（IJ

C
A

）
の
定
義 

 
岩
崎
純
一
の
製
作
物
及
び
著
作
物
、
岩
崎
純
一
が
利
用
し
た
他
の
製
作
者
及

び
著
作
者
に
よ
る
製
作
物
及
び
著
作
物
、
岩
崎
純
一
が
私
蔵
す
る
貴
重
な
製
作
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物
及
び
著
作
物
、
他
の
製
作
者
及
び
著
作
者
か
ら
岩
崎
純
一
に
提
供
さ
れ
た
製

作
物
及
び
著
作
物
を
資
料
と
し
て
枚
挙
し
た
セ
ル
フ
ア
ー
カ
イ
ブ
を
、「
岩
崎
純

一
総
合
ア
ー
カ
イ
ブ
」（Iw

a
sa

k
i J

u
n

ich
i C

o
m

p
re

h
e
n

siv
e
 A

rch
iv

e

、
略
：

IJ
C

A

）
（
以
下
、
随
時
「
ア
ー
カ
イ
ブ
」）
と
称
す
る
。 

こ
の
う
ち
、
後
述
の
通
り
、【
2
系
】
資
料
は
『
岩
崎
純
一
全
集
』（Iw

a
sa

k
i 

J
u

n
ich

i C
o
m

p
le

te
 W

o
rk

s

、
略
：IJ

C
W

）
を
構
成
し
、
各
系
の
【
1
群
】

資
料
と
、【
1
群
】
資
料
の
附
属
資
料
（
【
0
群
】
～
【
9
群
】
に
含
ま
れ
る
一

部
の
資
料
）
は
、「
岩
崎
純
一
学
術
図
書
館
（
学
術
文
庫
）
」（Iw

a
sa

k
i J

u
n

ich
i 

A
ca

d
e
m

ic L
ib

ra
ry

、
略
：IJ

A
L

）
を
構
成
す
る
。 

ま
た
、
岩
崎
お
よ
び
他
の

IJ
A

I
メ
ン
バ
ー
が
芸
術
活
動
を
行
う
際
は
、「
岩

崎
純
一
芸
術
団
」（Iw

a
sa

k
i J

u
n

ich
i A

rt G
ro

u
p

、
略
：IJ

A
G

）
を
称
す
る

が
、
そ
の
活
動
と
作
品
の
内
容
は
、
や
は
りIJ

C
A

・IJ
C

W

の
一
部
で
あ
る
。 

IJ
C

A

の
資
料
コ
ー
ド
は
、
墨
付
き
括
弧
（【 
】）
で
表
す
。 

ま
た
、IJ

C
A

資
料
の
う
ち
、
電
子
的
形
態
で
（
デ
ジ
タ
ル
・
ア
ー
カ
イ
ブ
と

し
て
）
集
積
・
保
存
し
て
あ
る
資
料
は
、
主
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
お
い
て

学
術
機
関
リ
ポ
ジ
ト
リ
と
し
て
公
開
し
て
お
り
、
こ
れ
を
「
岩
崎
純
一
学
術
研

究
所
リ
ポ
ジ
ト
リ
」（Iw

a
sa

k
i J

u
n

ich
i A

ca
d

e
m

ic In
stitu

te
 R

e
p

o
sito

ry

、

略
：IJ

A
IR

）
と
称
す
る
。 

  
 
 

第
二
章 

『
岩
崎
純
一
全
集
』
（IJ

C
W

）
の
定
義 

  
IJ

C
A

の
う
ち
、
岩
崎
純
一
の
著
作
物
及
び
そ
の
引
用
著
作
物
を
合
わ
せ
て

『
岩
崎
純
一
全
集
』
（Iw

a
sa

k
i J

u
n

ich
i C

o
m

p
le

te
 W

o
rk

s

、
略
：IJ

C
W

）

（
以
下
、
随
時
『
全
集
』）
と
称
す
る
。 

狭
義
に
は
、
こ
の
う
ち
特
に
、
岩
崎
純
一
の
「
言
語
の
著
作
物
」
及
び
「
言

語
の
著
作
物
」
に
引
用
し
た
自
ら
の
著
作
物
（「
美
術
の
著
作
物
」、「
図
形
の
著

作
物
」
等
）
を
慣
例
で
こ
の
よ
う
に
称
す
る
が
、
ア
ー
カ
イ
ブ
上
の
『
全
集
』

と
は
、
岩
崎
純
一
の
著
作
物
を
枚
挙
し
た
も
の
（
目
録
及
び
リ
ポ
ジ
ト
リ
）
を

指
す
。
ま
た
本
集
に
は
、
本
集
に
収
め
て
い
な
い
他
の
著
作
物
の
解
説
を
も
収

め
て
い
る
。 

こ
のIJ

C
W

自
体
も
ま
た
、
個
人
全
集
と
し
て
、N

D
C

等
の
図
書
分
類
の
い

ず
れ
か
の
区
分
に
分
類
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
ろ
う
。 

な
お
、
本
巻
及
びIJ

C
W

全
体
に
お
い
て
、
「
岩
崎
純
一
の
著
作
物
」
と
は
、

「（
Ａ
）
岩
崎
の
独
自
の
著
作
物
」
の
み
を
指
す
場
合
と
、「（
Ａ
）
岩
崎
の
独
自

の
著
作
物
部
分
と
、（
Ｂ
）
岩
崎
が
引
用
・
利
用
し
た
他
の
著
作
者
の
著
作
物
部

分
と
の
総
称
」
と
を
指
す
場
合
が
あ
り
、
通
常
は
前
者
を
指
す
。
但
し
、
（
Ｂ
）

は
、（
Ａ
）
と
同
様
に
、
利
用
者
（
第
三
者
）
が
引
用
・
利
用
で
き
る
も
の
で
あ

る
こ
と
、
及
び
、
岩
崎
の
著
作
物
で
は
（
Ａ
）
が
主
た
る
部
分
、（
Ｂ
）
が
従
た

る
部
分
と
な
っ
て
お
り
、
著
作
権
法
上
の
引
用
の
原
則
が
徹
底
さ
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
単
に
「
岩
崎
の
著
作
物
」
と
あ
る
場
合
で
も
、（
Ａ
）
と
（
Ｂ
）
の
総

称
を
指
す
こ
と
が
あ
る
。
不
明
な
場
合
は
随
時
問
い
合
わ
せ
よ
。 

  
 

第
四
部 

「
岩
崎
純
一
学
術
研
究
所
」（IJ

A
I

）
の
定
義 

  
IJ

C
A

、IJ
C

W

及
び
次
のIJ

D
C

の
作
成
、
編
纂
、
管
理
そ
の
他
の
一
切
の

業
務
は
、
岩
崎
純
一
学
術
研
究
所
（Iw

a
sa

k
i J

u
n

ich
i A

ca
d

e
m

ic In
stitu

te

、
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略
：IJ

A
I

）
（
以
下
、
随
時
「
研
究
所
」
）
及
び
そ
の
所
長
た
る
岩
崎
純
一
と
所

員
が
執
り
行
う
。 

  
 

第
五
部 

「
岩
崎
式
十
進
分
類
法
」（IJ

D
C

）
の
定
義 

  
IJ

C
A

、IJ
C

W
及
びIJ

A
I

は
、
岩
崎
式
十
進
分
類
法
（Iw

a
sa

k
i J

u
n

ich
i 

D
e
cim

a
l 

C
la

ssifica
tio

n

、
略
：IJ

D
C

）
に
従
っ
て
分
類
、
構
築
、
設
置
を

行
う
。 

 
IJ

D
C

は
、
既
存
の
数
々
の
学
問
・
図
書
分
類
法
を
参
考
に
し
つ
つ
、
岩
崎
純

一
の
学
術
活
動
を
網
羅
・
枚
挙
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
考
案
さ
れ
た
十
進
学

術
分
類
法
で
あ
る
。 

IJ
D

C

と
し
て
分
類
法
を
改
変
す
る
こ
と
（
分
類
の
内
訳
の
編
集
や
階
層
の
入

れ
替
え
等
、
あ
ら
ゆ
る
変
更
の
い
ず
れ
か
を
行
い
、
か
つ
引
き
続
き

IJ
D

C

及

び
そ
の
著
作
者
を
名
乗
る
こ
と
）
は
、
岩
崎
純
一
の
み
が
こ
れ
を
行
う
権
利
を

有
す
る
も
の
で
あ
り
、
他
の
何
人
も
こ
れ
を
行
っ
て
は
な
ら
な
い
。
但
し
、IJ

D
C

を
著
作
権
法
の
規
定
の
範
囲
内
で
利
用
す
る
こ
と
（IJ

D
C

を
研
究
す
る
こ
と
、

IJ
D

C

を
自
身
の
著
作
物
の
整
理
の
た
め
に
私
的
に
借
用
す
る
こ
と
、IJ

D
C

を

借
用
し
た
こ
と
を
明
示
し
て
新
た
な
分
類
法
を
発
表
す
る
こ
と
等
）
は
、
他
の

何
人
も
こ
れ
ら
を
行
っ
て
差
し
支
え
な
い
。
ま
た
、
高
度
の
情
報
科
学
を
身
に

付
け
た
特
定
の
共
同
編
纂
者
は
、
岩
崎
か
ら
の
要
請
に
よ
り
、IJ

D
C

の
分
類
法

の
微
調
整
や
そ
の
一
部
の
管
理
を
担
う
こ
と
が
で
き
る
。 

 
IJ

D
C

の
各
区
分
は
、
岩
崎
純
一
学
術
研
究
所
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

（h
ttp

s://iw
a

sa
k

iju
n

ich
i.n

e
t/

）
の
各
デ
ィ
レ
ク
ト
リ
階
層
に
一
致
す
る
。 

 

第
六
部 

IJ
C

A

、IJ
C

W

編
纂
の
目
的 

  
 
 

第
一
章 

実
務
上
の
目
的 

  

こ
の
セ
ル
フ
ア
ー
カ
イ
ブ
は
、
在
野
の
研
究
者
で
あ
る
岩
崎
純
一
の
学
術
・

芸
術
活
動
に
よ
る
知
的
財
産
・
著
作
物
等
の
第
三
者
に
よ
る
有
意
義
な
二
次
的

利
用
の
促
進
と
不
正
利
用
の
防
止
の
双
方
を
主
な
目
的
と
し
て
、
そ
れ
ら
の
メ

タ
デ
ー
タ
（
電
磁
的
記
録
や
紙
媒
体
の
概
要
、
書
誌
情
報
、
保
存
形
式
、
著
作

権
情
報
な
ど
）
を
掲
載
、
枚
挙
し
（
目
録
）、
可
能
な
限
り
そ
れ
ら
の
本
体
デ
ー

タ
を
も
主
に
サ
ー
バ
ー
上
で
提
供
す
る
（
リ
ポ
ジ
ト
リ
）
試
み
で
あ
る
。 

 

ま
た
そ
の
上
で
、
内
容
に
つ
い
て
オ
ー
プ
ン
ア
ク
セ
ス
（
無
料
公
開
）
と
し

う
る
も
の
に
つ
い
て
は
そ
の
全
文
・
全
部
を
サ
ー
バ
ー
上
にIJ

A
I

の
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
の
コ
ン
テ
ン
ツ
と
し
て
公
開
し
て
お
り
、
こ
の
サ
イ
ト
は
事
実
上
の
リ
ポ

ジ
ト
リ
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。 

 

そ
の
目
的
と
し
て
、
第
一
に
は
、
活
動
を
目
録
及
び
リ
ポ
ジ
ト
リ
と
し
て
網

羅
的
・
羅
列
的
に
把
握
し
、
理
路
整
然
と
整
理
・
編
纂
す
る
こ
と
で
、
閲
覧
者
・

利
用
者
の
便
に
供
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。 

 

昨
今
は
日
本
で
も
、
欧
米
諸
国
と
共
に
、
公
的
機
関
や
大
学
、
研
究
機
関
等

に
お
い
て
、
そ
の
学
術
的
成
果
物
を
電
磁
的
に
保
存
・
公
開
す
る
「
機
関
リ
ポ

ジ
ト
リ
」
の
構
築
が
盛
ん
で
あ
る
。
公
開
さ
れ
て
い
る
も
の
は
、
商
品
化
さ
れ

た
も
の
（
有
料
の
書
籍
、
雑
誌
、
学
会
誌
な
ど
、
一
部
の
知
的
財
産
権
・
著
作

権
が
出
版
社
や
学
会
な
ど
に
あ
る
も
の
）
は
当
然
少
な
い
が
、
公
文
書
、
大
学
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法
人
関
連
文
書
、
会
議
録
、
大
学
の
紀
要
や
報
告
書
、
博
士
論
文
、
修
士
論
文
、

研
究
ノ
ー
ト
、
講
演
記
録
、
地
域
資
料
、
古
文
書
な
ど
、
著
者
や
編
者
自
ら
が

多
く
の
権
利
を
有
し
自
由
に
無
料
公
開
で
き
る
も
の
（
む
し
ろ
無
料
公
開
さ
れ

る
べ
き
も
の
）
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
特
に
、
学
位
規
則
の
改
訂
に
よ
り
、
二

〇
一
三
年
四
月
一
日
以
降
に
授
与
さ
れ
た
博
士
の
学
位
に
係
る
論
文
（
す
な
わ

ち
博
士
論
文
）
は
、
印
刷
公
表
に
代
え
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
公
表
が
義
務

化
さ
れ
た
ほ
か
、
公
金
・
税
金
が
投
入
さ
れ
た
研
究
で
得
ら
れ
た
災
害
関
連
情

報
や
医
療
情
報
な
ど
も
随
時
公
表
さ
れ
始
め
て
い
る
。 

 

こ
の
「
機
関
リ
ポ
ジ
ト
リ
」
の
手
法
を
、
従
来
の
学
問
分
類
や
商
業
的
流
通

ル
ー
ト
を
迂
回
し
な
が
ら
極
め
て
学
際
的
・
分
野
横
断
的
な
活
動
を
展
開
す
る

個
人
（
自
然
人
）
の
一
人
で
あ
る
岩
崎
純
一
に
適
用
す
る
こ
と
、
そ
し
て
、
そ

こ
か
ら
イ
ン
フ
ォ
マ
テ
ィ
ク
ス
（in

fo
rm

a
tics

）
全
般
の
未
来
像
を
も
語
る
こ

と
が
、
当
目
録
と
リ
ポ
ジ
ト
リ
の
構
築
の
第
一
の
目
的
で
あ
る
。 

 

一
方
で
、
著
作
者
が
自
由
に
適
用
で
き
る
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
・
コ
モ
ン
ズ
・

ラ
イ
セ
ン
ス
な
ど
に
限
ら
ず
、
日
本
国
の
著
作
権
法
や
ベ
ル
ヌ
条
約
・T

R
IP

S

協
定
自
体
に
違
反
す
る
岩
崎
の
著
作
物
の
利
用
が
後
を
絶
た
ず
、
随
時
注
意
・

警
告
を
行
い
、
法
的
手
段
を
行
使
し
て
は
い
る
も
の
の
、
違
法
利
用
さ
れ
た
全

て
の
著
作
物
、
権
利
、
損
失
を
回
収
す
る
こ
と
は
不
可
能
と
言
え
る
。
本
来
、

著
作
権
の
発
生
に
は
権
利
の
主
張
の
明
示
を
必
要
と
し
な
い
が
、
今
後
と
も
著

作
権
や
著
作
者
人
格
権
を
主
張
し
た
り
こ
れ
ら
を
考
察
し
た
り
す
る
際
の
明
示

さ
れ
た
根
拠
と
す
る
こ
と
を
第
二
の
目
的
と
し
て
、
本
目
録
・
リ
ポ
ジ
ト
リ
を

作
成
す
る
。 

 

第
二
章 

最
大
の
哲
学
的
人
間
学
的
目
的 

  
IJ

C
A

、IJ
C

W

編
纂
の
最
大
の
目
的
は
、
岩
崎
純
一
の
あ
ら
ゆ
る
活
動
に
つ

い
て
保
存
・
継
承
す
べ
く
既
に
ご
尽
力
下
さ
り
、
ま
た
そ
の
研
究
に
既
に
取
り

組
ん
で
下
さ
っ
て
い
る
方
々
、
学
術
研
究
や
実
験
の
対
象
と
な
る
岩
崎
の
共
感

覚
等
の
知
覚
様
態
や
脳
神
経
系
・
精
神
の
は
た
ら
き
に
つ
い
て
の
著
述
や
情
報

を
岩
崎
の
著
作
物
か
ら
得
よ
う
と
努
力
・
腐
心
さ
れ
て
い
る
方
々
、
今
後
こ
れ

ら
の
活
動
に
取
り
組
ま
れ
る
で
あ
ろ
う
現
在
の
学
生
や
子
供
た
ち
が
、
岩
崎
純

一
の
死
後
に
お
け
る
そ
の
著
作
物
等
の
保
存
・
継
承
・
研
究
活
動
に
お
い
て
、

岩
崎
自
身
の
生
前
に
お
け
る
そ
の
編
纂
の
方
針
や
意
向
の
伝
達
の
不
足
不
備
の

た
め
に
多
大
な
困
難
と
心
労
を
抱
え
る
こ
と
に
な
ら
な
い
よ
う
、
可
能
な
限
り

こ
れ
ら
を
示
し
て
お
く
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
私
に
と
っ
て
は
必
然
の

作
業
で
あ
る
と
感
じ
る
。 

 

私
岩
崎
が
現
在
、
公
事
・
私
事
に
限
ら
ず
、
他
の
あ
ら
ゆ
る
職
務
に
お
い
て

抱
え
、
私
の
多
大
な
困
難
と
心
労
の
種
と
な
っ
て
い
る
実
務
を
取
り
上
げ
て
み

れ
ば
、
そ
の
多
く
が
、
こ
れ
を
平
然
と
残
し
て
死
去
し
た
か
、
ま
た
は
こ
れ
を

放
置
し
て
生
活
す
る
高
齢
者
、
と
り
わ
け
、
社
会
的
上
位
者
や
、
高
度
経
済
成

長
期
に
職
務
を
怠
っ
た
後
期
高
齢
者
が
、
生
前
に
自
ら
終
え
る
か
、
終
え
ら
れ

な
い
な
ら
ば
そ
の
継
承
者
に
そ
の
処
理
方
法
を
懇
切
丁
寧
に
教
授
し
て
か
ら
死

去
ま
た
は
引
退
す
べ
き
で
あ
っ
た
実
務
で
あ
る
。
こ
の
実
務
に
費
や
す
多
大
な

月
日
と
時
間
の
た
め
に
、
断
念
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
日
本
の
文
化
的
事
業
が

ど
れ
ほ
ど
あ
る
か
分
か
っ
た
も
の
で
は
な
い
。 

人
の
死
は
い
つ
訪
れ
る
か
分
か
ら
な
い
が
、
そ
う
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
自
身
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の
死
に
つ
い
て
思
慮
と
責
任
が
浅
く
、
そ
の
実
務
的
処
理
か
つ
内
面
的
準
備
を

怠
る
無
責
任
な
人
間
に
対
し
て
は
、
い
く
ら
先
人
と
い
え
ど
も
敬
意
と
感
謝
の

情
が
湧
く
余
地
は
な
い
。
流
行
の
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
を
付
け
た
り
、
自
分

の
墓
を
準
備
し
た
り
す
る
こ
と
の
み
が
現
代
人
の
生
前
最
期
の
事
業
で
は
な
い

は
ず
で
あ
る
。 

一
介
の
国
民
個
人
の
手
が
届
か
な
い
国
家
的
文
化
事
業
は
別
に
し
て
、
手
が

届
く
ば
か
り
か
自
身
の
手
で
生
み
出
し
た
著
作
物
に
関
し
て
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
さ
え
あ
れ
ば
簡
単
に
手
に
入
る
民
法
や
著
作
権
法
を
元
に
整
理
す
る
こ
と
な

ど
は
、
芸
術
家
や
文
化
人
や
大
学
教
員
の
己
の
人
生
に
お
け
る
義
務
の
範
囲
内

で
あ
る
と
私
は
考
え
る
。 

 

こ
の
よ
う
に
考
え
る
一
介
の
三
十
歳
代
の
男
が
、
自
ら
の
著
作
物
に
つ
い
て

生
前
に
行
う
べ
き
こ
と
は
、
前
述
の
通
り
、
既
に
運
命
的
に
（
ニ
ー
チ
ェ
哲
学

に
お
け
る
運
命
愛
と
し
て
運
命
的
に
）
決
ま
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
と
感
じ
、

ま
た
、
そ
の
運
命
に
喜
び
を
も
感
ず
る
の
で
あ
る
。 
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第
二
編 

岩
崎
式
十
進
分
類
法
（IJ

D
C

）
及
びIJ

C
A

コ
ー
ド 

 
二
〇
一
五
年
四
月
二
十
四
日 

起
筆 

二
〇
一
七
年
一
月
九
日 

公
開 

二
〇
一
七
年
一
月
十
二
日 

更
新 

二
〇
一
七
年
十
月
十
六
日 

更
新 

二
〇
一
八
年
一
月
二
十
一
日 

更
新 

二
〇
一
八
年
三
月
二
十
六
日 

更
新 

二
〇
一
八
年
十
二
月
十
六
日 
更
新 

二
〇
一
九
年
二
月
十
六
日 

更
新 

二
〇
一
九
年
六
月
三
日 

最
終
更
新 

著
作
権
者
へ
の
問
い
合
わ
せ
が
必
要 
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第
一
部 

IJ
D

C

基
本
区
分
表 

系
列 

系
統 

資
料
の
管
理
体

制 岩
崎
式
十
進
分

類
法
（IJ

D
C

） 

※ 

第
一
～
五

次
区
分
は
【
0
】

～
【
9
】
の
十

分
類
。
第
六
次

以
降
の
分
類
数

は
自
由
。 

学
系
（
学
術
研

究
所
系
） 

女
性
主
系
、
基

幹
系
、
無
機

系
、
固
定
系 

主
系
、
基
幹

系
、
無
機
系
、

固
定
系 

岩
崎
と
女
性
局
の
共
同
管
理
下 

岩
崎
の
全
面
管
理
下 

ア
ー
カ
イ
ブ
（IJ

C
A

）
基
本
名
称 

（
第
三
次
区
分
ま
で
は
常
置
。
第
四
次
区
分
以
下
は
臨
時
設
置
。
第
六
次
区
分
以
下
の
分
類
数

は
、
基
本
は
十
分
類
だ
が
、
自
由
。
） 

大
学
系 

現
実
系 

女
性
副
系
、
有
機
系
、
生
命
系
、
生
体
系
、
流
動
系 

副
系
、
有
機
系
、
生
命
系
、
生
体
系
、
流
動
系 

保

管

庫

系
（
書
庫

系
、
倉
庫

系
） 

天

系

（
天
文

系
、
宇

宙
系
） 

比
喩
系
（
山
系
は
木
構
造
名
称
と
し
て
も
使
用
） 

地

層

系

（

土

壌

系
、
地
球

系
、
火
山

系
） 

山
系

（
山

域
） 

水
系

（
水

域
） 

生

物

系
（
生

態
系
） 

図
書
系 

女
性
主

系
、
図

書
系 

主
系
、

図
書
系 

岩
崎
と
女
性
局
の
共

同
管
理
下 

岩
崎
の
全
面
管
理
下 

『
岩
崎
純
一
全
集
』

（IJ
C

W

）
と
し
て
の

名
称
（
第
五
次
区
分

ま
で
は
常
置
。
第
六

次
区
分
以
下
も
頻
繁

に
設
け
ら
れ
る
が
、

分
類
数
は
極
め
て
自

由
。
） 

脚
本
系 

女

性

副

系
、
脚
本

系 副
系
、
脚

本
系 

学

術

研

究

所

制

（
《 

》

は

全

学

園

制

に

も
適
用
） 

女

性

主

系
、
部
班

制 主
系
、
部

班
制 

岩
崎
と
女
性
局
の
共
同
管
理
下 

岩
崎
の
全
面
管
理
下 

岩
崎
純
一
学
術
研
究
所
（IJ

A
I

）
の
ス
タ
ッ
フ
編
制
と
し

て
の
名
称
（
主
系
は
部
班
制
、
そ
の
各
区
分
は
部
班
と
い

う
。
副
系
は
学
園
制
、
そ
の
各
区
分
は
、
第
一
～
三
次
は

学
団
、
第
四
～
十
次
は
学
級
と
い
う
。
第
〇
・
一
次
区
分

は
常
置
。
そ
れ
以
下
は
臨
時
設
置
。
） 

学
園
（
大

学

、

高

校
）
制 

女
性
副
系
、
学
園
制 

副
系
、
学
園
制 神

道
制 

仏

教

制 

ミ
ッ
シ

ョ
ン
制 

メ

イ

ン

シ

ス

テ

ム 女

性

主

系
、
メ
イ

ン 主
系
、
メ

イ
ン 

右
記
内
の
女
性
局
管
理

下
の
専
用
ス
ペ
ー
ス
（
女

性
局
サ
イ
ト
） 

岩
崎
の
全
面
管
理
下
の

メ
イ
ン
サ
イ
ト 

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
デ
ィ

レ
ク
ト
リ
階
層
のU

R
L

 

（iw
a
sa

k
iju

n
ich

i.n
e
t

※
） 

サ
ブ
シ
ス

テ
ム 

女

性

副

系
、
サ
ブ 

副
系
、
サ

ブ 
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第

二

次

区
分 

（

製

作

物
・
著
作

物
分
類
） 

第

一

次

区
分 

（

知

財
・
製
作

者
・
著
作

者
分
類
） 

第

〇

次

区
分 

（
総
称
） 

女
性

群 群 女
性

系
、

女
性

統 系
、

統 女
性

大
系 

女
性
編
纂
別
添
資
料
ア
ー
カ
イ
ブ
（
女
性
ア
ー
カ
イ
ブ
、
女
性
主
座
） 

大
系 

ア
ー
カ
イ
ブ
（
主
座
） 

女
性
群
、

女
性
環
、

女
性
際 

群
、
環
、

際 女
性
系
、

女
性
域
、

女
性
圏 

系
、
域
、

圏 既

存

女

性

大

学

系 大
学
系 

女
性
群
、

女
性
境 

群
、
境 

女
性
庫 

庫 女

性

保

管
庫
、
女

性
書
庫
、

女

性

倉

庫 保
管
庫
、

書
庫
、
倉

庫 

女

性

群 群 女

性

系
、
女

性
圏 

系
、
圏 

女

性

天
、
女

性

宇

宙 天
、
宇

宙 

女

性

砕
、
女

性
屑
、

女

性

丘 砕

、

屑
、
丘 

女

性

層
、
女

性
堆
、

女

性

積
、
女

性
陸 

層

、

堆

、

積
、
陸 

女

性

球
、
女

性

大

地 球
、
大

地 

女

性

山 山 女

性

脈 脈 女

性

大
山
、

女

性

山
脈 

大
山
、

山
脈 

女
性

海 海 女
性

洋 洋 女
性

大洋
、

女
性

大
海 

大洋
、

大
海 

女
性

界
、

女
性

相 界
、

相 女
性

帝 帝 女
性

大
帝 

大
帝 

女
性

集 集 女
性
全
集 

全
集 

 

女
性

連 連 

 

女
性
部
（
本

部

は

女

性

室
）
《
女
性

廊
、
女
性
殿
》 

部
（
本
部
は

室
）《
廊
、
殿
》 

女
性
局
《
女

性
堂
、
女
性

舎
》 

局
《
堂
、
舎
》 

女
性
局
（
総

称
） 

所
（
研
究
所
、

学

術

研

究

所
） 

岩
崎
純
一
学

術
研
究
所 

女
性
院
、
女
子
院

（

本

部

は

女

性

府
、
女
子
府
） 

院
、
廊
（
本
部
は

府
） 

女
性
園
、
女
性
堂
、

女
性
舎
、
女
子
園
、

女
子
堂
、
女
子
校 

園
、
堂
、
舎
、
校 

女
性
園
（
総
称
）
、

女
性
堂
（
総
称
）
、

女
子
学
園
、
女
子

学
院
、
女
子
学
舎
、

女
子
学
校 

学
園
（
研
究
学
園
、

学
術
研
究
学
園
） 

岩
崎
純
一
学
術
研

究
（
女
子
）
学
園 

女
性
院
、
女

子
院
（
本
部

は
女
性
府
、

女
子
府
） 

院
、
廊
（
本

部
は
府
） 

女
性
堂
、
女

性
舎 

堂
、
舎 

女
性
堂
（
総

称
）
、
女
子

学
院
、
女
子

学
舎 

大
神
宮
、
大

社
、
神
社 

岩
崎
純
一

大
神
宮 

女
性
境
、

女
性
院
、

女

子

院

（
本
部
は

女
性
府
、

女
子
府
） 

境
、
院
、

廊
（
本
部

は
府
） 

女
性
堂
、

女
性
舎 

堂
、
舎 

女
性
寺
、

女
性
院
、

女

性

寺

院
、
女
性

精
舎 

寺
、
院
、

寺
院
、
精

舎 岩
崎
純
一

寺 

聖
女
院 

院 聖
女
堂
、
聖

女
舎 

堂
、
舎 

女
性
聖
堂
、

女
性
聖
域
、

女
子
聖
堂
、

女
子
聖
域 

大
聖
堂
、
聖

域 岩
崎
純
一

大
聖
堂 

※/

●/

●/*
 

※/

●/*
 

※

/

（
ル

ー
ト

デ
ィ

レ
ク

トリ
） 

資
料

は
メ

イ
ン

サ
イ

ト
に

配置
。 
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第

六

次

区
分 

（
題
目
、

大

見

出

し
分
類
） 

第

五

次

区
分 

（

年

代

分
類
） 

第

四

次

区
分 

（

学

問
・
図
書

分
類
二
） 

第

三

次

区
分 

（

学

問
・
図
書

分
類
一
） 

女
性
座 

座 女
性
目

（
女
性

要
目
） 

目
（
要

目
） 

女
性
綱

（
女
性

綱
目
） 

綱
（
綱

目
） 

女
性
類

（
女
性

類
目
） 

類
（
類

目
） 

女
性
象 

象 女
性
科 

科 女
性
分
、

女
性
区 

分
、
区 

女
性
野
、

女
性
門
、

女
性
領 

野
、
門
、

領 

女
性
地 

地 女
性
帯 

帯 女
性
分
、

女
性
区
、

女
性
街 

分
、
区
、

街 女
性
野
、

女
性
領 

野
、
領 

女

性

座
、
女

性
象 

座
、
象 

女

性

線
、
女

性
帯 

線
、
帯 

女
性
波 

波 女

性

束
、
女

性
団 

束
、
団 

女
性

礫 礫 女
性

石 石 女
性

岩 岩 女
性

塊 塊 

女
性

根 根 女
性

木 木 女
性

林 林 女
性

森 森 

女
性

口 口 女
性

江
、

女
性

州 江
、

州 女
性

湾 湾 女
性

灘 灘 

女
性

属 属 女
性

科 科 女
性

区 区 女
性

門 門 

女
性
部 

部 女
性
編

（

同

上
） 

編
（
以

下
、
目

次
） 

女
性
巻

（

同

上
） 

巻
（
通

し

番

号
） 

女
性
束 

束 

女
性
景 

景 女

性

場

（
同
上
） 

場

（

以

下

、

目

次
） 

女

性

幕

（
同
上
） 

幕
（
通
し

番
号
） 

女
性
合 

合 

女
性
族
《
女

性
柱
》 

族
《
柱
》 

女
性
役
《
女

性
楼
》 

役
《
楼
》 

女
性
係
《
女

性
庭
、
女
性

邸
》 

係
《
庭
、
邸
》 

女
性
班
《
女

性
館
、
女
性

棟
》 

班
《
館
、
棟
》 

女
性
級
、

女
子
級 

級 女
性
組
、

女
子
組 

組 女
性
会
、

女
子
会 

会 女
性
団
、

女
子
団 

団 

（
聖
）
巫

女
級 

級 （
聖
）
巫

女
組 

組 （
聖
）
巫

女
会 

会 （
聖
）
巫

女
団 

団 

女
性
級
、

女
子
級 

級 女
性
組
、

女
子
組 

組 女
性
会
、

女
子
会 

会 女
性
団
、

女
子
団 

団 

聖
女
級
、
聖

女
子
級 

級 聖
女
組
、
聖

女
子
組 

組 女
性
会
、
女

子
会 

会 聖
女
団
、
聖

女
子
団 

団 

以
下
、
自
由

だ
が
、
基
本

は

右

記

の

整

然

と

し

た

構

造

を

踏

襲

。

但

し
、『
全
集
』

で

は

資

料

内

の

目

次

階

層

と

な

る
。 

※/

●/

●/

●/

●/*
 

※/

●/

●/

●/*
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第

十

次

区
分 

（
型
式
、

性

状

分

類
二
） 

第

九

次

区
分 

（
型
式
、

性

状

分

類
一
） 

第

八

次

区
分 

（

小

見

出

し

分

類
） 

第

七

次

区
分 

（

中

見

出

し

分

類
） 

女

性

式 式 女

性

型 型
（
か

た
） 

女

性

軸 軸 女

性

標 標 

女
性
式
、

女
性
状
、

女
性
質
、

女
性
態 

式
、
状
、

質
、
態 

女
性
型
、

女
性
性
、

女
性
体 

型

（

か

た
）
、
形
、

性
、
体 

女
性
度 

度 女
性
限 

限 

女
性
式
、

女
性
状
、

女
性
質
、

女
性
態 

式
、
状
、

質
、
態 

女
性
型
、

女
性
性
、

女
性
体 

型

（

か

た
）、
形
、

性
、
体 

女
性
種
、

女
性
番 

種
、
番 

女
性
列 

列 

女
性
粒 

粒 女
性
星 

星 女
性
軸
、

女
性
度 

軸
、
度 

女
性
標
、

女
性
限 

標
、
限 

女
性
粘 

粘 女
性
泥 

泥 女
性
砂 

砂 女
性
灰
、

女
性
土 

灰
、
土 

女
性
花 

花 女
性
葉 

葉 女
性
節 

節 女
性
枝 

枝 

女
性
源 

源 女
性
渓 

渓 女
性
川
、

女
性
床 

川
、
床 

女
性
河 

河 

女
性
態 

態 女
性
体 

体 女
性
種 

種 女
性
列 

列 

女
性
号 

号 女
性
項 

項 女
性
節 

節 女
性
章 

章 

女
性
声
、

女
性
細 

声
、
細 

女
性
言 

言

（

ご

ん
） 

女
性
話 

話 女
性
段 

段 

女

性

手

《

女

性

斎
》 

手
《
斎
》 

女

性

身

《

女

性

房
》 

身
《
房
》 

女

性

家

《

女

性

屋
》 

家
《
屋
》 

女

性

員

《

女

性

宅
》 

員
《
宅
》 

女
性
徒
、

女
性
子
、

女
生
徒
、

女

子

生

徒 徒
、
子 

女
性
生
、

女
子
生 

生 女
性
補
、

女
子
補 

補 女
性
枠
、

女
子
枠 

枠 

（
聖
）

巫

女

徒

、

（
聖
）

巫

女

子 徒
、
子 

（
聖
）

巫

女

生 生 （
聖
）

巫

女

補 補 （
聖
）

巫

女

枠 枠 

女
性
徒
、

女
性
子
、

女
生
徒
、

女

子

生

徒 徒
、
子 

女
性
生
、

女
子
生 

生 女
性
補
、

女
子
補 

補 女
性
枠
、

女
子
枠 

枠 

聖
女
徒
、

聖
女
子
、

聖

女

生

徒
、
聖
女

子
生
徒 

徒
、
子 

聖
女
生
、

聖

女

子

生 生 聖
女
補
、

聖

女

子

補 補 聖
女
枠
、

聖

女

子

枠 枠 
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第
二
部 

区
分
名
称
の
由
来
と
思
想 

 

第
一
章 

総
論 

  
IJ

D
C

は
、IJ

C
A

の
根
幹
を
担
うIJ

C
W

、
す
な
わ
ち
学
術
的
な
文
章
・
図

書
資
料
の
分
類
の
利
便
性
を
優
先
す
る
た
め
、
図
書
分
類
と
し
て
機
能
す
る
よ

う
構
築
さ
れ
て
い
る
。 

但
し
、
構
想
段
階
よ
り
、
図
書
分
類
以
外
に
も
、
次
の
よ
う
な
種
々
の
学
術

分
類
を
も
参
考
に
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
を
総
合
的
に
吟
味
し
、IJ

C
A

の
管
理
に

お
い
て
有
用
と
考
え
ら
れ
る
部
分
の
み
を
採
用
し
、
独
自
の
十
進
分
類
法
と
し

た
も
の
が
、IJ

D
C

で
あ
る
。 

こ
こ
で
は
、
区
分
方
法
・
概
念
で
は
な
く
区
分
名
称
の
由
来
と
思
想
を
中
心

に
述
べ
、
各
区
分
の
分
類
思
想
に
つ
い
て
は
各
区
分
の
解
説
に
譲
る
。 

 

● 
 

IJ
D

C

に
取
り
入
れ
た
主
な
学
術
上
の
分
類
法 


 

昨
今
の
大
学
に
見
ら
れ
る
学
部
・
学
科
や
大
学
院
の
再
編
名 


 

科
学
研
究
費
助
成
事
業
（
科
研
費
。
文
部
科
学
省
お
よ
び
独
立
行
政

法
人
日
本
学
術
振
興
会
）
の
公
募
・
審
査
区
分 


 

「
系
・
分
野
・
分
科
・
細
目
表
」（
平
成
二
十
九
年
度
以
前
）
お

よ
び
「
審
査
区
分
表
（
大
区
分
、
中
区
分
、
小
区
分
）
」
（
平
成

三
十
年
度
以
降
）
の
両
方 


 

図
書
分
類
法
の
区
分
名
な
ど
の
図
書
館
情
報
学
用
語 


 

と
り
わ
け
、
十
進
分
類
法
で
あ
る
日
本
十
進
分
類
法
（N

D
C

）、

国
際
十
進
分
類
法
（U

D
C

）、
デ
ュ
ー
イ
十
進
分
類
法
（D

D
C

）。

次
点
と
し
て
、
展
開
分
類
法
（E

C

）
、
国
立
国
会
図
書
館
分
類

表
（N

D
L

C

）
の
分
類
名 


 

街
区
・
在
所
に
関
す
る
用
語 


 

宇
宙
の
大
規
模
構
造
（
泡
構
造
）
の
階
層
構
造
名 


 

数
学
・
物
理
学
の
座
標
空
間
名 


 

地
層
、
山
系
、
水
系
用
語 


 

生
物
分
類
学
（
こ
こ
で
は
リ
ン
ネ
式
階
級
分
類
）
に
お
け
る
階
級
・

タ
ク
ソ
ン
名
、
そ
の
他
の
生
物
学
・
生
態
学
用
語 


 

型
式
と
性
状
の
区
分
名 


 

一
般
的
な
文
学
作
品
の
見
出
し
区
分
名 


 

日
本
の
法
令
の
本
則
の
基
本
形
式 


 

脚
本
、
オ
ペ
ラ
、
演
劇
、
歌
舞
伎
、
交
響
楽
な
ど
の
演
目
区
分
名 


 

学
校
法
人
の
教
職
員
・
事
務
局
や
学
生
・
生
徒
・
学
級
の
組
織
区
分

名 


 

と
り
わ
け
、
女
子
学
園
、
女
子
学
院
（
大
学
、
高
等
学
校
、
中

学
校
）
の
組
織
区
分
名 


 

居
宅
・
家
屋
（
古
民
家
な
ど
）
に
関
す
る
用
語 

  

こ
の
ほ
か
、IJ

D
C

の
構
築
に
あ
た
り
、
引
用
・
参
考
文
献
に
挙
げ
た
全
て
の

文
献
や
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
参
考
と
し
て
い
る
。 

 

以
下
に
、IJ

D
C

の
構
築
に
あ
た
っ
て
行
っ
た
勘
案
、
吟
味
の
仔
細
を
述
べ
る
。 
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第
二
章 

名
称
系
統
（
主
系
・
副
系
）、
系
列
、
ア
ー
カ
イ
ブ
シ
ス
テ
ム
、

お
よ
び
こ
れ
ら
と
グ
ラ
フ
理
論
・「
木
構
造
」
や
群
論
・
集
合

論
・
圏
論
と
の
連
動 

 

● 
 

IJ
D

C

に
は
、
第
〇
次
区
分
か
ら
第
十
次
区
分
ま
で
の
十
一
区
分
が
設
置

さ
れ
て
い
る
。
通
常
は
、
各
区
分
は
「
第
～
次
区
分
」
で
は
な
く
、
表
中
の

個
別
の
区
分
名
称
（
漢
字
一
文
字
～
数
文
字
）
で
呼
び
表
さ
れ
る
。 

● 
 

理
論
上
は

IJ
D

C

に
は
、IJ

C
A

、IJ
C

W

、IJ
A

I

、
シ
ス
テ
ム
の
そ
れ

ぞ
れ
に
十
の
十
乗
（
百
億
）
通
り
の
区
分
（
資
料
分
類
や
内
部
組
織
）
が
存

在
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
ほ
と
ん
ど
の
区
分
は
常
置
さ
れ
て
お
ら
ず
（
常
置

は
数
十
の
部
班
の
み
）、
資
料
の
編
纂
・
管
理
作
業
時
に
臨
時
設
置
さ
れ
る
。

但
し
当
然
、
第
〇
次
・
第
一
次
区
分
は
常
置
さ
れ
、
そ
の
他
の
上
位
・
中
位

区
分
（
第
三
次
～
第
五
次
区
分
）
も
頻
繁
に
設
置
さ
れ
る
。
ま
た
、
下
位
区

分
と
な
る
ほ
ど
、
分
類
方
法
の
自
由
度
も
増
す
傾
向
に
あ
る
。 

● 
 

区
分
名
称
は
、
基
本
的
に
は
音
読
み
す
る
が
、
同
音
異
義
語
が
存
在
す
る

た
め
、
留
意
す
べ
き
で
あ
る
。
音
読
み
が
重
な
る
場
合
は
、
訓
読
み
す
る
こ

と
で
音
の
重
複
を
避
け
る
こ
と
が
多
い
。（
例
：「
系
」、「
景
」、「
型
」
な
ど

の
音
が
い
ず
れ
も
「
け
い
」
で
あ
る
た
め
、
「
型
」
を
「
か
た
」
と
読
む
な

ど
。
） 

 

あ
る
い
は
、「
体
」
に
つ
い
て
は
、「
帯
」
な
ど
と
の
音
の
重
複
を
避
け
る

た
め
、「
た
い
」
で
は
な
く
「
て
い
」
と
読
む
な
ど
の
工
夫
も
行
っ
て
い
る
。 

こ
の
よ
う
に
、
と
も
か
く
一
聴
し
て
分
か
る
読
み
と
す
る
の
が
原
則
で
あ

る
。 

 

但
し
、「
束
」、「
身
」、「
手
」
な
ど
は
「
た
ば
」、「
み
」、「
て
」
と
訓
読

み
す
る
こ
と
が
あ
る
一
方
、「
灘
」、「
泥
」
は
「
な
だ
」、「
で
い
」
の
音
読

み
の
み
が
用
い
ら
れ
る
な
ど
、
区
分
名
、
特
に
語
義
に
よ
り
差
が
大
き
い
。 

 

な
お
、「
枠
（
わ
く
）」
は
、IJ

D
C

唯
一
の
国
字
・
訓
で
あ
る
。 

● 

「
部
」
の
名
称
は
、
第
二
次
区
分
のIJ

A
I

名
称
と
第
六
次
区
分
のIJ

C
W

名
称
の
双
方
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。
区
分
も
意
味
概
念
も
異
な
る
の
で
、
留

意
さ
れ
た
い
。 

● 
 

本
来
、IJ

D
C

が
適
用
さ
れ
る
資
料
ア
ー
カ
イ
ブ
で
あ
るIJ

C
A

の
本
体

の
数
は
、
唯
一
つ
で
あ
る
と
言
う
こ
と
が
で
き
、IJ

C
W

も
女
性
編
纂
別
添

資
料
ア
ー
カ
イ
ブ
もIJ

C
A

の
内
部
構
造
（
要
素
）
に
す
ぎ
な
い
と
言
う
こ

と
が
可
能
で
あ
る
。（
こ
の
場
合
、
第
〇
次
区
分
主
系
と
し
て
の

IJ
C

A

を

「
主
座
」
と
呼
ぶ
こ
と
が
あ
る
。
第
六
次
区
分
の
「
座
」
と
は
異
な
る
。） 

し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
独
立
性
の
強
い
内
部
構
造
に
は
、IJ

C
A

の
他

の
部
分
と
は
別
に
独
自
の
区
分
名
称
が
与
え
ら
れ
て
い
る
。 

 
IJ

C
W

は
、
完
全
に
固
有
の
区
分
名
称
を
持
つ
。
女
性
と
岩
崎
が
共
同
管

理
す
る
女
性
資
料
ア
ー
カ
イ
ブ
は
、
各
区
分
名
称
の
先
頭
に
「
女
性
」
の
二

字
を
付
し
た
名
称
を
持
つ
。 

● 
 

IJ
A

I

の
組
織
区
分
名
も
、IJ

C
A

、IJ
C

W

と
は
別
に
固
有
の
名
称
を
持

つ
。 

● 
 

IJ
C

A

、IJ
C

W

、IJ
A

I

の
そ
れ
ぞ
れ
に
二
つ
の
名
称
系
統
、
主
系
（
基

幹
系
）
お
よ
び
副
系
が
あ
る
。
従
っ
て
、IJ

C
A

、IJ
C

W

、IJ
A

I

の
そ
れ

ぞ
れ
に
、
主
系
、
副
系
、
女
性
主
系
、
女
性
副
系
の
四
つ
の
命
名
系
統
が
存
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在
す
る
。 

主
系
と
副
系
の
内
容
は
、
完
全
に
同
一
の
も
の
（
ア
ー
カ
イ
ブ
と
資
料
）

で
あ
っ
て
、
資
料
分
類
の
思
想
上
（
後
述
）
に
お
い
て
呼
称
が
異
な
る
の
み

で
あ
る
。 

 

主
系
お
よ
び
副
系
の
名
称
は
、
後
述
す
る
シ
ス
テ
ム
の
冗
長
化
に
お
け
る

主
系
、
副
系
か
ら
採
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。 

後
方
に
区
分
ご
と
の
解
説
を
掲
載
し
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
は
主
系
名
称
に

よ
っ
て
解
説
し
て
い
る
。 

● 
 

副
系
は
、
さ
ら
に
様
々
な
系
列
と
そ
の
名
称
を
有
す
る
。
こ
れ
ら
の
系
列

に
は
、
前
掲
の
様
々
な
分
類
法
に
お
け
る
名
称
が
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
が
、

IJ
D

C

の
各
系
列
は
既
存
の
分
類
法
に
一
致
せ
ず
、
複
数
の
分
類
法
か
ら
区

分
名
称
が
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
。 

● 
 

深
い
階
層
の
ア
ー
カ
イ
ブ
ま
た
は
資
料
を
表
現
す
る
際
は
、
系
統
・
系
列

を
横
断
し
な
い
こ
と
が
望
ま
し
い
も
の
の
、
ど
の
ア
ー
カ
イ
ブ
ま
た
は
資
料

を
い
ず
れ
の
系
統
・
系
列
名
で
表
現
し
て
も
差
し
支
え
な
い
。 

● 
 

主
系
と
副
系
の
複
系
統
を
設
け
た
目
的
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。 

IJ
C

A

に
お
い
て
は
、
多
く
の
資
料
が
主
系
名
称
で
呼
ば
れ
る
が
、
有
機

体
（
生
命
体
、
生
体
）
に
関
わ
る
資
料
（
例
え
ば
、
人
物
や
動
植
物
を
撮
影

し
た
映
像
、
写
真
、
あ
る
い
は
有
機
体
自
体
な
ど
）
に
は
、
副
系
名
称
が
好

ん
で
充
て
ら
れ
る
傾
向
に
あ
る
。IJ

C
A

副
系
に
は
、
後
述
の
通
り
、
生
物

分
類
学
に
基
づ
く
名
称
な
ど
が
取
り
入
れ
ら
れ
て
お
り
、
主
系
（
基
幹
系
）

を
無
機
系
（
ま
た
は
、
固
定
系
）
と
も
呼
ぶ
の
に
対
し
、
副
系
を
有
機
系
（
ま

た
は
、
生
命
系
、
生
体
系
、
流
動
系
）
と
も
呼
ぶ
。 

IJ
C

A

副
系
は
、
現
実
系
と
比
喩
系
に
分
か
れ
る
。 

現
実
系
は
、
資
料
の
デ
ー
タ
保
存
、
物
的
保
管
の
作
業
に
お
い
て
実
用
的

で
あ
り
、
頻
繁
に
主
系
と
併
用
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
大
学
系
は
文
書
・
画

像
デ
ー
タ
保
存
（
後
述
の
【
1
群
】・
【
2
群
】・
【
6
群
】
～
【
9
群
】）、

保
管
庫
系
は
物
的
保
管
（
後
述
の
【
3
群
】
～
【
5
群
】）
に
有
用
で
あ
る
。 

比
喩
系
は
、IJ

C
A

を
宇
宙
や
地
球
、
山
海
の
構
造
に
喩
え
た
も
の
で
、

い
か
な
る
資
料
に
用
い
て
も
差
し
支
え
な
い
。
表
中
で
は
、
実
際
の
宇
宙
・

自
然
界
に
お
け
る
構
造
の
規
模
が
大
き
な
順
に
掲
載
し
た
。
な
お
、IJ

D
C

で
は
、
一
般
に
有
機
体
・
生
命
体
の
シ
ス
テ
ム
を
意
味
す
る
生
態
系
の
み
な

ら
ず
、
そ
の
舞
台
で
あ
る
地
層
系
、
山
系
、
水
系
を
も
含
む
非
有
機
体
の
自

然
物
へ
の
比
喩
（
比
喩
系
）
全
体
を
「
有
機
系
」
と
称
す
る
。
ま
た
無
論
、

有
機
系
は
、
有
機
（
化
合
）
物
を
含
む
資
料
に
の
み
付
す
名
称
系
列
で
は
な

い
。
命
名
の
詳
細
は
後
述
す
る
。 

● 
 

IJ
C

W

に
お
い
て
も
、
同
じ
く
多
く
の
資
料
が
主
系
で
呼
ば
れ
る
が
、
文

章
・
図
書
資
料
の
う
ち
、
実
話
録
、
体
験
談
や
、
当
該
文
章
の
み
で
完
結
し

な
い
芸
術
の
草
稿
の
文
章
（
演
劇
、
交
響
楽
な
ど
の
総
合
芸
術
の
脚
本
、
台

詞
な
ど
）
に
は
、
副
系
が
好
ん
で
充
て
ら
れ
る
傾
向
に
あ
る
。IJ

C
W

副
系

に
は
、
後
述
の
通
り
、
演
劇
、
交
響
楽
用
語
が
取
り
入
れ
ら
れ
て
お
り
、
主

系
を
図
書
系
と
も
呼
ぶ
の
に
対
し
、
副
系
を
脚
本
系
と
も
呼
ぶ
。 

● 
 

IJ
A

I

に
お
い
て
も
、
同
じ
く
多
く
の
場
合
は
主
系
で
呼
ば
れ
る
が
、IJ

A
I

な
い
しIJ

C
A

の
活
動
の
場
の
全
体
を
一
つ
の
学
園
、
学
校
、
教
育
機
関
と

見
る
女
性
ス
タ
ッ
フ
お
よ
び
一
般
女
性
は
、
副
系
を
好
ん
で
用
い
る
傾
向
に

あ
る
。IJ

A
I

副
系
に
は
、
後
述
の
通
り
、
女
子
学
園
、
女
子
学
院
の
組
織
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区
分
名
が
取
り
入
れ
ら
れ
て
お
り
、
主
系
を
部
班
制
（
各
区
分
は
部
班
）
と

も
呼
ぶ
の
に
対
し
、
副
系
を
学
園
制
（
各
区
分
は
、
第
一
次
～
第
三
次
区
分

は
学
団
、
第
四
次
～
第
十
次
区
分
は
学
級
）
と
も
呼
ぶ
。
但
し
、
主
系
の
部

班
制
の
採
用
自
体
も
、
第
二
巻
で
述
べ
る
通
り
、
元
は
女
性
ス
タ
ッ
フ
の
発

案
を
契
機
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。 

 
IJ

A
I

副
系
は
、
学
園
（
大
学
、
高
校
）
制
、
神
道
制
、
仏
教
制
、
ミ
ッ

シ
ョ
ン
制
に
分
か
れ
る
。
こ
れ
ら
は
、
「
制
」
の
代
わ
り
に
「
系
」
と
も
い

う
。
現
在
に
至
る
ま
で
、
日
本
の
宗
教
系
学
校
は
圧
倒
的
に
女
子
校
に
多
い

が
、IJ

A
I

副
系
に
つ
い
て
も
、
女
性
が
好
ん
で
用
い
て
お
り
、
ほ
と
ん
ど

IJ
A

I

女
性
副
系
と
同
義
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。 

● 
 

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
お
よ
び
資
料
管
理
シ
ス
テ
ム
に
お
い
て
は
、
主
系
と
副
系

は
、
そ
れ
ぞ
れ
メ
イ
ン
（
サ
イ
ト
、
シ
ス
テ
ム
）
、
サ
ブ
（
サ
イ
ト
、
シ
ス

テ
ム
）
と
も
い
い
、
稼
動
機
（
稼
働
中
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
担
当
機
）
と
コ
ー

ル
ド
ス
タ
ン
バ
イ
（
な
い
し
ウ
ォ
ー
ム
ス
タ
ン
バ
イ
）
の
関
係
に
あ
る
。
主

系
と
副
系
の
相
互
の
階
層
構
造
は
当
然
完
全
に
一
致
し
て
お
り
、
サ
イ
ト
と

シ
ス
テ
ム
ど
う
し
の
階
層
構
造
も
完
全
に
一
致
し
て
い
る
。 

す
な
わ
ち
、
こ
れ
ら
は
全
て
同
一
の
も
の
で
あ
り
、
副
系
は
バ
ッ
ク
ア
ッ

プ
シ
ス
テ
ム
で
あ
り
、
主
系
の
冗
長
化
で
あ
る
。
（
こ
こ
で
の
主
系
、
副
系

の
用
語
の
使
用
法
こ
そ
が
本
来
の
使
用
法
で
あ
る
が
、
前
述
の
通
り
、IJ

C
A

、

IJ
C

W

、IJ
A

I

の
主
系
、
副
系
の
語
と
し
て
も
借
用
し
た
。） 

こ
れ
ら
の
各
シ
ス
テ
ム
は
、
前
述
のIJ

C
A

、IJ
C

W

、IJ
A

I

の
よ
う
な

四
系
統
ご
と
の
個
別
名
称
は
持
た
な
い
が
、
メ
イ
ン
サ
イ
ト
で
公
開
中
の
資

料
に
は
、
メ
イ
ン
シ
ス
テ
ム
資
料
の
う
ち
、
前
述
の
無
機
系
か
つ
図
書
系
の

資
料
が
多
い
こ
と
か
ら
、
一
般
閲
覧
者
が
メ
イ
ン
サ
イ
ト
で
目
に
す
る
の
は

主
にIJ

C
A

、IJ
C

W

、IJ
A

I

の
主
系
名
称
で
あ
る
。
サ
ブ
サ
イ
ト
は
、
概

念
上
は
メ
イ
ン
サ
イ
ト
の
ミ
ラ
ー
サ
イ
ト
を
指
す
が
、
現
在
は
シ
ス
テ
ム
の

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
は
当
然
行
っ
て
い
る
一
方
、
ミ
ラ
ー
サ
イ
ト
は
サ
ー
バ
ー
上

に
設
置
し
て
い
な
い
た
め
、
あ
く
ま
で
も
理
論
上
の
名
称
で
あ
る
。 

一
方
、
女
性
サ
イ
ト
お
よ
び
シ
ス
テ
ム
（
メ
イ
ン
、
サ
ブ
両
方
）
は
、
女

性
局
サ
イ
ト
と
し
て
公
開
中
の
ペ
ー
ジ
を
除
き
、
第
二
巻
以
降
に
述
べ
る
女

性
施
設
の
端
末
の
み
で
利
用
で
き
る
も
の
で
あ
り
、
非
公
開
資
料
を
限
定
的

に
提
供
す
る
サ
イ
ト
お
よ
び
シ
ス
テ
ム
を
指
す
。 

● 

「
系
」
の
語
は
、
全
て
のIJ

D
C

用
語
の
基
幹
を
成
す
語
で
あ
り
、
系
統
（
主

系
・
副
系
）、
系
列
（
学
系
・
現
実
系
・
比
喩
系
な
ど
）、
第
〇
次
区
分
（
大

系
・
既
存
大
学
系
な
ど
）
、
第
一
次
区
分
（
系
）
の
四
概
念
に
つ
い
て
用
い

ら
れ
る
。 

● 
 

第
〇
次
区
分
の
名
称
に
は
、
他
の
区
分
名
称
と
異
な
り
、
表
中
の
通
り

様
々
な
漢
字
熟
語
が
充
て
ら
れ
て
い
る
。
第
一
次
区
分
の
名
称
の
頭
に
「
大
」

を
付
し
た
も
の
が
多
い
が
、
と
り
わ
け
比
喩
系
とIJ

A
I

名
称
は
独
特
な
名

称
を
有
す
る
。 

● 
 

IJ
D

C

を
グ
ラ
フ
理
論
、
と
り
わ
け
デ
ー
タ
構
造
と
し
て
の
「
木
構
造
」

（
厳
密
に
は
、
連
結
で
閉
路
の
な
い
有
向
の
根
付
き
木
構
造
、
す
な
わ
ち
、

有
向
非
巡
回
グ
ラ
フ
）
と
し
て
見
る
場
合
（「
山
系
」
の
項
に
詳
述
）、
各
資

料
な
い
し
資
料
群
を
「
ノ
ー
ド
（
節
点
・
頂
点
）」、
資
料
（
群
）
間
関
係
を

「
エ
ッ
ジ
（
枝
・
辺
）
」
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
、
各
ノ
ー
ド

は
、
区
分
名
称
Ｘ
を
伴
っ
て
、「
Ｘ
ノ
ー
ド
」（「
綱
」
な
ら
ば
「
綱
ノ
ー
ド
」、
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「
列
」
な
ら
ば
「
列
ノ
ー
ド
」
な
ど
）
と
い
う
。 

 

但
し
、
こ
の
木
構
造
・
ノ
ー
ド
方
式
は
、
同
じ
く
樹
木
構
造
へ
の
比
喩
を

取
り
入
れ
た
「
山
系
」
と
親
和
性
が
高
い
た
め
、
通
常
は
「
山
系
」
用
語
で

「
山
ノ
ー
ド
」
、「
森
ノ
ー
ド
」、「
林
ノ
ー
ド
」
な
ど
と
呼
ば
れ
る
。「
山
系
」

の
解
説
を
見
よ
。 

● 
 

IJ
D

C

（
乃
至
そ
の
物
的
実
体
や
電
磁
的
デ
ー
タ
と
し
て
の

IJ
C

A

）
を

集
合
論
に
お
い
て
観
察
す
る
場
合
、
ま
ず
は
単
に
、
各
著
作
物
・
デ
ー
タ
（
の

集
合
）
を
元
や
集
合
と
す
る
素
朴
集
合
論
と
し
て
運
用
す
る
こ
と
が
可
能
で

あ
る
。 

一
方
、
公
理
的
集
合
論
（Z

F
な
い
しZ

F
C

公
理
系
）
と
し
て
理
解
す
る

場
合
、
世
の
あ
ら
ゆ
る
物
や
デ
ー
タ
ま
た
は

IJ
D

C

（IJ
C

A

）
の
第
〇
次

区
分
を
「
普
遍
集
合
（
宇
宙
、U

n
iv

e
rse

、
Ｕ
）
」
と
定
義
で
き
る
が
、IJ

D
C

の
区
分
の
相
互
関
係
が
包
含
関
係
に
あ
る
と
見
る
か
帰
属
関
係
に
あ
る
と

見
る
か
に
よ
っ
て
、
記
法
が
異
な
っ
て
く
る
。 

例
え
ば
、IJ

C
W

、
第
一
集
、
Ｘ
巻
な
ど
は
、
元
と
見
る
と
き
、
「
Ｘ∈

【
2
系
1
群
】∈

【
2
系
（IJ

C
W

）
】∈

【IJ
C

A

】
」
が
成
り
立
つ
が
、

Ｘ
は
下
位
の
区
分
（
編
、
章
、
節
な
ど
）
の
集
合
で
も
あ
る
か
ら
、
「
Ｘ⊂

【
2
系
1
群
】⊂

【
2
系
（IJ

C
W

）】⊂

【IJ
C

A

】」
と
も
表
す
こ
と
が

で
き
る
。
公
理
的
集
合
論
に
お
い
て
、
「
Ｘ⊂

Ｙ⊂

Ｚ⇒

Ｘ⊂

Ｚ
」
は
成
り

立
つ
一
方
、
「
Ｘ∈

Ｙ∈

Ｚ⇒

Ｘ∈

Ｚ
」
は
必
ず
し
も
成
り
立
た
な
い
こ
と

か
ら
、
全
製
作
物
・
著
作
物
を
第
〇
次
区
分
そ
の
も
の
で
あ
る
と
定
め
て
い

るIJ
D

C

の
区
分
関
係
は
、
通
常
は
包
含
関
係
に
よ
っ
て
記
述
・
運
用
す
る

こ
と
が
望
ま
し
い
と
考
え
ら
れ
る
。 

ま
た
、
そ
の
場
合
、
区
分
Ｘ
と
そ
れ
が
包
含
す
る
十
個
の
集
合
（
Ｘ
＋
1

区
分
を
構
成
す
る
集
合
族
）
と
は
対
称
関
係
に
あ
る
た
め
、
多
く
の
著
作
物

が
横
断
的
・
超
域
的
な
性
質
を
有
し
、
あ
る
区
分
（
分
類
）
へ
の
著
作
物
の

恒
久
的
帰
属
を
追
求
す
る
わ
け
で
は
な
いIJ

C
A

の
実
状
に
、
よ
く
合
致
す

る
。 例

外
と
し
て
、
各
著
作
物
を
元
、
各
区
分
を
帰
属
先
と
す
る
反
対
称
関
係

に
よ
る
理
解
（
こ
の
場
合
の
記
法
は
、
前
述
の
通
り
、「
Ｘ∈

【
Ａ
】」
な
ど

と
な
る
）
は
、
当
該
著
作
物
が
概
ねIJ

D
C

に
お
け
る
最
末
端
の
要
素
と
認

め
ら
れ
る
場
合
に
は
、
有
効
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
そ
れ
以
下
の
内
部
構
造
・

分
類
を
持
た
な
い
と
見
て
差
し
支
え
な
い
ほ
ど
の
（
分
野
や
内
容
が
）
狭
小

な
著
作
物
に
つ
い
て
の
み
、
有
効
で
あ
る
。 

な
お
、IJ

D
C

に
お
い
て
は
、
定
義
上
当
然
な
が
ら
、
集
合
族
と
し
て
の

区
分
Ｘ
は
そ
れ
が
包
含
す
る
十
個
の
集
合
族
Ｘ
＋
1
の
和
に
一
致
す
る
。 

IJ
D

C

は
、
群
論
に
お
け
る
「
群
」・「
環
」
概
念
、Z

F
C

公
理
系
以
外
の

集
合
論
に
お
け
る
「
類
（
ク
ラ
ス
）」・「
級
」
概
念
、
圏
論
に
お
け
る
「
射
」・

「
写
像
」
概
念
な
ど
を
も
っ
て
理
解
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
り
、
元
よ
り
、

グ
ラ
フ
理
論
（
前
述
）
、
群
論
、
集
合
論
、
圏
論
を
折
衷
し
た
構
造
を
有
す

る
と
言
え
る
。 

「
群
」、「
環
」、「
系
」、「
族
」、「
類
」、「
圏
」
な
ど
の
語
はIJ

D
C

の
区
分

名
称
で
も
あ
る
が
、
群
論
、
集
合
論
、
圏
論
用
語
と
し
て
の
そ
れ
ら
と
は
意

味
概
念
が
異
な
る
。IJ

D
C

で
は
、
類
似
の
著
作
物
の
集
ま
り
を
集
合
論
に

お
け
る
「
集
合
」
と
す
る
観
念
的
理
解
と
共
に
、
著
作
物
を
三
次
元
時
空
に

配
置
す
る
視
覚
的
・
触
覚
的
理
解
を
重
視
し
て
お
り
、
後
者
に
つ
い
て
は
、



『岩崎純一全集』序巻「序説、総記（序）」 

19 

 

宇
宙
の
大
規
模
構
造
（
泡
構
造
）
の
階
層
構
造
名
や
数
学
・
物
理
学
の
座
標

空
間
名
の
章
で
解
説
す
る
。 

  

第
三
章 
昨
今
の
大
学
に
見
ら
れ
る
学
部
・
学
科
や
大
学
院
の
再
編
名 

 

● 
 

IJ
D

C

の
第
一
次
～
第
三
次
区
分
の
「
系
」
、「
域
」、「
圏
」、「
群
」、「
環
」
、

「
際
」
、「
類
」
は
、IJ

C
A

全
体
の
上
位
・
大
分
類
領
域
（
資
料
組
織
）
を

形
成
す
る
最
重
要
概
念
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
図
書
分
類
と
し
て
で
は
な
く

学
術
分
類
と
し
て
見
る
と
き
、「
学
系
」
、「
学
域
」
、「
学
圏
」、「
学
群
」、「
学

環
」
、「
学
際
」、「
学
類
」
と
称
す
る
こ
と
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
語
は
、
主
系

学
系
や
副
系
大
学
系
の
み
な
ら
ず
、
保
管
庫
系
や
天
系
に
も
適
宜
取
り
入
れ

て
い
る
。 

 

ま
た
、IJ

D
C

の
第
一
次
・
第
二
次
区
分
の
「
堂
」、「
舎
」、「
院
」、「
府
」

は
、IJ

A
I

の
幹
部
陣
営
（
人
的
組
織
）
を
成
す
最
重
要
概
念
で
あ
る
。
こ

れ
ら
は
、
事
務
局
組
織
と
し
て
で
は
な
く
学
術
組
織
と
し
て
見
る
と
き
、「
学

堂
」
、「
学
舎
」、「
学
院
」
、「
学
府
」
と
称
す
る
こ
と
が
あ
る
。（「
園
」
、「
局
」、

「
部
」
な
ど
に
つ
い
て
は
、
別
途
後
述
し
た
。） 

 

昨
今
の
大
学
に
お
け
る
「
学
系
」
、「
学
域
」
、「
学
圏
」、「
学
群
」、「
学
環
」、

「
学
際
」
、「
学
類
」
、「
学
堂
」
、「
学
舎
」
、「
学
院
」
、「
学
府
」
の
語
と
、IJ

D
C

に
お
け
る
「（
学
）
系
」
、「
（
学
）
域
」
、「
（
学
）
圏
」、「（
学
）
群
」、「（
学
）

環
」
、「（
学
）
際
」、「
（
学
）
類
」
、「
（
学
）
堂
」
、「
（
学
）
舎
」、「（
学
）
院
」、

「
（
学
）
府
」
の
語
と
は
、
こ
れ
以
降
に
展
開
す
る
解
説
の
通
り
、
相
互
に

意
味
が
大
き
く
異
な
る
。
元
よ
り
、
大
学
に
よ
っ
て
も
、
こ
れ
ら
の
組
織
上

の
意
味
や
階
層
の
上
下
関
係
は
大
き
く
異
な
る
。 

な
お
、「
際
」
は
、
大
学
に
お
い
て
は
、
ほ
ぼ
「
学
際
」
の
熟
語
と
し
て

用
い
ら
れ
、
学
問
分
野
を
表
す
語
と
し
て
は
、
東
京
大
学
を
除
き
、
あ
ま
り

用
い
ら
れ
な
い
。 

ま
た
、「
学
群
」
は
筑
波
大
学
が
、「
学
環
」
は
東
京
大
学
が
、
そ
れ
ぞ
れ

当
時
の
学
長
ま
た
は
自
校
が
日
本
で
初
め
て
生
み
出
し
た
造
語
で
あ
る
と

主
張
し
て
い
る
が
（
前
者
は
後
の
筑
波
大
学
学
長
の
福
田
信
之
の
著
『
筑
波

大
学
の
ビ
ジ
ョ
ン
』
に
基
づ
く
主
張
、
後
者
は
後
述
の
情
報
学
環
の
主
張
）、

語
の
使
用
法
の
独
創
性
は
別
と
し
て
、
学
術
の
横
断
を
意
味
す
る
国
語
単
語

と
し
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
大
が
初
出
で
あ
る
か
ど
う
か
は
怪
し
い
。
こ
こ
で

は
、
こ
の
問
題
に
は
大
き
く
触
れ
な
い
も
の
と
す
る
。 

● 
 

ま
ず
、
大
学
の
学
部
・
学
科
領
域
に
お
い
て
採
用
数
が
比
較
的
に
多
い
制

度
名
称
で
あ
る
「
学
系
」、「
学
域
」、「
学
群
」、「
学
類
」
を
取
り
上
げ
る
。 

こ
れ
ら
は
、
筑
波
大
学
、
福
島
大
学
、
金
沢
大
学
、
宮
城
大
学
、
大
阪
府

立
大
学
、
高
知
工
科
大
学
、
北
九
州
市
立
大
学
、
桜
美
林
大
学
、
日
本
工
業

大
学
な
ど
、
主
に
地
方
の
大
中
規
模
大
学
に
見
ら
れ
、
従
来
の
「
学
部
」（
学

校
教
育
法
第
八
十
五
条
が
、
大
学
に
お
け
る
学
部
の
設
置
を
「
常
例
」
と
し

て
い
る
）
や
「
学
科
」
、
あ
る
い
は
教
職
員
組
織
に
代
わ
る
概
念
と
し
て
注

目
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
組
織
は
、
学
校
教
育
法
第
八
十
五
条
に
お
い
て

「
当
該
大
学
の
教
育
研
究
上
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
有
益
か
つ
適
切
で

あ
る
場
合
に
お
い
て
」
設
置
で
き
る
と
定
め
ら
れ
て
い
る
「
学
部
以
外
の
教

育
研
究
上
の
基
本
と
な
る
組
織
」
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
組
織
名
称
と
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な
っ
て
い
る
語
は
、
国
語
単
語
と
し
て
は
古
く
か
ら
あ
る
語
で
あ
っ
て
も
、

大
学
で
の
教
育
研
究
組
織
の
改
組
・
再
編
に
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の

は
最
近
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
は
造
語
と
言
え
な
く
も
な
い
。 

な
お
、IJ

D
C

名
称
は
基
本
的
に
、
「
系
」
や
「
域
」
な
ど
一
字
で
あ
る

が
、
こ
れ
は
、
実
際
の
大
学
の
組
織
名
称
に
お
い
て
、「
系
」
に
は
「
学
系
」

の
ほ
か
「
論
系
」
や
単
な
る
「
系
」
が
、「
域
」
に
は
「
学
域
」
の
ほ
か
「
領

域
」
が
見
ら
れ
る
な
ど
、
末
尾
が
一
定
し
て
い
る
一
方
で
、
必
ず
し
も
頭
に

「
学
」
を
伴
う
と
は
限
ら
ず
、
こ
の
現
状
に
対
応
す
る
た
め
で
も
あ
る
。 

筑
波
大
学
は
、
建
学
当
初
よ
り
学
群
、
学
類
（
以
上
、
大
学
院
生
を
除
く

学
生
の
所
属
組
織
、
教
育
組
織
）
、
学
系
（
教
員
・
大
学
院
生
所
属
組
織
、

研
究
組
織
）
制
度
を
採
用
し
て
い
る
。（「
学
系
」
は
二
〇
一
二
年
に
廃
止
さ

れ
、
新
た
な
教
員
組
織
「
系
」
へ
移
行
。） 

一
方
で
、
小
規
模
大
学
や
単
科
大
学
、
専
修
学
校
で
は
、
こ
れ
ら
の
語
は

現
在
で
も
ほ
と
ん
ど
採
用
さ
れ
て
い
な
い
。
確
か
に
語
義
の
上
で
も
、
「
学

問
の
集
合
」
を
思
わ
せ
る
「
学
群
」
な
ど
の
語
を
こ
れ
ら
の
学
校
で
用
い
る

こ
と
は
、
そ
も
そ
も
創
立
理
念
、
校
風
や
規
模
な
ど
の
実
情
に
照
ら
し
て
不

釣
り
合
い
、
不
適
切
で
あ
る
し
、
か
え
っ
て
「
学
問
の
過
度
な
寄
せ
集
め
」

と
映
り
か
ね
な
い
で
あ
ろ
う
。 

● 
 

ま
た
、IJ
D

C

に
存
在
す
る
語
で
、
古
く
か
ら
多
用
さ
れ
、
か
つ
昨
今
の

大
学
の
組
織
再
編
で
も
多
用
さ
れ
て
い
る
語
に
、
「
院
」
が
あ
る
。
当
然
、

日
本
に
お
い
て
「
院
」
の
名
を
持
つ
代
表
的
な
学
術
組
織
は
、
「
大
学
院
」

で
あ
る
。
「
院
生
」
と
言
え
ば
、
一
般
に
は
「
大
学
院
生
」
の
こ
と
を
指
し

て
き
た
。 

し
か
し
現
在
、「
院
」
は
、
「
大
学
院
」
の
ほ
か
、「
研
究
院
」、「
学
院
」、

「
学
術
院
」
な
ど
、
様
々
な
大
学
内
部
組
織
の
名
称
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い

る
。 な

お
、IJ

D
C

名
称
の
「
院
」
は
基
本
的
に
こ
の
一
字
で
あ
る
が
、
前
述

の
「
系
」
な
ど
と
同
じ
く
、
こ
れ
ら
昨
今
の
大
学
に
お
け
る
多
種
多
様
の
「
院
」

制
度
の
名
称
に
対
応
す
る
た
め
で
あ
る
。 

● 
 

さ
ら
に
、
昨
今
大
学
に
お
い
て
学
部
・
学
科
や
大
学
院
（
研
究
科
）
、
教

職
員
組
織
名
に
代
わ
る
語
と
し
て
採
用
が
見
ら
れ
る
新
語
に
は
、
「
学
圏
」
、

「
学
環
」、「
学
際
」、「
学
堂
」、「
学
舎
」、「
学
府
」
な
ど
が
あ
る
。 

「
学
際
」
は
、”in

te
rd

iscip
lin

a
ry
”

の
訳
語
と
し
て
、「
国
際
」
を
模
し
て

一
九
七
〇
年
頃
に
造
ら
れ
た
語
で
あ
る
。
そ
の
後
、
「
学
際
的
」
と
い
う
派

生
語
も
生
じ
た
。 

前
述
の
通
り
、
「
際
」
は
、
ほ
ぼ
「
学
」
を
伴
う
こ
れ
ら
の
熟
語
と
し
て

の
み
登
場
す
る
。
一
方
、IJ

D
C

の
「
際
」
は
、
「
学
際
」
と
し
て
も
よ
い

が
、
基
本
的
に
は
こ
の
一
字
の
み
の
名
称
で
あ
る
が
。
そ
の
他
のIJ

D
C

名

称
が
基
本
的
に
一
字
で
あ
る
理
由
は
、
こ
れ
ま
で
の
解
説
と
同
様
で
あ
る
。 

● 
 

さ
て
、
新
た
な
概
念
と
し
て
多
用
さ
れ
る
「
院
」（「
大
学
院
」
を
除
く
「
研

究
院
」、「
学
院
」、「
学
術
院
」
な
ど
）
の
語
と
、
「
学
圏
」、「
学
環
」
そ
の

他
の
新
語
は
、
一
九
九
〇
年
代
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
行
わ
れ
続
け
て
い
る
、

い
わ
ゆ
る
「
大
学
院
重
点
化
（
部
局
化
）
」
や
、
一
九
九
九
年
五
月
に
お
け

る
改
正
学
校
教
育
法
の
公
布
と
大
い
に
関
係
が
あ
る
。 

「
大
学
院
重
点
化
」
と
は
、
あ
く
ま
で
も
学
部
に
組
織
の
基
礎
を
置
き
、
大

学
院
を
学
部
に
付
加
さ
れ
る
教
育
研
究
組
織
と
位
置
付
け
て
い
た
従
来
の
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大
学
の
体
制
を
、
大
学
院
を
中
心
と
す
る
体
制
に
再
編
す
る
こ
と
全
般
を
い

う
。 具

体
的
に
は
、
学
部
学
生
定
員
の
削
減
と
大
学
院
学
生
定
員
へ
の
振
り
替

え
、
こ
れ
ま
で
学
部
へ
の
所
属
が
通
例
で
あ
っ
た
教
員
の
大
学
院
へ
の
配
置

換
え
、
国
に
対
す
る
大
学
の
研
究
指
向
の
積
極
的
提
示
な
ど
に
よ
り
、
予
算

（
当
時
の
積
算
校
費
、
二
〇
〇
〇
年
度
か
ら
は
教
育
研
究
基
盤
校
費
）
の
増

加
を
目
指
す
形
で
行
わ
れ
た
。 

 

但
し
、
大
学
院
重
点
化
は
、
従
来
の
研
究
科
そ
の
も
の
の
改
組
や
そ
の
名

称
の
変
更
を
も
伴
う
と
は
限
ら
ず
、
単
な
る
定
員
の
変
更
や
人
員
の
配
置
転

換
に
す
ぎ
な
い
も
の
（
厳
密
に
は
「
重
点
化
」
と
言
え
な
い
も
の
）
も
多
か

っ
た
。
「
末
は
博
士
か
大
臣
か
」
と
言
わ
れ
た
時
代
が
終
わ
り
、
大
学
院
生

の
質
の
低
下
、
博
士
号
を
持
つ
者
の
急
増
を
招
い
た
の
も
、
実
質
的
な
「
重

点
化
」
を
伴
わ
な
い
定
員
調
整
・
人
的
再
編
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。 

一
方
、
一
九
九
五
年
の
学
校
教
育
法
の
改
正
に
よ
っ
て
、
国
立
学
校
設
置

法
（
現
在
は
、
国
立
大
学
法
人
法
の
施
行
に
伴
い
廃
止
）
第
三
条
の
四
で
、

大
学
院
に
研
究
部
（
教
員
の
研
究
組
織
）
と
教
育
部
（
大
学
院
生
の
教
育
組

織
）
を
設
置
で
き
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
、
実
際
に
多
く
の
大
学
で
こ
れ
ら
の

設
置
が
進
ん
だ
。 

こ
れ
ら
研
究
部
・
教
育
部
の
名
称
は
、
そ
の
ま
ま
「
研
究
部
」・「
教
育
部
」

と
す
る
以
外
に
も
、
様
々
な
名
称
が
認
め
ら
れ
た
。
法
律
上
の
研
究
部
・
教

育
部
と
、
各
大
学
の
組
織
の
特
称
と
の
対
応
は
、
概
ね
次
の
通
り
で
あ
る
。 

 


 

順
に
、
研
究
部
・
教
育
部
に
ほ
ぼ
該
当 


 

東
京
大
学
の
学
環
・
学
府 


 

京
都
大
学
の
学
堂
・
学
舎
（
附
属
施
設
に
学
林
。
学
堂
の
下
位

に
学
廊
） 


 

九
州
大
学
、
横
浜
国
立
大
学
、
千
葉
大
学
、
東
京
農
工
大
学
な

ど
の
研
究
院
・
学
府 


 

北
海
道
大
学
な
ど
の
研
究
院
・
学
院 


 

北
里
大
学
な
ど
の
研
究
所
・
学
府 

 

 

旧
研
究
科
の
分
離
、
再
編
、
拡
充
な
ど
に
よ
り
研
究
部
と
教
育
部
を
設
置

し
た
ほ
と
ん
ど
の
大
学
院
は
、
そ
れ
ら
の
組
織
名
を
そ
の
ま
ま
「
研
究
部
」、

「
教
育
部
」
と
し
て
お
り
、
あ
え
て
新
語
を
採
用
し
た
例
の
ほ
う
が
極
め
て

少
な
い
。
但
し
、
新
語
を
採
用
し
た
場
合
は
、
研
究
部
を
「
研
究
院
」
、
教

育
部
を
「
学
府
」
や
「
学
院
」
と
称
し
て
い
る
大
学
院
が
多
い
。
九
州
大
学

で
は
、
全
研
究
科
を
「
研
究
院
」
と
「
学
府
」
に
改
組
し
て
い
る
。
一
方
、

北
海
道
大
学
で
は
「
研
究
院
」
と
「
学
院
」
へ
の
分
離
、
北
里
大
学
で
は
「
研

究
所
」
と
「
学
府
」
へ
の
分
離
が
見
ら
れ
る
な
ど
、
法
律
上
は
同
じ
組
織
で

あ
っ
て
も
、
大
学
に
よ
り
名
称
は
様
々
で
あ
る
。 

● 
 

今
度
は
逆
に
、
同
じ
「
院
」
の
名
称
を
持
つ
「
研
究
院
」
や
「
学
院
」
の

側
か
ら
そ
の
実
状
を
見
て
み
る
と
、
従
来
の
大
学
院
や
学
部
の
上
位
組
織
で

あ
る
場
合
か
ら
、
む
し
ろ
従
来
の
大
学
院
の
一
部
分
に
す
ぎ
な
い
場
合
ま
で
、

や
は
り
大
学
に
よ
っ
て
多
種
多
様
で
あ
る
。
九
州
大
学
、
千
葉
大
学
、
東
京

工
業
大
学
、
東
京
農
工
大
学
、
横
浜
国
立
大
学
、
東
京
理
科
大
学
、
早
稲
田

大
学
な
ど
が
、
そ
れ
ぞ
れ
独
自
の
「
研
究
院
」
や
「
学
院
」
組
織
を
有
す
る
。 
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前
述
の
通
り
、
こ
れ
ら
「
研
究
院
」
や
「
学
院
」
は
、
改
正
学
校
教
育
法

お
よ
び
国
立
学
校
設
置
法
に
基
づ
い
て
設
置
さ
れ
た
、
研
究
部
と
教
育
部
の

い
ず
れ
か
で
あ
る
場
合
が
多
い
。
し
か
し
、
法
律
上
は
と
も
か
く
、
実
際
の

運
営
面
で
は
、
両
組
織
の
組
織
概
念
や
上
下
関
係
は
大
き
く
異
な
る
。
当
然
、

私
立
大
学
に
お
い
て
は
、
法
律
上
の
扱
い
は
国
公
立
大
と
は
異
な
り
、
基
本

的
に
は
そ
の
大
学
固
有
の
組
織
形
態
で
あ
る
。 

ま
ず
、
従
来
は
大
学
院
組
織
と
ほ
ぼ
同
義
で
あ
っ
た
「
研
究
科
」
が
、
現

在
は
大
学
院
の
み
な
ら
ず
、
学
内
の
類
似
分
野
の
研
究
所
や
学
部
を
統
括
・

指
揮
す
る
「
院
」
（「
研
究
院
」
や
「
学
院
」
）
と
し
て
発
展
的
に
改
組
さ
れ

て
い
る
ケ
ー
ス
を
見
て
み
る
。
こ
の
場
合
、
「
研
究
院
」
や
「
学
院
」
は
、

実
質
的
に
は
「
大
学
院
」
の
上
位
組
織
で
あ
る
か
、
ま
た
は
独
立
組
織
で
あ

る
。 千

葉
大
学
の
場
合
、「
大
学
院
（
研
究
院
・
学
府
）・
学
部
」
と
表
記
す
べ

き
と
こ
ろ
を
、
「
研
究
院
・
学
部
」
と
表
記
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
分
か
る

よ
う
に
、
従
来
の
「
大
学
院
」
な
い
し
「
研
究
科
」
そ
の
も
の
の
名
称
を
「
研

究
院
」
の
語
で
代
用
し
て
お
り
、
ま
た
実
際
に
、
教
育
部
で
あ
る
「
学
府
」

を
「
研
究
院
」
の
下
位
・
内
部
組
織
の
よ
う
に
扱
っ
て
い
る
。 

あ
る
い
は
、
東
京
工
業
大
学
で
は
、
大
学
院
と
学
部
の
統
一
体
で
あ
る
「
学

院
」
を
置
き
、
そ
の
下
に
独
自
の
「
類
」
、「
系
」
を
置
い
て
い
る
。 

早
稲
田
大
学
は
、
類
似
分
野
の
研
究
所
、
大
学
院
（
研
究
科
）
、
学
部
を

統
括
す
る
上
位
概
念
で
あ
る
「
学
術
院
」
を
置
い
て
い
る
。
同
大
の
「
研
究

院
」
は
、
そ
の
「
学
術
院
」
の
更
に
上
位
の
概
念
で
、
「
学
術
院
」
の
枠
を

越
え
た
研
究
組
織
で
あ
る
と
し
て
い
る
。 

但
し
、
大
学
案
内
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
一
部
で
は
、
未

だ
に
研
究
所
・
大
学
院
部
分
を
「
学
術
院
」
と
し
、
学
部
は
学
術
院
と
は
別

に
掲
載
す
る
な
ど
、
実
態
と
形
式
と
が
や
や
解
離
し
て
い
る
。
し
か
し
こ
れ

は
、
意
図
的
な
も
の
で
は
な
く
、
上
層
部
の
性
急
な
重
点
化
改
革
（
同
大
は

「
重
点
領
域
研
究
の
創
出
・
実
施
」
と
し
て
い
る
）
に
伴
う
職
員
の
実
務
上

の
遅
延
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。 

実
際
は
す
で
に
、
学
術
院
組
織
が
研
究
所
、
大
学
院
、
学
部
の
三
者
全
て

に
対
し
て
大
き
な
権
限
を
有
す
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
学
部
も
完
全
に
学

術
院
に
取
り
込
ま
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
学
術
院
を
横
断
的
に
取
り
ま
と
め
る

組
織
が
研
究
院
で
あ
る
。
こ
の
他
、
文
学
学
術
院
・
文
化
構
想
学
部
を
中
心

と
し
て
「（
論
）
系
」
を
置
い
て
い
る
こ
と
も
、
早
大
の
特
徴
で
あ
る
。 

こ
れ
ら
の
一
方
で
、
全
て
の
「
研
究
科
」
を
「
研
究
院
」
と
「
学
府
」
と

に
分
離
再
編
し
た
九
州
大
学
で
は
、
表
記
上
も
、
従
来
の
「
研
究
科
」
の
延

長
線
上
の
組
織
の
こ
と
を
指
し
て
「
研
究
院
・
学
府
（
・
学
部
）」
と
併
記

し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
場
合
、
新
た
な
研
究
院
は
、
旧
研
究
科
の
上
位
と

い
う
よ
り
も
、
そ
の
一
部
（
教
育
機
能
を
切
り
離
し
た
残
り
部
分
）
で
あ
り
、

旧
研
究
科
よ
り
も
専
門
的
で
、
研
究
に
特
化
し
た
組
織
で
あ
る
。 

北
海
道
大
学
で
も
、
多
く
の
大
学
院
組
織
（
各
研
究
科
）
を
「
研
究
院
」

と
「
学
院
」
の
二
院
に
再
編
し
て
い
る
。
北
大
の
「
学
院
」
は
、
東
工
大
の

「
学
院
」
の
よ
う
な
大
学
院
と
学
部
の
統
一
体
で
は
な
く
、
大
学
院
の
教
育

組
織
部
分
を
指
し
、
制
度
上
は
九
州
大
の
「
学
府
」
と
同
じ
く
、
前
述
の
教

育
部
そ
の
も
の
で
あ
る
。 

● 
 

次
に
、
今
度
は
「
学
府
」
の
語
の
側
か
ら
そ
の
実
状
を
見
る
と
、
こ
の
語
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は
、
多
く
の
大
学
が
、
研
究
部
（
「
研
究
院
」
な
ど
）
と
対
に
な
る
教
育
部

の
名
称
と
し
て
採
用
し
て
い
る
が
、
厳
密
に
は
、
「
学
府
」
が
持
つ
意
味
概

念
は
、「
研
究
院
」
と
同
じ
く
、
大
学
に
よ
っ
て
異
な
っ
て
い
る
。 

中
で
も
、
古
風
な
「
学
堂
」
、「
学
廊
」
、「
学
舎
」
、「
学
林
」
の
語
は
、
京

都
大
学
が
独
自
に
採
用
し
て
お
り
、
そ
の
独
自
性
は
一
目
瞭
然
で
あ
る
が
、

東
大
の
「
学
府
」
も
、
他
大
学
の
「
研
究
院
」
と
対
に
な
る
「
学
府
」
と
は

概
念
が
異
な
る
。 

東
京
大
学
は
、
意
外
に
も
、「
学
圏
」
、
「
学
環
」
、「
学
際
」、「
学
府
」
の

語
や
、
「
超
域
」
、
「
新
領
域
」
、「
先
端
」
な
ど
の
斬
新
な
語
を
率
先
し
て
採

用
・
駆
使
し
て
い
る
大
学
で
あ
る
。
但
し
、
そ
の
使
用
法
が
極
め
て
独
特
で

あ
る
か
ら
か
、
他
大
学
の
追
随
は
あ
ま
り
見
ら
れ
ず
、
こ
れ
ら
の
語
は
、「
学

府
」
な
ど
一
部
を
除
き
、
先
の
「
学
系
」、「
学
群
」
、「
学
類
」、「
学
域
」
ほ

ど
に
は
普
及
・
浸
透
し
て
い
な
い
。 

（
「
学
環
」
の
語
が
東
大
の
造
語
で
あ
る
と
す
る
東
大
な
い
し
情
報
学
環
の

主
張
に
疑
問
点
が
あ
る
こ
と
は
、
前
述
の
通
り
で
、
こ
こ
で
は
東
大
の
造
語

と
し
て
は
扱
わ
な
い
。） 

前
述
の
法
改
正
に
伴
い
、
東
大
が
先
陣
を
切
っ
て
新
設
し
た
東
京
大
学
大

学
院
情
報
学
環
・
学
際
情
報
学
府
（
前
者
は
教
員
所
属
組
織
、
研
究
組
織
で

あ
り
、
後
者
は
大
学
院
生
所
属
組
織
、
教
育
組
織
。
旧
社
会
情
報
研
究
所
の

う
ち
、
教
育
部
を
除
く
組
織
を
統
合
）
で
は
、
「
学
環
」
の
下
に
「
学
圏
」

を
、「
学
圏
」
の
下
に
「
学
域
」
を
置
き
、「
学
際
」
と
「
学
府
」
の
語
を
大

学
院
生
組
織
に
の
み
充
て
て
い
る
が
、
こ
れ
は
日
本
の
大
学
で
東
大
唯
一
の

組
織
構
造
で
あ
り
、
他
大
学
の
追
随
は
皆
無
で
あ
る
。 

「
超
域
」、「
新
領
域
」、「
先
端
」
な
ど
の
語
の
使
用
法
も
、
東
大
固
有
の
も

の
で
あ
る
。
「
超
域
」
の
語
に
つ
い
て
は
、
名
古
屋
大
学
や
大
阪
大
学
、
立

教
大
学
、
帝
京
大
学
が
取
り
入
れ
る
な
ど
、
数
校
の
追
随
が
見
ら
れ
る
が
、

文
字
通
り
追
随
の
域
を
出
ず
、
東
大
が
先
導
す
る
超
域
文
化
科
学
の
模
倣
で

あ
る
印
象
が
強
く
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。 

ま
た
、
筑
波
大
学
そ
の
他
の
「
学
系
」、「
学
域
」、「
学
群
」、「
学
類
」
制

大
学
で
は
、
主
に
大
学
院
生
を
教
員
組
織
側
に
所
属
さ
せ
て
、
「
教
員
・
大

学
院
生
所
属
（
研
究
科
）
組
織
」
と
「
大
学
院
生
以
外
の
学
生
の
所
属
（
旧

学
部
）
組
織
」
と
を
置
き
、
そ
の
上
で
大
学
院
を
研
究
部
と
教
育
部
と
に
分

け
る
、
二
重
か
つ
横
型
の
構
造
を
採
る
こ
と
が
多
い
の
に
対
し
（
な
お
、
筑

波
大
の
大
学
院
は
研
究
科
の
ま
ま
で
あ
る
）
、
東
大
の
学
環
・
学
府
で
は
、

大
学
院
生
は
学
府
と
し
て
独
立
さ
せ
、
学
部
学
生
所
属
組
織
・
教
育
組
織
側

（
教
養
学
部
そ
の
他
の
学
部
側
）
に
近
い
立
場
に
置
い
て
い
る
。
そ
の
上
で
、

こ
れ
ら
と
は
ま
た
別
の
体
系
を
成
す
教
員
組
織
で
あ
る
学
環
が
当
該
大
学

院
を
司
る
、
多
重
か
つ
縦
型
（
縦
割
り
）
の
官
僚
組
織
的
な
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー

構
造
と
な
っ
て
い
る
の
も
特
徴
で
あ
る
。 

こ
れ
は
、
教
育
部
（「
学
府
」
な
ど
）
を
学
部
よ
り
も
研
究
部
（「
研
究
院
」）

に
近
い
（
と
対
を
成
す
）
組
織
と
し
て
扱
っ
て
い
る
九
州
大
や
北
大
と
は
異

な
る
態
度
で
あ
る
。
私
大
で
は
、
早
稲
田
大
の
研
究
院
や
学
術
院
が
や
や
東

大
の
学
環
に
近
い
権
限
を
有
す
る
。 

「
学
環
・
学
府
」
は
、
公
式
に
は
「
対
を
成
す
」
も
の
と
定
義
さ
れ
て
い
る

も
の
の
、
法
改
正
後
に
最
初
に
設
置
さ
れ
た
実
験
的
な
研
究
部
・
教
育
部
で

あ
る
こ
と
、
い
か
な
る
旧
研
究
科
に
も
由
来
し
な
い
完
全
に
新
設
の
組
織
で



『岩崎純一全集』序巻「序説、総記（序）」 

24 

 

あ
る
こ
と
も
あ
り
、
元
々
一
体
で
あ
っ
た
他
大
学
の
旧
研
究
科
の
研
究
部
・

教
育
部
の
よ
う
に
一
体
的
性
質
を
持
つ
組
織
と
し
て
設
計
さ
れ
て
い
な
い

面
も
あ
る
だ
ろ
う
。 

こ
の
構
造
（
旧
態
依
然
と
し
た
上
意
下
達
体
制
と
名
称
の
新
奇
さ
の
共
存
）

は
、
東
大
の
他
の
研
究
組
織
・
大
学
院
・
学
部
に
見
ら
れ
る
傾
向
で
も
あ
る
。 

但
し
、
情
報
学
環
・
学
際
情
報
学
府
の
場
合
、
情
報
学
環
教
育
部
（
旧
社

会
情
報
研
究
所
教
育
部
）
を
も
併
設
し
て
お
り
、
他
の
東
大
の
大
学
院
組
織

と
比
較
し
て
も
、
そ
の
独
特
さ
が
窺
え
る
。
学
校
教
育
法
上
の
「
教
育
部
」

は
「
学
府
」
の
ほ
う
で
あ
っ
て
、
情
報
学
環
教
育
部
は
そ
の
「
教
育
部
」
で

は
な
く
、
い
わ
ば
東
大
が
運
営
す
る
専
門
学
校
で
あ
る
と
言
え
る
。
こ
の
点

は
、
上
意
下
達
体
制
を
脱
し
、
開
か
れ
た
東
大
を
目
指
そ
う
と
す
る
姿
勢
が

窺
え
る
。 

情
報
学
環
自
身
が
学
環
案
内
や
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
、
他
の
東
大
の
学
部
・

大
学
院
組
織
を
「
タ
テ
糸
」
、
学
環
を
「
ヨ
コ
糸
」
と
表
現
し
て
い
る
こ
と

自
体
が
、
学
環
が
持
つ
強
烈
な
個
性
へ
の
自
負
と
同
時
に
、
東
大
の
組
織
変

革
の
困
難
さ
を
物
語
っ
て
い
る
。 

● 
 

さ
て
本
来
、「
研
究
院
」
や
「
学
府
」
そ
の
他
の
、「
研
究
科
」
以
外
の
学

内
の
新
研
究
・
教
育
組
織
の
設
置
は
、
一
九
九
九
年
の
法
改
正
に
依
る
必
要

は
な
く
、
「
当
該
大
学
の
教
育
研
究
上
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
有
益
か
つ

適
切
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
文
部
科
学
大
臣
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、

研
究
科
以
外
の
教
育
研
究
上
の
基
本
と
な
る
組
織
」
と
し
て
、
い
つ
で
も
可

能
で
あ
っ
た
も
の
で
あ
る
（
改
正
前
学
校
教
育
法
第
六
十
六
条
、
現
第
百
条
）。 

法
令
上
の
「
教
育
研
究
」
と
は
、
一
体
的
に
行
わ
れ
る
教
育
お
よ
び
研
究

を
い
い
、
教
育
ま
た
は
研
究
の
意
で
は
な
い
が
、
実
態
と
し
て
は
、
こ
の
よ

う
な
教
育
組
織
と
研
究
組
織
の
分
離
志
向
は
、
一
九
七
〇
年
代
か
ら
既
に
始

ま
っ
て
お
り
、
教
育
と
研
究
を
同
一
組
織
で
行
う
こ
と
を
常
例
と
し
て
き
た

法
令
の
思
想
と
、
大
学
の
実
状
と
の
間
で
、
齟
齬
が
拡
大
し
て
い
る
。 

ま
た
、
大
学
院
（
研
究
科
）
を
研
究
部
と
教
育
部
と
に
分
離
し
た
場
合
、

そ
の
ほ
と
ん
ど
の
大
学
に
お
い
て
、
研
究
部
を
教
育
部
の
上
位
組
織
と
位
置

付
け
て
、
前
者
に
教
員
、
後
者
に
大
学
院
生
を
所
属
さ
せ
る
方
式
を
採
っ
て

い
る
。 

現
在
は
、
研
究
組
織
（「
研
究
院
」
、
「
学
院
」、
「
学
術
院
」
な
ど
の
名
称

が
多
い
）
と
教
育
組
織
（「
学
府
」
、
「
学
院
」
な
ど
の
名
称
が
多
い
）
は
セ

ッ
ト
で
あ
る
必
要
も
な
く
（
既
存
の
教
育
研
究
組
織
の
分
離
組
織
で
あ
る
必

要
も
な
く
）
、
ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
法
律
上
の
研
究
部
と
教
育
部
で
あ
る
必
要

も
な
く
、
独
自
の
「
研
究
院
」
や
「
学
府
」
そ
の
他
の
教
育
・
研
究
組
織
の

う
ち
の
一
方
の
み
を
置
い
て
も
か
ま
わ
な
い
。
実
際
の
と
こ
ろ
、
研
究
院
単

独
で
の
設
置
は
多
く
見
ら
れ
る
。
こ
の
場
合
、
大
学
組
織
と
い
う
よ
り
は
、

企
業
の
研
究
組
織
に
近
い
。 

 

あ
る
い
は
、
旧
大
学
院
（
研
究
科
）
ご
と
の
独
自
性
（
縦
割
り
の
性
格
）

が
強
か
っ
た
大
学
に
お
い
て
は
、
旧
研
究
科
を
分
離
・
改
組
し
た
研
究
部
・

教
育
部
と
、
手
つ
か
ず
の
旧
研
究
科
と
が
混
在
し
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。 

 

北
海
道
大
学
の
よ
う
に
、「
研
究
科
」
制
、「
研
究
部
」・「
教
育
部
」
制
、

「
研
究
院
」
・「
学
院
」
制
を
混
用
し
て
い
る
大
学
も
あ
り
、
こ
の
場
合
は
、

「
研
究
院
」・「
学
院
」
の
そ
れ
ぞ
れ
が
必
ず
し
も
法
律
上
の
「
研
究
部
」・「
教

育
部
」
に
対
応
す
る
わ
け
で
も
な
い
。 
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元
よ
り
、
全
国
の
大
学
院
が
「
研
究
科
」
を
置
い
て
き
た
こ
と
、
そ
れ
に

よ
り
大
学
院
が
ほ
ぼ
「
研
究
科
」
と
同
義
と
さ
れ
て
き
た
こ
と
も
、
あ
く
ま

で
も
慣
例
（
改
正
前
学
校
教
育
法
第
六
十
六
条
、
現
第
百
条
の
「
常
例
」）

で
あ
っ
て
、
法
律
上
の
義
務
で
は
な
い
。 

そ
れ
に
元
来
、
「
学
府
」
と
は
、
俗
に
東
大
あ
る
い
は
大
学
そ
の
も
の
を

「
最
高
学
府
」
と
形
容
す
る
こ
と
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、「
学
校
」
の
意

味
で
あ
る
。
「
学
堂
」
や
「
学
舎
」
、
「
学
林
」
も
、
単
に
「
学
校
」、「
塾
」、

「
学
び
舎
」
の
意
味
で
あ
る
。
こ
れ
ら
既
存
の
国
語
の
転
用
が
、
実
質
的
な

組
織
再
編
を
伴
っ
て
い
く
の
か
、
あ
る
い
は
、
や
は
り
単
な
る
転
用
に
終
わ

る
の
か
、
今
後
も
問
わ
れ
続
け
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。 

 

従
っ
て
、
昨
今
の
大
学
院
の
組
織
再
編
ブ
ー
ム
は
、
大
学
院
重
点
化
の
必

要
性
や
法
改
正
の
影
響
そ
れ
ら
自
体
に
加
え
、
一
方
で
は
日
本
の
大
学
の
学

際
化
の
必
要
性
、
一
方
で
は
研
究
と
教
育
の
分
離
・
拡
充
の
必
要
性
か
ら
、

起
き
る
べ
く
し
て
起
き
て
い
る
こ
と
で
あ
る
と
言
え
る
。
少
子
化
も
そ
の
必

要
性
に
拍
車
を
か
け
て
お
り
、
各
大
学
は
生
き
残
り
を
か
け
て
組
織
再
編
を

行
っ
て
い
る
。 

特
に
情
報
学
、
環
境
学
、
生
命
科
学
や
政
策
分
野
に
お
い
て
、
旧
大
学
院

の
重
点
化
や
旧
研
究
科
の
研
究
部
・
教
育
部
へ
の
分
離
再
編
の
み
な
ら
ず
、

「
独
立
研
究
科
」
（
学
部
・
学
科
に
基
礎
を
置
か
な
い
研
究
科
）
や
専
門
職

大
学
院
、
大
学
院
大
学
（
独
立
大
学
院
大
学
）
の
新
設
が
行
わ
れ
て
い
る
こ

と
が
、
そ
の
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
次
に
そ
の
例
を
示
す
。 

 


 

独
立
研
究
科
の
例 


 

東
京
工
業
大
学
大
学
院
総
合
理
工
学
研
究
科 


 

東
京
大
学
大
学
院
新
領
域
創
成
科
学
研
究
科 


 

京
都
大
学
大
学
院
情
報
学
研
究
科 


 

立
命
館
大
学
大
学
院
先
端
総
合
学
術
研
究
科 


 

専
門
職
大
学
院
の
例 


 

法
科
大
学
院 


 

教
職
大
学
院 


 

経
営
大
学
院 


 

公
共
政
策
専
門
職
大
学
院 


 

公
衆
衛
生
専
門
職
大
学
院 


 

知
的
財
産
専
門
職
大
学
院 


 

大
学
院
大
学
（
独
立
大
学
院
大
学
）
の
例 


 

国
際
大
学 

(IU
J

) 


 

総
合
研
究
大
学
院
大
学 

(S
O

K
E

N
D

A
I) 


 

政
策
研
究
大
学
院
大
学 

(G
R

IP
S

) 


 

北
陸
先
端
科
学
技
術
大
学
院
大
学 

(J
A

IS
T

) 


 

奈
良
先
端
科
学
技
術
大
学
院
大
学 

(N
A

IS
T

) 


 

産
業
技
術
大
学
院
大
学 

(A
IIT

) 


 

情
報
科
学
芸
術
大
学
院
大
学 

(IA
M

A
S

) 

 
● 

 

無
論
、
大
学
院
重
点
化
・
部
局
化
に
よ
る
組
織
再
編
と
一
九
九
九
年
の
法

改
正
に
よ
る
大
学
院
の
組
織
再
編
と
は
、
質
も
や
や
異
な
り
、
開
始
時
期
も

異
な
る
も
の
で
は
あ
る
。
学
部
組
織
に
与
え
る
影
響
も
、
異
な
っ
て
い
る
。 
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（IJ
D

C

と
の
関
連
で
見
る
と
、
こ
こ
で
は
区
分
方
法
・
概
念
で
は
な
く
区

分
名
称
の
由
来
と
思
想
を
中
心
に
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
後
者
の
法

改
正
に
よ
る
組
織
再
編
・
組
織
名
変
更
の
ほ
う
が
目
下
の
関
心
事
で
あ
る
。） 

し
か
し
な
が
ら
、「
学
系
」
、
「
学
域
」
、
「
学
群
」
、「
学
類
」
制
（
学
部
に

多
い
制
度
）
や
研
究
部
・
教
育
部
の
二
部
制
（
大
学
院
の
制
度
で
、
「
研
究

院
」・「
学
府
」
制
な
ど
）
を
採
用
し
て
い
な
い
多
く
の
大
学
で
は
、
大
学
院

は
重
点
化
・
部
局
化
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
多
く
、
学
部
・
学
科
の
延
長
線

上
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
今
な
お
教
員
も
大
学
院
生
も
学
部
組
織
や
研
究
科
組

織
に
含
ま
れ
、
そ
の
職
階
名
や
所
属
名
を
有
す
る
。
（
○
○
学
部
教
授
、
○

○
研
究
科
教
授
な
ど
。） 

前
述
の
九
州
大
学
に
お
け
る
全
研
究
科
の
改
組
が
、
二
〇
〇
〇
年
四
月
の

同
大
学
院
の
重
点
化
の
完
了
と
共
に
行
わ
れ
た
こ
と
を
見
て
も
分
か
る
よ

う
に
、
大
学
院
の
重
点
化
と
そ
の
組
織
の
再
編
と
は
、
一
体
的
・
連
続
的
に

行
う
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
予
算
や
大
学
院
の
定
員
、
教
員
の
配
置
転
換
を

め
ぐ
る
文
科
省
と
の
折
衝
の
結
果
次
第
で
、
大
学
に
よ
っ
て
重
点
化
や
改

組
・
再
編
の
有
無
が
分
か
れ
た
。 

従
っ
て
、
東
大
や
京
大
、
早
大
の
よ
う
に
、
独
自
の
名
称
を
冠
し
独
自
の

概
念
を
有
す
る
新
た
な
教
育
研
究
組
織
を
、
十
分
な
予
算
を
も
っ
て
大
学
院

内
外
に
設
置
で
き
る
大
学
は
、
決
し
て
多
く
は
な
い
。 

独
自
の
名
称
の
採
用
そ
の
も
の
が
、
一
つ
の
ス
テ
ー
タ
ス
と
な
り
得
る
の

で
あ
り
、
受
験
生
や
国
民
に
も
分
か
り
や
す
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
な
る
の
で
あ

る
が
、
そ
れ
は
限
ら
れ
た
大
学
に
の
み
可
能
で
あ
る
。 

重
点
化
や
改
組
と
言
っ
て
も
、
国
立
大
学
を
中
心
に
、
教
員
の
所
属
を
学

部
か
ら
大
学
院
に
鞍
替
え
し
た
だ
け
の
大
学
も
あ
り
、
実
質
的
に
日
本
の
大

学
院
の
重
点
化
や
大
学
全
体
の
学
際
化
が
進
ん
で
い
る
か
ど
う
か
は
、
実
に

疑
わ
し
い
面
が
あ
る
の
で
あ
る
。 

● 
 

な
お
、
大
学
院
重
点
化
や
大
学
院
再
編
の
動
き
の
ほ
か
に
、
「
研
究
大
学

強
化
促
進
事
業
」
と
銘
打
た
れ
た
文
科
省
の
大
学
支
援
事
業
が
あ
る
。 

文
科
省
は
、「
世
界
水
準
の
優
れ
た
研
究
活
動
を
行
う
大
学
群
を
増
強
し
、

我
が
国
全
体
の
研
究
力
の
強
化
を
図
る
た
め
、
大
学
等
に
よ
る
、
研
究
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
人
材
群
の
確
保
や
集
中
的
な
研
究
環
境
改
革
等
の
研
究
力
強
化

の
取
組
を
支
援
」
す
る
と
し
て
お
り
、
十
九
の
大
学
（「
研
究
大
学
」）
お
よ

び
三
の
大
学
共
同
利
用
機
関
法
人
を
支
援
対
象
と
し
て
選
定
し
、
二
〇
一
三

年
よ
り
支
援
を
開
始
し
て
お
り
、
十
年
間
支
援
す
る
と
し
て
い
る
。
こ
れ
に

伴
い
、
二
〇
一
四
年
に
は
「
大
学
研
究
力
強
化
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
が
設
置
さ

れ
、「
ス
ー
パ
ー
グ
ロ
ー
バ
ル
大
学
」
も
指
定
さ
れ
た
。 

但
し
、
こ
の
「
研
究
大
学
」
に
選
定
さ
れ
る
た
め
に
は
、
既
に
大
学
院
重

点
化
を
終
え
て
い
る
か
、
そ
れ
に
準
ず
る
形
で
大
学
院
に
重
点
を
置
い
て
い

る
大
学
で
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
実
際
に
「
研
究
大
学
」
に
選
定
さ
れ
た
大
学

は
、
ほ
と
ん
ど
が
大
学
院
重
点
化
を
完
了
し
た
大
学
で
、
一
部
ま
た
は
全
部

の
研
究
科
を
研
究
部
と
教
育
部
に
改
組
し
た
東
大
、
京
大
、
九
州
大
、
北
大

な
ど
も
含
ま
れ
る
。 

文
科
省
に
よ
る
こ
の
よ
う
な
「
研
究
大
学
」
概
念
の
増
強
は
、
「
職
業
大

学
」
概
念
と
対
に
な
る
も
の
で
あ
り
、
二
〇
一
九
年
四
月
か
ら
は
、
従
来
の

「
専
門
職
大
学
院
」
に
加
え
て
「
専
門
職
大
学
」
お
よ
び
「
専
門
職
短
期
大

学
」
が
設
置
さ
れ
る
。 



『岩崎純一全集』序巻「序説、総記（序）」 

27 

 

因
み
に
、
先
の
ス
ー
パ
ー
グ
ロ
ー
バ
ル
大
学
は
、
研
究
大
学
と
異
な
り
、

表
向
き
は
文
科
省
の
中
で
も
高
等
教
育
局
所
管
の
事
業
で
あ
る
が
、
実
際
は

い
ず
れ
も
、
第
二
次
安
倍
内
閣
、
下
村
文
科
大
臣
下
で
、
一
体
的
に
、
大
学

の
理
系
・
科
学
技
術
部
門
の
国
際
競
争
力
の
増
強
を
企
図
し
て
進
め
ら
れ
て

き
た
事
業
で
あ
る
。 

と
り
わ
け
、
国
立
大
学
に
つ
い
て
は
、
ス
ー
パ
ー
グ
ロ
ー
バ
ル
大
学
へ
の

指
定
は
、
そ
れ
以
前
の
二
〇
一
三
年
か
ら
進
め
ら
れ
て
き
た
「
国
立
大
学
改

革
プ
ラ
ン
」
と
連
動
し
た
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
研
究
大
学
の
強
化
促

進
と
は
、
理
系
学
部
の
重
点
化
・
増
設
と
文
系
学
部
の
廃
止
・
転
換
を
、
概

ね
意
味
す
る
。 

国
立
大
学
改
革
プ
ラ
ン
は
、
当
初
「
文
系
学
部
廃
止
騒
動
」
と
い
っ
た
見

出
し
で
、
こ
れ
が
逆
に
デ
マ
で
あ
る
か
の
よ
う
に
（
文
系
学
部
廃
止
を
推
奨

す
る
国
の
事
業
は
存
在
し
な
い
か
の
よ
う
に
）
報
道
さ
れ
た
。
だ
が
実
際
に

は
、「
国
立
大
学
法
人
等
の
組
織
及
び
業
務
全
般
の
見
直
し
に
つ
い
て
」（
二

〇
一
五
年
六
月
八
日
、
文
部
科
学
大
臣
下
村
博
文
）
に
お
い
て
、
文
学
部
な

ど
の
人
文
科
学
系
学
部
・
大
学
院
、
法
学
部
や
経
済
学
部
な
ど
の
社
会
科
学

系
学
部
・
大
学
院
、
な
ら
び
に
、
教
育
学
部
な
ど
の
教
員
養
成
系
学
部
・
大

学
院
に
つ
い
て
は
、
組
織
見
直
し
計
画
を
策
定
し
、
組
織
の
廃
止
や
社
会
的

要
請
の
高
い
分
野
へ
の
転
換
に
積
極
的
に
取
り
組
む
よ
う
努
め
る
べ
き
こ

と
が
明
記
さ
れ
て
い
る
。 

同
様
の
方
針
を
経
営
部
が
有
す
る
大
学
は
、
率
先
し
て
組
織
の
見
直
し
と

再
編
を
行
っ
た
が
、
こ
の
動
き
は
、
現
在
に
至
る
ま
で
学
生
か
ら
の
反
発
を

生
ん
で
い
る
。
「
諸
学
の
基
礎
は
哲
学
に
あ
り
」
を
建
学
の
精
神
の
根
本
に

据
え
て
き
た
東
洋
大
学
で
さ
え
、
ス
ー
パ
ー
グ
ロ
ー
バ
ル
大
学
指
定
以
降
、

元
総
務
大
臣
の
竹
中
平
蔵
氏
を
グ
ロ
ー
バ
ル
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
学
科
教
授

に
迎
え
、
文
系
学
部
・
学
科
の
統
廃
合
を
加
速
さ
せ
て
お
り
、
立
て
看
板
や

ビ
ラ
配
布
な
ど
で
竹
中
教
授
を
批
判
し
た
学
生
ら
が
、
大
学
側
か
ら
退
学
を

要
求
さ
れ
る
事
態
に
発
展
し
た
。 

こ
の
よ
う
に
、
「
研
究
大
学
」
事
業
も
、
「
ス
ー
パ
ー
グ
ロ
ー
バ
ル
大
学
」

事
業
も
、
実
態
は
「
文
系
学
問
か
ら
科
学
技
術
系
学
問
へ
の
置
き
換
え
事
業
」

で
あ
る
と
言
え
る
。
こ
れ
ら
の
国
と
大
学
の
動
き
が
、
本
当
に
日
本
の
大
学

お
よ
び
教
育
研
究
界
、
ひ
い
て
は
国
民
の
職
業
・
労
働
や
知
的
生
活
を
良
く

す
る
も
の
で
あ
る
の
か
、
甚
だ
疑
わ
し
い
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
様
相
を
呈

し
て
い
る
の
で
あ
り
、
今
後
と
も
厳
し
く
注
視
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。 

い
ず
れ
に
せ
よ
、
昨
今
の
日
本
の
大
学
に
お
け
る
こ
れ
ら
の
新
語
や
新
概

念
の
登
場
の
事
象
は
、
日
本
の
教
育
界
全
体
で
（
最
高
学
府
た
る
大
学
お
よ

び
大
学
院
に
お
い
て
さ
え
）
学
問
・
職
業
分
類
や
教
職
員
・
学
生
組
織
の
何

ら
か
の
抜
本
的
再
編
の
必
要
が
生
じ
て
い
る
こ
と
を
示
す
一
例
で
あ
ろ
う
。 

● 
 

以
上
、
最
初
は
、
従
来
の
学
部
・
学
科
の
再
編
に
多
用
さ
れ
る
語
で
あ
る

「
学
系
」、「
学
域
」、「
学
群
」、「
学
類
」
を
見
て
き
た
が
、
こ
れ
ら
の
語
が

学
際
的
志
向
を
持
つ
大
学
に
よ
っ
て
好
ん
で
採
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
明

ら
か
で
あ
る
か
ら
、
同
様
の
志
向
（
と
い
う
よ
り
は
宿
命
）
を
持
つIJ

D
C

の
考
案
に
あ
た
り
、
当
然
こ
れ
ら
の
語
を
参
照
し
、
「
系
」、「
域
」、「
群
」、

「
類
」
と
し
て
取
り
入
れ
た
。
但
し
、「
学
系
」、「
学
域
」、「
学
群
」、「
学

類
」
と
呼
ぶ
こ
と
も
多
い
。 

次
に
、
従
来
の
大
学
院
（
研
究
科
）
の
再
編
に
多
用
さ
れ
る
語
と
し
て
、
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ま
ず
「
院
」（
「
研
究
院
」
、「
学
院
」
、「
学
術
院
」
な
ど
）
を
追
い
、
こ
の
語

に
つ
い
て
もIJ

D
C

に
取
り
入
れ
た
。
但
し
、IJ

C
A

名
称
と
し
て
で
は
な

く
、IJ

A
I

名
称
と
し
て
採
用
し
た
。「
学
院
」
と
呼
ぶ
こ
と
も
あ
る
。 

さ
ら
に
、
「
学
圏
」
、「
学
環
」
、「
学
際
」、
「
学
堂
」、「
学
舎
」、「
学
府
」

に
つ
い
て
解
説
し
た
が
、
こ
れ
ら
の
語
も
、
意
味
概
念
を
変
え
てIJ

D
C

に

取
り
入
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
や
は
り
、
通
常
は
「
圏
」
、
「
環
」
、
「
際
」
、

「
堂
」
、「
舎
」
、「
府
」
で
あ
る
が
、
各
大
学
と
同
じ
く
、「
学
圏
」、「
学
環
」、

「
学
際
」
、「
学
堂
」
、「
学
舎
」、「
学
府
」
と
も
呼
ぶ
。「
堂
」、「
舎
」、「
府
」

に
つ
い
て
は
、
「
院
」
と
同
様
、IJ

C
A

名
称
と
し
て
で
は
な
く
、IJ

A
I

名

称
と
し
て
採
用
し
た
。
ま
た
、IJ

D
C

に
お
け
る
こ
れ
ら
相
互
の
独
自
の
階

層
関
係
、
お
よ
び
、
「
系
」
、「
域
」
、
「
群
」、
「
類
」
や
「
院
」
と
の
独
自
の

階
層
関
係
に
留
意
す
べ
き
で
あ
る
。 

IJ
D

C

名
称
が
基
本
的
に
一
字
で
成
り
立
っ
て
い
る
の
は
、
前
述
の
通
り
、

「
系
」
に
は
「
学
系
」
の
ほ
か
「
論
系
」
や
単
な
る
「
系
」、「
域
」
に
は
「
学

域
」
の
ほ
か
「
領
域
」
が
あ
り
、
「
院
」
に
は
「
大
学
院
」
を
は
じ
め
「
研

究
院
」
、「
学
院
」、「
学
術
院
」
と
い
っ
た
様
々
な
名
称
が
あ
る
な
ど
、
必
ず

し
も
「
学
」
の
み
を
伴
う
と
は
限
ら
な
い
現
状
に
対
応
す
る
た
め
で
も
あ
る
。 

こ
こ
ま
で
、IJ
D

C

の
考
案
に
あ
た
り
参
考
に
し
た
、
昨
今
の
大
学
・
大

学
院
を
め
ぐ
る
組
織
再
編
の
動
向
、
お
よ
び
、
そ
れ
ら
とIJ

D
C

と
の
関
連

に
つ
い
て
解
説
し
た
。
今
後
と
も
、
実
際
の
動
向
を
注
視
し
、IJ

D
C

の
あ

り
方
を
考
え
て
い
き
た
い
。 

● 
 

な
お
、
こ
こ
ま
で
解
説
し
て
き
たIJ

D
C

名
称
は
、
と
り
わ
け
女
性
ス
タ

ッ
フ
が
好
ん
で
用
い
て
い
る
も
の
で
も
あ
る
。 

「（
学
）
系
」、「（
学
）
域
」、「（
学
）
群
」、「（
学
）
類
」
に
つ
い
て
は
、
女

性
ス
タ
ッ
フ
は
、
こ
れ
ら
を
採
用
す
る
女
子
大
学
（
和
洋
女
子
大
学
、
駒
沢

女
子
大
学
な
ど
）
の
学
術
概
念
（
女
性
に
よ
る
人
文
学
、
人
間
学
、
家
政
学

分
野
）
に
引
き
寄
せ
て
解
釈
し
て
い
る
た
め
、
岩
崎
所
長
の
解
釈
と
は
や
や

ず
れ
る
こ
と
が
あ
る
。 

な
お
か
つ
、IJ

D
C

の
「
（
学
）
院
」
は
、
大
学
の
内
部
組
織
の
「
大
学

院
」
や
「
研
究
院
」、「
学
院
」、「
学
術
院
」
に
も
由
来
す
る
も
の
の
、
む
し

ろ
後
述
の
通
り
、（
女
子
）
大
学
・
高
等
学
校
・
中
学
校
名
に
用
い
ら
れ
る

「（
女
子
）
学
院
」
に
大
い
に
由
来
し
て
お
り
、
女
性
ス
タ
ッ
フ
が
好
ん
で

使
用
す
る
傾
向
に
あ
る
。 

さ
ら
に
、IJ

D
C

の
「（
学
）
堂
」、
「（
学
）
舎
」、
「（
学
）
府
」
は
、
大

学
の
「
学
堂
」、「
学
舎
」、「
学
府
」
に
も
由
来
す
る
も
の
の
、
や
は
り
後
述

の
通
り
、IJ

A
I

を
一
つ
の
女
子
大
学
・
女
子
高
校
・
女
子
中
学
校
の
仮
想

統
合
体
「
岩
崎
純
一
学
術
研
究
学
園
」
と
す
る
見
方
に
大
い
に
由
来
し
て
お

り
、
女
性
ス
タ
ッ
フ
が
好
ん
で
使
用
す
る
語
で
あ
る
。「
堂
」・「
舎
」
を
「
府
」

の
上
位
に
置
い
た
理
由
も
、
後
述
の
通
り
、
女
性
ら
がIJ

A
I

全
体
や
各
局

を
「
聖
堂
」
や
「
精
舎
」
な
ど
と
呼
ぶ
こ
と
を
好
ん
で
い
る
こ
と
に
よ
る
。 

  

第
四
章 

科
学
研
究
費
助
成
事
業
（
科
研
費
。
文
部
科
学
省
お
よ
び
独
立

行
政
法
人
日
本
学
術
振
興
会
）
の
公
募
・
審
査
区
分 

 

● 
 

第
三
次
・
第
四
次
区
分
の
「
野
」、「
分
」
は
、「（
学
術
）
分
野
」
を
意
味
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し
つ
つ
、
先
の
「
系
」
お
よ
び
後
述
の
「
科
」、「
目
」
と
合
わ
せ
て
、
科
学

研
究
費
助
成
事
業
（
科
研
費
）
の
審
査
区
分
を
も
想
定
し
た
も
の
で
あ
る
。

と
り
わ
け
、
平
成
三
十
年
度
の
改
訂
以
前
の
区
分
お
よ
び
名
称
を
参
照
し
て

お
り
、「
系
」
を
最
上
位
に
置
く
点
、「（
分
）
野
」
を
「（
分
）
科
」
の
上
位

に
置
く
点
が
共
通
し
て
い
る
。 

 

こ
れ
ら
の
区
分
名
称
は
、
大
学
系
と
保
管
庫
系
の
双
方
に
取
り
入
れ
て
い

る
。 し

か
し
、
こ
れ
ら
のIJ

C
A

区
分
の
名
称
と
概
念
の
う
ち
、
直
接
的
に
科

研
費
の
区
分
を
参
照
・
応
用
し
た
も
の
は
「
野
」
と
「
分
」
の
み
で
、「
系
」

は
前
述
の
「
学
系
」
や
後
述
の
生
物
分
類
や
宇
宙
の
大
規
模
構
造
、
「
科
」

は
「
学
科
」
名
称
や
生
物
分
類
、
「
目
」
は
図
書
分
類
や
生
物
分
類
を
優
先

的
に
採
用
し
た
も
の
で
あ
る
。
但
し
、IJ

D
C

に
お
い
て
は
「
科
」
が
大
学

に
お
け
る
学
科
概
念
よ
り
も
下
位
概
念
を
表
す
な
ど
、
原
義
と
は
異
な
る
部

分
が
あ
る
。
「
科
」
と
「
目
」
は
、
通
用
さ
れ
る
「
科
目
」
の
語
を
連
想
さ

せ
る
が
、IJ

D
C

に
お
い
て
は
、
や
は
り
こ
の
「
科
目
」
よ
り
は
下
位
概
念

を
表
し
、
『
全
集
』
で
は
ほ
ぼ
年
代
分
類
を
表
す
。 

  

第
五
章 

図
書
分
類
法
の
区
分
名
な
ど
の
図
書
館
情
報
学
用
語 

 

● 
 

IJ
D

C

に
お
け
る
「
類
」
は
、
先
の
「
学
類
」
を
念
頭
に
置
き
つ
つ
も
、

後
述
の
通
り
、
そ
の
配
下
の
「
綱
」、「
目
」
と
共
に
、
基
本
的
に
は
日
本
十

進
分
類
法
（N

D
C

）
の
「
類
」
、
「
綱
」
、
「
目
」
の
語
や
概
念
を
借
用
し
た

も
の
で
あ
る
。IJ

D
C

の
「
類
」
は
、
い
わ
ば
、
「
学
類
」
か
ら
上
位
の
分

類
と
、
図
書
分
類
の
「
類
」
か
ら
下
位
の
分
類
の
結
節
点
・
共
有
点
と
な
っ

て
い
る
。 

IJ
D

C

と
既
存
の
図
書
分
類
法
に
お
け
る
「
類
」、「
綱
」、「
目
」
の
概
念

の
違
い
の
詳
細
は
、
後
述
の
各
区
分
の
解
説
に
示
し
た
。「
類
」、「
綱
」、「
目
」

は
、
そ
れ
ぞ
れ
「
類
目
」、「
綱
目
」、「
要
目
」
と
も
呼
ば
れ
る
。 

ま
た
、
第
一
次
～
第
三
次
区
分
の
「
系
」、「
群
」、「
類
」
と
の
関
係
を
吟

味
す
る
上
で
、
と
り
わ
け
前
述
の
筑
波
大
学
が
展
開
・
採
用
す
る
学
術
分

類
・
組
織
構
成
、
中
で
も
図
書
館
情
報
大
学
の
系
譜
を
引
く
同
大
学
情
報
学

群
知
識
情
報
・
図
書
館
学
類
が
展
開
・
採
用
す
る
学
術
分
類
・
組
織
構
成
を

大
い
に
参
考
に
し
た
。 

但
し
、IJ

D
C

で
は
、
そ
の
区
分
名
称
に
は
、
前
述
の
通
り
、
大
学
・
大

学
院
の
組
織
名
を
応
用
し
て
い
る
が
、
区
分
方
法
・
概
念
に
お
い
て
は
、
大

学
・
大
学
院
に
お
け
る
学
術
分
類
よ
り
も
、
む
し
ろ
各
区
分
の
解
説
の
通
り
、

大
学
図
書
館
を
含
む
国
内
外
の
図
書
館
や
、
図
書
分
類
法
、
図
書
館
情
報
学

に
お
け
る
図
書
・
学
術
分
類
を
参
考
に
し
て
い
る
。
筑
波
大
の
情
報
学
群
知

識
情
報
・
図
書
館
学
類
は
、
両
面
の
結
節
点
で
あ
る
と
理
解
で
き
る
た
め
、

参
考
に
し
た
。 

  

第
六
章 

街
区
・
在
所
に
関
す
る
用
語 

 

● 
 

第
一
次
区
分
副
系
は
、「
域
」、「
圏
」、「
帝
」（
後
述
）
に
加
え
、「
庫
」
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の
名
称
を
有
し
、
こ
の
「
庫
」
に
始
ま
る
系
列
を
「
保
管
庫
系
」
と
称
し
て

い
る
。
こ
の
系
列
は
、
前
述
の
通
り
、
物
的
保
管
に
適
合
し
た
も
の
で
あ
る
。 

ま
た
、
「
保
管
庫
系
」
は
「
書
庫
系
」
と
も
い
う
。
ア
ー
カ
イ
ブ
と
は
、

元
来
は
公
文
書
保
管
所
を
い
う
が
、
「
書
庫
」
と
訳
さ
れ
る
こ
と
が
ほ
と
ん

ど
で
あ
り
、
そ
の
意
を
汲
ん
だ
も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
は
、「
倉
庫
系
」
と

も
い
う
が
、
こ
れ
も
物
的
保
管
を
強
く
意
味
す
る
も
の
で
あ
る
。 

 

第
二
次
区
分
副
系
は
、「
環
」
、
「
際
」
、
「
界
」
（
後
述
）、「
相
」（
後
述
）

に
加
え
、「
境
」
の
名
称
を
有
し
、
こ
れ
も
保
管
庫
系
の
ほ
か
、IJ

A
I

の
仏

教
制
が
採
用
し
て
い
る
名
称
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
他
の
語
と
の
熟
語
で
あ
る

「
環
境
」
、
「
境
界
（
き
ょ
う
か
い
、
き
ょ
う
が
い
、
け
い
か
い
）」
の
語
義

を
表
す
と
共
に
、
六
識
（
眼
、
耳
、
鼻
、
舌
、
身
、
意
）
に
よ
る
知
覚
対
象

を
指
す
仏
教
語
の
「
境
」
を
も
意
味
す
る
も
の
で
、
人
間
知
覚
と
密
接
に
結

び
つ
い
た
製
作
物
・
著
作
物
の
即
物
的
分
類
で
あ
る
こ
と
を
暗
示
す
る
も
の

で
あ
る
。 

保
管
庫
系
の
第
三
次
区
分
以
下
は
、
大
学
系
や
生
態
系
用
語
を
ふ
ん
だ
ん

に
取
り
入
れ
て
お
り
、
ま
た
、「
街
区
」
、
「
地
帯
」
、「
地
番
」、「
番
地
」
な

ど
の
語
を
分
離
配
置
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
概
念
は
、
行
政
区
画
と
し
て
の

市
街
地
・
住
宅
街
で
は
な
く
、
デ
パ
ー
ト
が
独
自
に
各
階
に
設
定
し
て
い
る

街
区
や
番
地
に
近
い
も
の
で
あ
り
、
仮
想
の
保
管
庫
・
書
庫
・
倉
庫
の
区
画

を
意
味
す
る
も
の
で
あ
る
。 

第
九
・
十
次
区
分
は
、
大
学
系
そ
の
も
の
で
あ
る
。 

● 
 

第
三
次
区
分
は
、
保
管
庫
系
に
お
い
て
は
「
野
」
と
「
門
」
が
通
用
さ
れ

る
が
、
独
立
性
、
固
有
性
の
強
い
資
料
を
指
し
示
す
場
合
、「
領
分
」
を
強

調
し
て
、「
領
」
と
呼
ば
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
但
し
、「
野
」、「
門
」
の
意
味

と
大
差
は
な
い
。 

● 
 

第
四
次
区
分
は
、
保
管
庫
系
に
お
い
て
は
「
分
」
と
「
区
」
が
通
用
さ
れ

る
が
、「
街
」
と
呼
ぶ
場
合
が
あ
る
。
こ
の
場
合
、
資
料
が
先
の
よ
う
な
仮

想
上
の
「
街
区
」
を
形
成
し
て
い
る
と
の
含
意
が
あ
る
。 

  

第
七
章 

宇
宙
の
大
規
模
構
造
（
泡
構
造
）
の
階
層
構
造
名 

数
学
・
物
理
学
の
座
標
空
間
名 

 

● 
 

IJ
D

C

の
区
分
名
称
に
は
、
宇
宙
の
大
規
模
構
造
に
関
わ
る
用
語
お
よ
び

数
学
・
物
理
学
の
座
標
空
間
名
称
が
採
用
さ
れ
て
い
る
。
主
にIJ

C
A

の
天

系
お
よ
び
第
六
次
～
第
八
次
区
分
の
両
系
に
集
中
的
に
採
用
さ
れ
、
直
接
的

に
は
「
波
」、「
線
」、「
座
」、「
標
」、「
軸
」、「
象
」、「
限
」、「
度
」、「
星
」、

「
粒
」
がIJ

D
C

に
お
け
る
宇
宙
・
天
文
由
来
の
用
語
に
当
た
る
が
、
こ
れ

以
外
の
系
列
や
区
分
に
散
ら
ば
る
「
系
」、「
群
」、「
団
」、「
圏
」、「
束
」
も

当
然
該
当
し
、
宇
宙
・
天
文
用
語
に
掛
け
た
も
の
で
あ
る
。 

「
波
」
、
「
線
」
、
「
粒
」
の
三
語
に
つ
い
て
は
、
「
波
」
と
「
粒
」
の
語
は
、

「
波
動
」
と
「
粒
子
」
の
語
と
、
電
磁
波
（
光
）
が
持
つ
そ
れ
ら
の
両
義
性

に
由
来
す
る
も
の
で
も
あ
る
。
し
か
し
、
む
し
ろ
ま
ず
は
、
放
射
の
本
体
で

あ
る
電
磁
波
・
重
力
波
や
粒
子
線
の
「
波
」
と
「
線
」
と
を
第
四
・
五
次
区

分
に
置
き
、
微
小
構
造
で
あ
る
粒
子
の
「
粒
」
を
第
十
区
分
に
置
い
た
も
の

で
あ
る
。
こ
の
た
め
、「
波
」
と
「
粒
」
と
は
連
続
配
置
と
な
っ
て
い
な
い
。 
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主
系
を
成
す
「
座
」
、「
標
」、「
軸
」
は
、
当
然
「
座
標
軸
」
や
「
星
座
」、

「
地
軸
」
、「
自
転
軸
、
公
転
軸
」
な
ど
の
語
を
連
想
さ
せ
る
意
図
が
あ
る
と

共
に
、
主
系
が
主
に
扱
う
無
機
的
資
料
は
、
そ
の
性
質
上
、
座
標
空
間
に
お

い
て
点
状
な
い
し
線
状
に
配
置
・
分
布
さ
せ
る
こ
と
が
望
ま
し
く
、
こ
れ
に

ふ
さ
わ
し
い
区
分
名
称
と
し
た
も
の
で
あ
る
。 

 

副
系
を
成
す
「
象
」
、「
限
」、「
度
」
は
、
当
然
「
象
限
」
や
「
角
度
」
の

語
を
連
想
さ
せ
る
意
図
が
あ
る
と
共
に
、
副
系
が
主
に
扱
う
有
機
的
資
料
は
、

そ
の
性
質
上
、
座
標
空
間
に
お
い
て
面
状
な
い
し
立
体
状
に
配
置
・
分
布
さ

せ
る
こ
と
が
望
ま
し
く
、
こ
れ
に
ふ
さ
わ
し
い
区
分
名
称
と
し
た
も
の
で
あ

る
。 

IJ
D

C

の
「
系
」
は
、
前
述
の
通
り
、「
学
系
」
名
称
や
植
物
分
類
の
「
系
」

名
称
に
も
由
来
す
る
が
、
「
太
陽
系
」
や
「
銀
河
系
」
な
ど
の
宇
宙
構
造
の

「
系
」
を
も
想
定
す
る
。
す
な
わ
ち
、IJ
C

A
の
各
資
料
を
惑
星
や
恒
星
と

見
、IJ

C
A

を
「
太
陽
系
」
や
「
銀
河
系
」
に
喩
え
た
も
の
で
あ
る
。 

植
物
分
類
の
「
系
」
は
「
綱
」
、
「
目
」
よ
り
も
下
位
に
置
か
れ
る
一
方
、

IJ
D

C

の
「
系
」
は
、
ア
ー
カ
イ
ブ

IJ
C

A

の
最
上
位
分
類
で
あ
り
、「
太

陽
系
」
、「
銀
河
系
」
を
思
わ
せ
る
学
術
の
「
大
系
」
で
あ
る
こ
と
を
含
意
す

る
。 

「
超
銀
河
団
」
、「
銀
河
団
」
、「
銀
河
群
」
と
い
え
ば
、
宇
宙
の
大
規
模
構
造

の
記
述
に
お
い
て
、
銀
河
フ
ィ
ラ
メ
ン
ト
（
グ
レ
ー
ト
ウ
ォ
ー
ル
、
超
銀
河

団
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
）
を
構
成
す
る
階
層
名
称
で
あ
り
、
通
常
は
「（
超
）

銀
河
団
」
の
小
規
模
の
も
の
を
「
銀
河
群
」
と
称
す
る
。
ま
た
、
そ
の
下
部

構
造
は
、
規
模
の
大
き
な
順
に
、
「
銀
河
」
、
「
星
団
」、「
星
系
（
恒
星
系
、

連
星
系
、
惑
星
系
）」、「
星
」
と
続
く
が
、「
銀
河
系
」
と
は
我
々
の
住
む
天

の
川
銀
河
の
み
を
い
う
。 

 

さ
ら
に
は
、IJ

D
C

の
「
主
系
」、
「
副
系
」
な
る
語
は
、
前
述
の
通
り
、

シ
ス
テ
ム
冗
長
化
に
関
す
る
語
で
も
あ
る
が
、
ヘ
ル
ツ
シ
ュ
プ
ル
ン
グ
・
ラ

ッ
セ
ル
・
ダ
イ
ア
グ
ラ
ム
に
お
け
る
「
主
系
列
星
」
概
念
を
も
念
頭
に
置
い

て
い
る
。IJ

C
A

お
よ
びIJ

C
W

の
主
系
（
無
機
系
、
図
書
系
）
資
料
を
こ

の
ダ
イ
ア
グ
ラ
ム
の
主
系
列
に
該
当
す
る
恒
星
に
喩
え
る
も
の
で
あ
る
。 

 

一
方
、
「
圏
」
に
つ
い
て
は
、
宇
宙
構
造
の
記
述
で
用
い
る
場
合
に
は
、

ほ
ぼ
地
球
科
学
・
惑
星
科
学
に
お
け
る
球
状
層
、
す
な
わ
ち
、
比
較
的
小
規

模
の
構
造
を
指
す
。「
大
気
圏
」、「
水
圏
」、「
岩
石
圏
（
岩
圏
）」、「
生
物
圏
」

や
、
そ
の
細
分
類
で
あ
る
「
成
層
圏
」、「
熱
圏
」
な
ど
が
、
こ
れ
に
当
た
る
。

ま
た
、「
生
物
圏
」
と
は
、
前
述
の
「
生
態
系
」
の
総
体
を
表
す
、
地
球
科

学
側
か
ら
の
呼
称
で
あ
る
と
言
え
る
。 

こ
の
よ
う
に
、
宇
宙
の
（
大
規
模
）
構
造
の
記
述
で
は
、「
系
」、
「
群
」
、

「
団
」、「
圏
」、「
星
」
の
階
層
順
位
は
学
説
や
言
語
上
の
都
合
に
よ
り
不
統

一
で
あ
る
が
、
い
ず
れ
に
せ
よIJ

D
C

は
、
こ
れ
ら
の
用
語
を
参
考
と
し
た
。

IJ
D

C

に
お
い
て
は
、「
群
」
は
資
料
の
第
二
次
区
分
、「
団
」
は

IJ
A

I

ス

タ
ッ
フ
の
第
三
次
区
分
、
「
圏
」
は
「
系
」
と
同
じ
く
資
料
の
第
一
次
区
分

の
名
称
で
あ
る
。 

「
束
」、「
度
」
は
、
光
の
心
理
物
理
量
で
あ
る
「
光
束
」、「
光
度
」
お
よ
び

「
光
の
集
束
（
集
束
レ
ン
ズ
な
ど
）」
か
ら
も
採
ら
れ
て
い
る
。
「
束
」
は
、

区
分
の
解
説
に
述
べ
た
通
り
、「
巻
」
の
通
し
番
号
規
則
に
よ
り
、
用
い
ら

れ
る
こ
と
は
少
な
い
が
、
学
術
の
束
（
た
ば
）
を
面
的
通
過
量
で
あ
る
光
束
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に
喩
え
た
も
の
で
あ
る
。 

以
上
を
換
言
す
れ
ば
、
宇
宙
空
間
・
座
標
空
間
と
し
て
のIJ

C
A

資
料
の

「
大
系
」
、
「
大
群
」
の
中
に
、
銀
河
フ
ィ
ラ
メ
ン
ト
や
大
ク
エ
ー
サ
ー
群
、

な
い
し
銀
河
団
や
銀
河
群
と
し
て
の
資
料
集
団
で
あ
る
「
類
」、「
綱
」、「
目
」

（
第
三
次
～
第
五
次
区
分
）
が
存
在
し
、
そ
れ
ら
の
下
位
に
、
座
標
点
や
座

標
領
域
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
る
資
料
そ
の
も
の
で
あ
る
「
座
」
、
「
標
」
、

「
軸
」
、
「
象
」
、
「
限
」
、
「
度
」（
第
六
次
～
第
八
次
区
分
）
が
存
在
し
、
そ

れ
ら
に
よ
っ
て
位
置
が
確
定
さ
れ
る
「
星
」
と
、
宇
宙
空
間
、
暗
黒
物
質
（
ダ

ー
ク
マ
タ
ー
）
や
星
自
体
の
微
細
構
造
と
し
て
の
「
粒
」
が
存
在
す
る
階
層

設
計
と
な
っ
て
い
る
。 

  

第
八
章 

地
層
、
山
系
、
水
系
用
語 

 

● 
 

IJ
D

C

の
区
分
名
称
に
は
、
地
層
、
山
系
、
水
系
に
関
す
る
用
語
も
取
り

入
れ
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
は
そ
の
ま
まIJ

D
C

の
「
地
層
系
」、「
山
系
」、

「
水
系
」
の
各
系
列
を
構
成
し
て
い
る
。
前
述
の
宇
宙
・
天
文
学
用
語
や
後

述
の
生
物
分
類
用
語
が
、
そ
れ
ぞ
れ
「
天
系
」
と
「
生
態
系
」
の
系
列
の
み

な
ら
ず
、
他
系
列
に
波
及
し
転
用
さ
れ
て
い
る
の
と
は
対
照
的
に
、
「
地
層

系
」
、
「
山
系
」
、
「
水
系
」
で
は
由
来
元
の
分
類
用
語
（
元
よ
り
、「
山
系
」、

「
水
系
」
な
る
語
自
体
が
存
在
す
る
）
とIJ

D
C

の
系
列
と
が
ほ
ぼ
一
致
し

て
い
る
。 

● 
 

IJ
D

C

の
「
地
層
系
」
は
、
堆
積
岩
、
と
り
わ
け
砕
屑
岩
・
火
山
砕
屑
岩

の
構
成
物
質
の
粒
子
の
大
小
に
基
づ
い
て
、
こ
れ
を
大
き
な
順
に
並
べ
て
構

成
さ
れ
る
系
列
で
あ
る
。 

ま
ず
第
一
・
二
次
区
分
で
は
、「
堆
積
（
岩
）」、
「
砕
屑
（
岩
）
」
の
語
を

分
離
し
て
配
置
し
た
。
「
層
」
、
「
陸
」
、
「
丘
」
も
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
、

「
層
」
は
当
然
「
地
層
」
を
表
し
、「
陸
」
と
「
丘
」
は
、
地
層
系
の
中
で

も
山
系
に
近
い
比
喩
を
行
い
た
い
資
料
に
対
し
て
使
用
さ
れ
る
。 

第
三
次
区
分
以
下
は
、
専
ら
先
の
岩
石
の
粒
子
の
大
小
に
よ
る
階
層
構
造

を
成
す
。
元
と
な
る
語
は
、
一
般
語
で
あ
る
「
岩
石
」
や
「
土
」
は
も
ち
ろ

ん
、（
火
山
）
砕
屑
物
・
砕
屑
岩
に
多
用
さ
れ
る
「
岩
塊
」、「
礫
」、「
礫
岩
」、

「
灰
」、「
砂
」、「
砂
岩
」、「
沈
泥
（
シ
ル
ト
）」、「
泥
岩
」、「
粘
土
」、「
粘

土
岩
」
な
ど
で
あ
る
。 

な
お
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
質
時
代
区
分
（「
累
代
」、「
代
」、「
紀
」、「
世
」、

「
期
」）
に
該
当
す
る
地
質
の
層
序
区
分
は
、「
累
界
」、「
界
」、「
系
」、「
統
」、

「
階
」
と
表
さ
れ
る
が
、
こ
れ
はIJ

D
C

の
「
系
」、「
統
」、「
界
」
や
後
述

の
生
物
分
類
な
ど
と
も
異
な
り
、
採
用
し
て
い
な
い
。
従
っ
て
、IJ

D
C

の

地
層
系
名
称
は
、
事
実
上
、
地
層
分
類
と
い
う
よ
り
も
、
地
層
を
構
成
す
る

成
分
に
着
眼
し
た
土
壌
分
類
で
あ
る
と
言
え
る
。
そ
の
た
め
、
「
土
壌
系
」

と
も
い
う
。 

逆
に
、
そ
れ
ら
成
分
が
構
成
す
る
も
の
と
し
て
の
地
層
・
地
球
を
強
調
す

る
場
合
に
、
「
地
層
系
」
や
「
地
球
系
」
と
呼
ぶ
。
火
山
噴
火
に
よ
る
岩
石

の
砕
屑
や
地
層
の
堆
積
を
強
調
す
る
場
合
は
、「
火
山
系
」
と
も
呼
ぶ
。 

● 
 

IJ
D

C

の
「
山
系
」
は
、
山
の
連
な
り
で
あ
る
山
脈
（
通
常
は
こ
れ
を
「
山

系
」
と
呼
び
、
小
規
模
の
山
系
を
山
地
と
呼
ぶ
場
合
が
多
い
）
か
ら
、
樹
木
・
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木
本
の
末
端
に
至
る
ま
で
、
先
の
地
層
系
の
上
に
そ
び
え
る
樹
木
の
規
模
や

構
造
に
基
づ
い
て
、
こ
れ
を
大
き
な
順
に
並
べ
て
構
成
さ
れ
る
系
列
で
あ
る
。 

第
一
・
二
次
区
分
に
は
、
そ
の
ま
ま
「
山
脈
」
の
語
が
分
離
し
て
充
て
ら

れ
て
い
る
。 

第
三
・
四
次
区
分
に
は
、
樹
木
の
集
合
で
あ
る
「
森
」
と
「
林
」（
森
林
）

の
語
が
充
て
ら
れ
、
第
五
次
以
下
に
は
、
一
本
の
樹
木
・
木
本
の
細
部
構
造

の
語
が
充
て
ら
れ
て
い
る
。 

 

な
お
、
「
山
系
」
は
、IJ

D
C

の
系
列
の
中
で
も
と
り
わ
け
、
数
学
や
言

語
学
、
デ
ー
タ
構
造
に
お
け
る
「
木
構
造
」
用
語
と
し
て
転
用
で
き
る
よ
う

に
設
計
し
て
い
る
。
元
よ
り
、IJ

C
A

の
ど
の
資
料
（
フ
ァ
イ
ル
）
な
い
し

資
料
群
（
フ
ォ
ル
ダ
）
も
階
層
構
造
を
成
し
て
お
り
、
こ
れ
は
、
資
料
な
い

し
資
料
群
を
ノ
ー
ド
な
い
し
ノ
ー
ド
群
と
見
な
す
限
り
に
お
い
て
、
そ
の
ま

ま
木
構
造
（
正
確
に
は
、
連
結
で
閉
路
の
な
い
有
向
の
根
付
き
木
構
造
、
す

な
わ
ち
、
有
向
非
巡
回
グ
ラ
フ
）
と
見
な
す
こ
と
が
で
き
、
そ
の
た
め
、IJ

D
C

の
ど
の
系
列
も
木
構
造
用
語
と
し
て
転
用
し
て
よ
い
。
し
か
し
、
そ
の
中
で

も
、IJ

C
A

の
階
層
構
造
が
持
つ
木
構
造
・
有
向
非
巡
回
グ
ラ
フ
の
性
質
そ

の
も
の
を
強
調
す
る
場
合
に
、
「
天
系
」
や
「
水
系
」
よ
り
は
、
同
じ
く
樹

木
の
構
造
を
模
し
た
「
山
系
」
が
使
用
さ
れ
る
の
で
あ
る
。 

但
し
、IJ
D

C

の
山
系
用
語
と
、
通
常
の
木
構
造
用
語
で
あ
る
「
森

（fo
re

st

）
」
、「
木
（tre

e

）」
、「
部
分
木
（su

b
tre

e

）
」
、「
ノ
ー
ド
・
節
点
・

頂
点
（n

o
d

e

）
」、「
根
（ro

o
t

）
」、「
葉
（le

a
f

）
」、「
エ
ッ
ジ
・
枝
・
辺
（e

d
g
e

）」

な
ど
と
は
、
語
に
違
い
が
あ
る
ほ
か
、
同
語
で
も
異
義
で
あ
る
こ
と
が
ほ
と

ん
ど
で
あ
る
。IJ

D
C

の
山
系
の
各
区
分
名
称
は
、
通
常
の
木
構
造
用
語
の

ノ
ー
ド
に
該
当
す
る
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
従
っ
て
、
通
常
は
「
子
ノ
ー

ド
」
を
持
た
な
い
末
端
ノ
ー
ド
を
「
葉
ノ
ー
ド
」
と
い
う
の
に
対
し
、IJ

D
C

で
は
、「
林
ノ
ー
ド
」
か
ら
「
花
ノ
ー
ド
」
ま
で
の
子
資
料
を
持
た
な
い
い

か
な
る
資
料
群
も
末
端
ノ
ー
ド
の
名
称
と
な
り
得
る
。
こ
の
場
合
、
子
資
料

の
な
い
資
料
群
と
は
、
つ
ま
り
は
或
る
一
つ
の
末
端
資
料
そ
の
も
の
で
あ
る

か
ら
、
こ
れ
ら
の
い
わ
ば
「
林
資
料
群
」
や
「
花
資
料
群
」
を
、
木
構
造
に

照
ら
し
て
「
林
ノ
ー
ド
」
や
「
花
ノ
ー
ド
」
と
呼
ぶ
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ

る
。 ま

た
、
木
構
造
に
お
い
て
は
、
資
料
を
点
描
（
プ
ロ
ッ
ト
）
と
見
、
そ
れ

ら
を
線
描
で
つ
な
ぐ
イ
メ
ー
ジ
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
木
構
造
と
し
て
用
い
る

場
合
の
山
系
は
、
先
の
天
系
用
語
の
う
ち
、
「
象
」、「
限
」、「
度
」
よ
り
も

「
座
」、「
標
」、「
軸
」
と
親
和
性
が
高
い
こ
と
に
な
る
。 

● 
 

IJ
D

C

の
「
水
系
」
は
、
海
洋
や
河
川
な
ど
（
通
常
は
河
川
の
体
系
を
「
水

系
」
と
呼
ぶ
）
、
先
の
地
層
系
の
上
に
展
開
す
る
水
の
領
域
や
流
路
の
構
造

に
基
づ
い
て
、
こ
れ
を
河
川
の
流
れ
と
は
逆
に
大
き
な
順
に
並
べ
て
構
成
さ

れ
る
系
列
で
あ
る
。
い
わ
ば
、
各
資
料
が
大
海
に
向
か
っ
て
流
れ
下
ら
ん
と

す
る
そ
の
瞬
間
の
架
空
の
壮
観
を
描
い
た
も
の
で
あ
る
。 

第
一
・
二
次
区
分
に
は
、
そ
の
ま
ま
「
海
洋
」
の
語
が
分
離
し
て
充
て
ら

れ
て
い
る
。「
洋
」
が
大
規
模
な
「
海
」
を
指
す
こ
と
か
ら
、「
洋
」
を
上
位

に
置
い
た
。 

第
三
次
区
分
以
下
は
、
陸
に
近
い
海
の
領
域
か
ら
河
川
に
入
り
、
源
泉
に

向
か
っ
て
遡
上
す
る
形
で
、
名
称
を
配
置
し
た
。「
口
」、「
河
」、「
川
」、「
床
」

は
、「
河
口
」、「
河
川
」、「
河
床
」
の
語
の
分
離
で
あ
る
。「
江
」
と
「
口
」
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は
、
同
音
の
「
こ
う
」
で
は
な
く
、
専
ら
「
え
」
と
「
く
ち
（
ぐ
ち
）
」
と

に
読
み
分
け
る
。 

当
然
、IJ

C
A

に
は
子
資
料
を
持
た
な
い
資
料
区
分
は
多
く
、
河
川
の
源

泉
を
意
味
す
る
「
源
」
に
該
当
す
る
資
料
は
少
な
い
。
そ
の
場
合
は
当
然
、

「
湾
」
か
ら
「
渓
」
の
い
ず
れ
か
の
区
分
が
末
端
区
分
と
な
る
の
で
あ
っ
て
、

こ
れ
は
山
系
と
全
く
同
じ
で
あ
り
、
先
の
木
構
造
に
照
ら
せ
ば
、
こ
れ
ら
「
湾
」

か
ら
「
渓
」
の
資
料
や
資
料
群
が
、
通
常
用
語
の
「
葉
ノ
ー
ド
」
に
該
当
す

る
の
で
あ
る
。 

  

第
九
章 

生
物
分
類
学
（
こ
こ
で
は
リ
ン
ネ
式
階
級
分
類
）
に
お
け
る
階

級
・
タ
ク
ソ
ン
名
、
そ
の
他
の
生
物
学
・
生
態
学
用
語 

 

● 
 

第
一
次
～
第
三
次
区
分
名
称
の
「
系
」、「
群
」
、「
類
」
な
ど
が
最
近
の
大

学
で
見
ら
れ
る
「
学
系
」
、「
学
群
」
、「
学
類
」
な
ど
の
概
念
を
参
照
し
た
も

の
で
あ
る
こ
と
は
、
先
に
述
べ
た
。
ま
た
、
「
類
」
、「
綱
」、「
目
」
が
図
書

分
類
を
参
照
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
も
、
後
述
の
区
分
ご
と
の
解
説
の
通
り

で
あ
る
。 

但
し
、
「
綱
」
、
「
目
」
に
つ
い
て
は
、
生
物
分
類
学
（
こ
こ
で
は
リ
ン
ネ

式
階
級
分
類
）
に
お
け
る
同
名
の
階
級
・
タ
ク
ソ
ン
分
類
を
も
念
頭
に
置
い

て
い
る
こ
と
も
、
区
分
ご
と
の
解
説
の
通
り
で
あ
る
。 

だ
が
、
主
系
の
十
進
分
類
名
称
で
は
、
学
問
・
図
書
分
類
を
主
眼
と
し
、

生
物
分
類
を
二
義
的
に
し
か
参
照
し
て
い
な
い
の
に
対
し
、
副
系
の
十
進
分

類
名
称
で
は
、
学
問
・
図
書
分
類
よ
り
も
生
物
分
類
を
よ
り
積
極
的
に
、
全

面
的
に
参
照
し
た
。
生
物
分
類
名
称
は
、
生
物
系
（
生
態
系
）
列
に
の
み
用

い
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
む
し
ろIJ

D
C

の
中
で
最
も
多
系
統
・
多

系
列
に
散
在
す
る
分
類
名
称
と
な
っ
て
い
る
。 

ま
た
、
生
物
分
類
用
語
が
多
用
さ
れ
る
系
列
で
あ
る
「
生
態
系
」
は
、
い

わ
ば
、
天
系
か
ら
水
系
ま
で
の
宇
宙
・
自
然
を
舞
台
に
展
開
す
る
生
命
の
姿

を
表
現
し
た
系
列
で
あ
り
、
そ
の
一
部
は
大
学
系
や
保
管
庫
系
に
転
用
さ
れ

て
い
る
。 

こ
の
こ
と
は
、IJ

C
A

資
料
が
、
岩
崎
の
文
章
資
料
を
中
軸
と
す
る
も
の

の
、
多
種
多
様
の
製
作
物
や
著
作
物
を
含
み
、
中
に
は
ま
さ
に
生
物
学
的
・

生
態
学
的
資
料
と
言
え
る
重
要
資
料
（
人
間
身
体
や
動
植
物
の
写
真
・
映
像

な
ど
）
も
多
く
あ
る
こ
と
に
由
来
す
る
。
無
機
的
物
体
と
し
て
扱
う
わ
け
に

い
か
な
い
、
生
命
・
身
体
・
有
機
体
を
生
き
写
し
に
し
た
こ
れ
ら
の
資
料
へ

の
オ
マ
ー
ジ
ュ
や
そ
れ
ら
の
象
徴
と
し
て
、
か
つ
、
こ
れ
ら
の
資
料
を
分
類

す
る
際
の
実
用
性
の
観
点
か
ら
、
副
系
に
お
い
て
図
書
分
類
よ
り
も
生
物
分

類
を
活
用
し
た
も
の
で
あ
る
。 

具
体
的
に
は
、IJ

D
C

全
体
の
う
ち
、「
帝
」、「
系
」、「
域
」、「
群
」、「
界
」、

「
連
」、「
門
」、「
団
」、「
綱
」、「
区
」、「
目
」、「
科
」、「
族
」、「
属
」、「
列
」、

「
節
」、「
種
」
が
、
生
物
の
階
級
分
類
に
存
在
す
る
名
称
で
あ
る
。 

（
生
物
の
階
級
分
類
で
は
、「
帝
」
は
「
帝
国
」
と
も
い
い
、「
域
」
は
「
ド

メ
イ
ン
」
と
も
い
う
。「
系
」、「
節
」
は
植
物
の
み
、「
群
」
は
ウ
イ
ル
ス
お

よ
び
一
部
の
細
菌
の
み
に
用
い
ら
れ
る
。
「
連
」
は
、
動
物
の
「
族
」
と
同

階
級
の
植
物
に
当
て
ら
れ
る
。
階
級
名
の
「
系
」
は
、
生
物
群
集
と
そ
れ
ら
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を
取
り
巻
く
環
境
を
一
つ
の
閉
じ
た
系
・
シ
ス
テ
ム
と
見
な
す
概
念
で
あ
る

「
生
態
系
」
の
「
系
」
と
は
、
意
味
が
異
な
る
。
） 

IJ
C

A

の
資
料
分
類
の
考
案
に
お
い
て
は
、
漢
字
の
字
義
か
ら
、IJ

C
A

の
資
料
全
般
の
名
称
、IJ

C
W

の
資
料
（
と
り
わ
け
、
第
三
次
区
分
以
下
の

文
章
資
料
と
そ
の
見
出
し
）
の
名
称
、IJ

A
I

の
組
織
名
称
の
い
ず
れ
に
ふ

さ
わ
し
い
か
を
吟
味
し
、
元
の
階
級
分
類
の
上
下
に
関
係
な
く
適
所
に
振
り

分
け
て
配
置
し
た
。
生
物
の
階
級
分
類
に
お
い
て
頻
用
さ
れ
る
も
の
は
「
界
」、

「
門
」
、「
綱
」
、「
目
」
、「
科
」
、「
属
」
、「
種
」
の
七
階
級
で
、「
帝
」、「
系
」、

「
域
」
、「
群
」
、「
連
」、「
団
」、「
区
」
、「
族
」
、「
列
」、「
節
」
は
限
定
的
に

し
か
使
用
さ
れ
な
い
階
級
で
あ
る
が
、IJ

D
C

で
は
正
式
な
資
料
・
組
織
分

類
名
と
し
て
採
用
し
た
。
但
し
、
生
物
分
類
で
「
列
」
と
同
階
級
に
位
置
す

る
「
系
」
がIJ

D
C

で
は
第
一
次
区
分
で
あ
り
、
生
物
分
類
で
「
族
」
と
同

階
級
に
位
置
す
る
「
連
」
がIJ

D
C

で
は
第
二
次
区
分
で
あ
る
な
ど
、
階
級

の
上
下
関
係
は
大
き
く
異
な
る
。 

生
物
分
類
学
に
お
い
て
、「
学
名
」（b

in
o
m

ia
l n

o
m

e
n

cla
tu

re

）
あ
る

い
は
「
種
名
」
（sp

e
cie

s 
n

a
m

e

）
は
、
「
属
名
」
と
「
種
小
名
」
の
併
記

で
表
す
こ
と
が
各
国
際
命
名
規
約
で
定
め
ら
れ
て
お
り
、
標
準
和
名
が
指
す

と
こ
ろ
の
動
植
物
の
種
類
は
、
こ
の
学
名
に
近
い
分
類
階
層
を
い
う
。
一
方
、

IJ
C

A

に
は
、
生
物
分
類
に
お
い
て
学
名
（
動
植
物
種
）
が
他
の
生
物
区
分

階
層
に
対
し
て
有
す
る
よ
う
な
特
権
を
有
す
る
資
料
区
分
は
な
く
、
い
か
な

る
区
分
も
資
料
の
集
合
ま
た
は
資
料
そ
の
も
の
と
し
て
活
用
す
る
こ
と
が

で
き
る
。 

● 
 

な
お
、IJ

D
C

に
お
い
て
、
生
物
の
階
級
分
類
名
を
多
く
採
用
し
た
の
は

副
系
で
あ
る
が
、
第
二
次
区
分
のIJ

C
A

主
系
「
群
」
とIJ

C
W

主
系
「
集
」

は
、
生
態
学
用
語
の
「
群
集
」（
「
生
物
群
集
」、「
群
集
生
態
学
」
な
ど
）
に

も
由
来
し
、
こ
れ
を
分
離
し
て
用
い
た
も
の
で
も
あ
る
。 

● 

「
相
」
も
、
生
物
の
階
級
分
類
名
で
は
な
い
が
、
生
態
学
用
語
で
あ
り
（「
生

物
相
」、「
動
物
相
」、「
植
物
相
」
な
ど
）、IJ

D
C

で
も
採
用
し
た
。 

  

第
十
章 

型
式
と
性
状
の
区
分
名 

 

● 
 

IJ
C

A

資
料
の
最
下
級
分
類
で
あ
る
第
九
次
・
第
十
次
区
分
は
、
型
式
・

性
状
分
類
と
し
て
、「
型
」、
「
形
」、「
性
」、「
体
」、「
式
」、「
状
」、「
質
」、

「
態
」
の
名
称
を
持
つ
。 

 

こ
れ
ら
は
当
然
、
「
型
式
」（「
系
」
お
よ
び
「
景
」
と
の
区
別
の
た
め
、

通
常
は
「
け
い
し
き
」
で
は
な
く
「
か
た
し
き
」
と
読
む
）、「
形
式
」、「
形

状
」、「
形
質
」、「
形
態
」、「
性
状
」、「
性
質
」、「
体
質
」、「
状
態
」
の
熟
語

を
想
起
さ
せ
る
よ
う
に
構
成
し
た
も
の
で
あ
る
。 

 

第
九
次
区
分
と
第
十
次
区
分
を
共
に
型
式
分
類
（
無
機
的
分
類
）
ま
た
は

性
状
分
類
（
有
機
的
分
類
）
と
す
る
か
、
あ
る
い
は
、
い
ず
れ
か
一
方
を
型

式
分
類
と
し
、
残
る
一
方
を
性
状
分
類
と
す
る
か
は
、
主
系
・
副
系
の
横
断

も
含
め
て
比
較
的
自
由
で
あ
り
、
名
称
も
相
互
に
入
れ
替
わ
る
こ
と
が
あ
る
。 

 

こ
れ
ら
の
分
類
は
、
主
系
と
し
て
考
案
し
た
が
、
文
書
デ
ー
タ
資
料
以
外

の
資
料
保
存
に
有
用
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
保
管
庫
系
に
も
そ
の
ま
ま
転
用
し

て
い
る
。 
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第
十
一
章 

一
般
的
な
文
学
作
品
の
見
出
し
区
分
名 

日
本
の
法
令
の
本
則
の
基
本
形
式 

 

● 

『
全
集
』
主
系
（
図
書
系
）
名
称
の
「
集
」
、「
連
」、「
束
」、「
合
」
は
、『
全

集
』
全
体
の
直
下
の
大
分
類
と
し
て
、
学
術
分
野
な
い
し
学
術
資
料
の
集
合

体
を
表
現
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
「
集
束
」
、「
集
合
」、「
連
合
」
の

語
を
分
離
し
配
置
し
た
も
の
で
、
文
章
・
図
書
資
料
に
は
「
集
」
と
「
束
」、

そ
の
他
の
資
料
に
は
「
連
」
と
「
合
」
が
多
用
さ
れ
る
。 

「
連
」
は
、
紙
の
枚
数
単
位
・
単
位
重
量
で
あ
る
「
連
」・「
連
量
」
、
連
歌
・

連
句
（
俳
諧
の
連
歌
）
の
単
位
で
あ
る
「
連
」
な
ど
の
含
意
も
あ
る
。 

● 

『
全
集
』
の
中
小
分
類
で
あ
る
「
巻
」
、
「
編
」
、「
部
」、「
章
」、「
節
」
は
、

書
籍
や
文
学
作
品
お
よ
び
そ
の
見
出
し
区
分
に
一
般
に
用
い
ら
れ
る
語
を

そ
の
ま
ま
採
用
し
た
も
の
で
あ
る
。
一
般
に
「
編
」
と
「
部
」
は
、
同
一
階

層
の
異
名
と
し
て
、
い
ず
れ
か
一
方
の
み
が
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、

IJ
D

C

で
は
併
用
し
、「
編
」
を
「
部
」
の
上
位
と
し
た
。IJ

D
C

と
同
様
の

「
編
」
と
「
部
」
の
構
造
を
持
つ
作
品
も
存
在
す
る
。 

● 
 

ま
た
、
「
編
」
、
「
章
」
、
「
節
」
は
、
日
本
の
法
令
の
本
則
の
基
本
形
式
を

も
参
照
し
て
お
り
、
こ
れ
に
続
く
「
項
」、「
号
」
は
、
専
ら
法
令
の
基
本
形

式
を
応
用
し
た
も
の
で
あ
る
。 

通
常
、
法
令
で
は
、
上
位
階
層
か
ら
「
編
」
、「
章
」、「
節
」、「
款
」、「
目
」、

「
条
」
、「
項
」
、「
号
」
の
構
成
と
な
っ
て
い
る
。
一
方
、IJ

D
C

の
『
全
集
』

分
類
で
は
、
ま
ず
「
編
」
と
「
章
」
の
間
に
「
部
」
を
配
置
し
た
。
ま
た
、

「
款
」
と
「
条
」
が
専
ら
法
令
条
文
の
区
分
に
し
か
用
い
ら
れ
な
い
語
で
あ

る
こ
と
、「
目
」
がIJ

C
A

の
第
五
次
区
分
に
用
い
た
語
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

こ
れ
ら
を
除
き
、「
節
」
の
直
下
に
「
項
」、「
号
」
を
設
け
た
。 

な
お
、M

icro
so

ft 
W

o
rd

の
ア
ウ
ト
ラ
イ
ン
・
見
出
し
機
能
で
は
、
リ

ス
ト
に
「
章
」、「
節
」、「
項
」
の
設
定
が
用
意
さ
れ
て
お
り
、IJ

D
C

と
同

じ
く
「
節
」
の
直
下
を
「
項
」
と
し
て
い
る
。
一
般
の
文
学
作
品
で
は
、「
節
」

の
直
下
を
「
目
」
と
す
る
例
も
見
ら
れ
る
。 

  

第
十
二
章 

脚
本
、
オ
ペ
ラ
、
演
劇
、
歌
舞
伎
、
交
響
楽
な
ど
の
演
目
区

分
名 

 

● 

『
全
集
』
副
系
名
称
の
「
幕
」、「
場
」、「
景
」、「
段
」、「
話
」、「
言
」、「
声
」

は
、
前
述
の
通
り
、
副
系
が
総
合
芸
術
型
の
文
章
資
料
の
集
合
体
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
主
に
脚
本
、
演
劇
、
オ
ペ
ラ
、
交
響
楽
用
語
を
区
分
名
と
し
た
も

の
で
あ
る
。
斯
く
し
て
『
全
集
』
名
称
は
、
主
系
・
副
系
共
に
、
文
章
・
人

文
学
資
料
に
ふ
さ
わ
し
い
語
で
統
一
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。 

● 
 

第
十
次
区
分
の
「
細
」
の
語
は
、
稀
に
文
学
作
品
で
「
章
」、「
節
」、「
目
」、

「
細
」
な
ど
と
区
分
名
に
用
い
ら
れ
る
上
、
図
書
分
類
のN

D
C

が
「
類
（
類

目
）」、「
綱
（
綱
目
）」、「
目
（
要
目
）」
の
下
に
「
細
目
」
を
置
い
て
い
る

こ
と
か
ら
、
そ
の
名
称
をIJ

D
C

独
自
の
意
味
に
お
い
て
借
用
し
た
も
の
で

あ
る
。
資
料
の
性
質
に
よ
り
、
同
一
区
分
名
称
の
「
号
」、「
声
」
と
の
相
互



『岩崎純一全集』序巻「序説、総記（序）」 

37 

 

代
用
が
可
能
で
あ
る
。 

な
お
、
一
般
に
「
細
か
な
見
出
し
・
目
次
」
の
意
で
用
い
ら
れ
る
「
項
目
」、

「
細
目
」
な
る
語
は
、N

D
C

で
は
「
細
目
」
の
み
が
区
分
名
称
と
し
て
用

い
ら
れ
、IJ

D
C

で
は
共
に
区
分
名
称
と
し
て
は
用
い
ら
れ
な
い
。
但
し
、

IJ
D

C

で
は
、
末
尾
に
「
目
」
を
付
さ
な
い
「
項
」
、「
細
」
は
共
に
区
分
名

称
で
あ
り
、「
項
」
は
「
細
」
の
上
位
分
類
で
あ
る
。
一
方
、N

D
C

、IJ
D

C

の
双
方
に
お
い
て
、
「
類
」
、「
綱
」
、
「
目
」
は
、
そ
れ
ぞ
れ
「
類
目
」、「
綱

目
」
、
「
要
目
」
と
も
呼
ば
れ
る
。 

  

第
十
三
章 

学
校
法
人
の
教
職
員
・
事
務
局
や
学
生
・
生
徒
・
学
級
の
組

織
区
分
名 

 

● 
 

IJ
A

I

の
主
系
区
分
（
部
班
制
）
名
称
の
う
ち
、
頻
用
さ
れ
る
も
の
は
「
所
」、

「
局
」
、「
部
」
、「
室
」、「
班
」、「
係
」
で
あ
る
。
一
般
的
な
会
社
な
ど
の
法

人
組
織
に
お
い
て
は
、
「
部
」
、「
課
」
、
「
係
」
の
呼
称
が
採
用
さ
れ
て
い
る

が
、IJ

D
C

で
は
「
課
」
を
置
か
ず
、「
班
」
を
置
い
て
い
る
。
ま
た
、「
部
」、

「
係
」
の
意
味
概
念
も
、
こ
れ
ら
の
法
人
組
織
と
は
大
き
く
異
な
る
。 

● 
 

女
性
部
門
の
総
称
が
「
女
性
局
」
で
あ
る
。「
第
Ｘ
女
性
局
」
と
言
わ
ず
、

単
に
「
女
性
局
」
（
稀
に
「
女
性
総
局
」
と
も
）
と
言
う
場
合
は
、
第
〇
～

第
九
女
性
局
の
総
称
で
あ
り
、
「
所
」
と
半
ば
並
列
的
な
立
場
に
あ
る
。
第

二
巻
も
参
照
せ
よ
。 

● 
 

第
五
次
～
第
八
次
区
分
の
「
役
」
、
「
族
」
、
「
員
」、「
家
」
は
、「
役
員
」、

「
家
族
」
の
語
を
想
起
さ
せ
る
が
、
取
り
立
て
て
こ
れ
ら
の
意
と
関
連
が
あ

る
わ
け
で
は
な
い
。 

「
族
」
は
、
前
述
あ
る
い
は
後
述
（
各
区
分
の
解
説
）
の
通
り
、
生
物
分
類

用
語
で
も
あ
る
が
、
ヒ
ト
・
動
物
の
み
に
用
い
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、IJ

C
A

の
資
料
区
分
で
は
な
く
、IJ

A
I

の
ス
タ
ッ
フ
区
分
に
用
い
る
こ
と
と
し
た
。 

● 

「
身
」、「
手
」
は
、
主
系
に
位
置
し
な
が
ら
、
あ
ま
り
用
い
ら
れ
な
い
区
分

で
あ
る
。
む
し
ろ
、
女
性
ス
タ
ッ
フ
ら
が
、
副
系
名
称
と
織
り
交
ぜ
て
用
い

る
傾
向
に
あ
る
。 

● 
 

IJ
A

I

の
副
系
区
分
（
広
義
の
学
園
制
）
名
称
は
、
事
実
上
女
性
ス
タ
ッ

フ
ら
がIJ

A
I

な
い
し
そ
の
女
性
局
の
組
織
区
分
に
用
い
て
い
る
も
の
で
あ

る
。
主
系
の
部
班
制
の
各
区
分
を
「
部
班
」
と
呼
ぶ
の
に
対
し
、
学
園
制
の

各
区
分
は
、
第
一
次
～
第
三
次
区
分
は
「
学
団
」
、
第
四
次
～
第
十
次
区
分

は
「
学
級
」
と
呼
ぶ
。 

 
IJ

A
I

副
系
に
は
、
狭
義
の
学
園
制
、
神
道
制
、
仏
教
制
、
ミ
ッ
シ
ョ
ン

制
が
あ
る
が
、
ど
の
名
称
も
類
似
し
て
お
り
、
混
在
さ
せ
て
使
わ
れ
る
こ
と

も
あ
る
。
こ
れ
は
、
こ
れ
ら
の
宗
教
学
校
が
、
宗
教
や
内
情
は
異
質
な
が
ら

も
、
組
織
名
に
は
、
後
述
の
「
院
」、「
堂
」、「
舎
」
を
は
じ
め
、
類
似
の
名

称
が
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
慣
例
に
従
う
も
の
で
あ
る
。
但
し
、
神
道
制

に
お
い
て
は
「
巫
女
」
、
ミ
ッ
シ
ョ
ン
制
に
お
い
て
は
「
聖
女
・
聖
女
子
」

の
語
が
特
徴
的
で
あ
る
。 

元
は
、IJ

A
I

の
組
織
編
制
を
部
班
制
と
す
る
構
想
そ
の
も
の
が
、
岩
崎

を
所
長
と
し
て
奉
じ
る
女
性
ス
タ
ッ
フ
ら
と
岩
崎
と
の
共
同
構
想
で
あ
っ

た
。
し
か
し
、
現
在
は
こ
の
部
班
制
が
、
岩
崎
の
意
向
で
主
系
・
無
機
系
分
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類
と
し
て
頻
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
た
め
、
女
性
た
ち
が
ま
た
新
た
に
、

岩
崎
を
学
園
長
と
見
立
て
た
、
い
わ
ば
広
域
女
子
学
園
構
想
「
岩
崎
純
一
学

術
研
究
学
園
」
を
発
案
し
、
こ
れ
を
岩
崎
も
了
承
し
て
、
独
自
の
区
分
名
称

を
用
い
る
に
至
っ
た
も
の
で
あ
る
。 

 

既
存
の
学
校
法
人
の
教
職
員
・
事
務
局
組
織
や
学
生
・
生
徒
・
学
級
組
織

か
ら
直
接
名
称
が
採
ら
れ
たIJ

D
C

区
分
名
称
は
、「
園
」、「
院
」、「
堂
」、

「
舎
」
、「
局
」
、「
府
」
、「
部
」、「
組
」
、「
級
」
、「
生
」、「
徒
」、「
子
」
で
あ

る
。 こ

の
う
ち
、
学
校
法
人
の
事
務
局
組
織
で
頻
用
さ
れ
る
「
局
」
と
「
部
」

は
、IJ

D
C

の
主
系
に
お
い
て
も
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
。 

「
園
」
、
「
院
」
は
、
学
校
法
人
や
学
校
名
に
見
ら
れ
る
「
学
園
」、「
学
院
」

を
模
し
た
も
の
で
あ
る
。
「
院
」
に
つ
い
て
は
、
前
述
の
通
り
、
大
学
の
内

部
組
織
の
「
大
学
院
」
や
「
研
究
院
」
、「
学
術
院
」
、「
学
院
」
に
も
由
来
す

る
。 こ

れ
ら
の
呼
称
は
、
男
女
共
学
校
や
男
子
校
よ
り
も
女
子
校
に
圧
倒
的
に

多
く
用
い
ら
れ
（
「
女
子
学
園
」
、「
女
子
学
院
」
）、IJ

A
I

の
女
性
ス
タ
ッ
フ

ら
は
、IJ

A
I

を
「
研
究
所
」
で
は
な
く
、「
学
園
」
、「
学
院
」
と
好
ん
で
通

称
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
名
を
持
つ
女
子
校
に
は
ミ
ッ
シ
ョ
ン
系
が
多
く
、

一
部
の
女
性
ス
タ
ッ
フ
は
そ
の
こ
と
を
意
識
し
て
い
る
が
、IJ

A
I

本
体
に

は
特
に
そ
の
よ
う
な
宗
教
的
含
意
は
な
い
。
ミ
ッ
シ
ョ
ン
系
名
称
か
ら
発
展

し
て
、
神
道
系
、
仏
教
系
に
も
用
い
ら
れ
て
い
る
。 

「
堂
」
、「
舎
」
、「
府
」
は
、
昨
今
、
名
だ
た
る
大
学
が
、
大
学
の
学
際
組
織

化
の
風
潮
を
先
導
し
よ
う
と
し
て
、
前
述
の
「
学
系
」、「
学
群
」、「
学
類
」

の
呼
称
と
同
じ
く
好
ん
で
自
称
す
る
「
学
堂
」、「
学
舎
」、「
学
府
」
の
語
を

模
し
た
も
の
で
も
あ
る
。
こ
の
点
は
、
「
院
」
に
同
じ
で
あ
る
。
前
述
の
通

り
、「
学
堂
」、「
学
舎
」
は
京
都
大
学
、「
学
府
」
は
東
京
大
学
や
九
州
大
学

そ
の
他
の
大
学
が
採
用
し
て
い
る
。 

し
か
し
な
が
ら
、
や
は
り
一
部
の
女
性
ス
タ
ッ
フ
は
、
こ
れ
ら
の
語
を
、

大
学
の
学
際
組
織
化
を
狙
っ
て
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
よ
り
も
、
女
子
校
に

偏
っ
て
見
ら
れ
る
こ
と
の
ほ
う
を
意
識
し
て
、
い
わ
ば
「
女
子
の
学
術
の
聖

域
」
の
呼
称
と
し
て
用
い
る
傾
向
に
あ
る
。 

前
述
の
通
り
、
京
大
の
「
学
堂
」・「
学
舎
」
は
そ
れ
ぞ
れ
東
大
の
「
学
環
」・

「
学
府
」
に
相
当
す
る
が
、IJ

A
I

で
は
、「（
学
）
堂
」・「（
学
）
舎
」
が
上

位
に
置
か
れ
、「（
学
）
堂
」
と
「
（
学
）
舎
」
の
語
は

IJ
A

I

全
体
な
い
し

局
の
呼
称
、「（
学
）
府
」
の
語
は
本
部
の
呼
称
と
し
て
用
い
ら
れ
る
。
女
性

の
間
で
は
、IJ

A
I

と
そ
の
各
局
を
「
聖
堂
」、「
聖
域
」、「
精
舎
」
な
ど
と

呼
ぶ
例
も
見
ら
れ
、
「
堂
」
・「
舎
」
が
上
位
区
分
と
な
っ
た
経
緯
も
こ
こ
に

あ
る
。
基
本
的
に
は
ミ
ッ
シ
ョ
ン
制
名
称
と
し
て
用
い
ら
れ
る
が
、
「
聖
」

の
語
が
元
は
仏
教
語
で
あ
る
よ
う
に
、
神
道
制
や
仏
教
制
と
し
て
も
用
い
ら

れ
る
。
岩
崎
所
長
も
、「
聖
堂
」
な
ど
の
呼
称
を
、IJ

A
I

お
よ
び
所
長
と
し

て
の
方
針
で
は
な
い
こ
と
を
示
し
た
上
で
容
認
し
て
い
る
。 

ま
た
、「
組
」、「
級
」、「
生
」、「
徒
」、「
子
」
も
、
女
性
ス
タ
ッ
フ
ら
が

IJ
A

I

女
性
局
を
女
子
学
園
と
見
な
し
て
好
ん
で
用
い
て
い
る
語
で
あ
る
。

当
然
、「
組
（
ク
ラ
ス
）」、「
学
級
（
ク
ラ
ス
）」、「
学
生
」、「
生
徒
」、「
女

子
」
の
語
を
想
定
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
学
校
法
人
・
大
学
の
組

織
区
分
で
も
用
い
ら
れ
る
「
園
」、「
院
」、「
堂
」、「
舎
」、「
府
」
と
違
い
、
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専
ら
女
子
高
校
、
女
子
中
学
校
の
生
徒
区
分
を
模
し
た
も
の
で
あ
り
、IJ

A
I

の
副
系
・
学
園
制
に
お
い
て
最
下
級
の
区
分
名
称
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら

は
、
初
め
て

IJ
A

I

に
関
わ
る
こ
と
と
な
っ
た
、
ま
た
は

IJ
A

I

と
の
関
わ

り
の
未
だ
浅
い
一
般
女
性
を
、
女
子
学
園
の
生
徒
と
見
立
て
、
こ
れ
ら
の
区

分
に
最
初
に
配
置
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
設
け
ら
れ
た
名
称
で
あ
る
。 

い
ず
れ
に
せ
よ
、IJ

A
I

副
系
・
学
園
制
に
見
ら
れ
る
宗
教
系
女
子
校
、

と
り
わ
け
ミ
ッ
シ
ョ
ン
系
女
子
校
用
語
の
使
用
は
、
女
性
た
ち
自
身
の
要
望

と
都
合
に
よ
っ
て
実
現
し
て
い
る
も
の
で
、IJ

A
I

お
よ
び
所
長
と
し
て
の

方
針
で
は
な
い
。
中
で
も
、「
巫
女
」
と
「
聖
女
・
聖
女
子
」
の
語
のIJ

D
C

へ
の
導
入
は
、
一
部
の
女
性
ス
タ
ッ
フ
の
悲
願
だ
っ
た
も
の
で
あ
る
。 

 
IJ

A
I

の
組
織
区
分
名
称
を
め
ぐ
っ
て
は
、
岩
崎
と
女
性
ス
タ
ッ
フ
ら
と

の
間
で
未
だ
意
見
の
一
致
を
見
な
い
部
分
が
あ
り
、
折
衝
が
続
け
ら
れ
て
い

る
も
の
の
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
命
名
の
由
来
や
目
的
に
関
す
る
見
解
の
相
違

で
あ
っ
て
、
理
路
整
然
と
し
た
独
自
の
十
進
分
類
法
をIJ

D
C

と
し
て
共
に

継
続
す
る
点
に
お
い
て
は
完
全
に
一
致
し
て
い
る
。 

ま
た
、
岩
崎
所
長
の

IJ
A

I

運
営
思
想
が
、IJ

D
C

の
様
式
美
や
仏
教
哲

学
を
主
軸
と
し
た
硬
派
で
厳
格
な
も
の
に
傾
く
き
ら
い
の
あ
る
と
こ
ろ
、
こ

れ
を
理
解
し
つ
つ
神
道
系
・
ミ
ッ
シ
ョ
ン
系
女
子
学
校
の
持
つ
優
し
い
雰
囲

気
をIJ

A
I

に
導
入
し
て
き
た
女
性
ス
タ
ッ
フ
た
ち
、
と
り
わ
け
巫
女
や
ク

リ
ス
チ
ャ
ン
女
学
生
の
役
割
は
、
非
常
に
重
要
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
。 

● 
 

IJ
A

I

副
系
の
「
団
」
、「
会
」
、
「
枠
」
、
「
補
」
は
、
特
に
既
存
の
女
子
校

の
組
織
編
制
を
参
照
し
て
名
づ
け
ら
れ
た
も
の
で
は
な
い
が
、
こ
れ
ら
も
同

様
に
学
園
制
女
性
局
に
お
け
る
重
要
区
分
で
あ
っ
て
、
女
性
局
中
枢
部
と
一

般
女
性
と
の
仲
介
役
を
担
っ
て
い
る
。 

「
団
」
は
、
前
述
の
通
り
、
生
物
分
類
に
も
用
い
ら
れ
る
語
で
あ
る
。
ま
た
、

「
枠
」
は
、IJ

D
C

唯
一
の
国
字
・
訓
の
分
類
名
で
あ
る
。 

な
お
、
こ
の
「
枠
」
を
め
ぐ
っ
て
は
、
前
述
の
「
連
」
と
区
分
を
連
続
さ

せ
る
こ
と
で
馬
券
の
「
枠
連
」
の
語
を
想
起
さ
せ
る
案
な
ど
（
前
述
の
「
集

束
」、
「
連
合
」
な
ど
と
同
様
の
構
造
）
、
資
料
の
組
合
せ
や
整
理
順
に
競
馬

用
語
（
馬
の
組
合
せ
や
着
順
）
を
参
考
と
す
る
案
が
持
ち
上
が
っ
た
こ
と
が

あ
る
。
馬
券
を
模
し
た
「
連
複
」
な
る
連
続
区
分
を
設
け
る
案
も
、
そ
の
一

つ
で
あ
る
。
但
し
、
面
白
い
案
で
は
あ
り
な
が
ら
も
、
ギ
ャ
ン
ブ
ル
が
持
つ

種
々
の
性
質
が

IJ
D

C

の
有
す
る
学
術
的
性
質
に
明
ら
か
に
そ
ぐ
わ
な
い

も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
岩
崎
所
長
の
却
下
す
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
。 

  

第
十
四
章 

私
塾
・
居
宅
・
家
屋
（
古
民
家
な
ど
）
に
関
す
る
用
語 

 

● 
 

IJ
A

I

名
称
の
う
ち
、
二
重
山
括
弧
（《 

》）
で
括
っ
た
名
称
は
、IJ

A
I

の
実
務
を
行
う
事
務
室
・
執
務
室
やIJ

C
A

の
編
纂
所
と
し
て
の
名
称
で
あ

る
。
実
際
の
事
務
室
・
執
務
室
・
編
纂
所
は
、
所
長
・
ス
タ
ッ
フ
の
自
宅
や

研
究
室
が
そ
れ
ら
に
該
当
す
る
が
、
こ
れ
ら
を
架
空
の
大
規
模
な
学
堂
、
私

塾
や
、
日
本
家
屋
、
居
宅
、
旅
館
、
温
泉
施
設
に
な
ぞ
ら
え
た
も
の
で
あ
る
。 

 

こ
れ
らIJ

A
I

の
私
塾
・
居
宅
名
称
は
、
主
系
に
の
み
記
し
た
が
、
ど
の

副
系
名
称
と
し
て
も
使
用
可
能
で
あ
る
。
「
堂
」、「
舎
」、「
廊
」
は
、
先
に

解
説
し
た
通
り
、
元
よ
り
副
系
名
称
に
存
在
す
る
語
で
あ
る
。 
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「
斎
」
は
、
主
系
や
大
学
制
と
し
て
用
い
れ
ば
「
書
斎
」
の
「
斎
（
さ
い
）」

で
あ
る
が
、
神
道
制
と
し
て
用
い
れ
ば
神
事
と
し
て
の
「
斎
（
い
つ
き
）」
、

仏
教
制
と
し
て
用
い
れ
ば
法
要
の
食
事
で
あ
る
「
斎
（
と
き
）
」
と
な
り
、

読
み
も
意
味
も
変
化
す
る
。 

 

先
に
も
記
し
た
よ
う
に
、
古
風
な
「
学
堂
」・「
学
舎
」・「
学
廊
」
の
語
を

採
用
し
た
京
都
大
学
の
例
は
、
東
大
の
新
語
の
「
学
環
」・「
学
圏
」
と
並
び
、

異
例
で
あ
り
、
第
一
級
大
学
と
し
て
の
個
性
、
そ
し
て
威
厳
と
自
負
と
を
示

す
も
の
で
あ
る
。
だ
が
、
古
都
の
イ
メ
ー
ジ
に
も
ふ
さ
わ
し
い
語
を
採
用
し

た
京
大
の
命
名
姿
勢
は
、
日
本
人
で
あ
る
個
人
と
し
て
の
学
術
・
図
書
・
資

料
分
類
で
あ
るIJ

C
A

・IJ
C

W
の
創
造
を
目
指
し
て
き
た
岩
崎
や
、IJ

A
I

に
宗
教
系
女
子
学
校
の
優
美
な
情
緒
を
取
り
入
れ
て
き
た
女
性
ス
タ
ッ
フ

の
命
名
姿
勢
に
、
近
い
も
の
が
あ
る
だ
ろ
う
。 

● 
 

な
お
、
こ
のIJ

A
I

私
塾
・
居
宅
名
称
が
想
定
す
る
架
空
の
居
宅
と
し
て

は
、
岩
崎
が
自
閉
症
男
児
・
男
性
ら
と
作
成
し
た
「
武
蔵
幻
想
邸
」
が
あ
る
。

こ
の
御
殿
は
、
十
進
分
類
法
で
あ
るIJ

D
C

で
の
使
用
を
前
提
し
て
作
成
し

た
も
の
で
は
な
い
が
、
か
ね
て
、
ス
タ
ッ
フ
が
こ
こ
に
居
住
し

IJ
C

A

・

IJ
C

W

の
編
纂
作
業
に
従
事
し
て
い
る
想
定
で
使
用
さ
れ
て
き
た
経
緯
が

あ
り
、IJ

A
I

私
塾
・
居
宅
名
称
が
示
す
建
築
物
・
建
築
要
素
を
も
全
て
有

す
る
こ
と
か
ら
、
現
在
で
は

IJ
A

I

・
研
究
所
そ
の
も
の
の
仮
想
バ
ー
ジ
ョ

ン
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
る
。 

● 
 

ま
た
、IJ

A
I

私
塾
・
居
宅
名
称
と
「
武
蔵
幻
想
邸
」
は
、
岩
崎
の
郷
里
、

岡
山
県
の
か
つ
て
の
藩
校
で
あ
る
岡
山
学
校
や
閑
谷
学
校
の
雰
囲
気
、
学
風

を
も
想
定
し
て
お
り
、
か
つ
、
こ
れ
ら
の
講
堂
の
構
造
を
取
り
入
れ
て
設

計
・
構
築
し
て
い
る
。 

 

《
武
蔵
幻
想
邸
》
岩
崎
純
一 

 
 

   
 

第
三
部 

IJ
C

A

コ
ー
ド
の
構
成 

  

コ
ー
ド
の
基
本
構
成
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。
コ
ー
ド
は
、
墨
付
き
括
弧
（【 

】）

で
表
す
。 

 

【IJ
C

A
 

〇
（
零
）- 

系
（
全
集
）- 

群
（
集
）- 

類
（
束
）- 

綱
（
巻
）- 

目
（
編
）- 

部 
- 

章 
- 

節 
- C

C
 B

Y
 - N

C
 - N

D
 4

.0

】 

 
● 

 
IJ

C
A

の
全
て
の
要
素
（
各
製
作
物
、
著
作
物
）
は
、
こ
れ
以
降
に
解
説

す
る
系
（
全
集
）、
群
（
集
）、
類
（
束
）、
綱
（
巻
）、
目
（
編
）、
部
、
章
、
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節
の
記
号
を
つ
な
げ
て
、
【0

-2
-1

-6
-8

-5

・
・
・
】
な
ど
と
固
有
記
号
（
絶

対
記
号
）
で
一
意
的
に
表
さ
れ
る
。IJ

C
A

で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
な
文
脈

で
は
通
常
、
冒
頭
の
【
0
】
は
不
要
で
あ
る
。 

 

第
四
部 

IJ
C

A

の
構
造
の
模
式
図 

  

別
添
資
料
を
見
よ
。 

  
 

第
五
部 

IJ
D

C

と
図
書
分
類
（
書
架
分
類
、
書
誌
分
類
） 

  
IJ

D
C

は
、
元
よ
り
学
際
的
・
超
域
的
な
思
考
と
活
動
形
態
を
有
す
る
全
学
術

網
羅
型
の
個
人
の
全
著
作
物
を
ア
ー
カ
イ
ブ
化
す
る
た
め
の
分
類
法
で
あ
っ
て
、

そ
の
う
ち
の
「
言
語
の
著
作
物
」
の
分
類
法
部
分
を
「
図
書
分
類
法
」
と
見
な

せ
る
以
上
、
他
の
個
人
の
蔵
書
整
理
に
も
、
ま
た
お
そ
ら
く
は
図
書
館
の
蔵
書

整
理
に
も
、
図
書
分
類
法
と
し
て
（
書
架
分
類
及
び
書
誌
分
類
の
双
方
と
し
て
）

利
用
可
能
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

後
述
の
通
り
、IJ

D
C

は
そ
の
こ
と
を
意
識
し
て
、N

D
C

等
の
既
存
の
図
書

分
類
法
を
も
応
用
し
て
い
る
が
、
書
架
分
類
と
書
誌
分
類
の
矛
盾
な
ど
、IJ

D
C

に
も
共
通
し
て
生
じ
う
る
と
考
え
ら
れ
る
既
存
の
図
書
分
類
法
の
問
題
点
に
つ

い
て
も
、
岩
崎
及
びIJ

A
I

は
当
然
研
究
を
継
続
す
る
。 

 
IJ

D
C

は
、
図
書
分
類
法
と
し
て
機
能
す
る
ほ
か
、IJ

C
A

・IJ
C

W

の
全
内

容
の
管
理
法
（
デ
ィ
レ
ク
ト
リ
階
層
）
と
し
て
も
機
能
し
、
こ
れ
ら
を
提
供
す

るIJ
A

I

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
デ
ィ
レ
ク
ト
リ
階
層
に
も
対
応
し
、
ま
た
、
主
に
女

性
専
用
施
設
内
に
設
置
さ
れ
て
い
る
図
書
室
に
お
け
るIJ

C
W

の
配
架
に
も
実

際
に
利
用
さ
れ
て
い
る
。
詳
し
く
は
、
序
巻
か
ら
第
七
巻
を
見
よ
。 

 

第
六
部 

二
〇
一
七
年
一
月
一
日
方
式
か
ら
の
主
な
変
更
内
容 

 

 

第
一
章 

コ
ー
ド
の
構
成 

 

■ 

旧 

 

【
コ
ー
ド
の
例
】IJ

C
A

 1
-1

-1
2

3
-4

5
6

-1
-1

-C
C

 B
Y

-N
C

-N
D

 4
.0

 

順
に
、
ア
ー
カ
イ
ブ
の
略
称 

ア
ー
カ
イ
ブ
番
号 

- 

著
作
物
の
種
類 

- 

著
作

物
の
主
要
内
容
分
類 

- 

著
作
物
の
副
次
的
内
容
分
類 

- 

形
態
タ
イ
プ 

- 

著
作

者
の
分
類 

- 

法
律
・
条
約
の
規
定
内
で
許
可
す
る
そ
の
他
の
著
作
権
情
報 

 

↓ 

■ 

現
行 

 

旧
方
式
を
応
用
・
発
展
さ
せ
つ
つ
、
本
巻
で
解
説
す
るIJ

D
C

方
式
に
移
行
。 

 

 

第
二
章 

ア
ー
カ
イ
ブ
の
略
称 

 

■ 

旧 

【
コ
ー
ド
：IJ

C
A

】
が
岩
崎
純
一
総
合
ア
ー
カ
イ
ブ
を
示
す
。 

 
↓ 

■ 
現
行 

 

継
承
。 
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第
三
章 

ア
ー
カ
イ
ブ
番
号 

 

■ 

旧 

 

岩
崎
純
一
総
合
ア
ー
カ
イ
ブ
の
う
ち
、【
コ
ー
ド
：
1
】
が
岩
崎
純
一
著
作
物

ア
ー
カ
イ
ブ
、【
コ
ー
ド
：
2
】
が
岩
崎
純
一
私
蔵
貴
重
書
ア
ー
カ
イ
ブ
を
示
す
。 

 

↓ 

■ 

現
行 

岩
崎
が
追
加
収
録
を
依
頼
・
要
請
さ
れ
た
他
の
製
作
者
・
著
作
者
の
製
作
物
・

著
作
物
を
も
ア
ー
カ
イ
ブ
に
追
加
収
録
し
、
ア
ー
カ
イ
ブ
の
分
類
数
を
増
や
し

つ
つ
、
本
巻
で
解
説
す
るIJ

D
C

方
式
に
移
行
。 

 

 

第
四
章 

著
作
物
の
種
類 

 

■ 

旧 

岩
崎
純
一
の
著
作
物
及
び
岩
崎
が
著
作
権
の
全
部
ま
た
は
一
部
を
有
す
る
著

作
物
を
、
日
本
国
の
著
作
権
法
第
十
条
第
一
項
に
例
示
列
挙
さ
れ
る
著
作
物
の

分
類
に
従
っ
て
【
コ
ー
ド
：
1
～
9
】
に
分
類
す
る
。
例
示
列
挙
で
あ
っ
て
限

定
列
挙
で
は
な
い
た
め
、
著
作
物
が
こ
れ
ら
に
限
ら
れ
る
わ
け
で
は
な
い
が
、

【
1
】
か
ら
【
9
】
ま
で
の
九
つ
と
い
う
種
類
数
を
偶
然
に
も
十
進
分
類
法
の

一
部
と
し
て
扱
う
こ
と
が
で
き
、
日
本
の
代
表
的
な
図
書
分
類
法
で
あ
る
日
本

十
進
分
類
法
（N

D
C

）
と
極
め
て
高
い
整
合
性
を
持
つ
こ
と
か
ら
、
岩
崎
の
著

作
物
を
こ
れ
ら
九
種
類
の
い
ず
れ
か
に
分
類
す
る
こ
と
と
す
る
。
こ
の
ほ
か
、

同
法
第
十
一
条
及
び
第
十
二
条
に
規
定
さ
れ
る
二
次
的
著
作
物
、
編
集
著
作
物
、

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
著
作
物
も
、
上
記
分
類
内
に
振
り
分
け
て
掲
載
す
る
。 

 

【IJ
C

A
 1

-1
-0

0
0

～1
-1

-9
9

9

】
小
説
、
脚
本
、
論
文
、
講
演
そ
の
他
の
言
語
の

著
作
物 

【IJ
C

A
 1

-2

】
音
楽
の
著
作
物 

【IJ
C

A
 1

-3

】
舞
踊
又
は
無
言
劇
の
著
作
物 

【IJ
C

A
 1

-4

】
絵
画
、
版
画
、
彫
刻
そ
の
他
の
美
術
の
著
作
物 

【IJ
C

A
 1

-5

】
建
築
の
著
作
物 

【IJ
C

A
 
1

-6

】
地
図
又
は
学
術
的
な
性
質
を
有
す
る
図
面
、
図
表
、
模
型
そ
の

他
の
図
形
の
著
作
物 

【IJ
C

A
 1

-7

】
映
画
の
著
作
物 

【IJ
C

A
 1

-8

】
写
真
の
著
作
物 

【IJ
C

A
 1

-9

】
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
著
作
物 

  

↓ 

■ 

現
行 

ほ
ぼ
継
承
す
る
が
、
次
の
通
り
変
更
す
る
。 

二
次
的
著
作
物
、
編
集
著
作
物
は
新
規
に
設
け
た
【
0
】
に
分
類
す
る
こ
と

と
し
、
十
進
分
類
法
に
そ
ろ
え
る
。 

ま
た
従
来
は
、
画
像
、
写
真
、
動
画
等
の
多
く
は
言
語
の
著
作
物
の
付
帯
著

作
物
と
し
て
位
置
付
け
、
独
立
性
の
高
い
音
楽
や
美
術
的
画
像
等
の
み
を
音
楽

や
美
術
の
著
作
物
と
し
て
別
個
に
分
類
し
て
い
た
が
、
現
行
の
分
類
で
は
、
言
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語
の
著
作
物
（
と
り
わ
け
【
2
系
1
群
】
）
中
心
主
義
を
採
り
つ
つ
も
、
言
語

の
著
作
物
以
外
の
全
て
の
著
作
物
を
、
言
語
の
著
作
物
か
ら
独
立
さ
せ
、
音
楽
、

美
術
、
図
形
、
映
画
、
写
真
等
の
著
作
物
に
別
個
に
分
類
す
る
。
こ
れ
に
よ
り
、

あ
る
著
作
物
に
お
い
て
、
本
文
（
言
語
の
著
作
物
）
と
引
用
し
た
画
像
等
（
言

語
の
著
作
物
以
外
の
著
作
物
）
と
を
明
確
に
区
別
す
る
。 

 

 

第
五
章 

著
作
物
の
主
要
内
容
分
類
、
副
次
的
内
容
分
類 

 

■ 

旧 

言
語
の
著
作
物
を
、
日
本
十
進
分
類
法
（N

D
C

）
十
版
の
一
次
区
分
（
類
）、

二
次
区
分
（
綱
）、
三
次
区
分
（
目
）
に
従
っ
て
【
コ
ー
ド
：0

0
0
-0

0
0

～9
9

9
-9

9
9

】

に
分
類
す
る
。
言
語
の
著
作
物
以
外
の
著
作
物
も
、
分
類
可
能
な
場
合
は
分
類

す
る
。 

ま
た
、
一
つ
の
著
作
物
に
つ
き
、
二
つ
の
コ
ー
ド
を
付
す
が
、
よ
り
主
要
な

内
容
・
分
野
の
コ
ー
ド
を
前
に
置
く
。 

学
術
の
分
類
は
必
ず
し
も
図
書
の
分
類
に
合
致
し
な
い
が
、
図
書
分
類
法
は
、

各
大
学
に
よ
り
経
営
上
の
都
合
で
恣
意
的
に
な
さ
れ
て
い
る
学
術
分
類
（
例
：

文
学
部
心
理
学
科
工
学
系
コ
ー
ス
な
ど
）
よ
り
も
歴
史
が
深
く
、
人
類
の
長
期

に
渡
る
知
的
営
為
を
反
映
し
て
お
り
、
汎
用
性
も
高
く
、
か
つ
時
代
に
合
わ
せ

て
改
訂
も
な
さ
れ
て
い
る
た
め
、
在
野
の
個
人
研
究
者
の
知
的
財
産
の
分
類
法

と
し
て
も
適
し
て
い
る
と
考
え
る
。 

  

【IJ
C

A
 1

-1
-0

0
0

～1
-1

-0
9

9

】
総
記
に
関
す
る
言
語
の
著
作
物 

 

【IJ
C

A
 1

-1
-1

0
0

～1
-1

-1
9

9

】
哲
学
に
関
す
る
言
語
の
著
作
物 

 

【IJ
C

A
 1

-1
-2

0
0

～1
-1

-2
9

9

】
歴
史
に
関
す
る
言
語
の
著
作
物 

 

【IJ
C

A
 1

-1
-3

0
0

～1
-1

-3
9

9

】
社
会
科
学
に
関
す
る
言
語
の
著
作
物 

 

【IJ
C

A
 1

-1
-4

0
0

～1
-1

-4
9

9

】
自
然
科
学
に
関
す
る
言
語
の
著
作
物 

 

【IJ
C

A
 1

-1
-5

0
0

～1
-1

-5
9

9

】
技
術
に
関
す
る
言
語
の
著
作
物 

 

【IJ
C

A
 1

-1
-6

0
0

～1
-1

-6
9

9

】
産
業
に
関
す
る
言
語
の
著
作
物 

 

【IJ
C

A
 1

-1
-7

0
0

～1
-1

-7
9

9

】
芸
術
に
関
す
る
言
語
の
著
作
物 

 

【IJ
C

A
 1

-1
-8

0
0

～1
-1

-8
9

9

】
言
語
に
関
す
る
言
語
の
著
作
物 

 

【IJ
C

A
 1

-1
-9

0
0

～1
-1

-9
9

9

】
文
学
に
関
す
る
言
語
の
著
作
物 

 

↓ 

■ 

現
行 

 

旧
方
式
の
思
想
・
方
針
を
よ
り
一
層
深
め
つ
つ
、
分
類
法
を
大
き
く
改
訂
し
、

本
巻
で
解
説
す
るIJ

D
C

方
式
に
移
行
。 

 

 

第
六
章 

形
態
タ
イ
プ 

 

■ 

旧 

 

著
作
物
の
種
類
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
き
、
次
の
よ
う
に
【
コ
ー
ド
：
1
～
3
…
…

＋α

】
に
細
分
化
す
る
。
本
文
・
本
体
と
密
接
に
関
わ
る
画
像
等
に
つ
い
て
は
、

「
本
文
・
本
体
以
外
の
作
者
の
付
帯
著
作
物
」
と
し
て
記
載
す
る
。 

 
【
1
】 
小
説
、
脚
本
、
論
文
、
講
演
そ
の
他
の
言
語
の
著
作
物 

【
1
】 
論
文
、
研
究
報
告
書
、
学
術
資
料
（
主
に
、
専
門
性
・
難
易
度
が
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高
く
、
学
問
的
知
見
を
記
述
し
た
長
文
資
料
） 

【
2
】 

エ
ッ
セ
イ
、
記
録
、
小
論
（
主
に
、【
1
】
よ
り
は
専
門
性
・
難

易
度
が
低
く
、
学
問
的
知
見
よ
り
は
随
筆
の
要
素
が
優
先
さ
れ
る
中
規
模

の
資
料
） 

【
3
】 
挨
拶
文
、
紹
介
文
、
広
報
（
主
に
、
活
動
の
報
告
、
事
実
の
列
挙

な
ど
に
該
当
す
る
、
比
較
的
平
易
な
短
文
資
料
） 

【
2
】 

音
楽
の
著
作
物 
～ 

【
9
】 

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
著
作
物 

 
 

「【
1
】 

言
語
の
著
作
物
」
の
分
類
の
ほ
か
、
随
時
細
分
類
を
設
け
る
。 

  

↓ 

■ 

現
行 

 

形
態
タ
イ
プ
は
著
作
物
ご
と
に
個
別
に
判
断
し
適
宜
記
載
す
る
こ
と
と
し
、

分
類
法
を
大
き
く
改
訂
し
て
、
本
巻
で
解
説
す
るIJ

D
C

方
式
に
移
行
。 

 

 

第
七
章 

著
作
者
の
分
類 

 

■ 

旧 

【
コ
ー
ド
：
1
～
3
】
に
分
類
す
る
。 

【
1
】 

岩
崎
純
一
が
著
作
者
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。 

【
2
】 

他
の
者
と
岩
崎
純
一
と
の
共
作
・
合
作
で
あ
り
、
そ
の
著
作
権
の
全
部

ま
た
は
一
部
を
岩
崎
純
一
が
有
す
る
こ
と
を
示
す
。 

【
3
】 

他
の
者
が
著
作
者
で
あ
る
が
、
著
作
者
が
そ
の
著
作
権
の
全
部
ま
た
は

一
部
を
岩
崎
純
一
に
譲
渡
し
た
こ
と
を
示
す
。 

  

↓ 

■ 

現
行 

【
1
】
を
岩
崎
の
年
齢
順
（
毎
十
歳
区
切
り
）
に
細
分
化
し
、
本
巻
で
解
説
す

るIJ
D

C

方
式
に
移
行
。 

 

 

第
八
章 

法
律
・
条
約
の
規
定
内
で
許
可
す
る
そ
の
他
の
著
作
権
情
報 

 

■ 

旧 

 

日
本
国
の
著
作
権
法
の
規
定
や
ベ
ル
ヌ
条
約
・T

R
IP

S

協
定
の
条
文
以
外
に
、

次
の
利
用
法
を
適
用
す
る
。 

【
1
】
～
【
8
】
の
著
作
物
に
は
、
主
に
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
・
コ
モ
ン
ズ
・
ラ

イ
セ
ン
ス
を
適
用
す
る
。 

※ 

ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
・
コ
モ
ン
ズ 

h
ttp

s://cre
a

tiv
e
co

m
m

o
n

s
.o

rg
/ 

※ 

ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
・
コ
モ
ン
ズ
・
ジ
ャ
パ
ン 

h
ttp

://w
w

w
.cre

a
tiv

e
co

m
m

o
n

s.jp
/ 

【
9
】
の
著
作
物
に
は
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
適
し
た
各
ラ
イ
セ
ン
ス
を
適
用
す
る
。 

 

↓ 

■ 

現
行 

 
継
承
。
但
し
、
十
進
分
類
法
に
よ
る
情
報
で
は
な
い
た
め
、
現
行
方
式
の
コ

ー
ド
に
は
必
ず
し
も
記
載
す
る
必
要
は
な
い
。 
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第
三
編 

第
〇
（
零
）
次
区
分
、
ア
ー
カ
イ
ブ
開
始
記
号
と
し
て
の
ゼ
ロ 

 
二
〇
一
八
年
三
月
二
十
六
日 

起
筆 

二
〇
一
八
年
三
月
三
十
一
日 

最
終
更
新
、
公
開 

  
 

第
一
部 

分
類
の
思
想
と
解
説 

  
IJ

D
C

の
第
〇
次
区
分
（
記
号
【
0
】
の
み
）
は
、IJ

C
A

乃
至IJ

D
C

そ
れ

自
体
の
総
体
（
要
素
の
集
合
体
）
で
あ
り
、IJ

C
A

乃
至IJ

D
C

の
起
点
を
表
す

記
号
概
念
で
あ
り
、
こ
の
最
初
の
記
号
【
0
】
に
対
応
す
る
部
局
で
あ
る
「
第

〇
所
」
も
、IJ

A
I

そ
の
も
の
で
あ
る
。 

 

以
下
同
様
に
、「
第
Ｘ
次
区
分
」
は
、
こ
れ
を
定
義
す
るIJ

D
C

自
体
と
し
て

の
一
面
、IJ

C
A

・IJ
C

W

と
し
て
の
一
面
、IJ

A
I

と
し
て
の
一
面
を
全
て
併
せ

持
つ
の
で
あ
る
。 

 

【
0
】
ア
ー
カ
イ
ブ
自
体
の
開
始
記
号
と
し
て
の
「
ゼ
ロ
」 
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第
四
編 

第
一
次
区
分 

 
二
〇
一
八
年
三
月
二
十
六
日 

起
筆 

二
〇
一
八
年
三
月
三
十
一
日 

公
開 

二
〇
一
九
年
三
月
二
十
三
日 

更
新 

二
〇
一
九
年
七
月
十
五
日 

最
終
更
新 

  
 

第
一
部 

分
類
の
思
想 

 

IJ
D

C

の
第
一
次
区
分
は
、
作
成
者
が
岩
崎
純
一
で
あ
る
か
否
か
、
及
び
、
作

成
物
が
民
法
第
八
十
五
条
の
「
物
（
有
体
物
）
」
と
著
作
権
法
第
二
条
第
一
項
の

「
著
作
物
（
無
体
物
）
」
の
い
ず
れ
で
あ
る
と
解
さ
れ
る
か
の
二
点
に
従
っ
て
分

類
し
た
、
知
的
財
産
・
製
作
者
・
著
作
者
分
類
で
あ
る
。 

 

第
二
部 

区
分
内
分
類 

 

【
0
系
】IJ

C
A

、IJ
C

W

、IJ
A

I

、IJ
D

C

の
総
合
案
内
（
無
体
物
） 

【
1
系
】
有
体
物
（
一
）
岩
崎
純
一
製
作
物
ア
ー
カ
イ
ブ 

【
2
系
】
無
体
物
（
一
）
岩
崎
純
一
著
作
物
ア
ー
カ
イ
ブ
（『
岩
崎
純
一
全
集
』） 

【
3
系
】
有
体
物
（
二
）
他
の
製
作
者
に
よ
る
製
作
物
の
ア
ー
カ
イ
ブ 

【
4
系
】
無
体
物
（
二
）
他
の
著
作
者
に
よ
る
著
作
物
の
ア
ー
カ
イ
ブ 

【
5
系
】
有
体
物
（
三
）
岩
崎
純
一
私
蔵
貴
重
製
作
物
ア
ー
カ
イ
ブ 

【
6
系
】
無
体
物
（
三
）
岩
崎
純
一
私
蔵
貴
重
著
作
物
ア
ー
カ
イ
ブ 

【
7
系
】
有
体
物
（
四
）
岩
崎
純
一
に
提
供
さ
れ
た
製
作
物
の
ア
ー
カ
イ
ブ 

【
8
系
】
無
体
物
（
四
）
岩
崎
純
一
に
提
供
さ
れ
た
著
作
物
の
ア
ー
カ
イ
ブ 

【
9
系
】
そ
の
他
の
有
体
物
及
び
無
体
物
の
ア
ー
カ
イ
ブ 

【
1
～
9
女
性
系
】
女
性
局
が
担
当
す
る
臨
時
ア
ー
カ
イ
ブ
（
女
性
編
纂
別
添

資
料
ア
ー
カ
イ
ブ
） 

  
 

第
三
部 

解
説 

 

● 
 

第
一
次
区
分
の
【
0
系
】
は
、
【
1
系
】
か
ら
【
9
系
】
ま
で
と
異
な

り
、
直
下
に
著
作
物
分
類
に
よ
る
第
二
次
区
分
を
持
た
な
い
。【
0
系
】
に

対
応
す
る

IJ
A

I

の
第
〇
（
零
）
局
は
、
研
究
所
本
部
（
本
局
）
で
あ
り
、

IJ
C

A

・IJ
C

W

の
編
纂
に
お
い
て
は
、
第
二
局
（『
全
集
』
編
纂
局
）
第
一

部
第
〇
班
（
序
説
班
）
第
〇
係
～
第
九
係
と
し
て
【
2
系
1
群
0
類
】「
序

説
、
総
記
」
全
十
巻
を
編
纂
・
管
理
し
、
こ
れ
ら
は
【
0
系
】
の
文
書
を

兼
ね
る
。
い
わ
ば
、
こ
れ
ら
が
【
0
系
】
の
第
二
次
区
分
で
あ
る
。 

こ
れ
ら
十
巻
へ
の
リ
ン
ク
は
、
研
究
所
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
【
0
系
】

総
合
案
内
メ
ニ
ュ
ー
と
し
て
も
分
か
り
や
す
く
設
置
さ
れ
る
。
（
総
合
案
内

メ
ニ
ュ
ー
と
し
て
の
タ
イ
ト
ル
は
、
本
巻
の
第
四
次
区
分
を
見
よ
。
ま
た
、

【
0
系
】
の
位
置
付
け
に
つ
い
て
は
、
本
巻
の
第
三
次
区
分
や
第
二
巻
も

参
照
せ
よ
。） 

● 
 

IJ
D

C

の
第
一
次
区
分
は
、
物
権
・
所
有
権
の
客
体
と
な
る
有
体
物
・
民

法
上
の
「
物
（
モ
ノ
）」・
有
形
財
産
と
、
無
体
財
産
権
・
知
的
財
産
権
の
客

体
と
な
る
無
体
物
・
無
形
財
産
（
有
体
物
に
化
体
し
た
著
作
物
等
を
含
む
）
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と
に
よ
る
分
類
で
あ
る
。 

● 
「
有
体
物
」・「
製
作
物
」
す
な
わ
ち
【
1
系
】
、【
3
系
】、【
5
系
】、【
7

系
】（
【2

x

‐1

系
】、x

は4

以
下
の
自
然
数
）
を
「
奇
数
系
」
と
い
い
、「
無

体
物
」・「
著
作
物
（
制
作
物
）」
す
な
わ
ち
【
2
系
】、【
4
系
】、【
6
系
】、

【
8
系
】（
【2

x

系
】
、x

は4

以
下
の
自
然
数
）
を
「
偶
数
系
」
と
い
う
。

そ
の
場
合
、【
0
系
】
と
【
9
系
】
は
除
く
。 

● 
 

IJ
D

C

で
は
、
「
製
作
（
物
）
」
と
「
制
作
（
物
）
」
の
語
を
使
い
分
け
て

（
書
き
分
け
て
）
お
り
、
こ
れ
以
降
、
頻
繁
に
こ
れ
ら
の
語
を
用
い
て
解
説

を
行
う
。
但
し
、
そ
の
使
い
分
け
は
、
概
ね
一
般
的
な
使
い
分
け
に
依
り
な

が
ら
も
、IJ

D
C

独
自
の
も
の
で
あ
る
と
言
え
る
た
め
、
利
用
者
に
お
か
れ

て
は
注
意
が
必
要
で
あ
る
。 

と
は
言
え
、
こ
の
独
自
の
使
い
分
け
の
傾
向
は
、
法
概
念
上
、
と
り
わ
け

【
1
系
】
と
【
2
系
】
に
お
け
る
岩
崎
の
作
成
物
、
お
よ
び
そ
の
他
の
系

に
お
け
る

IJ
A

I

ス
タ
ッ
フ
の
作
成
物
を
め
ぐ
っ
て
顕
著
に
現
れ
る
た
め
、

利
用
者
は
概
ね
こ
れ
ら
該
当
す
る
作
成
物
の
分
類
の
実
状
を
観
察
す
る
の

み
で
足
り
る
。
ま
た
、
最
終
的
に
は
、
当
該
作
成
物
が
「
製
作
物
」
で
あ
る

か
「
制
作
物
」
で
あ
る
か
の
判
断
は
、
民
法
や
著
作
権
法
の
規
定
に
基
づ
く

推
定
に
委
ね
る
も
の
と
す
る
。 

さ
て
、
一
般
に
「
製
作
」
の
表
記
は
、
機
械
や
道
具
を
使
用
し
て
中
小
型

の
品
物
・
商
品
・
消
耗
品
・
製
品
を
作
成
す
る
場
合
に
用
い
ら
れ
（
大
型
の

機
械
・
工
業
製
品
に
は
「
製
造
」
が
用
い
ら
れ
）
、「
制
作
」
の
表
記
は
、
芸

術
作
品
を
作
成
・
創
作
す
る
場
合
に
用
い
ら
れ
る
。 

ま
た
、
映
画
業
界
や
テ
レ
ビ
業
界
で
は
、
一
般
的
な
使
用
法
に
近
い
な
が

ら
も
、
業
界
独
特
の
用
い
方
を
し
て
い
る
。
映
画
業
界
で
は
、
概
ね
娯
楽
映

画
（
大
き
な
興
行
収
入
・
利
潤
が
期
待
で
き
る
映
画
）
の
作
成
を
「
製
作
」、

芸
術
映
画
の
作
成
を
「
制
作
」
と
使
い
分
け
て
い
る
。
し
か
し
、
大
が
か
り

な
機
材
を
用
い
、
か
つ
商
業
目
的
で
作
成
し
た
と
し
て
も
、
芸
術
映
画
と
銘

打
た
れ
る
な
ら
ば
、
そ
の
作
成
の
実
作
業
は
「
制
作
」
と
し
、
一
方
で
、
娯

楽
映
画
と
銘
打
つ
限
り
、
映
画
作
成
の
実
作
業
で
は
な
い
予
算
策
定
、
資
金

調
達
、
キ
ャ
ス
ト
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、
宣
伝
な
ど
を
も
「
製
作
」
と
し
て
い

る
。
テ
レ
ビ
業
界
で
は
、
番
組
等
の
同
種
の
作
成
作
業
に
対
す
る
「
製
作
」

と
「
制
作
」
の
使
用
法
が
、
局
ご
と
に
大
き
く
異
な
る
。
演
劇
業
界
で
も
、

演
劇
作
品
の
「
製
作
」
（
資
金
調
達
、
作
成
、
宣
伝
な
ど
の
全
て
）
の
う
ち

の
事
務
作
業
を
「
制
作
」
、
芸
術
的
実
作
業
で
あ
る
は
ず
の
衣
装
や
大
道
具

の
作
成
を
（
事
務
作
業
よ
り
も
、
観
客
動
員
数
な
ど
の
商
業
戦
略
上
の
成
果

に
直
結
す
る
視
覚
的
要
素
を
担
う
作
業
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
資
金
調
達
か
ら

宣
伝
ま
で
の
総
称
と
同
じ
く
）
「
製
作
」
と
表
記
す
る
な
ど
、
独
自
の
使
い

分
け
が
見
ら
れ
る
。 

し
か
し
な
が
ら
、
映
画
・
演
劇
・
テ
レ
ビ
業
界
の
共
通
点
は
、
「
制
作
」

（
実
作
業
）
を
あ
く
ま
で
も
「
製
作
」
（
資
金
調
達
、
実
作
業
、
宣
伝
等
の

全
て
）
の
一
部
で
あ
る
と
見
て
い
る
点
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
作
品
を
商
業
戦

略
的
観
点
で
は
な
く
専
ら
芸
術
的
観
点
か
ら
作
成
し
た
つ
も
り
で
あ
っ
て

も
、
必
ず
や
不
特
定
多
数
の
観
客
の
動
員
（
興
行
収
入
）
や
視
聴
者
の
確
保

（
視
聴
率
）
を
想
定
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
多
か
れ
少
な
か
れ
商
業
戦
略
的

観
点
に
陥
ら
ざ
る
を
得
な
い
と
い
う
、
映
画
・
演
劇
・
テ
レ
ビ
業
界
の
宿
命

に
起
因
す
る
習
慣
の
よ
う
で
あ
る
。 
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一
方
、IJ

D
C

で
は
（
と
り
わ
け
岩
崎
ほ
か

IJ
A

I

ス
タ
ッ
フ
の
作
成
物

に
お
い
て
は
）
、「
製
作
」
の
ほ
う
が
「
制
作
」
の
一
部
に
す
ぎ
な
い
こ
と
が

言
え
る
。
ま
た
、
意
図
し
て
そ
の
よ
う
にIJ

D
C

を
設
計
し
て
い
る
。
な
ぜ

な
ら
ば
、
ま
ず
岩
崎
ほ
かIJ

A
I

ス
タ
ッ
フ
の
作
成
物
は
、言
語
の
著
作
物
、

文
芸
作
品
が
多
く
を
占
め
る
た
め
で
あ
る
。
そ
し
て
何
よ
り
、
そ
の
作
成
物

の
全
て
は
、
ま
ず
は
単
に
作
成
の
み
を
目
的
お
よ
び
価
値
と
し
て
（
い
わ
ば

全
て
が
、
我
々
の
知
的
満
足
と
し
て
、
芸
術
作
品
と
し
て
、
個
人
的
・
共
益

的
目
的
と
し
て
）
作
成
す
る
の
で
あ
り
、
こ
れ
が
「
製
作
」
物
（
品
物
・
商

品
）
と
し
て
売
ら
れ
、
世
に
出
回
る
か
否
か
は
、
作
成
段
階
で
は
（
刊
行
・

商
品
化
し
た
い
と
の
提
案
・
依
頼
を
受
け
る
ま
で
は
）
我
々
の
ほ
と
ん
ど
与

り
知
ら
ぬ
と
こ
ろ
だ
か
ら
で
あ
る
。
実
際
に
現
在
で
も
、
利
用
・
刊
行
・
商

品
化
の
依
頼
を
受
け
て
か
ら
作
成
す
る
場
合
よ
り
も
、
作
成
後
に
利
用
・
刊

行
・
商
品
化
の
依
頼
を
受
け
る
場
合
の
方
が
多
い
。 

す
な
わ
ち
、IJ

C
A

の
（
と
り
わ
け
岩
崎
ほ
か

IJ
A

I

ス
タ
ッ
フ
の
）
作

成
物
は
、
ま
ず
は
ほ
ぼ
全
て
が
著
作
権
法
上
の
著
作
物
（
残
る
一
部
は
非
著

作
物
や
編
集
物
な
ど
）
で
あ
る
か
ら
、IJ

D
C

に
お
い
て
は
、
「
制
作
物
」

は
基
本
的
に
「
著
作
物
」
と
呼
称
さ
れ
、
偶
数
系
に
分
類
さ
れ
る
（
一
部
は

最
初
か
ら
【
9
系
】
に
分
類
さ
れ
る
）
。
そ
し
て
、
そ
れ
ら
の
中
か
ら
事
後

的
に
（
作
成
後
や
発
表
・
上
演
後
に
）
、
そ
れ
ぞ
れ
奇
数
系
に
移
動
さ
れ
る

作
成
物
が
生
じ
る
の
み
で
あ
る
。 

「
無
体
物
」
・「
制
作
物
（
著
作
物
）
」
を
重
視
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
よ
り
も

各
々
の
「
有
体
物
」・「
製
作
物
」
を
先
に
置
い
た
の
は
、
民
法
に
お
け
る
「
物
」、

「
有
体
物
」
の
定
義
や
著
作
権
法
に
お
け
る
「
製
作
物
」、「
制
作
物
」
の
使

い
分
け
（
後
述
）
に
鑑
み
、IJ

D
C

に
お
い
て
も
、
あ
く
ま
で
も
便
宜
上
、

「
有
体
物
」・「
製
作
物
」
を
現
代
の
人
間
の
作
為
的
生
産
活
動
の
代
表
的
結

果
（
作
成
物
の
代
表
的
な
る
も
の
）
と
見
な
し
た
か
ら
に
過
ぎ
な
い
。IJ

D
C

の
主
眼
は
、
あ
く
ま
で
も
偶
数
系
、
と
り
わ
け
【
2
系
】
に
あ
る
。 

こ
の
事
情
は
、
作
成
前
か
ら
「
製
作
物
（
営
利
を
主
た
る
目
的
と
し
て
作

成
す
る
商
品
）
」
で
あ
る
か
「
制
作
物
（
作
成
者
す
な
わ
ち
監
督
や
キ
ャ
ス

ト
、
実
作
業
者
の
知
的
・
芸
術
的
満
足
を
主
た
る
目
的
と
し
て
、
赤
字
を
覚

悟
ま
た
は
前
提
し
て
作
成
す
る
芸
術
作
品
）
」
で
あ
る
か
を
或
る
程
度
選
択

し
、
あ
る
い
は
、
作
成
段
階
の
ど
の
部
分
が
「
製
作
」
ま
た
は
「
制
作
」
で

あ
る
か
を
或
る
程
度
予
定
し
て
か
ら
作
成
を
開
始
す
る
映
画
や
演
劇
、
テ
レ

ビ
番
組
な
ど
と
は
、
決
定
的
に
異
な
る
。
（
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
製
作
・
配

給
会
社
と
監
督
・
キ
ャ
ス
ト
の
間
の
ト
ラ
ブ
ル
の
ほ
と
ん
ど
は
、
言
う
ま
で

も
な
く
、
こ
の
「
製
作
」
意
識
と
「
制
作
」
意
識
の
差
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。） 

し
か
し
、
更
に
留
意
す
べ
き
点
は
、IJ

D
C

で
は
娯
楽
映
画
・
演
劇
の
み

な
ら
ず
、
芸
術
映
画
・
演
劇
の
多
く
も
（
た
と
え
著
作
物
で
あ
ろ
う
と
）「
製

作
物
」
に
分
類
す
る
の
で
あ
る
。
テ
レ
ビ
番
組
に
関
し
て
は
、
全
て
を
「
製

作
物
」
と
す
る
。 

一
方
で
、
と
り
わ
け
岩
崎
やIJ

A
I

ス
タ
ッ
フ
の
言
語
の
著
作
物
に
つ
い

て
は
、
た
と
え
作
成
後
に
刊
行
さ
れ
よ
う
と
も
、
「
製
作
物
」
と
は
せ
ず
、

依
然
と
し
て
「
著
作
物
（
制
作
物
）」
の
分
類
に
置
い
た
ま
ま
と
す
る
。 

無
論
、
一
般
的
に
も
言
語
の
作
成
物
の
ほ
と
ん
ど
は
、
刊
行
・
商
品
化
さ

れ
た
の
ち
も
無
体
物
（
有
体
物
へ
の
化
体
）
か
つ
著
作
物
と
さ
れ
る
。
し
か

しIJ
D

C

で
は
、
当
初
か
ら
興
行
収
入
や
視
聴
率
を
目
的
と
し
て
作
成
さ
れ
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た
映
画
・
演
劇
・
テ
レ
ビ
番
組
の
セ
リ
フ
な
ど
は
（
法
律
上
の
著
作
物
で
あ

っ
て
も
）
、
最
初
か
ら
有
体
物
・
製
作
物
に
分
類
す
る
こ
と
が
多
い
。 

● 
「
有
体
物
」
と
は
、
人
間
以
外
で
あ
っ
て
空
間
の
一
部
を
占
め
る
有
形
的
存

在
を
言
い
、
民
法
に
お
け
る
「
物
」
を
指
し
、
権
利
の
客
体
（
対
象
）
と
な

る
も
の
で
あ
る
。 

IJ
C

A

に
お
い
て
も
、
「
有
体
物
」
と
は
、
後
述
の
例
外
を
除
い
て
は
同

義
の
も
の
を
指
す
。
こ
の
う
ち
人
為
的
に
作
成
さ
れ
た
も
の
（
作
成
物
）
は
、

「
製
作
物
」
と
表
記
す
る
。 

現
行
法
で
は
、
独
立
の
価
値
を
有
し
排
他
的
支
配
の
可
能
な
も
の
一
般
を

「
有
体
物
」
と
す
る
管
理
可
能
性
説
を
採
る
も
の
で
あ
る
。
無
形
的
存
在
で

あ
っ
て
も
、
電
気
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
水
な
ど
を
用
い
て
作
成

し
た
物
は
、
こ
こ
に
含
ま
れ
る
。IJ

C
A

に
お
い
て
も
、
管
理
可
能
性
説
を

採
る
も
の
で
あ
る
。 

● 

「
無
体
物
」
と
は
、
人
間
以
外
で
あ
っ
て
空
間
の
一
部
を
占
め
な
い
無
形
的

存
在
を
言
い
、
民
法
に
お
け
る
「
物
」
す
な
わ
ち
「
有
体
物
」
で
な
い
も
の

を
指
し
、
権
利
の
客
体
（
対
象
）
と
な
る
も
の
で
あ
る
。 

IJ
C

A

に
お
い
て
も
、
「
無
体
物
」
と
は
、
後
述
の
例
外
を
除
い
て
は
同

義
の
も
の
を
指
す
。
こ
の
う
ち
人
為
的
に
作
成
さ
れ
た
も
の
（
作
成
物
）
は
、

一
般
的
な
語
意
に
照
ら
し
て
狭
義
に
お
け
る
「
制
作
物
」
と
表
記
し
う
る
が
、

こ
れ
は
ほ
と
ん
ど
す
な
わ
ち
「
著
作
物
」
で
あ
り
、
通
常
は
「
著
作
物
」
と

表
記
す
る
。 

有
形
的
存
在
で
あ
っ
て
も
、
「
有
体
物
」
に
化
体
し
た
無
形
的
存
在
（
い

わ
ゆ
る
著
作
物
）
は
、
こ
こ
に
含
ま
れ
る
。 

● 
 

以
上
の
こ
と
か
ら
、
作
成
さ
れ
た
物
（
作
成
物
や
制
作
物
と
称
す
る
）
及

び
物
に
化
体
し
て
い
る
無
形
的
存
在
の
う
ち
、
純
粋
芸
術
で
な
く
応
用
的
・

実
用
的
な
性
質
又
は
量
産
可
能
な
性
質
を
有
す
る
も
の
（
実
用
品
、
日
用
品
、

製
品
）
や
、
思
想
又
は
感
情
が
創
作
的
に
表
現
さ
れ
て
い
な
い
も
の
（
単
純

な
製
作
物
、
事
実
の
列
挙
や
報
告
の
書
類
）
、
す
な
わ
ち
「
事
実
の
伝
達
に

す
ぎ
な
い
雑
報
及
び
時
事
の
報
道
」（
著
作
権
法
第
十
条
第
二
項
）
等
は
「
有

体
物
」
に
、
「
思
想
又
は
感
情
を
創
作
的
に
表
現
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
文

芸
、
学
術
、
美
術
又
は
音
楽
の
範
囲
に
属
す
る
も
の
」
（
同
法
第
二
条
第
一

項
第
一
号
）、
す
な
わ
ち
「
著
作
物
」
は
「
無
体
物
」
に
分
類
さ
れ
る
。IJ

C
A

に
お
い
て
も
、
同
様
の
分
類
法
を
採
る
も
の
で
あ
る
。 

● 
 

IJ
C

A

に
お
い
て
は
、「
有
体
物
」
と
「
無
体
物
」
の
総
称
、
ま
た
は
、

後
述
の
「
製
作
物
」
と
「
著
作
物
」
の
総
称
を
「
作
成
物
」
や
「
制
作
物
」
、

こ
れ
ら
を
作
成
・
制
作
し
た
者
を
「
作
成
者
」
や
「
制
作
者
」
と
称
す
る
。 

● 

「
有
体
物
」
の
財
産
的
側
面
は
「
有
体
（
有
形
）
財
産
」、「
無
体
物
」
の
財

産
的
側
面
は
「
無
体
（
無
形
）
財
産
」
と
称
さ
れ
、
前
者
は
動
産
や
不
動
産
、

後
者
は
知
的
財
産
（
産
業
財
産
、
著
作
物
等
）
を
含
む
も
の
で
あ
る
。 

IJ
C

A

に
お
い
て
も
、
同
様
の
見
解
を
採
る
も
の
で
あ
り
、
従
っ
て
、
岩

崎
純
一
以
外
の
、
特
に
見
解
を
示
し
て
い
な
い
製
作
者
及
び
著
作
者
に
つ
い

て
も
、
そ
の
有
体
物
に
は
物
権
（
所
有
権
等
）、
無
体
物
に
は
知
的
財
産
権

（
産
業
財
産
権
、
著
作
権
等
）
が
発
生
し
て
い
る
場
合
が
あ
り
、
ま
た
は
発

生
し
て
い
る
も
の
と
見
な
す
。 

● 
「
有
体
物
」
の
作
成
者
を
「
製
作
者
」、「
有
体
物
」
の
所
有
権
の
保
持
者
を

「
所
有
者
」
と
称
す
る
。 
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● 
 

IJ
C

A

に
お
い
て
は
、
作
成
物
（
知
的
創
作
物
）
に
つ
い
て
著
作
権
以
外

の
登
録
・
免
許
制
の
各
知
的
財
産
権
（
特
許
権
、
実
用
新
案
権
、
意
匠
権
、

商
標
権
、
回
路
配
置
利
用
権
、
育
成
者
権
等
）
を
有
す
る
者
が
少
な
い
た
め
、

事
実
上
、
「
無
体
物
」
の
作
成
者
を
「
知
的
創
作
物
の
創
作
者
」
と
称
さ
ず

「
著
作
者
」
と
称
し
、
「
無
体
財
産
」
の
権
利
を
「
知
的
財
産
権
」
と
称
さ

ず
「
著
作
権
」
と
称
す
る
こ
と
が
多
い
。 

● 
 

作
成
者
が
著
作
権
を
主
張
す
る
一
方
、
我
が
国
の
知
財
に
関
す
る
判
例
上
、

著
作
権
が
生
じ
ず
著
作
権
法
に
よ
っ
て
保
護
さ
れ
な
い
（
と
今
後
も
見
な
さ

れ
る
）
作
成
物
か
、
前
述
の
他
の
知
財
関
連
の
法
律
に
よ
っ
て
他
の
権
利
（
特

許
権
等
）
を
保
護
さ
れ
う
る
作
成
物
（
衣
服
・
服
飾
品
・
着
物
・
装
飾
品
・

家
具
・
食
器
・
文
具
等
及
び
そ
の
デ
ザ
イ
ン
等
）
は
、IJ

C
A

に
お
い
て
も

当
然
著
作
物
で
は
な
い
知
財
（
無
体
物
）
と
す
る
が
、
著
作
物
で
な
い
知
財

（
無
体
物
）
は
、IJ

C
A

に
お
い
て
は
製
作
物
に
分
類
す
る
。 

製
作
物
の
著
作
物
に
対
す
る
鑑
別
の
根
拠
は
、
判
例
に
従
う
。
す
な
わ
ち
、

「
量
産
可
能
で
、
工
業
上
の
利
用
可
能
性
が
あ
り
、
純
粋
美
術
と
認
め
ら
れ

な
い
も
の
」
は
、
著
作
物
で
は
な
く
製
作
物
と
し
、
「
純
粋
美
術
と
同
視
で

き
る
場
合
」
に
の
み
、
著
作
物
と
す
る
。 

● 

【
1
系
】
に
は
、
岩
崎
純
一
の
作
成
物
の
う
ち
、
著
作
権
法
の
保
護
対
象

と
な
ら
な
い
も
の
が
含
ま
れ
る
。
例
と
し
て
、
既
存
の
パ
ー
ツ
を
組
み
合
わ

せ
た
自
作
パ
ソ
コ
ン
、
そ
れ
ら
を
組
み
合
わ
せ
た
シ
ス
テ
ム
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
、
ほ
と
ん
ど
の
工
具
・
家
具
・
衣
服
等
が
挙
げ
ら
れ
る
。 

● 

【
2
系
】
を
特
に
『
岩
崎
純
一
全
集
』
（Iw

a
sa

k
i 

J
u

n
ich

i 
C

o
m

p
le

te
 

W
o
rk

s

、
略
：IJ

C
W

）
と
称
す
る
こ
と
は
前
述
の
通
り
で
あ
る
。
狭
義
に

は
、
こ
の
う
ち
特
に
、
第
二
次
区
分
に
定
め
る
「
言
語
の
著
作
物
」
及
び
「
言

語
の
著
作
物
」
に
引
用
し
た
自
ら
の
著
作
物
（「
美
術
の
著
作
物
」、「
図
形

の
著
作
物
」
等
）
を
慣
例
で
こ
の
よ
う
に
称
す
る
が
、
ア
ー
カ
イ
ブ
上
の
『
全

集
』
と
は
、
岩
崎
純
一
の
著
作
物
を
枚
挙
し
た
も
の
（
目
録
及
び
リ
ポ
ジ
ト

リ
）
を
指
す
。 

● 

【
3
系
】
～
【
8
系
】
に
は
、
岩
崎
純
一
が
製
作
者
・
著
作
者
で
も
所
有

者
・
著
作
権
者
で
も
な
い
有
体
物
及
び
無
体
物
が
分
類
さ
れ
る
。 

● 

【
3
系
】
に
は
、【
1
系
】
等
に
利
用
（
借
用
・
転
用
）
し
た
有
体
物
が
含

ま
れ
る
。
こ
こ
に
は
、
岩
崎
が
民
法
と
そ
の
関
連
法
令
の
規
定
の
範
囲
内
で
、

製
作
者
に
断
る
こ
と
な
く
利
用
し
た
、
ま
た
は
製
作
者
に
要
請
し
提
供
を
受

け
て
利
用
し
た
、
自
作
パ
ソ
コ
ン
用
の
パ
ー
ツ
、
ほ
と
ん
ど
の
工
具
・
家
具
・

衣
服
等
が
含
ま
れ
る
。
事
実
を
列
挙
し
た
編
集
物
や
芸
術
公
演
の
宣
伝
チ
ラ

シ
等
に
つ
い
て
も
、
著
作
物
と
認
め
る
に
足
る
創
作
性
を
有
し
な
い
場
合
、

こ
こ
に
含
め
る
。
製
作
者
自
ら
の
意
思
に
よ
っ
て
岩
崎
に
提
供
さ
れ
た
製
作

物
は
、【
7
系
】
に
含
め
る
。 

● 

【
4
系
】
に
は
、【
2
系
】
等
に
利
用
（
引
用
）
し
た
無
体
物
が
含
ま
れ
る
。

こ
こ
に
は
、
岩
崎
が
著
作
権
法
と
そ
の
関
連
法
令
の
規
定
の
範
囲
内
で
、
著

作
者
に
断
る
こ
と
な
く
利
用
し
た
、
ま
た
は
著
作
者
に
要
請
し
提
供
を
受
け

て
利
用
し
た
、
文
献
、
画
像
、
写
真
、
芸
術
作
品
等
が
含
ま
れ
る
。
著
作
者

自
ら
の
意
思
に
よ
っ
て
岩
崎
に
提
供
さ
れ
た
著
作
物
は
、【
8
系
】
に
含
め

る
。 

● 
【
5
系
】
に
は
、
偉
人
の
製
作
者
に
よ
る
実
用
的
な
貴
重
製
品
、
典
礼
の

品
等
が
含
ま
れ
る
。
岩
崎
自
身
が
購
入
・
入
手
し
た
も
の
ば
か
り
で
な
く
、



『岩崎純一全集』序巻「序説、総記（序）」 

51 

 

文
化
事
業
団
体
、
図
書
館
、
大
学
教
授
、
社
家
、
巫
女
、
神
道
・
仏
教
関
係

者
、
歌
人
等
か
ら
岩
崎
個
人
に
寄
贈
・
委
譲
さ
れ
た
も
の
も
含
ま
れ
る
。 

● 
【
6
系
】
に
は
、
偉
人
の
著
作
者
に
よ
る
絶
版
の
古
書
、
貴
重
書
、
典
籍

等
が
含
ま
れ
る
。
岩
崎
自
身
が
購
入
・
入
手
し
た
も
の
ば
か
り
で
な
く
、
文

化
事
業
団
体
、
図
書
館
、
大
学
教
授
、
社
家
、
巫
女
、
神
道
・
仏
教
関
係
者
、

歌
人
等
か
ら
岩
崎
個
人
に
寄
贈
・
委
譲
さ
れ
た
も
の
も
含
ま
れ
る
。 

但
し
、
こ
れ
ら
の
私
蔵
古
書
や
貴
重
書
に
は
、
私
蔵
書
籍
の
う
ち
、
歴
史

的
価
値
が
高
く
、
復
刻
や
量
産
の
可
能
性
が
低
い
も
の
の
み
を
含
め
、
量
産

さ
れ
た
単
行
本
や
文
庫
・
新
書
は
含
め
な
い
。 

● 

【
3
系
】
ま
た
は
【
4
系
】
に
分
類
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
、
そ
の
貴
重
さ

が
重
視
さ
れ
る
べ
き
場
合
は
、【
5
系
】
ま
た
は
【
6
系
】
に
も
重
複
し
て

分
類
す
る
こ
と
が
あ
る
。 

● 

【
7
系
】
に
は
、
製
作
者
ま
た
は
所
有
者
自
ら
の
意
思
に
よ
っ
て
岩
崎
純

一
に
提
供
さ
れ
た
有
体
物
の
う
ち
、
岩
崎
が
【
1
系
】
等
に
そ
の
一
部
や

参
考
資
料
や
道
具
と
し
て
利
用
（
借
用
・
転
用
）
し
た
も
の
か
、
今
後
利
用

す
る
可
能
性
が
高
い
か
、
ま
た
は
、
岩
崎
が
所
持
・
保
存
・
保
管
を
依
頼
さ

れ
た
も
の
の
、
依
然
と
し
て
所
有
者
が
岩
崎
で
は
な
い
も
の
が
含
ま
れ
る
。 

利
用
可
能
性
が
ほ
と
ん
ど
ま
た
は
全
く
な
い
も
の
は
、IJ

C
A

へ
の
収
録

を
保
留
す
る
。 

● 
 

製
作
者
ま
た
は
所
有
者
か
ら
岩
崎
純
一
に
提
供
さ
れ
た
有
体
物
の
う
ち
、

そ
の
提
供
者
が
、
一
身
上
の
都
合
（
こ
れ
を
自
身
で
所
持
す
る
こ
と
に
伴
う

個
人
的
事
情
に
よ
る
苦
痛
を
回
避
す
る
目
的
等
）
に
よ
り
、
こ
の
有
体
物
に

つ
い
て
自
身
の
有
す
る
権
利
の
う
ち
他
の
者
に
譲
渡
・
移
管
可
能
な
権
利
の

全
部
（
物
権
・
所
有
権
等
）
を
強
い
意
思
を
持
っ
て
放
棄
し
、
こ
れ
を
岩
崎

純
一
に
譲
渡
・
移
管
し
た
も
の
に
つ
い
て
は
、【
7
系
】
に
分
類
せ
ず
、【
1

系
】
に
分
類
す
る
。 

● 

【
8
系
】
に
は
、
著
作
者
ま
た
は
著
作
権
者
ま
た
は
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
保

持
者
自
ら
の
意
思
に
よ
っ
て
岩
崎
純
一
に
提
供
さ
れ
た
無
体
物
の
う
ち
、
岩

崎
が
【
2
系
】
等
に
そ
の
一
部
や
参
考
資
料
や
道
具
と
し
て
利
用
（
引
用
）

し
た
も
の
か
、
今
後
利
用
す
る
可
能
性
が
高
い
か
、
岩
崎
やIJ

C
A

・IJ
C

W

（
岩
崎
の
著
書
や
岩
崎
の
著
作
物
を
収
録
し
た
学
術
誌
等
を
含
む
）
を
研
究

し
た
結
果
と
し
て
作
成
さ
れ
た
成
果
物
（
岩
崎
やIJ

C
A

・IJ
C

W

に
関
す

る
研
究
論
文
等
）
か
、
ま
た
は
、
岩
崎
が
所
持
・
保
存
・
保
管
を
依
頼
さ
れ

た
も
の
の
、
依
然
と
し
て
著
作
権
者
が
岩
崎
で
は
な
い
も
の
が
含
ま
れ
る
。 

利
用
可
能
性
が
ほ
と
ん
ど
ま
た
は
全
く
な
い
も
の
は
、IJ

C
A

へ
の
収
録

を
保
留
す
る
。 

● 
 

著
作
者
ま
た
は
著
作
権
者
ま
た
は
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
保
持
者
か
ら
岩
崎

純
一
に
提
供
さ
れ
た
無
体
物
の
う
ち
、
そ
の
提
供
者
が
、
一
身
上
の
都
合
（
こ

れ
を
自
身
で
所
持
す
る
こ
と
に
伴
う
個
人
的
事
情
に
よ
る
苦
痛
を
回
避
す

る
目
的
等
）
に
よ
り
、
こ
の
無
体
物
に
つ
い
て
自
身
の
有
す
る
権
利
の
う
ち

他
の
者
に
譲
渡
・
移
管
可
能
な
権
利
の
全
部
（
著
作
権
、
著
作
隣
接
権
等
）

を
強
い
意
思
を
持
っ
て
放
棄
し
、
こ
れ
を
岩
崎
純
一
に
譲
渡
・
移
管
し
た
も

の
に
つ
い
て
は
、【
8
系
】
に
分
類
せ
ず
、【
2
系
】
に
分
類
す
る
。 

譲
渡
・
移
管
で
き
な
い
か
譲
渡
・
移
管
が
困
難
で
あ
る
と
解
さ
れ
る
権
利

（
著
作
者
人
格
権
、
登
録
・
免
許
制
の
知
的
財
産
権
等
）
に
つ
い
て
は
、
判

例
に
従
い
解
決
す
る
。 
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ま
た
、
著
作
権
法
第
六
一
条
第
二
項
に
お
い
て
、
譲
渡
の
目
的
と
し
て
特

掲
さ
れ
て
い
な
い
と
き
に
留
保
さ
れ
た
も
の
と
推
定
す
る
こ
と
が
規
定
さ

れ
て
い
る
同
法
第
二
十
七
条
又
は
第
二
十
八
条
に
規
定
さ
れ
る
権
利
が
、
双

方
と
も
岩
崎
純
一
に
譲
渡
さ
れ
て
い
な
い
場
合
、
そ
の
著
作
物
は
【
2
系
】

に
分
類
せ
ず
、
【
8
系
】
に
分
類
す
る
。
す
な
わ
ち
、【
2
系
】
に
は
、
著

作
者
ま
た
は
著
作
権
者
ま
た
は
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
保
持
者
か
ら
、
同
法
第
二

十
七
条
及
び
第
二
十
八
条
に
規
定
す
る
権
利
の
全
部
を
含
む
著
作
権
の
全

部
が
岩
崎
純
一
に
対
し
て
譲
渡
さ
れ
た
著
作
物
の
み
を
分
類
す
る
。 

● 

【
9
系
】
に
は
、
岩
崎
純
一
が
製
作
し
【
1
系
】
ま
た
は
【
2
系
】
に
利

用
し
た
が
、
所
有
権
ま
た
は
著
作
権
を
主
張
で
き
な
い
と
解
さ
れ
う
る
有
体

物
及
び
無
体
物
を
分
類
す
る
。
こ
れ
に
は
、
極
め
て
単
純
な
画
像
（
一
色
ベ

タ
塗
り
の
画
像
、
単
純
な
幾
何
学
模
様
の
画
像
）
や
、
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン

ソ
フ
ト
の
ス
ク
リ
ー
ン
シ
ョ
ッ
ト
な
ど
が
含
ま
れ
る
。 

● 

【
女
性
系
】
に
は
、
既
に
【
1
系
】
か
ら
【
9
系
】
ま
で
の
い
ず
れ
か
に

含
ま
れ
る
も
の
の
、
第
二
巻
か
ら
第
六
巻
に
定
め
る
通
り
の
、
女
性
に
固
有

の
諸
事
情
に
基
づ
き
、
女
性
編
纂
者
（
特
定
女
性
ス
タ
ッ
フ
）
が
管
理
す
る

有
体
物
及
び
無
体
物
が
含
ま
れ
る
。 

こ
こ
に
含
ま
れ
る
製
作
物
・
著
作
物
の
多
く
は
、
第
六
巻
に
定
め
る
女
性

編
纂
別
添
資
料
（
略
：
女
性
資
料
）
と
し
て
編
纂
さ
れ
取
り
ま
と
め
ら
れ
る

も
の
で
、
総
合
編
纂
者
た
る
岩
崎
純
一
へ
の
管
理
権
限
の
全
面
的
な
移
行
が
、

将
来
に
検
討
さ
れ
て
は
い
る
が
、
現
在
は
留
保
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。 

こ
れ
ら
の
製
作
物
・
著
作
物
（
女
性
編
纂
別
添
資
料
）
か
ら
成
る
ア
ー
カ

イ
ブ
【
女
性
系
】
を
女
性
編
纂
別
添
資
料
ア
ー
カ
イ
ブ
（
略
：
女
性
資
料
ア

ー
カ
イ
ブ
）
と
称
す
る
。 

こ
れ
ら
の
製
作
物
・
著
作
物
の
う
ち
、
岩
崎
の
み
に
よ
る
著
作
物
で
な
い

（
岩
崎
の
製
作
物
か
、
女
性
の
製
作
物
・
著
作
物
か
、
女
性
と
岩
崎
と
の
共

同
の
製
作
物
・
著
作
物
か
の
い
ず
れ
か
で
あ
る
）
も
の
は
、【
2
系
】IJ

C
W

（『
全
集
』）
以
外
の
各
系
に
含
ま
れ
る
。 

但
し
、
こ
れ
ら
の
う
ち
、
女
性
編
纂
者
ら
が
他
の
女
性
の
著
作
者
か
ら
管

理
を
依
頼
さ
れ
た
著
作
物
、
ま
た
は
、
女
性
編
纂
者
ら
自
身
の
著
作
物
で
あ

っ
て
、こ
れ
ら
著
作
者
の
女
性
本
人
がIJ

C
W

へ
の
収
録
を
強
く
要
望
し
、

そ
の
著
作
権
の
全
部
（
著
作
権
法
第
六
一
条
第
二
項
に
お
い
て
、
譲
渡
の
目

的
と
し
て
特
掲
さ
れ
て
い
な
い
と
き
に
留
保
さ
れ
た
も
の
と
推
定
す
る
こ

と
が
規
定
さ
れ
て
い
る
同
法
第
二
十
七
条
又
は
第
二
十
八
条
に
規
定
さ
れ

る
権
利
を
含
む
）
が
第
六
巻
に
定
め
る
通
り
本
人
か
ら
岩
崎
に
直
接
譲
渡
さ

れ
た
著
作
物
に
つ
い
て
は
、IJ

C
W

に
お
け
る
女
性
編
纂
別
添
資
料
へ
と
移

動
さ
せ
る
も
の
と
し
、
さ
ら
に
は
、
そ
の
本
体
資
料
（
本
編
）
へ
移
動
さ
せ

る
こ
と
も
あ
る
。
女
性
の
製
作
物
に
つ
い
て
は
、
所
有
権
等
に
関
す
る
協
議

の
結
果
に
よ
り
分
類
す
る
。 

ま
た
一
方
、
女
性
編
纂
者
の
編
纂
資
料
の
う
ち
、
岩
崎
の
製
作
物
・
著
作

物
の
み
か
ら
成
る
も
の
も
女
性
編
纂
別
添
資
料
と
称
す
る
が
、
こ
れ
ら
の
う

ち
著
作
物
の
編
纂
資
料
に
つ
い
て
は
、
基
本
的
に
編
纂
上
の
著
作
権
の
全
部

が
岩
崎
に
譲
渡
さ
れ
る
た
め
、【
2
系
】IJ

C
W

に
収
録
す
る
。
岩
崎
の
製

作
物
に
つ
い
て
は
、
所
有
権
等
に
関
す
る
協
議
の
結
果
に
よ
り
分
類
す
る
。 

女
性
編
纂
別
添
資
料
の
う
ち
、
女
性
と
岩
崎
と
の
共
同
の
製
作
物
・
著
作

物
は
、
女
性
の
み
に
よ
る
製
作
物
・
著
作
物
と
同
様
に
扱
う
。
こ
れ
ら
の
う
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ち
著
作
物
に
つ
い
て
は
、
当
該
著
作
物
に
関
わ
る
全
て
の
女
性
に
よ
っ
て
著

作
権
の
全
部
を
岩
崎
に
譲
渡
す
る
旨
の
意
思
が
書
面
ま
た
は
電
磁
的
記
録

に
よ
り
示
さ
れ
な
い
限
り
、IJ

C
W

に
収
録
し
な
い
。
女
性
と
岩
崎
と
の
共

同
の
製
作
物
に
つ
い
て
は
、
所
有
権
等
に
関
す
る
協
議
の
結
果
に
よ
り
分
類

す
る
。 

 

女
性
局
は
、
第
一
局
か
ら
第
九
局
と
並
列
的
に
設
置
さ
れ
、
こ
れ
ら
九
つ

の
各
局
の
配
下
に
あ
る
九
つ
の
各
女
性
部
を
統
括
す
る
。
す
な
わ
ち
、
ア
ー

カ
イ
ブ
と
し
て
は
、
各
【
女
性
系
】
は
九
つ
の
各
【
女
性
群
】
の
総
称
で
あ

る
。
ま
た
、
女
性
群
（
【
女
性
部
】
）
と
女
性
類
（【
女
性
班
】）
の
関
係
、
女

性
類
（【
女
性
班
】）
と
女
性
綱
（
【
女
性
係
】）
の
関
係
も
同
様
で
あ
る
。 

 

女
性
局
が
管
理
す
る
こ
れ
ら
【
女
性
系
】
以
下
の
ア
ー
カ
イ
ブ
（
女
性
編

纂
別
添
資
料
ア
ー
カ
イ
ブ
）
は
、IJ

C
A

内
の
ア
ー
カ
イ
ブ
で
あ
り
つ
つ
、

総
合
編
纂
者
た
る
岩
崎
に
対
し
て
大
き
な
独
立
性
を
保
つ
も
の
で
あ
る
。 

 

女
性
局
及
び
【
女
性
系
】
の
特
称
の
仕
方
に
つ
い
て
は
、
第
二
巻
を
見
よ
。 
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第
五
編 

第
二
次
区
分 

 
二
〇
一
八
年
三
月
二
十
六
日 

起
筆 

二
〇
一
八
年
三
月
三
十
一
日 

公
開 

二
〇
一
八
年
十
一
月
十
九
日 

更
新 

二
〇
一
九
年
二
月
二
十
八
日 

更
新 

二
〇
一
九
年
三
月
二
十
四
日 

最
終
更
新 

  
 

第
一
部 

分
類
の
思
想 

 

IJ
D

C

の
第
二
次
区
分
は
、
著
作
権
法
第
十
条
の
著
作
物
の
例
示
及
び
第
十
一

条
、
第
十
二
条
、
第
十
二
条
の
二
に
従
っ
て
分
類
し
た
、
製
作
物
・
著
作
物
分

類
で
あ
る
。 

各
系
の
【
1
群
】
資
料
と
、【
1
群
】
資
料
の
附
属
資
料
（【
0
群
】
～
【
9

群
】
に
含
ま
れ
る
一
部
の
資
料
）
は
、「
岩
崎
純
一
学
術
図
書
館
（
学
術
文
庫
）
」

（Iw
a
sa

k
i J

u
n

ich
i A

ca
d

e
m

ic L
ib

ra
ry

、
略
：IJ

A
L

）
を
構
成
す
る
。
ほ

と
ん
ど
の
資
料
は
書
籍
化
さ
れ
て
い
な
い
文
書
（
広
義
の
図
書
）
で
あ
り
、
電

子
デ
ー
タ
で
無
料
提
供
し
て
お
り
、
従
っ
て

IJ
A

L

は
、
ほ
ぼ
オ
ー
プ
ン
ア
ク

セ
ス
の
電
子
図
書
館
と
し
て
機
能
す
る
。 

但
し
、
有
料
の
書
籍
・
刊
行
物
（
電
子
書
籍
を
含
む
）
に
つ
い
て
は
、
既
に

IJ
A

L

に
収
め
て
い
る
も
の
の
、
一
般
利
用
者
は
書
店
ま
た
は
岩
崎
か
ら
有
料
で

入
手
す
る
必
要
が
あ
る
。
な
お
、
無
料
資
料
の
集
合
部
分
を
「
岩
崎
純
一
学
術

図
書
館
」
、
有
料
資
料
を
合
わ
せ
た
全
体
を
「
岩
崎
純
一
学
術
文
庫
」
と
呼
び
分

け
、「
図
書
館
」
を
「
文
庫
」
の
下
位
分
類
と
す
る
場
合
も
あ
る
が
、
逆
の
場
合

も
あ
る
ほ
か
、
英
語
表
記
は
い
ず
れ
も

IJ
A

L

で
あ
り
、
通
常
は
有
料
・
無
料

資
料
の
全
体
を
「
図
書
館
」
ま
た
は
「
文
庫
」
と
称
す
る
。 

 

第
二
部 

区
分
内
分
類 

  

第
一
次
区
分
の
有
体
物
（
【
1
系
】
、
【
3
系
】
、
【
5
系
】
、
【
7
系
】
）
及
び

【
9
系
】
は
、
次
の
通
り
分
類
す
る
。 

 

【
0
群
】【
1
群
】
～
【
9
群
】
の
例
示
列
挙
に
該
当
し
な
い
そ
の
他
の
製
作
物 

【
1
群
】
著
作
物
で
な
い
言
語
の
製
作
物 

【
2
群
】
著
作
物
で
な
い
音
声
の
製
作
物 

【
3
群
】
著
作
物
で
な
い
身
体
動
作
上
の
製
作
物 

【
4
群
】
著
作
物
で
な
い
美
術
の
製
作
物 

【
5
群
】
著
作
物
で
な
い
建
造
物
の
製
作
物 

【
6
群
】
著
作
物
で
な
い
図
形
の
製
作
物 

【
7
群
】
著
作
物
で
な
い
映
像
の
製
作
物 

【
8
群
】
著
作
物
で
な
い
写
真
の
製
作
物 

【
9
群
】
著
作
物
で
な
い
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
製
作
物 

【
1
～
9
女
性
群
】
女
性
部
が
担
当
す
る
臨
時
ア
ー
カ
イ
ブ
（
女
性
編
纂
別
添

資
料
ア
ー
カ
イ
ブ
） 

  

第
一
次
区
分
の
無
体
物
（
【
2
系
】
、
【
4
系
】
、
【
6
系
】
、
【
8
系
】
）
は
、
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次
の
通
り
分
類
す
る
。 

 
【
0
群
】
二
次
的
著
作
物
、
編
集
著
作
物
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
著
作
物
、【
1
群
】

～
【
9
群
】
の
例
示
列
挙
に
該
当
し
な
い
そ
の
他
の
著
作
物 

【
1
群
】
小
説
、
脚
本
、
論
文
、
講
演
そ
の
他
の
言
語
の
著
作
物 

【
2
群
】
音
楽
の
著
作
物 

【
3
群
】
舞
踊
又
は
無
言
劇
の
著
作
物 

【
4
群
】
絵
画
、
版
画
、
彫
刻
そ
の
他
の
美
術
の
著
作
物 

【
5
群
】
建
築
の
著
作
物 

【
6
群
】
地
図
又
は
学
術
的
な
性
質
を
有
す
る
図
面
、
図
表
、
模
型
そ
の
他
の
図

形
の
著
作
物 

【
7
群
】
映
画
の
著
作
物 

【
8
群
】
写
真
の
著
作
物 

【
9
群
】
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
著
作
物 

【
女
性
群
】
女
性
部
が
担
当
す
る
臨
時
ア
ー
カ
イ
ブ
（
女
性
編
纂
別
添
資
料
ア
ー

カ
イ
ブ
） 

  

右
の
無
体
物
（
著
作
物
）
分
類
の
う
ち
、
【
2
系
】
『
全
集
』
に
つ
い
て
は
、

次
の
通
り
特
称
さ
れ
る
。 

『
全
集
』
（C
o
m

p
le

te
 
W

o
rk

s

）
と
は
、
日
本
語
に
お
い
て
も
英
語
に
お
い
て

も
、
著
作
権
法
上
の
「
言
語
の
著
作
物
」
に
適
用
さ
れ
る
俗
称
で
あ
る
が
、IJ

C
A

に
お
い
て
は
、「
言
語
の
著
作
物
」
及
び
「
言
語
の
著
作
物
」
に
引
用
し
た
自
ら

の
著
作
物
（
「
美
術
の
著
作
物
」
、「
図
形
の
著
作
物
」
等
）
を
中
心
に
、
岩
崎
純

一
の
著
作
物
の
全
部
の
集
合
体
を
指
す
。 

 

【
0
群
】『
岩
崎
純
一
全
集
』
第
〇
集
（
別
集
）（
二
次
的
著
作
物
、
編
集
著
作
物
、

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
著
作
物
、【
1
群
】
～
【
9
群
】
の
例
示
列
挙
に
該

当
し
な
い
そ
の
他
の
著
作
物
） 

【
1
群
】『
岩
崎
純
一
全
集
』
第
一
集
、
序
巻
～
第
九
十
九
巻
（
論
説
、
論
文
、

評
論
、
講
義
、
講
演
、
小
説
、
脚
本
そ
の
他
の
言
語
の
著
作
物
） 

【
2
群
】『
岩
崎
純
一
全
集
』
第
二
集
（
音
楽
の
著
作
物
） 

【
3
群
】『
岩
崎
純
一
全
集
』
第
三
集
（
舞
踊
又
は
無
言
劇
の
著
作
物
） 

【
4
群
】『
岩
崎
純
一
全
集
』
第
四
集
（
絵
画
、
版
画
、
彫
刻
そ
の
他
の
美
術
の

著
作
物
） 

【
5
群
】『
岩
崎
純
一
全
集
』
第
五
集
（
建
築
の
著
作
物
） 

【
6
群
】『
岩
崎
純
一
全
集
』
第
六
集
（
地
図
又
は
学
術
的
な
性
質
を
有
す
る
図

面
、
図
表
、
模
型
そ
の
他
の
図
形
の
著
作
物
） 

【
7
群
】『
岩
崎
純
一
全
集
』
第
七
集
（
映
画
の
著
作
物
） 

【
8
群
】『
岩
崎
純
一
全
集
』
第
八
集
（
写
真
の
著
作
物
） 

【
9
群
】『
岩
崎
純
一
全
集
』
第
九
集
（
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
著
作
物
） 

【
1
～
9
女
性
群
】
女
性
部
が
担
当
す
る
臨
時
ア
ー
カ
イ
ブ
（
女
性
編
纂
別
添

資
料
ア
ー
カ
イ
ブ
） 

  
 

第
三
部 

解
説 

 

● 
 

第
二
次
区
分
の
基
本
主
系
名
称
「
群
」
に
対
応
す
る
『
全
集
』
主
系
名
称
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を
「
集
」
と
い
う
。
こ
の
ほ
か
、
表
の
通
り
、
副
系
名
称
が
存
在
す
る
。 

● 
 

著
作
権
法
第
十
条
の
例
示
は
、
本
来
、
第
一
次
区
分
の
無
体
物
の
う
ち
の

著
作
物
（
が
有
体
物
に
化
体
し
た
場
合
）
の
そ
れ
で
あ
る
が
、IJ

C
A

に
お

い
て
は
、
著
作
物
で
な
い
有
体
物
（
製
作
物
）
の
分
類
に
も
、
便
宜
上
、
こ

の
例
示
の
分
類
法
を
借
用
し
た
も
の
で
あ
る
。 

● 
 

著
作
権
法
第
十
条
が
例
示
列
挙
で
あ
っ
て
限
定
列
挙
で
な
い
の
と
同
様
、

こ
の
第
二
次
区
分
も
例
示
列
挙
で
あ
っ
て
、【
1
群
】
～
【
9
群
】
の
例
示

列
挙
に
該
当
し
な
い
も
の
は
全
て
【
0
群
】
に
分
類
し
う
る
も
の
と
す
る
。

但
し
、【
0
群
】
の
肥
大
化
を
防
ぐ
た
め
、
可
能
な
限
り
【
1
群
】
～
【
9

群
】
の
う
ち
当
該
作
成
物
に
最
も
よ
く
近
似
す
る
も
の
に
分
類
す
る
。 

● 

【
9
系
】（
そ
の
他
の
有
体
物
ま
た
は
無
体
物
）
に
含
ま
れ
る
作
成
物
を
全

て
「
著
作
物
で
な
い
製
作
物
」
と
し
て
い
る
の
は
、
著
作
物
は
全
て
【
2
系
】、

【
4
系
】
、
【
6
系
】
、
【
8
系
】
の
い
ず
れ
か
に
分
類
さ
れ
、【
9
系
】
に

は
一
つ
も
含
ま
れ
な
い
こ
と
を
想
定
し
、
事
実
そ
の
よ
う
に
分
類
し
て
い
る

た
め
で
あ
る
。
従
っ
て
、
「
有
体
物
」
と
「
製
作
物
」
を
ほ
ぼ
同
義
と
定
義

す
る
限
り
、【
9
系
】
に
含
ま
れ
る
作
成
物
の
ほ
と
ん
ど
は
有
体
物
で
あ
る

と
言
え
る
が
、
著
作
物
で
な
い
（
製
作
物
で
あ
る
・
人
為
的
に
製
作
し
た
と

言
え
、
か
つ
、
有
体
物
に
化
体
す
る
）
無
体
物
（
例
え
ば
、
展
示
室
に
お
け

る
他
の
著
作
者
ら
の
著
作
物
の
配
置
・
配
列
そ
れ
自
体
等
）
も
【
9
系
】

に
含
め
る
た
め
、【
9
系
】
を
「
そ
の
他
の
有
体
物
ま
た
は
無
体
物
の
ア
ー

カ
イ
ブ
」
と
し
た
。 

● 
 

言
語
の
著
作
物
に
つ
い
て
は
、
岩
崎
の
そ
れ
は
小
説
、
脚
本
が
極
め
て
少

な
い
一
方
、
論
説
文
、
大
学
等
で
の
講
義
・
講
演
、
和
歌
・
詩
歌
作
品
が
多

い
た
め
、
著
作
権
法
の
例
示
表
記
か
ら
は
や
や
変
更
し
た
。 

● 
 

講
義
・
講
演
を
録
音
し
た
音
声
は
、【
1
群
】
に
含
め
る
。 

● 
 

楽
曲
を
伴
う
歌
詞
は
、【
1
群
】
に
含
め
る
。 

● 

【
2
群
】
に
は
、
言
語
活
動
に
よ
ら
な
い
音
声
（
音
楽
等
）
を
分
類
す
る
。

音
声
デ
ー
タ
で
あ
っ
て
も
、
言
語
活
動
に
よ
る
も
の
は
【
1
群
】
に
分
類

す
る
。 

● 
 

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
・
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ス
の
う
ち
、
幾
何
学
的
性
質
よ
り
も

美
術
的
性
質
を
有
す
る
も
の
は
、【
4
群
】
に
含
め
る
。 

● 
 

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
・
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ス
の
う
ち
、
フ
ォ
ン
ト
デ
ザ
イ
ン
や

ロ
ゴ
マ
ー
ク
な
ど
、
美
術
的
性
質
よ
り
も
幾
何
学
的
性
質
を
有
す
る
も
の
は
、

【
6
群
】
に
含
め
る
。 

● 
 

書
籍
・
刊
行
物
の
表
紙
や
チ
ラ
シ
・
ポ
ス
タ
ー
・
絵
画
画
像
を
ス
キ
ャ
ン

ま
た
は
撮
影
し
た
だ
け
の
デ
ー
タ
は
、
ス
キ
ャ
ン
ま
た
は
撮
影
を
し
た
者
の

写
真
の
著
作
物
と
は
見
な
さ
ず
、
依
然
と
し
て
そ
の
表
紙
や
絵
画
等
の
原
著

作
者
の
著
作
物
と
し
て
扱
い
、
ア
ー
カ
イ
ブ
上
も
原
著
作
物
の
形
態
に
従
っ

て
分
類
す
る
。 

● 
 

例
え
ば
、
建
築
家
（
Ａ
）
が
手
が
け
た
建
築
物
の
写
真
を
カ
メ
ラ
マ
ン
（
Ｂ
）

が
撮
影
し
、
デ
ザ
イ
ナ
ー
（
Ｃ
）
が
そ
の
写
真
を
背
景
に
し
て
書
籍
の
表
紙

を
制
作
し
、
出
版
社
（
Ｄ
）
が
（
Ｃ
）
か
ら
著
作
権
の
一
部
の
譲
渡
を
受
け

て
こ
の
書
籍
を
出
版
し
、
そ
の
購
入
者
・
書
店
主
（
Ｅ
）
が
、
こ
の
書
籍
の

紹
介
・
書
評
・
転
売
等
の
た
め
表
紙
を
ス
キ
ャ
ン
し
て
デ
ー
タ
化
し
、
岩
崎

に
対
し
当
該
デ
ー
タ
を
サ
イ
ト
に
ア
ッ
プ
ロ
ー
ド
し
て
ほ
し
い
旨
の
依
頼

及
び
デ
ー
タ
提
供
を
行
っ
た
場
合
、
岩
崎
はIJ

C
A

に
お
い
て
、
当
該
デ
ー
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タ
を
（
Ｃ
）
の
二
次
的
著
作
物
と
し
て
扱
う
。
こ
こ
に
お
い
て
「
二
次
的
著

作
物
」
で
あ
る
と
は
、
（
Ｄ
）
の
著
作
権
の
取
得
や
（
Ｅ
）
の
ス
キ
ャ
ン
行

為
・
デ
ー
タ
提
供
が
二
次
的
著
作
物
で
あ
る
の
で
は
な
く
（
こ
れ
を
（
Ｃ
）

の
著
作
物
と
見
な
す
の
で
は
な
く
）
、（
Ｄ
）
や
（
Ｅ
）
の
行
為
に
は
創
作
性

が
認
め
ら
れ
ず
、
（
Ｃ
）
に
よ
る
（
Ａ
）
や
（
Ｂ
）
の
著
作
物
の
二
次
的
な

編
集
行
為
が
創
作
的
で
あ
る
か
ら
、
（
Ｃ
）
の
二
次
的
著
作
物
で
あ
る
と
見

な
す
と
の
意
で
あ
る
。 

● 

【
女
性
群
】
に
つ
い
て
は
、【
女
性
系
】
の
解
説
を
見
よ
。 

 

但
し
、『
岩
崎
純
一
全
集
』（IJ

C
W

）
の
各
【
女
性
群
】
は
、
本
巻
及
び

第
六
巻
に
述
べ
る
通
り
、
著
作
権
の
全
部
が
岩
崎
に
譲
渡
さ
れ
た
著
作
物
か

ら
成
り
立
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
著
作
物
の
全
部
が
岩
崎
の
管
理
下
に

あ
り
、
こ
れ
を
担
当
す
る
女
性
部
の
設
置
の
機
会
は
極
め
て
限
ら
れ
て
い
る
。 
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第
四
部 

IJ
D

C

第
一
次
、
第
二
次
区
分
の
詳
細
分
類
表 

     

【
4
群
】
美
術 

【
3
群
】
身
体
動
作
、
舞

踊
、
無
言
劇 

【
2
群
】
音
声
、
音
楽 

【
1
群
】
言
語 

【
0
群
】
左
記
の
例
示
列

挙
に
該
当
し
な
い
も
の 

IJ
D

C

に
お
け
る 

作
成
物
の 

大
分
類 

IJ
D

C

の
群 

衣
服
・
服
飾
品
・
着
物
・
装
飾
品
・
家
具
・
食
器
・
文
具
等
及
び
そ
の
デ
ザ
イ
ン
等
、
量
産
可
能
で
、
工
業
上
の
利
用
可

能
性
が
あ
り
、
純
粋
美
術
と
認
め
ら
れ
な
い
も
の
。
（
判
例
上
の
「
応
用
美
術
」。
実
用
を
目
的
と
し
た
も
の
。） 

ほ
と
ん
ど
の
工
具
・
家
具
・
衣
服
等
。
自
作
パ
ソ
コ
ン
用
の
パ
ー
ツ
。
著
作
物
と
認
め
る
に
足
る
創
作
性
を
有
し
な
い
事

実
を
列
挙
し
た
編
集
物
や
芸
術
公
演
の
宣
伝
チ
ラ
シ
等
。
偉
人
の
製
作
者
に
よ
る
実
用
的
な
貴
重
製
品
、
典
礼
の
品
等
。

ト
レ
ー
ス
、
コ
ピ
ー
、
模
写
。
棋
譜
、
カ
ー
ド
ゲ
ー
ム
の
手
順
、
料
理
の
レ
シ
ピ
。
純
粋
美
術
と
同
視
で
き
る
場
合
に
の

み
、
著
作
物
へ
。 

創
作
性
な
き
動
作
や
既
存
の
歴
史
的
所
作
・
作
法
（
歩
行
、
着
座
、
正
座
、
茶
道
等
の
礼
儀
作
法
、
武
道
・
弓
道
等
の
技
・

技
術
）
、
ス
ポ
ー
ツ
の
ル
ー
ル
や
動
き
・
運
動
自
体
、
手
品
（
こ
れ
ら
の
創
作
的
な
解
説
書
は
、
著
作
物
の
定
義
を
満
た

す
た
め
著
作
物
へ
。
） 

笑
い
声
、
泣
き
声
、
文
法
・
文
脈
の
な
い
声
、
衝
撃
音
、
短
い
音
、
混
成
曲
・
メ
ド
レ
ー 

「
事
実
の
伝
達
に
す
ぎ
な
い
雑
報
及
び
時
事
の
報
道
」（
著
作
権
法
第
十
条
第
二
項
）
、
単
純
な
挨
拶
文
や
頭
語
・
時
候
の

挨
拶
・
結
び
の
挨
拶
・
結
語
等
の
定
型
文
、
格
言
・
こ
と
わ
ざ
、
国
・
自
治
体
・
公
人
・
公
務
員
の
公
式
発
表
・
声
明
・

通
達
・
議
事
録 

創
作
性
な
き
二
次
的
・
編
集
物
や
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
、
ア
イ
デ
ア
の
表
現
（
名
簿
、
住
所
録
、
電
話
帳
、
品
物
・
商
品
リ
ス

ト
、
駅
や
電
車
内
の
掲
示
ス
ペ
ー
ス
の
都
合
で
複
数
の
デ
ザ
イ
ン
が
あ
る
に
す
ぎ
な
い
路
線
図
、
独
創
性
な
き
地
図
・
白

地
図
や
日
本
史
・
世
界
史
年
表
） 

製
作
物
：
主
に
有
体
物
と
、
著
作
物
で
な
い
無
体
物
（【
1
系
】
、
【
3
系
】、
【
5
系
】
、【
7
系
】
）
及
び
【
9
系
】
。
純

粋
芸
術
で
な
く
応
用
的
・
実
用
的
な
性
質
又
は
量
産
可
能
な
性
質
を
有
す
る
も
の
（
実
用
品
、
日
用
品
、
製
品
）
や
、
思

想
又
は
感
情
が
創
作
的
に
表
現
さ
れ
て
い
な
い
も
の
（
単
純
な
製
作
物
、
事
実
の
列
挙
や
報
告
の
書
類
）
。 

※ 

電
気

エ
ネ
ル
ギ
ー
、
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
水
な
ど
を
用
い
て
作
成
し
た
物
は
、
こ
こ
に
含
め
る
。
（
管
理
可
能
性
説
） 

絵
画
、
版
画
、
彫
刻
そ
の
他
の
美
術
（
判
例
上
の
「
純
粋
美
術
」
。

鑑
賞
を
目
的
と
し
た
も
の
。
） 

偉
人
の
著
作
者
に
よ
る
絶
版
の
古
書
、
貴
重
書
、
典
籍
等
で
、

歴
史
的
価
値
が
高
く
、
復
刻
や
量
産
の
可
能
性
が
低
い
も
の
。

量
産
さ
れ
た
単
行
本
や
文
庫
・
新
書
は
含
め
な
い
。 

舞
踊
、
無
言
劇 

音
楽
（
編
曲
作
品
は
便
宜
上
、
二
次
的
・
編
集
著
作
物
と
せ
ず
、

こ
こ
へ
。
） 

小
説
、
脚
本
、
論
文
、
講
演 

二
次
的
著
作
物
、
編
集
著
作
物
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
著
作
物 

著
作
物
：
主
に
無
体
物
（【
2
系
】
、【
4
系
】、【
6
系
】、【
8

系
】
）
。
「
思
想
又
は
感
情
を
創
作
的
に
表
現
し
た
も
の
で
あ
っ

て
、
文
芸
、
学
術
、
美
術
又
は
音
楽
の
範
囲
に
属
す
る
も
の
」

（
著
作
権
法
第
二
条
第
一
項
第
一
号
）。 
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【
9
群
】
プ
ロ
グ
ラ
ム 

【
8
群
】
写
真 

【
7
群
】
映
像
、
映
画 

【
6
群
】
図
形 

【
5
群
】
建
造
物
、
建
築 

単
純
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
・
演
算
処
理
・
数
理
・
数
式 

既
存
の
書
籍
・
刊
行
物
の
表
紙
や
チ
ラ
シ
・
ポ
ス
タ
ー
・
絵
画
画
像
・
写
真
を
撮
影
し
た
写
真
や
ス
キ
ャ
ン 

既
存
の
映
像
、
映
画
を
撮
影
し
た
映
像
、
映
画 

極
め
て
単
純
な
画
像
（
一
色
ベ
タ
塗
り
の
画
像
、
単
純
な
幾
何
学
模
様
の
画
像
）
や
、
国
旗
・
国
章
、
市
町
村
旗
・
市
町

村
章
、
紋
章
・
家
紋
、
独
創
性
な
き
地
図
・
白
地
図
、
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
全
体
や
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ソ
フ
ト
の
ス
ク
リ
ー

ン
シ
ョ
ッ
ト
な
ど 

既
存
の
パ
ー
ツ
を
組
み
合
わ
せ
た
自
作
パ
ソ
コ
ン
、
そ
れ
ら
を
組
み
合
わ
せ
た
シ
ス
テ
ム
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
ほ
と
ん
ど

の
ビ
ル
・
マ
ン
シ
ョ
ン
・
住
宅
・
庭
そ
の
他
の
工
作
物
（
建
築
士
に
よ
る
も
の
）
、
中
・
大
型
の
工
業
製
品
、
重
機 

プ
ロ
グ
ラ
ム 

写
真 

映
画
（
映
像
、
動
画
等
、
呼
称
を
問
わ
ず
創
作
的
映
画
全
般
。） 

地
図
、
学
術
的
な
性
質
を
有
す
る
図
面
、
図
表
、
模
型
そ
の
他

の
図
形 

建
築
（
建
築
家
・
庭
師
等
が
手
が
け
た
創
作
的
な
建
築
・
庭
園

を
こ
こ
へ
。
中
・
大
規
模
な
美
術
も
こ
こ
へ
。） 
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第
五
部 

IJ
D

C

第
一
次
、
第
二
次
区
分
と
知
的
財
産
（
知
財
）
関
連
法
規
と
の
対
応
表 

    

IJ
D

C

の
分
類
先 

IJ
D

C

で
の
扱
い 

規
定
法
令 

所
管 

知
財
権
（
旧
知
的
所

有
権
、
青
は
知
財
四

権
、
旧
工
業
所
有
権
） 

経
産
省
の
二
大
分
類 

権
利
の
客
体
（
知
財

等
の
種
類
） 

知
的
財
産
（
知
財
）

の
大
分
類 

財
産
種
別 

項
目 

製
作
物
（
人
工

物
で
な
い
採
集

物
等
で
あ
る
旨

を
明
記
） 

有
体
物 

民
法
（
第
八
十

五
条
で
「
物
」

を
定
義
） 

法
務
省
民
事
局 

知
財
権
で
な
い

物
権
、
所
有
権 

知
財
で
な
い 

有
体
物
と
し
て

の
「
物
」（
知
財

で
な
い
） 

知
的
財
産
で
な

い
財
産
（
動
産
、

不
動
産
）：
自
然

物
全
般
、
土
地
、

山
林
、
河
川
、

岩
石
、
植
物
の

自
生
品
種
等 

製
作
物
（
美
術
、
建
造
物
、
図
形
、
プ

ロ
グ
ラ
ム
） 

無
体
物
だ
が
有
体
物
と
し
て
分
類 

特
許
法 

特
許
庁 

特
許
権 

産
業
財
産
権 

知
的
創
造
物
に
つ
い
て
の
権
利
等
（
創
作
意
欲
の
促
進
が
目
的
） 

特
許 

産
業
財
産 

発
明
、
考
案
、
植
物
の
新
品
種
、
意
匠
、
著
作
物
そ
の
他
の
人
間
の
創
造
的
活
動
に
よ
り
生
み

出
さ
れ
る
も
の
（
発
見
又
は
解
明
が
さ
れ
た
自
然
の
法
則
又
は
現
象
で
あ
っ
て
、
産
業
上
の
利

用
可
能
性
が
あ
る
も
の
を
含
む
。
） 

知
的
創
作
（
創
造
）
物
、
技
術
的
創
造
物
（
産
業
上
の
創
作
・
文
化
的
な
創
作
・
生
物
資
源
に

お
け
る
創
作
） 

知
的
財
産
（
知
的
財
産
基
本
法
第
二
条
）
、
財
産
的
価
値
の
あ
る
情
報
、
無
体
物
（
無
体
財
産
）
で
あ
り
な
が
ら
（
そ
の
創
造
が
相
当
に
難
し
く
、
一
方
で
そ
の
複
製
が
相
当
に
容
易
で
あ
る
が
た
め
に
）
あ

た
か
も
有
体
物
（
有
体
財
産
）
と
し
て
所
有
し
て
い
る
か
の
よ
う
に
そ
の
複
製
等
の
行
為
を
専
有
で
き
る
財
産 

実
用
新
案
法 

特
許
庁 

実
用
新
案
権 

実
用
新
案 

意
匠
法 

特
許
庁 

意
匠
権 

意
匠 

著
作
物 

無
体
物 

著

作

権

法 文
化
庁 

著
作
権 

著
作
物 

製
作
物
（
例
示
列

挙
に
該
当
し
な
い

も
の
、
図
形
、
プ

ロ
グ
ラ
ム
） 

無
体
物
だ
が
有
体
物
と
し
て
分
類 

半
導
体
集
積
回
路

の
回
路
配
置
に
関

す
る
法
律 

商
務
情
報
政
策
局 

回
路
配
置
利
用
権 

回
路
配
置 

製
作
物
（
例

示
列
挙
に
該

当
し
な
い
も

の
、
美
術
） 

種
苗
法 

農
林
水
産
省

食
料
産
業
局 

育
成
者
権 

育
成
（
植
物

の
新
品
種
） 

製
作
物
（
美

術
、
図
形
） 

商
標
法 

特
許
庁 

商
標
権 

産
業
財
産
権 

営
業
上
の
標
識
に
つ
い
て
の
権
利
等
（
使
用
者
の
信
用
維
持
が
目

的
） 

商
標 

産
業
財
産 

商
標
、
商
号
そ
の
他
事
業
活
動
に
用
い
ら
れ
る
商
品
又
は
役
務
を

表
示
す
る
も
の 

営
業
上
の
標
識
（
商
標
・
商
号
等
の
識
別
情
報
・
イ
メ
ー
ジ
等
を

含
む
商
品
形
態
） 

製
作
物

（

言

語
） 

商
法 

法
務
省

民
事
局 

商
号
権 

商
号 

製
作
物
（
言

語
、
美
術
、

図
形
） 

不
正
競
争

防
止
法 

経
済
産
業

政
策
局 

同
右 

商
品
等
表

示 

製
作
物
（
言
語
、
美

術
、
図
形
） 

特
定
農
林
水
産
物

等
の
名
称
の
保
護

に
関
す
る
法
律 

農
林
水
産
省
食
料

産
業
局 

同
右 

地
理
的
表
示
（
Ｇ

Ｉ
） 

製
作
物
（
言
語
、
音
声
、
図
形
、

映
像
、
写
真
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
） 

不
正
競
争
防
止
法 

経
済
産
業
政
策
局 

同
右 

知
的
創
造
物
に
つ
い
て
の
権
利

等
（
創
作
意
欲
の
促
進
が
目
的
） 

営
業
秘
密 

営
業
秘
密
そ
の
他
の
事
業
活
動

に
有
用
な
技
術
上
又
は
営
業
上

の
情
報 

営
業
上
・
技
術
上
の
ノ
ウ
ハ
ウ
な

ど
、
有
用
な
情
報 
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第
六
編 

第
三
次
区
分 

 
二
〇
一
八
年
三
月
二
十
六
日 

起
筆 

二
〇
一
八
年
三
月
三
十
一
日 

公
開 

二
〇
一
八
年
十
一
月
十
九
日 

更
新 

二
〇
一
九
年
三
月
二
十
三
日 

最
終
更
新 

  
 

第
一
部 

分
類
の
思
想 

 

IJ
D

C

の
第
三
次
及
び
第
四
次
区
分
は
、
様
々
な
学
問
の
分
類
法
及
び
図
書
分

類
法
を
参
考
に
し
て
編
み
出
さ
れ
た
、
岩
崎
純
一
の
学
術
活
動
に
最
も
適
し
た

独
自
の
学
問
・
図
書
分
類
法
で
あ
る
。
と
り
わ
け
、
言
語
・
図
書
資
料
（【
1
群
】）

の
集
合
体
で
あ
る
「
図
書
館
」
（IJ

A
L

）
に
で
は
な
く
、
岩
崎
の
著
作
物
資
料

の
集
合
体
で
あ
る
【
2
系
】
『
全
集
』
（IJ

C
W

）
に
最
適
化
さ
れ
た
分
類
で
あ

り
、
岩
崎
純
一
の
全
て
の
学
術
活
動
を
分
野
別
に
分
類
し
た
も
の
で
あ
る
と
言

え
る
。
岩
崎
純
一
以
外
の
製
作
者
の
製
作
物
、
著
作
者
の
著
作
物
の
第
三
次
、

第
四
次
区
分
も
、
こ
の
分
類
法
に
従
っ
て
分
類
さ
れ
る
。 

両
区
分
は
、
最
近
の
図
書
分
類
法
の
み
な
ら
ず
、
ジ
ャ
ッ
ク
・
ブ
リ
ュ
ネ
の

「
フ
レ
ン
チ
・
シ
ス
テ
ム
」
、
フ
ラ
ン
シ
ス
・
ベ
ー
コ
ン
や
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ハ
リ

ス
の
学
問
分
類
、
オ
ー
ギ
ュ
ス
ト
・
コ
ン
ト
の
社
会
発
展
論
な
ど
、
人
間
の
文

明
、
学
問
、
図
書
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
哲
学
、
価
値
規
範
、
体
系
を
参
照
し
て

構
築
し
た
も
の
で
あ
る
。 

両
区
分
の
思
想
の
詳
細
は
、
第
四
次
区
分
の
解
説
に
記
し
た
。 

 

第
二
部 

区
分
内
分
類 

  

第
二
次
区
分
の
う
ち
、【
2
系
】『
全
集
』
の
【
1
群
】
第
一
集
以
外
は
、
次

の
通
り
分
類
す
る
。 

【
0
類
】
有
体
物
ま
た
は
『
岩
崎
純
一
全
集
』
第
一
集
第
〇
束
、
序
巻
～
第
九
巻

「
序
説
、
総
記
」
全
十
巻
ま
た
は
第
一
集
以
外
の
無
体
物
に
利
用
し
た

も
の 

【
1
類
】『
岩
崎
純
一
全
集
』
第
一
集
第
一
束
、
第
十
巻
～
第
十
九
巻
「
人
文
科

学
（
一
）」
全
十
巻
に
利
用
し
た
も
の 

【
2
類
】『
岩
崎
純
一
全
集
』
第
一
集
第
二
束
、
第
二
十
巻
～
第
二
十
九
巻
「
人

文
科
学
（
二
）」
全
十
巻
に
利
用
し
た
も
の 

【
3
類
】『
岩
崎
純
一
全
集
』
第
一
集
第
三
束
、
第
三
十
巻
～
第
三
十
九
巻
「
社

会
科
学
（
一
）」
全
十
巻
に
利
用
し
た
も
の 

【
4
類
】『
岩
崎
純
一
全
集
』
第
一
集
第
四
束
、
第
四
十
巻
～
第
四
十
九
巻
「
社

会
科
学
（
二
）」
全
十
巻
に
利
用
し
た
も
の 

【
5
類
】『
岩
崎
純
一
全
集
』
第
一
集
第
五
束
、
第
五
十
巻
～
第
五
十
九
巻
「
科

学
技
術
、
産
業
（
一
）」
全
十
巻
に
利
用
し
た
も
の 

【
6
類
】『
岩
崎
純
一
全
集
』
第
一
集
第
六
束
、
第
六
十
巻
～
第
六
十
九
巻
「
科

学
技
術
、
産
業
（
二
）」
全
十
巻
に
利
用
し
た
も
の 

【
7
類
】『
岩
崎
純
一
全
集
』
第
一
集
第
七
束
、
第
七
十
巻
～
第
七
十
九
巻
「
芸

術
、
文
化
、
言
語
、
文
学
（
一
）」
全
十
巻
に
利
用
し
た
も
の 

【
8
類
】『
岩
崎
純
一
全
集
』
第
一
集
第
八
束
、
第
八
十
巻
～
第
八
十
九
巻
「
芸
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術
、
文
化
、
言
語
、
文
学
（
二
）」
全
十
巻
に
利
用
し
た
も
の 

【
9
類
】『
岩
崎
純
一
全
集
』
第
一
集
第
九
束
、
第
九
十
巻
～
第
九
十
九
巻
「
芸

術
、
文
化
、
言
語
、
文
学
（
三
）」
全
十
巻
に
利
用
し
た
も
の 

【
1
～
9
女
性
類
】
女
性
班
が
担
当
す
る
臨
時
ア
ー
カ
イ
ブ
（
女
性
編
纂
別
添

資
料
ア
ー
カ
イ
ブ
） 

  

第
二
次
区
分
の
う
ち
、【
2
系
】『
全
集
』
の
【
1
群
】
第
一
集
は
、
次
の
通

り
分
類
す
る
。 

【
0
類
】『
岩
崎
純
一
全
集
』
第
一
集
第
〇
束
、
序
巻
～
第
九
巻 

「
序
説
、
総
記
」
全
十
巻 

【
1
類
】『
岩
崎
純
一
全
集
』
第
一
集
第
一
束
、
第
十
巻
～
第
十
九
巻 

「
人
文
科
学
（
一
）」 

哲
学
、
宗
教
、
歴
史
、
地
理 

全
十
巻 

【
2
類
】『
岩
崎
純
一
全
集
』
第
一
集
第
二
束
、
第
二
十
巻
～
第
二
十
九
巻 

「
人
文
科
学
（
二
）」 

心
理
、
精
神
、
身
体
、
生
命
お
よ
び
倫
理
、
道
徳
、
人
間
学 

全
十

巻 

【
3
類
】『
岩
崎
純
一
全
集
』
第
一
集
第
三
束
、
第
三
十
巻
～
第
三
十
九
巻 

「
社
会
科
学
（
一
）」 

政
治
、
社
会
、
国
民
生
活 

全
十
巻 

【
4
類
】『
岩
崎
純
一
全
集
』
第
一
集
第
四
束
、
第
四
十
巻
～
第
四
十
九
巻 

「
社
会
科
学
（
二
）」 

個
人
・
自
然
人
と
国
家
内
人
間
集
団
・
共
同
体
お
よ
び
超
国
家
集
団 

全
十
巻 

【
5
類
】『
岩
崎
純
一
全
集
』
第
一
集
第
五
束
、
第
五
十
巻
～
第
五
十
九
巻 

「
科
学
技
術
、
産
業
（
一
）」 

形
式
科
学
、
自
然
科
学
、
応
用
科
学
、
産
業 

全
十
巻 

【
6
類
】『
岩
崎
純
一
全
集
』
第
一
集
第
六
束
、
第
六
十
巻
～
第
六
十
九
巻 

「
科
学
技
術
、
産
業
（
二
）」 

人
間
生
活
と
科
学
技
術
、
家
政
学
、
生
活
科
学 

全
十
巻 

【
7
類
】『
岩
崎
純
一
全
集
』
第
一
集
第
七
束
、
第
七
十
巻
～
第
七
十
九
巻 

「
芸
術
、
文
化
、
言
語
、
文
学
（
一
）」 

芸
術
、
文
化 

全
十
巻 

【
8
類
】『
岩
崎
純
一
全
集
』
第
一
集
第
八
束
、
第
八
十
巻
～
第
八
十
九
巻 

「
芸
術
、
文
化
、
言
語
、
文
学
（
二
）」 

言
語
、
言
語
学 

全
十
巻 

【
9
類
】『
岩
崎
純
一
全
集
』
第
一
集
第
九
束
、
第
九
十
巻
～
第
九
十
九
巻 

「
芸
術
、
文
化
、
言
語
、
文
学
（
三
）」 

文
学 

全
十
巻 

【
1
～
9
女
性
類
】
女
性
班
が
担
当
す
る
臨
時
ア
ー
カ
イ
ブ
（
女
性
編
纂
別
添

資
料
ア
ー
カ
イ
ブ
） 

  
 

第
三
部 

解
説 

 
● 

 
第
三
次
区
分
「
類
」
は
、
『
全
集
』
第
一
集
に
利
用
し
た
も
の
と
、
こ
れ

ら
を
利
用
し
た
『
全
集
』
第
一
集
自
体
の
、
整
合
性
の
あ
る
対
応
で
成
り
立
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っ
て
い
る
。 

● 
 

第
三
次
区
分
の
基
本
主
系
名
称
「
類
」
に
対
応
す
る
『
全
集
』
主
系
名
称

を
「
束
（
そ
く
）
」
と
い
う
。
こ
の
ほ
か
、
表
の
通
り
、
副
系
名
称
が
存
在

す
る
。 

● 

「
類
」
の
語
は
、N

D
C

か
ら
借
用
し
た
も
の
で
あ
り
、N

D
C

と
同
様
に

「
類
目
」
と
も
呼
ば
れ
る
。
第
三
次
区
分
は
、
『
全
集
』
第
一
集
の
み
な
ら

ず
、
あ
ら
ゆ
る
「
群
」
が
常
置
区
分
と
し
て
有
す
る
区
分
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

「
束
」
よ
り
も
「
類
」
が
多
用
さ
れ
る
傾
向
に
あ
る
。 

● 
 

第
三
次
区
分
に
お
け
る
「
利
用
」
と
は
、
文
中
で
の
紹
介
や
解
説
、
ま
た

は
、
著
作
権
法
に
定
め
ら
れ
る
「
引
用
」
で
あ
る
。 

● 
 

IJ
C

A

に
お
い
て
、『
全
集
』
以
外
の
も
の
が
全
て
『
全
集
』
に
「
利
用

し
た
も
の
」
と
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
の
は
、
こ
の
ア
ー
カ
イ
ブ
が
【
2
系
】

『
全
集
』
第
一
集
中
心
主
義
（
と
り
わ
け
【
2
系
1
群
】
中
心
主
義
）
を

採
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
り
、
な
お
か
つ
、
ア
ー
カ
イ
ブ
に
含
ま
れ
る
岩
崎
純

一
及
び
他
の
者
に
よ
る
全
て
の
製
作
物
及
び
著
作
物
は
、
第
一
集
で
実
際
に

引
用
等
に
よ
り
言
及
さ
れ
て
い
る
か
、
元
よ
り
言
及
す
る
可
能
性
の
高
い
も

の
の
み
を
ア
ー
カ
イ
ブ
に
収
録
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。 

今
後
も
、
ア
ー
カ
イ
ブ
に
収
録
し
た
も
の
は
、
原
則
と
し
て
そ
の
全
て
に

つ
い
て
『
全
集
』
で
言
及
す
る
も
の
と
す
る
。 

● 
 

第
一
次
区
分
で
も
述
べ
た
通
り
、【
0
系
】
の
文
書
は
【
2
系
1
群
0
類
】

の
文
書
そ
の
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
に
利
用
し
た
著
作
物
等
も
各
系
各
群
の

【
0
類
】
（
有
体
物
ま
た
は
『
岩
崎
純
一
全
集
』
第
一
集
「
序
説
、
総
記
」

全
十
巻
ま
た
は
第
一
集
以
外
の
無
体
物
に
利
用
し
た
も
の
）
に
含
ま
れ
る
。 

● 
 

主
に
「
引
用
」
の
形
で
利
用
さ
れ
る
も
の
は
、【
1
群
】、【
4
群
】、【
6

群
】、【
7
群
】
の
静
止
画
、【
8
群
】、【
9
群
】
の
文
字
列
な
ど
で
あ
る
。 

● 
 

そ
の
利
用
が
言
語
の
著
作
物
の
引
用
で
あ
る
場
合
は
、
引
用
し
た
側
の
著

作
物
（
主
に
第
一
集
）
に
引
用
さ
れ
た
そ
の
著
作
物
の
当
該
引
用
部
分
に
注

ま
た
は
脚
注
を
付
し
、
注
の
場
合
は
引
用
し
た
側
の
著
作
物
の
末
尾
に
、
脚

注
の
場
合
は
引
用
し
た
側
の
著
作
物
内
の
当
該
引
用
部
分
の
あ
る
ペ
ー
ジ

の
末
尾
に
、
そ
の
引
用
部
分
の
メ
タ
情
報
を
記
載
す
る
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の

引
用
部
分
を
有
す
る
引
用
さ
れ
た
著
作
物
は
、
引
用
文
献
と
し
て
参
考
文
献

の
一
部
に
位
置
付
け
、
可
能
な
限
り
、
引
用
・
参
考
文
献
内
と
し
て
末
尾
に

再
記
載
す
る
。 

● 
 

そ
の
利
用
が
言
語
の
著
作
物
の
参
考
で
あ
る
場
合
は
、
参
考
し
た
側
の
著

作
物
（
主
に
第
一
集
）
の
最
後
に
、
参
考
さ
れ
た
文
献
を
参
考
文
献
と
し
て
、

そ
の
メ
タ
情
報
を
記
載
す
る
。 

● 
 

そ
の
利
用
が
画
像
等
の
引
用
で
あ
る
場
合
は
、
原
則
と
し
て
、
引
用
し
た

側
の
著
作
物
に
引
用
さ
れ
た
そ
の
画
像
等
の
横
や
下
に
、
そ
の
画
像
等
の
メ

タ
情
報
を
記
載
し
、
画
像
等
の
名
称
部
分
を
二
重
山
括
弧
《 

》
で
括
る
。 

● 
 

岩
崎
自
身
の
著
作
物
を
利
用
す
る
場
合
は
、
メ
タ
情
報
を
付
さ
な
い
こ
と

が
あ
る
。 

● 
 

複
数
箇
所
に
利
用
し
た
被
引
用
作
成
物
は
、
こ
の
利
用
回
数
が
最
多
で
あ

る
利
用
側
の
作
成
物
に
対
応
す
る
ア
ー
カ
イ
ブ
（
例
：
第
一
集
の
人
文
科
学

（
一
）
へ
の
引
用
回
数
が
最
多
な
ら
ば
、
「
人
文
科
学
（
一
）
に
利
用
し
た

も
の
」）
に
分
類
す
る
。 

● 
 

本
文
（
言
語
部
分
）
と
画
像
等
と
を
セ
ッ
ト
で
制
作
し
た
著
作
物
で
、
本
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文
と
画
像
等
と
を
分
か
ち
が
た
く
、
本
文
中
に
組
み
込
む
ほ
か
な
い
画
像
等

は
、
本
文
に
ま
と
め
て
言
語
の
著
作
物
に
分
類
す
る
。 

● 
 

な
お
、
日
本
図
書
コ
ー
ド
（
日
本
十
進
分
類
法
が
借
用
さ
れ
て
い
る
）
な

ど
、
学
問
・
図
書
の
純
粋
分
類
の
研
究
よ
り
も
書
籍
販
売
を
目
的
と
し
た
分

類
に
つ
い
て
は
、IJ

D
C

の
思
想
と
こ
れ
ら
の
思
想
と
の
齟
齬
が
大
き
く
、

あ
く
ま
で
も
参
考
に
と
ど
め
た
。 

日
本
図
書
コ
ー
ド
の
場
合
、
第
一
桁
目
に
販
売
対
象
に
よ
る
分
類
、
第
二

桁
目
に
形
態
に
よ
る
分
類
を
置
い
て
い
る
。
読
者
の
高
い
教
養
と
品
位
を
前

提
と
し
て
要
望
し
、
学
術
分
野
別
分
類
を
最
重
視
し
て
い
るIJ

D
C

と
は
思

想
が
逆
転
し
て
い
る
た
め
、IJ

D
C

に
は
取
り
入
れ
な
か
っ
た
。 

● 

【
女
性
類
】
に
つ
い
て
は
、【
女
性
系
】
の
解
説
を
見
よ
。 
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第
四
部 

IJ
D

C

第
三
次
区
分
と
既
存
の
図
書
分
類
法
の
比
較
表 

 

   

9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 種
類 

利
用
状
況 

分
類
法 

芸
術
、
文
化
、
言
語
、
文
学
（
三
） 

芸
術
、
文
化
、
言
語
、
文
学
（
二
） 

芸
術
、
文
化
、
言
語
、
文
学
（
一
） 

科
学
技
術
、
産
業
（
二
） 

科
学
技
術
、
産
業
（
一
） 

社
会
科
学
（
二
） 

社
会
科
学
（
一
） 

人
文
科
学
（
二
） 

人
文
科
学
（
一
） 

序
説
、
総
記 

十
進
法
。
学
問
、
図
書
、
ア
ー
カ
イ

ブ
の
総
合
分
類
。 

IJ
C

A

の
み 

岩
崎
式
十
進
分
類
法 

(IJ
D

C
,2

0
1
8
) 

文
学 

言
語 

芸
術 

産
業 

技
術 

自
然
科
学 

社
会
科
学 

歴
史
・
地
理 

哲
学
・
宗
教 

総
記 

十
進
法
。
図
書
分

類
。 

日
本
で
広
く
普
及 

日
本
十
進
分
類
法 

新
訂
十
版 

(N
D

C
,2

0
1
4
) 

地
理
、
伝
記
、
歴
史 

言
語
、
文
学 

芸
術 

応
用
科
学
、
医
学
、
工
学 

自
然
科
学
、
数
学 

（
未
定
義
） 

社
会
科
学 

宗
教
、
神
学 

哲
学
、
心
理
学 

序
説
（
総
記
） 

十
進
法
。
図
書
分
類
。 

世
界
で
広
く
普
及 

国
際
十
進
分
類
法 

日
本
語
中
間
版
第
三
版 

(U
D

C
,1

9
9
4
) 

地
理
、
歴
史 

文
学 

芸
術 

技
術 

純
粋
科
学 

言
語 

社
会
科
学 

宗
教 

哲
学 

総
記 

十
進
法
。
図
書
分

類
。 

世
界
で
広
く
普
及 

デ
ュ
ー
イ
十
進
分

類
法 

(D
D

C
,2

0
1
2
) 

Z
図
書
学 

Y
文
学 

X
言
語 

V-

W
芸
術 

R-

U
技
術 

L-

Q
自
然
科
学 

H-

K
社
会
科
学 

E-

G
歴
史
諸
科
学 

B-

D
哲
学
、
宗
教 

A
総
記 

ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
式
。
図
書

分
類
。 

衰
退
し
た
がN

D
C

が
模
倣 

展
開
分
類
法 

(E
C

,1
9
1
1
) 

U-

Z
そ
の
他
形
態
分
類 

M-

S
科
学
技
術 

K
芸
術
・
言
語
・
文
学 

H
哲
学
・
宗
教 

G
歴
史
・
地
理 

F
教
育 

E
社
会
・
労
働 

D
経
済
・
産
業 

B-

C
議
会
・
法
令
資
料 

A
政
治
・
法
律
・
行
政 

ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
式
。
図

書
分
類
。 

大
学
図
書
館
も
採
用 

国
立
国
会
図
書
館
分
類
表 

(N
D

L
C

,2
0
1
7
) 
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第
七
編 

第
四
次
区
分 

 
二
〇
一
八
年
三
月
二
十
六
日 

起
筆 

二
〇
一
八
年
三
月
三
十
一
日 

公
開 

二
〇
一
八
年
十
一
月
二
十
二
日 

更
新 

二
〇
一
九
年
十
二
月
十
六
日 

最
終
更
新 

  
 

第
一
部 

分
類
の
思
想 

  
IJ

D
C

の
第
四
次
区
分
の
分
類
の
基
本
思
想
は
、
第
三
次
区
分
の
分
類
の
思
想

に
記
し
た
通
り
で
あ
る
。
第
四
次
区
分
は
、
【
2
系
1
群
】
の
み
が
有
す
る
。 

 

第
二
部 

区
分
内
分
類 

 

【
2
系
1
群
0
類
】
序
説
、
総
記 

（
横
線
部
は
、
研
究
所
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
総
合
案
内
【
0
系
】
と
し
て
の
メ
ニ

ュ
ー
の
タ
イ
ト
ル
で
あ
る
。） 

 

【
0
綱
】
岩
崎
純
一
総
合
ア
ー
カ
イ
ブ
・『
岩
崎
純
一
全
集
』・
岩
崎
純
一
学
術
研

究
所
・
岩
崎
式
十
進
分
類
法
に
関
す
る
序
説
、
学
問
及
び
図
書
の
分
類
、

個
人
の
知
的
作
業
の
図
書
館
情
報
学
・
資
料
組
織
論
に
基
づ
く
体
系

化
・
組
織
化
の
追
究 

【
0
系
0
群
】
岩
崎
純
一
総
合
ア
ー
カ
イ
ブ
（IJ

C
A

）
、
『
岩
崎
純
一
全
集
』

（IJ
C

W

）、
岩
崎
純
一
学
術
研
究
所
（IJ

A
I

）、
岩
崎
式
十
進
分
類
法

（IJ
D

C

）
に
つ
い
て 

 

：
序
巻 

【
1
綱
】
岩
崎
純
一
の
略
歴
、
年
譜
、
活
動
総
覧
及
び
そ
の
学
術
の
大
観 

【
0
系
1
群
】
岩
崎
純
一
に
つ
い
て
、
メ
ー
ル
宛
先 

 

：
第
一
巻 

【
2
綱
】
岩
崎
純
一
（
著
者
、
総
合
編
纂
者
）、
岩
崎
純
一
学
術
研
究
所
及
び
『
岩

崎
純
一
全
集
』
編
纂
局
に
関
す
る
序
説 

【
0
系
2
群
】
研
究
所
の
仕
組
み 

 

：
第
二
巻 

【
3
綱
】
岩
崎
純
一
の
活
動
に
関
わ
る
協
力
者
、
参
加
者
に
関
す
る
序
説 

【
0
系
3
群
】
岩
崎
へ
の
協
力
者
の
皆
様
へ
（『
全
集
』
へ
の
ご
協
力
な
ど
） 

 

：
第
三
巻 

【
4
綱
】
岩
崎
純
一
の
活
動
に
関
わ
る
協
力
要
請
者
、
研
究
者
、
実
験
実
施
者
、

出
版
者
に
関
す
る
序
説 

【
0
系
4
群
】
岩
崎
へ
の
協
力
要
請
者
の
皆
様
へ
（
大
学
等
の
講
義
、
実
験
協

力
、『
全
集
』
の
一
部
刊
行
の
ご
依
頼
な
ど
） 

 

：
第
四
巻 

【
5
綱
】
岩
崎
純
一
の
著
作
物
の
利
用
者
及
び
岩
崎
へ
の
情
報
提
供
者
、
相
談
者

に
関
す
る
序
説 

【
0
系
5
群
】
岩
崎
の
著
作
物
の
利
用
者
の
皆
様
へ
（
引
用
・
頒
布
方
法
な
ど
） 

 

：
第
五
巻 

【
6
綱
】
岩
崎
純
一
総
合
ア
ー
カ
イ
ブ
及
び
『
岩
崎
純
一
全
集
』
の
編
纂
方
針
と
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提
供
方
法 

【
0
系
6
群
】
ア
ー
カ
イ
ブ
の
編
纂
方
針
及
び
提
供
方
法 

 

：
第
六
巻 

【
7
綱
】
電
磁
気
的
技
術
・
情
報
通
信
技
術
に
よ
る
岩
崎
純
一
総
合
ア
ー
カ
イ
ブ

の
管
理
と
提
供
活
動
、
個
人
ア
ー
カ
イ
ブ
・
個
人
の
知
的
作
業
（
知
的

財
産
・
著
作
物
）
の
体
系
化
・
組
織
化
へ
の
計
算
機
科
学
・
情
報
科
学
・

情
報
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
の
応
用 

【
0
系
7
群
】
ア
ー
カ
イ
ブ
の
提
供
シ
ス
テ
ム
の
仕
組
み 

 

：
第
七
巻 

【
8
綱
】
ア
ー
カ
イ
ブ
・『
全
集
』
編
纂
開
始
以
前
の
岩
崎
純
一
の
活
動
総
覧
と

そ
の
知
的
作
業
の
基
本
構
造
、
人
間
の
知
識
・
学
問
・
文
明
・
文
化
の

基
礎 

【
0
系
8
群
】
ア
ー
カ
イ
ブ
以
前
の
歴
史 

 

：
第
八
巻 

【
9
綱
】
ア
ー
カ
イ
ブ
・『
全
集
』
編
纂
開
始
以
後
の
岩
崎
純
一
の
活
動
総
覧
と

知
的
作
業
の
組
織
化
の
方
法
論
、
個
人
ア
ー
カ
イ
ブ
の
可
能
性
、
個
人

の
神
格
化
と
宗
教
、
人
間
の
私
情
と
社
会
通
念
・
遵
法
精
神
、
特
殊
知

性
へ
の
畏
敬 

【
0
系
9
群
】
ア
ー
カ
イ
ブ
以
後
の
歴
史 

 

：
第
九
巻 

【
1
～
9
女
性
綱
】
女
性
係
が
担
当
す
る
臨
時
ア
ー
カ
イ
ブ
（
女
性
編
纂
別
添

資
料
ア
ー
カ
イ
ブ
） 

 

：
序
巻
～
第
九
巻
内 

  

【
2
系
1
群
1
類
】
人
文
科
学
（
一
） 

 

【
0
綱
】
哲
学
、
宗
教
、
歴
史
、
地
理
の
序
説
、
総
記 

：
第
十
巻 

【
1
綱
】
西
洋
哲
学
、
ア
ブ
ラ
ハ
ム
の
宗
教
お
よ
び
西
洋
史
、
西
洋
の
地
理 

：
第
十
一
巻 

【
2
綱
】
東
洋
思
想
、
非
西
洋
思
想
、
イ
ン
ド
宗
教
、
東
ア
ジ
ア
宗
教
、
非
西
洋

宗
教
お
よ
び
東
洋
史
、
非
西
洋
史
、
東
洋
お
よ
び
非
西
洋
の
地
理 

：
第
十
二
巻 

【
3
綱
】
日
本
思
想
、
日
本
の
仏
教
、
日
本
神
話
・
神
道
お
よ
び
日
本
史
、
日
本

の
地
理
（
一
） 

：
第
十
三
巻 

【
4
綱
】
日
本
思
想
、
日
本
の
仏
教
、
日
本
神
話
・
神
道
お
よ
び
日
本
史
、
日
本

の
地
理
（
二
） 

：
第
十
四
巻 

【
5
綱
】
日
本
思
想
、
日
本
の
仏
教
、
日
本
神
話
・
神
道
お
よ
び
日
本
史
、
日
本

の
地
理
（
三
） 

：
第
十
五
巻 

【
6
綱
】
世
界
お
よ
び
日
本
の
新
宗
教
、
神
秘
思
想
、
超
心
理
学
、
神
道
霊
学
、

秘
教
神
道
（
一
） 

【
第
十
六
巻 
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【
7
綱
】
世
界
お
よ
び
日
本
の
新
宗
教
、
神
秘
思
想
、
超
心
理
学
、
神
道
霊
学
、

秘
教
神
道
（
二
） 

：
第
十
七
巻 

【
8
綱
】
民
俗
学
、
民
族
学
、
文
化
人
類
学
、
文
明
・
宗
教
の
発
祥
・
展
開
と
人

間
の
発
達
（
一
） 

：
第
十
八
巻 

【
9
綱
】
民
俗
学
、
民
族
学
、
文
化
人
類
学
、
文
明
・
宗
教
の
発
祥
・
展
開
と
人

間
の
発
達
（
二
） 

：
第
十
九
巻 

【
1
～
9
女
性
綱
】
女
性
係
が
担
当
す
る
臨
時
ア
ー
カ
イ
ブ
（
女
性
編
纂
別
添

資
料
ア
ー
カ
イ
ブ
） 

：
第
十
巻
～
第
十
九
巻
内 

  

【
2
系
1
群
2
類
】
人
文
科
学
（
二
） 

 

【
0
綱
】
心
理
、
精
神
、
身
体
、
生
命
お
よ
び
倫
理
、
道
徳
、
人
間
学
の
序
説
、

総
記 

 

：
第
二
十
巻 

【
1
綱
】
心
理
、
精
神
、
身
体
、
生
命
お
よ
び
倫
理
、
道
徳
、
人
間
学
（
一
） 

器
質
、
認
知
、
記
憶
、
見
当
識 

 

：
第
二
十
一
巻 

【
2
綱
】
心
理
、
精
神
、
身
体
、
生
命
お
よ
び
倫
理
、
道
徳
、
人
間
学
（
二
） 

化
学
物
質
と
精
神 

 

：
第
二
十
二
巻 

【
3
綱
】
心
理
、
精
神
、
身
体
、
生
命
お
よ
び
倫
理
、
道
徳
、
人
間
学
（
三
） 

精
神
の
統
合
と
失
調 

 

：
第
二
十
三
巻 

【
4
綱
】
心
理
、
精
神
、
身
体
、
生
命
お
よ
び
倫
理
、
道
徳
、
人
間
学
（
四
） 

気
分
、
情
緒
、
不
安
、
恐
怖
、
観
念
、
身
体
化
、
自
我
、
転
換
、
社

会
適
応 

 

：
第
二
十
四
巻 

【
5
綱
】
心
理
、
精
神
、
身
体
、
生
命
お
よ
び
倫
理
、
道
徳
、
人
間
学
（
五
） 

衣
食
住
、
睡
眠
・
夢
と
覚
醒 

 

：
第
二
十
五
巻 

【
6
綱
】
心
理
、
精
神
、
身
体
、
生
命
お
よ
び
倫
理
、
道
徳
、
人
間
学
（
六
） 

人
格
、
人
間
性
、
犯
罪
心
理 

 

：
第
二
十
六
巻 

【
7
綱
】
心
理
、
精
神
、
身
体
、
生
命
お
よ
び
倫
理
、
道
徳
、
人
間
学
（
七
） 

性
、
性
別
、
性
機
能
、
リ
ビ
ド
ー
、
性
愛
、
性
倫
理 

 

：
第
二
十
七
巻 

【
8
綱
】
心
理
、
精
神
、
身
体
、
生
命
お
よ
び
倫
理
、
道
徳
、
人
間
学
（
八
） 

知
性
、
知
能
、
発
達
、
学
習
、
小
児
期
、
青
年
期 

 
：
第
二
十
八
巻 

【
9
綱
】
心
理
、
精
神
、
身
体
、
生
命
お
よ
び
倫
理
、
道
徳
、
人
間
学
（
九
） 

心
理
お
よ
び
精
神
に
関
わ
る
身
体
症
状
・
障
害
、
神
経
系
疾
患
、
先
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天
奇
形 

 
：
第
二
十
九
巻 

【
1
～
9
女
性
綱
】
女
性
係
が
担
当
す
る
臨
時
ア
ー
カ
イ
ブ
（
女
性
編
纂
別
添

資
料
ア
ー
カ
イ
ブ
） 

 

：
第
二
十
巻
～
第
二
十
九
巻
内 

  

【
2
系
1
群
3
類
】
社
会
科
学
（
一
） 

 

【
0
綱
】
政
治
、
社
会
、
国
民
生
活
の
序
説
、
総
記 

 

：
第
三
十
巻 

【
1
綱
】
世
界
の
国
家
形
態
と
地
政
学
お
よ
び
日
本
の
国
体
（
憲
法
、
天
皇
、
主

権
者
た
る
日
本
国
民
）
と
地
政
学
（
日
本
列
島
、
日
本
海
）、
国
体
論 

 

：
第
三
十
一
巻 

【
2
綱
】
各
国
お
よ
び
日
本
の
国
情
（
系
譜
、
家
史
、
民
族
、
人
口
、
世
代
、
性

別
、
格
差
、
統
計
） 

 

：
第
三
十
二
巻 

【
3
綱
】
政
治
、
法
律
、
国
家
公
安
組
織
、
汚
職
、
国
家
犯
罪
、
社
会
体
制
、
保

守
と
革
新 

 

：
第
三
十
三
巻 

【
4
綱
】
国
防
、
軍
事
、
安
全
保
障
、
戦
争
、
テ
ロ
リ
ズ
ム
、
戦
史
、
外
交
、
条

約
、
国
際
問
題
、
国
難 

 

：
第
三
十
四
巻 

【
5
綱
】
社
会
、
国
民
生
活
（
一
） 

犯
罪
、
事
件 

 

：
第
三
十
五
巻 

【
6
綱
】
社
会
、
国
民
生
活
（
二
） 

自
然
災
害
、
人
災
、
交
通
事
故
、
原
発
事
故
、
医
療
事
故 

 

：
第
三
十
六
巻 

【
7
綱
】
社
会
、
国
民
生
活
（
三
） 

労
働
、
納
税
、
社
会
保
障
、
労
働
災
害
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、
過
労
死
・

自
殺 

 

：
第
三
十
七
巻 

【
8
綱
】
社
会
、
国
民
生
活
（
四
） 

教
育
、
社
会
規
範
、
人
権
意
識
、
差
別
、
虐
待
、
い
じ
め 

 

：
第
三
十
八
巻 

【
9
綱
】
社
会
、
国
民
生
活
（
五
） 

風
俗
習
慣
、
冠
婚
葬
祭
、
年
中
行
事
、
風
潮
、
流
行
、
国
民
性
、
都

道
府
県
民
性 

 

：
第
三
十
九
巻 

【
1
～
9
女
性
綱
】
女
性
係
が
担
当
す
る
臨
時
ア
ー
カ
イ
ブ
（
女
性
編
纂
別
添

資
料
ア
ー
カ
イ
ブ
） 

 

：
第
三
十
巻
～
第
三
十
九
巻 

  

【
2
系
1
群
4
類
】
社
会
科
学
（
二
） 
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【
0
綱
】
個
人
・
自
然
人
と
国
家
内
人
間
集
団
・
共
同
体
お
よ
び
超
国
家
集
団
の

序
説
、
総
記 

 

：
第
四
十
巻 

【
1
綱
】
個
人
・
自
然
人
と
国
家
内
人
間
集
団
・
共
同
体
（
結
社
、
民
法
上
の
組

合
、
任
意
団
体
、
法
人
お
よ
び
権
利
能
力
） 

 

：
第
四
十
一
巻 

【
2
綱
】
個
人
・
自
然
人
・
人
間
個
体
・
細
胞
組
織
、
社
会
契
約
説
と
国
家
有
機

体
説
、
資
本
主
義
と
社
会
・
共
産
主
義 

 

：
第
四
十
二
巻 

【
3
綱
】
個
人
・
自
然
人
と
国
家
内
生
殖
的
結
束
人
間
集
団
・
共
同
体
（
恋
愛
、

性
愛
、
男
女
、
家
族
の
う
ち
の
夫
婦
） 

 

：
第
四
十
三
巻 

【
4
綱
】
個
人
・
自
然
人
と
国
家
内
血
縁
人
間
集
団
・
共
同
体
（
家
族
の
う
ち
の

親
子
、
兄
弟
姉
妹
、
親
類
、
家
系
、
一
族
） 

 

：
第
四
十
四
巻 

【
5
綱
】
個
人
・
自
然
人
と
国
家
内
地
縁
人
間
集
団
・
共
同
体
（
村
落
、
町
内
会
、

地
域
社
会
、
友
人
、
学
級
、
学
年
、
部
族
、
民
族
、
外
国
人
街
、
国
民
） 

 

：
第
四
十
五
巻 

【
6
綱
】
個
人
・
自
然
人
と
国
家
内
思
想
的
結
束
人
間
集
団
・
共
同
体
（
営
利
企

業
・
会
社
、
宗
教
団
体
、
思
想
団
体
、
政
党
、
政
治
団
体
、
暴
力
団
、

人
権
団
体
、
女
性
団
体
、L

G
B

T

団
体
、
人
工
言
語
共
同
体
） 

 

：
第
四
十
六
巻 

【
7
綱
】
個
人
・
自
然
人
と
国
家
内
の
国
家
破
壊
・
転
覆
ま
た
は
新
国
家
樹
立
画

策
人
間
集
団
・
共
同
体
（
破
壊
活
動
団
体
、
国
内
テ
ロ
リ
ズ
ム
、
原
始

共
産
・
無
政
府
・
農
本
主
義
団
体
） 

 

：
第
四
十
七
巻 

【
8
綱
】
個
人
・
自
然
人
と
超
国
家
集
団
・
広
域
共
同
体
お
よ
び
宇
宙
進
出
（
国

際
機
関
、
国
連
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
軍
事
同
盟
、
世
界
テ
ロ
リ
ズ
ム
、

世
界
政
府
、
国
際
言
語
共
同
体
、
超
地
球
共
同
体
、
宇
宙
都
市
） 

 

：
第
四
十
八
巻 

【
9
綱
】
個
人
・
自
然
人
と
財
産
集
合
体
（
財
団
、
資
産
、
私
有
財
産
、
公
有
財

産
、
国
庫
、
国
有
財
産
、
動
産
、
不
動
産
、
知
的
財
産
、
遺
産
） 

 

：
第
四
十
九
巻 

【
1
～
9
女
性
綱
】
女
性
係
が
担
当
す
る
臨
時
ア
ー
カ
イ
ブ
（
女
性
編
纂
別
添

資
料
ア
ー
カ
イ
ブ
） 

 

：
第
四
十
巻
～
第
四
十
九
巻 

  

【
2
系
1
群
5
類
】
科
学
技
術
、
産
業
（
一
） 

 

【
0
綱
】
形
式
科
学
、
自
然
科
学
、
応
用
科
学
、
産
業
の
序
説
、
総
記 

 

：
第
五
十
巻 

【
1
綱
】
形
式
科
学
お
よ
び
自
然
科
学
（
数
学
、
物
理
学
、
化
学
、
宇
宙
科
学
、

地
球
科
学
、
生
物
学
） 

 

：
第
五
十
一
巻 



『岩崎純一全集』序巻「序説、総記（序）」 

71 

 

【
2
綱
】
農
林
水
産
学
お
よ
び
第
一
次
産
業
（
農
林
水
産
業
） 

 
：
第
五
十
二
巻 

【
3
綱
】
工
学
お
よ
び
第
二
次
産
業
（
工
業
、
建
設
、
製
造
、
公
害
） 

 

：
第
五
十
三
巻 

【
4
綱
】
商
学
・
経
済
学
お
よ
び
第
三
次
産
業
（
商
業
、
運
輸
、
交
通
、
観
光
事

業
） 

 

：
第
五
十
四
巻 

【
5
綱
】
医
学
・
生
理
学
・
薬
学
お
よ
び
医
療
、
保
健
、
薬
物 

 

：
第
五
十
五
巻 

【
6
綱
】
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
、
情
報
技
術
、
電
気
通
信
産
業
、
情
報
産
業
、
バ
ー

チ
ャ
ル
リ
ア
リ
テ
ィ
、
メ
タ
バ
ー
ス 

 

：
第
五
十
六
巻 

【
7
綱
】
経
済
、
財
政
、
通
貨
、
貿
易
、
土
地
、
資
源
、
企
業
経
営 

 

：
第
五
十
七
巻 

【
8
綱
】
人
間
の
欲
望
と
科
学
技
術
（
一
）
国
土
計
画
、
宇
宙
開
発
、
国
家
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
、
世
界
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
電
子
国
土
、
仮
想
共
同
体
、
仮
想

通
貨 

 

：
第
五
十
八
巻 

【
9
綱
】
人
間
の
欲
望
と
科
学
技
術
（
二
）
人
間
工
学
、
人
類
学
、
ヒ
ル
ベ
ル
ト

計
画
、
遺
伝
子
操
作
、
ニ
ュ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
、
神
へ
の
侵
犯
、
科
学
の

捏
造
、
科
学
の
矛
盾
、
直
観
主
義 

 

：
第
五
十
九
巻 

【
1
～
9
女
性
綱
】
女
性
係
が
担
当
す
る
臨
時
ア
ー
カ
イ
ブ
（
女
性
編
纂
別
添

資
料
ア
ー
カ
イ
ブ
） 

 

：
第
五
十
巻
～
第
五
十
九
巻 

  

【
2
系
1
群
6
類
】
科
学
技
術
、
産
業
（
二
） 

 

【
0
綱
】
人
間
生
活
と
科
学
技
術
、
家
政
学
、
生
活
科
学
の
序
説
、
総
記 

 

：
第
六
十
巻 

【
1
綱
】
人
間
生
活
と
科
学
技
術
、
家
政
学
、
生
活
科
学
（
一
） 

算
数
、
物
品
の
使
用
と
整
理
、
生
活
リ
ズ
ム
と
時
計
時
間
、
暦
法
、

天
体
観
測 

 

：
第
六
十
一
巻 

【
2
綱
】
人
間
生
活
と
科
学
技
術
、
家
政
学
、
生
活
科
学
（
二
） 

食
生
活
、
栄
養
、
飢
餓
、
家
庭
菜
園
、
農
園 

 

：
第
六
十
二
巻 

【
3
綱
】
人
間
生
活
と
科
学
技
術
、
家
政
学
、
生
活
科
学
（
三
） 

家
具
調
度
、
日
曜
大
工
・D

IY

、
住
居
、
家
屋
、
集
合
住
宅
、
イ
ン

フ
ラ
設
備 

 

：
第
六
十
三
巻 

【
4
綱
】
人
間
生
活
と
科
学
技
術
、
家
政
学
、
生
活
科
学
（
四
） 

サ
ー
ビ
ス
利
用
、
イ
ン
フ
ラ
利
用
、
旅
客
交
通
、
旅
行
、
観
光 

 

：
第
六
十
四
巻 

【
5
綱
】
人
間
生
活
と
科
学
技
術
、
家
政
学
、
生
活
科
学
（
五
） 
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通
院
、
入
退
院
、
家
庭
衛
生
、
生
理
現
象
、
健
康
、
理
容
、
美
容 

 
：
第
六
十
五
巻 

【
6
綱
】
人
間
生
活
と
科
学
技
術
、
家
政
学
、
生
活
科
学
（
六
） 

パ
ソ
コ
ン
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
運
営
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
ク
ラ
ウ
ド
・

コ
ン
ピ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ
、
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク 

 

：
第
六
十
六
巻 

【
7
綱
】
人
間
生
活
と
科
学
技
術
、
家
政
学
、
生
活
科
学
（
七
） 

家
庭
経
済
、
家
計
、
家
事
、
貧
困
、
父
子
・
母
子
家
庭
、
養
子
・
里

子
・
孤
児 

 

：
第
六
十
七
巻 

【
8
綱
】
人
間
生
活
と
科
学
技
術
、
家
政
学
、
生
活
科
学
（
八
）
科
学
技
術
と
社

会
問
題
・
生
活
ト
ラ
ブ
ル
（
一
） 

科
学
の
利
便
性
、
人
間
生
活
の
変
化
、
少
子
・
高
齢
・
晩
婚
・
非
婚

化 

 

：
第
六
十
八
巻 

【
9
綱
】
人
間
生
活
と
科
学
技
術
、
家
政
学
、
生
活
科
学
（
九
）
科
学
技
術
と
社

会
問
題
・
生
活
ト
ラ
ブ
ル
（
二
） 

科
学
と
常
識
、
疑
似
科
学
、
オ
カ
ル
ト
、
魔
術
、
運
勢
、
風
水
、
バ

イ
オ
リ
ズ
ム 

 

：
第
六
十
九
巻 

【
1
～
9
女
性
綱
】
女
性
係
が
担
当
す
る
臨
時
ア
ー
カ
イ
ブ
（
女
性
編
纂
別
添

資
料
ア
ー
カ
イ
ブ
） 

 

：
第
六
十
巻
～
第
六
十
九
巻 

  

【
2
系
1
群
7
類
】
芸
術
、
文
化
、
言
語
、
文
学
（
一
） 

 

【
0
綱
】
芸
術
、
文
化
の
序
説
、
総
記 

 

：
第
七
十
巻 

【
1
綱
】
芸
術
学
、
文
化
論
、
美
学
、
感
覚
、
知
覚
（
一
） 

 

：
第
七
十
一
巻 

【
2
綱
】
芸
術
学
、
文
化
論
、
美
学
、
感
覚
、
知
覚
（
二
） 

 

：
第
七
十
二
巻 

【
3
綱
】
二
次
元
有
形
静
的
芸
術
（
絵
画
、
書
、
書
道
、
版
画
、
写
真
、
印
刷
、

漫
画
） 

 

：
第
七
十
三
巻 

【
4
綱
】
三
次
元
有
形
静
的
芸
術
（
建
築
、
彫
刻
、
工
芸
、
手
芸
、
服
飾
、
着
物
、

日
本
刀
、
能
面
） 

 

：
第
七
十
四
巻 

【
5
綱
】
二
次
元
有
形
・
無
形
動
的
芸
術
（
映
画
、
映
像
、
動
画
） 

 

：
第
七
十
五
巻 

【
6
綱
】
三
次
元
無
形
動
的
芸
術
（
音
楽
、
歌
謡
、
雅
楽
、
歌
垣
） 

 
：
第
七
十
六
巻 

【
7
綱
】
三
次
元
無
形
動
的
芸
術
の
身
体
芸
術
（
舞
踊
、
バ
レ
エ
、
演
劇
、
大
衆

演
芸
、
舞
楽
、
巫
女
舞
） 
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：
第
七
十
七
巻 

【
8
綱
】
現
代
芸
術
（
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
、
イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン
、
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
ア
ー
ト
、
環
境
芸
術
） 

 

：
第
七
十
八
巻 

【
9
綱
】
ス
ポ
ー
ツ
、
体
育
、
諸
芸
、
娯
楽 

 

：
第
七
十
九
巻 

【
1
～
9
女
性
綱
】
女
性
係
が
担
当
す
る
臨
時
ア
ー
カ
イ
ブ
（
女
性
編
纂
別
添

資
料
ア
ー
カ
イ
ブ
） 

 

：
第
七
十
巻
～
第
七
十
九
巻 

  

【
2
系
1
群
8
類
】
芸
術
、
文
化
、
言
語
、
文
学
（
二
） 

 

【
0
綱
】
言
語
、
言
語
学
の
序
説
、
総
記 

 

：
第
八
十
巻 

【
1
綱
】
言
語
学
、
言
語
と
人
類
、
言
語
の
起
源
、
語
族
、
語
派 

 

：
第
八
十
一
巻 

【
2
綱
】
言
語
学
、
語
学
、
日
本
語
、
諸
言
語 

 

：
第
八
十
二
巻 

【
3
綱
】
言
語
と
精
神
、
身
体
（
一
） 

器
質
、
認
知
、
記
憶
、
見
当
識
、
知
性
に
関
わ
る
言
語
障
害 

 

：
第
八
十
三
巻 

【
4
綱
】
言
語
と
精
神
、
身
体
（
二
） 

気
分
、
不
安
、
身
体
化
、
性
、
人
格
に
関
わ
る
言
語
障
害 

 

：
第
八
十
四
巻 

【
5
綱
】
人
工
言
語
、
国
際
言
語
、
国
家
内
共
同
体
言
語
の
現
状
と
そ
の
危
険
性

お
よ
び
有
用
性 

 

：
第
八
十
五
巻 

【
6
綱
】
人
工
言
語
、
国
家
内
共
同
体
言
語
の
制
作
と
社
会
実
験
（
言
語
使
用
者
、

巫
女
・
神
道
関
係
者
、
言
語
障
害
者
、
精
神
・
身
体
障
害
者
） 

 

：
第
八
十
六
巻 

【
7
綱
】
人
工
言
語
、
国
家
内
共
同
体
言
語
の
制
作
と
社
会
実
験
（
第
一
期
～
第

三
期
岩
崎
式
言
語
体
系
、
岩
崎
式
日
本
語
） 

 

：
第
八
十
七
巻 

【
8
綱
】
人
工
言
語
、
国
家
内
共
同
体
言
語
の
制
作
と
社
会
実
験
（
第
四
期
～
第

五
期
岩
崎
式
言
語
体
系
、
岩
崎
式
日
本
語
） 

 

：
第
八
十
八
巻 

【
9
綱
】
人
工
文
明
、
国
家
内
文
明
の
制
作
と
社
会
実
験
（
岩
崎
式
文
明
論
、
寿

羅
穂
里
阿
文
明
） 

 

：
第
八
十
九
巻 

【
1
～
9
女
性
綱
】
女
性
係
が
担
当
す
る
臨
時
ア
ー
カ
イ
ブ
（
女
性
編
纂
別
添

資
料
ア
ー
カ
イ
ブ
） 

 

：
第
八
十
巻
～
第
八
十
九
巻 

  

【
2
系
1
群
9
類
】
芸
術
、
文
化
、
言
語
、
文
学
（
三
） 
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【
0
綱
】
文
学
の
序
説
、
総
記 

 

：
第
九
十
巻 

【
1
綱
】
日
本
文
学
、
諸
言
語
文
学
（
一
） 

和
歌
（
一
）、
漢
詩 

 

：
第
九
十
一
巻 

【
2
綱
】
日
本
文
学
、
諸
言
語
文
学
（
二
） 

和
歌
（
二
） 

 

：
第
九
十
二
巻 

【
3
綱
】
日
本
文
学
、
諸
言
語
文
学
（
三
） 

和
歌
（
三
） 

 

：
第
九
十
三
巻 

【
4
綱
】
日
本
文
学
、
諸
言
語
文
学
（
四
） 

小
説
、
物
語 

 

：
第
九
十
四
巻 

【
5
綱
】
日
本
文
学
、
諸
言
語
文
学
（
五
） 

評
論
、
エ
ッ
セ
イ
、
随
筆
（
文
学
の
評
論
） 

 

：
第
九
十
五
巻 

【
6
綱
】
日
記
、
手
記
（
一
） 

 

：
第
九
十
六
巻 

【
7
綱
】
日
記
、
手
記
（
二
） 

 

：
第
九
十
七
巻 

【
8
綱
】
第
一
期
～
第
三
期
岩
崎
式
日
本
語
に
よ
る
日
記
、
手
記
（
一
） 

 

：
第
九
十
八
巻 

【
9
綱
】
第
四
期
～
第
五
期
岩
崎
式
日
本
語
に
よ
る
日
記
、
手
記
（
二
） 

 

：
第
九
十
九
巻 

【
1
～
9
女
性
綱
】
女
性
係
が
担
当
す
る
臨
時
ア
ー
カ
イ
ブ
（
女
性
編
纂
別
添

資
料
ア
ー
カ
イ
ブ
） 

 

：
第
九
十
巻
～
第
九
十
九
巻 

  

第
三
部 

解
説 

 

● 
 

第
三
次
区
分
「
類
」
お
よ
び
第
四
次
区
分
「
綱
」
は
、
『
全
集
』
第
一
集

を
そ
の
ま
ま
書
籍
媒
体
と
し
て
制
作
し
た
場
合
の
「
巻
」
（
全
百
巻
）
と
し

て
利
用
で
き
る
よ
う
に
構
築
し
て
い
る
。 

巻
数
は
、
【
第
〇
束
第
〇
巻
】
～
【
第
九
束
第
九
巻
】
の
よ
う
に
数
え
る

こ
と
も
で
き
る
が
、
通
常
は
、「
類
」
を
十
の
位
、「
綱
」
を
一
の
位
と
し
て
、

通
し
番
号
で
【
第
〇
巻
（
通
常
は
序
巻
と
い
う
）
】
～
【
第
九
十
九
巻
】
と

数
え
る
（
通
し
番
号
規
則
）。
従
っ
て
、「
類
」
に
対
応
す
る
『
全
集
』
名
称

で
あ
る
「
束
」
は
、
第
一
集
を
大
き
な
学
問
・
図
書
分
類
（「
類
」）
ご
と
に

十
巻
単
位
で
扱
う
場
合
を
除
き
、
あ
ま
り
使
用
さ
れ
な
い
傾
向
に
あ
る
。 

元
よ
り
、
第
三
次
区
分
は
、
『
全
集
』
第
一
集
の
み
な
ら
ず
、
あ
ら
ゆ
る

「
群
」
が
常
置
区
分
と
し
て
有
す
る
区
分
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
「
束
」
よ
り

も
「
類
」
が
多
用
さ
れ
る
傾
向
に
あ
る
。
ま
た
、「
綱
」
以
下
の

IJ
C

A

の

区
分
の
細
分
類
は
、
必
要
に
応
じ
て
臨
時
設
置
さ
れ
る
流
動
的
な
分
類
で
、
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通
常
は
『
全
集
』
第
一
集
に
し
か
な
い
も
の
で
あ
る
。 

こ
う
し
て
、
第
三
次
・
第
四
次
区
分
は
、
そ
の
ま
ま
『
全
集
』
全
百
巻
の

図
書
目
録
と
し
て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

● 

「
綱
」
の
語
は
、
基
本
的
に
はN

D
C

か
ら
借
用
し
た
も
の
で
あ
り
、N

D
C

と
同
様
に
「
綱
目
」
と
も
呼
ば
れ
る
。
但
し
前
述
の
通
り
、IJ

D
C

の
考
案

に
あ
た
り
、
生
物
分
類
学
（
こ
こ
で
は
リ
ン
ネ
式
階
級
分
類
）
に
お
け
る
同

階
級
・
タ
ク
ソ
ン
名
を
も
念
頭
に
置
い
て
い
る
。
元
よ
り
こ
の
よ
う
に
、

N
D

C

に
使
用
さ
れ
て
い
る
用
語
は
必
ず
し
も
図
書
専
用
の
用
語
と
は
限
ら

な
い
こ
と
か
ら
、
む
し
ろ
こ
の
用
語
をIJ

D
C

基
本
名
称
に
借
用
し
、
広
範

な
学
術
分
野
を
背
負
うIJ

D
C

の
安
定
を
図
る
こ
と
と
し
た
。 

一
方
、
第
四
次
区
分
以
下
の
区
分
は
、
ほ
ぼ
『
全
集
』
第
一
集
の
み
が
有

す
る
区
分
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
通
常
は
基
本
名
称
で
は
な
く
、
『
全
集
』
名

称
（
つ
ま
り
は
、
よ
り
図
書
・
文
章
資
料
ら
し
い
名
称
）
が
使
わ
れ
る
。
す

な
わ
ち
、
第
四
次
お
よ
び
第
五
次
区
分
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
「
綱
」、「
目
」
で

は
な
く
、
「
巻
」
、
「
編
」
が
使
わ
れ
、
第
六
次
区
分
「
部
」
以
下
の
区
分
で

は
、
基
本
名
称
の
利
用
の
場
が
更
に
限
ら
れ
る
（
一
部
の
資
料
の
分
類
に
の

み
使
わ
れ
る
区
分
で
あ
る
）
こ
と
か
ら
、
文
章
資
料
で
は
専
ら
『
全
集
』
名

称
の
「
部
」
、「
章
」
、
「
節
」、「
項
」
、「
号
」
が
使
わ
れ
る
。 

第
四
次
以
下
の
区
分
は
、
各
巻
の
目
次
そ
の
も
の
で
あ
る
と
言
え
る
。 

第
五
次
区
分
以
降
の
解
説
も
参
照
せ
よ
。 

● 
 

IJ
D

C

は
、IJ

C
A

全
体
の
分
類
法
で
は
あ
る
が
、
主
に
【
2
系
1
群
】

た
る
『
全
集
』
、
中
で
も
そ
の
第
三
次
、
第
四
次
分
類
を
主
眼
と
し
、
ア
ー

カ
イ
ブ
全
体
を
大
規
模
な
図
書
と
見
な
し
、
図
書
分
類
法
を
参
考
に
し
て
構

築
さ
れ
た
分
類
法
で
あ
る
。
ま
た
、
書
誌
分
類
と
も
書
架
分
類
と
も
捉
え
う

る
総
合
的
分
類
法
を
目
指
す
も
の
で
あ
る
。 

● 
 

先
の
表
に
掲
げ
たN

D
L

C

以
外
の
分
類
法
は
全
て
、
フ
ラ
ン
シ
ス
・
ベ

ー
コ
ン
の
学
問
・
図
書
分
類
を
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ハ
リ
ス
が
逆
順
に
入
れ
替
え

た
十
分
類
を
基
盤
と
し
た
も
の
で
あ
る
。IJ

D
C

は
、
こ
の
十
分
類
を
大
ま

か
に
踏
襲
す
る
。
但
し
、
次
か
ら
述
べ
る
通
り
、IJ

D
C

は
既
存
の
縦
断
的

な
学
問
・
図
書
分
類
を
第
四
次
区
分
で
横
断
的
・
学
際
的
に
再
編
し
て
お
り
、

個
人
ア
ー
カ
イ
ブ
用
の
分
類
法
で
あ
る
と
同
時
に
、
新
た
な
学
術
分
類
の
可

能
性
を
も
追
求
す
る
分
類
法
で
あ
る
。 

● 
 

IJ
D

C

で
は
、IJ

C
W

の
み
な
ら
ず
、IJ

C
A

全
体
の
大
要
の
解
説
を
、

総
記
に
分
類
す
る
。 

● 
 

N
D

C

で
は
、
情
報
関
連
分
野
の
分
類
の
混
乱
が
長
期
的
に
問
題
と
な
っ

て
き
た
。
と
り
わ
け
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
、
デ
ー
タ
処
理
関
連
書
籍
が
、
少

な
く
と
も

0
0

7

「
情
報
科
学
」
、5

4
7

「
電
気
通
信
」
、5

4
8

「
情
報
工
学
」

に
分
散
保
存
さ
れ
、
未
整
理
の
ま
ま
で
あ
る
。IJ

D
C

で
は
、
情
報
処
理
関

連
分
野
（
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
技
術
の
利
用
を
問
わ
ず
、
学
問
・
図
書
分
類
全

般
）
は
「
総
記
」
に
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
構
造
・
技
術
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

の
運
営
・
技
術
等
は
「
科
学
技
術
、
産
業
」
に
分
類
し
た
。 

● 
 

第
一
次
区
分
で
も
述
べ
た
通
り
、【
2
系
1
群
0
類
】
の
文
書
は
【
0
系
】

の
文
書
を
兼
ね
る
。
い
わ
ば
、
こ
れ
ら
が
【
0
系
】
の
第
二
次
区
分
で
あ

る
。 

● 
【
0
類
】
の
解
説
は
、
ほ
と
ん
ど
を
【
0
類
】
自
体
（
序
巻
～
第
九
巻
）

に
掲
載
し
た
。 
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● 
 

IJ
D

C

で
は
、
既
存
の
分
類
法
の
人
文
科
学
系
学
問
（
哲
学
、
心
理
学
、

宗
教
、
歴
史
、
地
理
）
を
「
人
文
科
学
」
と
し
て
取
り
ま
と
め
、
前
述
の
通

り
二
つ
に
再
編
・
分
類
す
る
。 

【
1
類
】
は
人
文
科
学
系
学
問
の
客
観
的
、
純
粋
学
術
的
、
先
験
的
（
ア

プ
リ
オ
リ
）
、
形
而
上
学
的
、
理
性
主
義
的
、
合
理
主
義
的
、
全
人
類
・
国

民
的
側
面
を
示
し
、【
2
類
】
は
人
文
科
学
系
学
問
の
主
観
的
、
実
用
学
術

的
、
後
験
的
（
ア
ポ
ス
テ
リ
オ
リ
）
、
唯
物
論
的
、
経
験
主
義
的
、
感
覚
主

義
的
、
個
人
的
側
面
を
示
す
。
具
体
的
に
は
、
人
文
科
学
系
学
問
か
ら
心
理

学
、
生
命
学
、
人
間
学
の
諸
側
面
を
取
り
出
し
て
【
2
類
】
に
分
類
し
、

そ
れ
以
外
を
【
1
類
】
に
と
ど
め
る
手
法
を
採
る
。 

● 
 

U
D

C

及
び

D
D

C

で
は
、
哲
学
と
宗
教
と
を
分
離
し
、
か
つ
地
理
・
歴

史
を
人
文
科
学
か
ら
遠
ざ
け
て
い
る
（
人
文
科
学
で
は
な
く
歴
史
科
学
と
見

な
す
傾
向
に
あ
り
、E

C

に
お
い
て
も
歴
史
科
学
と
呼
称
し
て
い
る
）
が
、

こ
れ
は
西
洋
的
、
キ
リ
ス
ト
教
的
な
観
点
か
ら
の
学
問
・
図
書
分
類
で
あ
り
、

IJ
D

C

はN
D

C

の
日
本
独
自
の
学
問
観
を
踏
襲
す
る
。 

● 
 

N
D

C

は
、
独
立
し
た
宗
教
の
分
類
を
廃
し
て
日
本
の
実
状
に
合
わ
せ
た

は
よ
い
が
、
元
来
の
歴
史
的
発
生
過
程
か
ら
し
て
兄
弟
宗
教
た
る
ユ
ダ
ヤ
教
、

キ
リ
ス
ト
教
、
イ
ス
ラ
ム
教
だ
け
を
見
て
も
、
分
類
場
所
、
前
後
関
係
、
分

類
の
大
き
さ
が
全
く
整
合
性
を
成
し
て
い
な
い
ど
こ
ろ
か
、
不
正
確
で
あ
る
。

ま
た
、
哲
学
と
宗
教
と
を
融
合
し
た
利
点
が
生
か
さ
れ
て
い
な
い
。 

 
IJ

D
C

で
は
、
西
洋
、
東
洋
、
日
本
の
三
つ
の
地
球
上
区
分
に
お
い
て
、

そ
れ
ぞ
れ
哲
学
・
思
想
、
宗
教
、
歴
史
、
地
理
の
分
野
を
不
可
分
の
も
の
と

し
て
ユ
ニ
ッ
ト
化
し
て
区
分
し
、
縦
横
に
整
合
性
を
持
た
せ
た
。 

● 
 

さ
ら
に
【
2
類
】
の
第
四
次
区
分
（
綱
）
は
、
世
界
保
健
機
関
（W

H
O

）

の
『
疾
病
及
び
関
連
保
健
問
題
の
国
際
統
計
分
類
』
第
十
版
（IC

D
-1

0

）

の
第
五
章
「
精
神
お
よ
び
行
動
の
障
害
」
と
ア
メ
リ
カ
精
神
医
学
会
の
『
精

神
障
害
の
診
断
と
統
計
マ
ニ
ュ
ア
ル
』
第
五
版
（D

S
M

-5

）
に
基
づ
く
分

類
と
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
は
岩
崎
純
一
に
よ
る
精
神
障
害
者
、
身
体
障
害
者

ら
と
の
長
年
に
亘
る
交
流
の
軌
跡
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
る
。 

● 
 

IJ
D

C

で
は
、
既
存
の
分
類
法
の
社
会
科
学
系
学
問
（
政
治
、
法
律
、
社

会
、
労
働
、
教
育
）
を
「
社
会
科
学
」
と
し
て
取
り
ま
と
め
、
前
述
の
通
り

二
つ
に
再
編
・
分
類
す
る
。 

【
3
類
】
は
社
会
科
学
系
学
問
の
客
観
的
、
純
粋
学
術
的
、
先
験
的
（
ア

プ
リ
オ
リ
）
、
形
而
上
学
的
、
理
性
主
義
的
、
合
理
主
義
的
、
全
人
類
的
・

国
民
的
側
面
を
示
し
、【
4
類
】
は
社
会
科
学
系
学
問
の
主
観
的
、
実
用
学

術
的
、
後
験
的
（
ア
ポ
ス
テ
リ
オ
リ
）
、
唯
物
論
的
、
経
験
主
義
的
、
感
覚

主
義
的
、
個
人
的
側
面
を
示
す
。
具
体
的
に
は
、
社
会
科
学
系
学
問
か
ら
個

人
・
自
然
人
と
人
間
集
団
と
の
関
係
の
諸
側
面
を
取
り
出
し
て
【
4
類
】

に
分
類
し
、
そ
れ
以
外
を
【
3
類
】
に
と
ど
め
る
手
法
を
採
る
。 

● 
 

ま
た
、
他
の
分
類
法
で
は
人
文
・
社
会
科
学
系
学
問
が
三
分
類
に
集
約
さ

れ
て
い
る
の
に
対
し
、IJ

D
C

で
は
四
分
類
に
拡
充
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は

岩
崎
純
一
の
学
術
活
動
の
分
野
別
の
規
模
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
る
。
但
し
、

N
D

L
C

の
よ
う
に
、
社
会
科
学
を
人
文
科
学
よ
り
も
重
視
す
る
（
国
会
図

書
館
の
使
命
と
し
て
、
社
会
科
学
を
重
視
す
る
こ
と
を
元
来
の
目
的
と
し
て

分
類
法
を
構
築
す
る
）
こ
と
は
し
な
い
。 

● 

【
3
類
】
で
は
、
国
難
、
犯
罪
、
労
働
問
題
、
教
育
問
題
、
虐
待
な
ど
、
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国
家
の
存
亡
と
国
民
の
生
死
に
関
わ
る
危
機
的
側
面
を
重
視
し
、
日
本
の
現

状
を
浮
き
彫
り
に
し
た
。 

● 
【
4
類
】
は
、
自
然
人
と
し
て
生
ま
れ
出
た
個
人
が
人
間
集
団
（
社
団
）

や
共
同
体
と
ど
う
関
わ
っ
て
い
く
か
、
人
間
集
団
・
共
同
体
は
い
か
に
拡
大

し
て
い
く
か
に
着
目
し
、
そ
の
過
程
を
そ
の
ま
ま
区
分
に
反
映
さ
せ
た
。 

● 
 

N
D

C

で
は
、
経
済
が
社
会
科
学
、
産
業
が
別
の
独
立
類
目
に
分
類
さ
れ

て
い
る
た
め
、
互
い
に
関
連
の
あ
る
両
分
野
の
乖
離
が
長
期
的
に
問
題
と
な

っ
て
き
た
。
ま
た
、
こ
の
乖
離
を
解
消
し
て
い
るN

D
L

C

に
お
い
て
も
、

経
済
と
産
業
の
両
方
を
社
会
科
学
と
し
て
扱
う
こ
と
で
解
消
し
て
お
り
、
ま

た
、
農
林
水
産
業
（
産
業
に
分
類
）
と
農
林
水
産
学
（
科
学
技
術
に
分
類
）

と
が
乖
離
す
る
な
ど
、N

D
L

C

は
、
国
益
に
利
す
る
分
野
と
純
粋
学
問
研

究
分
野
と
の
間
の
横
断
に
乏
し
い
分
類
法
で
あ
る
。 

IJ
D

C

で
は
、
他
の
分
類
法
の
ほ
と
ん
ど
で
社
会
科
学
に
分
類
さ
れ
て
い

る
経
済
、
財
政
、
産
業
分
野
を
「
科
学
技
術
、
産
業
」
に
再
編
・
分
類
し
て
、

人
間
心
理
に
関
わ
る
労
働
問
題
や
教
育
問
題
を
社
会
科
学
に
残
し
た
。 

● 
 

IJ
D

C

で
は
、
既
存
の
分
類
法
の
形
式
科
学
、
自
然
科
学
、
応
用
科
学
系

学
問
と
、
そ
れ
ら
に
基
づ
き
、
人
間
の
欲
望
を
動
力
と
し
て
展
開
さ
れ
る
生

産
・
分
配
活
動
（
産
業
）
を
「
科
学
技
術
、
産
業
」
と
し
て
取
り
ま
と
め
、

前
述
の
通
り
二
つ
に
再
編
・
分
類
す
る
。 

【
5
類
】
は
科
学
技
術
及
び
産
業
分
野
の
客
観
的
、
純
粋
学
術
的
、
先
験

的
（
ア
プ
リ
オ
リ
）
、
形
而
上
学
的
、
理
性
主
義
的
、
合
理
主
義
的
、
全
人

類
的
・
国
民
的
側
面
を
示
し
、【
6
類
】
は
科
学
技
術
及
び
産
業
分
野
の
主

観
的
、
実
用
学
術
的
、
後
験
的
（
ア
ポ
ス
テ
リ
オ
リ
）
、
唯
物
論
的
、
経
験

主
義
的
、
感
覚
主
義
的
、
個
人
的
側
面
を
示
す
。
具
体
的
に
は
、
科
学
技
術

及
び
産
業
分
野
か
ら
個
人
・
家
庭
・
日
常
の
生
活
と
行
動
に
関
係
す
る
諸
側

面
を
取
り
出
し
て
【
6
類
】
に
分
類
し
、
そ
れ
以
外
を
【
5
類
】
に
と
ど

め
る
手
法
を
採
る
。 

● 
 

N
D

C

に
お
い
て
は
、
自
然
科
学
の
中
に
自
然
科
学
で
な
い
医
学
を
便
宜

上
分
類
し
た
こ
と
は
致
し
方
な
い
と
し
て
、
他
の
図
書
分
類
法
で
は
計
四
分

類
を
占
め
る
人
文
・
社
会
科
学
分
野
を
三
分
類
に
押
し
込
め
、
代
わ
り
に
、

他
の
十
進
分
類
法
で
は
分
離
さ
れ
な
い
応
用
科
学
分
野
を
「
技
術
」
と
「
産

業
」
に
分
離
し
、
特
に
工
学
分
野
（
第
二
次
産
業
の
設
備
的
・
技
術
的
側
面
）

を
肥
大
化
さ
せ
て
「
技
術
」
と
し
て
お
り
、
こ
れ
はIJ

D
C

の
設
計
に
あ
た

っ
て
も
、N

D
C

の
最
大
の
問
題
点
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
た
。 

● 

「
技
術
」
な
る
用
語
は
、N

D
C

に
お
い
て
は
専
ら
「
工
学
技
術
」、U

D
C

やD
D

C

に
お
い
て
は
「
応
用
科
学
、
産
業
全
般
」
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い

る
。N

D
L

C

に
お
い
て
は
、「
科
学
技
術
」
の
用
語
が
用
い
ら
れ
、
こ
れ
は

心
理
学
か
ら
医
学
ま
で
を
も
含
む
広
範
な
「
人
間
科
学
」
を
指
す
。
日
本
の

図
書
分
類
法
は
、「
純
粋
技
術
の
発
明
」
と
「
国
益
・
実
利
に
叶
う
技
術
」

と
が
分
離
さ
れ
、
後
者
を
「
産
業
」
に
分
類
す
る
き
ら
い
が
あ
る
。 

 
IJ

D
C

で
は
、
用
語
はN

D
L

C

の
「
科
学
技
術
」
を
踏
襲
し
つ
つ
、N

D
L

C

の
「
科
学
技
術
」
か
ら
心
理
学
の
全
部
と
人
類
学
の
一
部
を
除
い
て
人
文
科

学
に
分
類
し
、
一
方
で
、
経
済
・
産
業
の
ほ
ぼ
全
分
野
（N

D
C

に
お
け
る

「
社
会
科
学
」
と
し
て
の
「
経
済
」
及
び
独
立
の
「
産
業
」、N

D
L

C

に
お

け
る
「
経
済
・
産
業
」）
を
「
科
学
技
術
、
産
業
」
に
分
類
し
た
。 

● 
 

右
の
観
点
に
よ
り
、IJ

D
C

に
お
い
て
は
、
「
技
術
」
と
「
産
業
」
を
分
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離
す
る
の
で
な
く
、「
科
学
技
術
（
人
間
の
わ
ざ
・
す
べ
）」
と
「
産
業
（
技

術
を
用
い
、
人
間
の
欲
動
に
駆
ら
れ
て
行
わ
れ
る
、
実
利
的
行
動
）
」
の
或

る
セ
ッ
ト
が
人
間
文
明
と
し
て
い
か
に
進
展
し
て
き
た
か
に
着
目
し
た
。
こ

の
観
点
は
、
表
に
掲
げ
た
図
書
分
類
法
の
う
ち
、N

D
C

に
最
も
欠
け
て
い

る
も
の
で
あ
る
。 

こ
う
し
て
、IJ

D
C

の
【
5
類
】
と
【
6
類
】
の
第
四
次
分
類
は
、
日

本
社
会
の
現
状
に
も
比
較
的
よ
く
当
て
は
ま
る
コ
ー
リ
ン
・
ク
ラ
ー
ク
の
産

業
の
三
分
類
（
第
一
次
産
業
、
第
二
次
産
業
、
第
三
次
産
業
）
や
ペ
テ
ィ=

ク
ラ
ー
ク
の
法
則
、
コ
ン
ト
の
三
状
態
の
法
則
（L

o
i d

e
s tro

is é
ta

ts

）

を
批
判
的
に
見
直
し
つ
つ
、
こ
れ
ら
に
基
づ
い
て
構
築
し
た
も
の
で
あ
る
。 

但
し
、
日
本
標
準
産
業
分
類
で
は
、「
電
気
・
ガ
ス
・
熱
供
給
・
水
道
業
」

（
大
分
類
F
）
を
第
三
次
産
業
と
す
る
な
ど
、
ク
ラ
ー
ク
や
コ
ン
ト
の
産

業
観
と
異
な
っ
て
お
り
、
こ
の
よ
う
な
場
合
、IJ

D
C

で
は
、
イ
ン
フ
ラ
の

設
備
・
構
造
・
工
業
の
側
面
は
第
二
次
産
業
、
イ
ン
フ
ラ
の
提
供
・
サ
ー
ビ

ス
の
側
面
は
第
三
次
産
業
と
し
て
扱
っ
て
い
る
。 

● 
 

こ
れ
ら
【
5
類
】
と
【
6
類
】
の
第
四
次
分
類
は
、
同
じ
「
綱
」
記
号

ど
う
し
が
、
前
述
の
合
理
主
義
的
、
世
界
的
観
点
と
経
験
主
義
的
、
個
別
的

観
点
と
の
関
係
性
に
お
い
て
、
極
め
て
高
い
整
合
性
を
保
つ
よ
う
設
計
し
て

お
り
、
特
に
独
立
さ
せ
た
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
技
術
・
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
産
業

分
野
や
医
学
・
医
療
分
野
な
ど
に
お
い
て
も
、
そ
れ
は
同
様
で
あ
る
。 

IJ
D

C

は
、
例
え
ば
、「
医
」
の
技
術
（
医
学
）
と
産
業
（
医
療
、
保
健
）

と
をN

D
C

やN
D

L
C

の
よ
う
に
分
離
す
る
こ
と
を
嫌
い
、
代
わ
っ
て
、

こ
れ
ら
が
表
裏
一
体
の
ユ
ニ
ッ
ト
と
し
て
い
か
に
進
展
し
て
き
た
か
を
観

察
し
、
そ
の
ま
ま
各
区
分
に
反
映
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
日
本
的
な
社
会
進

化
論
の
構
築
を
目
指
し
て
い
る
と
見
る
こ
と
も
で
き
る
。 

● 
 

元
来
「
科
学
（S

cie
n

ce

）」
が
「
学
問
」
そ
れ
自
体
を
指
す
こ
と
を
踏
ま

え
れ
ば
、【
1
類
】
か
ら
【
6
類
】
ま
で
は
、
次
の
よ
う
に
捉
え
直
す
こ
と

が
で
き
る
。 

す
な
わ
ち
、「
科
学
」
の
形
式
主
義
的
分
野
を
「
形
式
科
学
」（
数
学
、
論

理
学
な
ど
）
、
「
科
学
」
の
経
験
主
義
的
分
野
を
「
経
験
科
学
」
（
先
の
人
文

科
学
、
先
の
社
会
科
学
、
物
理
学
や
化
学
な
ど
の
自
然
科
学
、
工
学
や
医
学

な
ど
の
応
用
科
学
）
と
解
釈
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、「
科
学
」
の
純

粋
学
術
的
、
形
而
上
学
的
分
野
を
「
虚
学
」
（
人
文
科
学
、
歴
史
科
学
、
自

然
科
学
、
数
学
、
論
理
学
）、「
科
学
」
の
実
用
的
、
応
用
的
分
野
を
「
実
学
」

（
社
会
科
学
、
応
用
科
学
）
と
解
釈
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

IJ
D

C

の
第
三
次
・
第
四
次
区
分
も
「
科
学
」
と
「
学
問
」
全
般
の
捉
え

直
し
で
あ
り
、【
1
類
】
と
、
【
2
類
】、【
3
類
】
と
【
4
類
】、【
5
類
】

と
【
6
類
】
の
間
に
そ
れ
ぞ
れ
前
述
の
関
係
が
あ
る
ほ
か
、【
1
類
】
と
【
3

類
】
と
【
5
類
】、【
2
類
】
と
【
4
類
】
と
【
6
類
】
と
の
間
に
は
、
学

問
の
分
類
と
人
間
文
明
の
進
行
に
つ
い
て
高
い
共
通
観
念
を
維
持
す
る
も

の
で
あ
る
。 

● 
 

IJ
D

C

で
は
、
既
存
の
分
類
法
の
芸
術
、
文
化
、
言
語
、
文
学
を
「
芸
術
、

文
化
、
言
語
、
文
学
」
と
し
て
取
り
ま
と
め
、
前
述
の
通
り
三
つ
に
再
編
・

分
類
す
る
。 

合
理
主
義
的
分
野
と
経
験
主
義
的
分
野
の
二
分
野
ず
つ
に
抜
本
的
に
再

編
し
た
「
人
文
科
学
」、「
社
会
科
学
」、「
科
学
技
術
、
産
業
」
と
は
異
な
り
、
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「
芸
術
、
文
化
、
言
語
、
文
学
」
の
三
分
類
は
、
結
局
、
多
く
の
図
書
分
類

法
で
採
ら
れ
て
い
る
、
独
立
し
た
三
分
類
（
「
芸
術
」、「
言
語
」、「
文
学
」）

に
元
通
り
に
再
分
類
し
た
と
も
言
え
る
。
し
か
し
、
「
言
語
学
的
側
面
の
強

い
芸
術
」
や
「
文
学
的
側
面
の
強
い
言
語
学
」
な
ど
を
広
く
扱
う
岩
崎
純
一

の
活
動
の
姿
か
ら
し
て
、
や
は
り
そ
の
横
断
的
・
学
際
的
な
思
想
を
反
映
し

た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
三
分
類
の
全
て
に
、「
芸
術
、
文
化
、
言
語
、

文
学
」
の
四
語
を
冠
し
た
も
の
で
あ
る
。 

文
学
も
ま
た
芸
術
で
あ
り
、
言
語
と
文
学
は
切
り
離
し
が
た
い
な
ど
、
芸

術
、
言
語
、
文
学
の
三
分
野
が
強
く
連
関
し
て
い
る
こ
と
は
、U

D
C

の
「
言

語
」
が
「
文
学
」
に
統
合
さ
れ
た
こ
と
や
、N

D
L

C

に
お
い
て
は
他
の
ど

の
分
類
法
よ
り
も
未
整
理
で
煩
雑
な
き
ら
い
の
あ
る
こ
と
を
見
て
も
、
明
ら

か
で
あ
る
。 

● 
 

ま
ず
、
【
7
類
】
「
芸
術
」
に
つ
い
て
は
、
芸
術
を
生
み
出
す
人
間
の
感

覚
世
界
を
筆
頭
に
、
芸
術
を
有
形
・
無
形
の
差
（
文
化
庁
に
よ
る
文
化
財
の

規
定
に
従
う
）
や
空
間
占
有
の
仕
方
に
よ
っ
て
分
類
し
た
。 

● 

【
8
類
】「
言
語
、
言
語
学
」
に
つ
い
て
は
、
や
は
り
言
語
を
生
み
出
す
人

間
の
精
神
分
野
を
筆
頭
に
、
岩
崎
純
一
の
主
な
活
動
の
一
つ
で
あ
る
人
工
言

語
の
分
野
の
分
類
を
豊
富
に
設
け
た
。 

● 

【
9
類
】「
文
学
」
に
つ
い
て
は
、
や
は
り
岩
崎
純
一
の
主
な
活
動
の
一
つ

で
あ
る
和
歌
の
分
野
の
分
類
を
豊
富
に
設
け
、
人
工
言
語
に
よ
る
文
学
の
分

類
も
設
け
た
。 

● 

【
女
性
綱
】
に
つ
い
て
は
、【
女
性
系
】
の
解
説
を
見
よ
。 

 



『岩崎純一全集』序巻「序説、総記（序）」 

80 

 

第
四
部 

IJ
D

C

第
三
次
、
第
四
次
区
分
の
特
徴
の
比
較
表 

 

 
9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 特

徴 

芸
術
、
文
化
、
言
語
、
文
学
（
三
） 

芸
術
、
文
化
、
言
語
、
文
学
（
二
） 

芸
術
、
文
化
、
言
語
、
文
学
（
一
） 

 

科
学
技
術
、
産
業
（
一
） 

 

社
会
科
学
（
一
） 

 

人
文
科
学
（
一
） 

序
説
、
総
記 

客
観
的
、
純
粋
学
術
的
、
先
験

的
（
ア
プ
リ
オ
リ
）
、
形
而
上

学
的
、
理
性
主
義
的
、
合
理
主

義
的
、
全
人
類
・
国
民
的
側
面 

科
学
技
術
、
産
業
（
二
） 

 

社
会
科
学
（
二
） 

 

人
文
科
学
（
二
） 

 

主
観
的
、
実
用
学
術
的
、
後

験
的
（
ア
ポ
ス
テ
リ
オ
リ
）、

唯
物
論
的
、
経
験
主
義
的
、

感
覚
主
義
的
、
個
人
的
側
面 

●
和
歌
及
び
人
工
言
語
に
よ
る
文
学
を
豊
富
に
扱
う
。 

●
言
語
を
生
み
出
す
人
間
の
精
神
分
野
を
筆
頭
に
、
人
工
言
語
を
豊
富
に
扱
う
。 

●
芸
術
を
生
み
出
す
人
間
の
感
覚
世
界
を
筆
頭
に
、
芸
術
を
有
形
・
無
形
の
差
（
文
化
庁
に
よ
る
文
化
財
の
規

定
に
従
う
）
や
空
間
占
有
の
仕
方
に
よ
っ
て
分
類
。 

●
「
科
学
技
術
（
人
間
の
わ
ざ
・
す
べ
）
」
と
「
産
業
（
技
術
を
用
い
、
人
間
の
欲
動
に
駆
ら
れ
て
行
わ
れ
る
、

実
利
的
行
動
）
」
の
或
る
セ
ッ
ト
が
人
間
文
明
と
し
て
い
か
に
進
展
し
て
き
た
か
に
着
目
。
コ
ー
リ
ン
・
ク
ラ

ー
ク
の
産
業
の
三
分
類
、
ペ
テ
ィ=

ク
ラ
ー
ク
の
法
則
コ
ン
ト
の
三
状
態
の
法
則
を
批
判
的
に
採
用 

●
【
5
類
x
綱
】
と
【
6
類
x
綱
】
が
対
応
。 

●
自
然
人
と
し
て
生
ま
れ
出
た
個
人
が
人
間
集
団
（
社
団
）
や
共
同
体
と
ど
う
関
わ
っ
て
い
く
か
、
人
間
集
団
・

共
同
体
は
い
か
に
拡
大
し
て
い
く
か
に
着
目 

●
国
家
の
存
亡
と
国
民
の
生
死
に
関
わ
る
危
機
的
側
面
を
重
視
し
、
日
本
の
現
状
を
浮
き
彫
り
に
し
た
。 

●IC
D

、D
S

M

の
分
類
、
及
び
精
神
障
害
者
、
身
体
障
害
者
ら
と
の
長
年
に
亘
る
交
流
の
軌
跡
を
反
映
。 

●
西
洋
、
東
洋
、
日
本
の
三
つ
の
地
球
上
区
分
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
哲
学
・
思
想
、
宗
教
、
歴
史
、
地
理
の

分
野
を
不
可
分
の
も
の
と
し
て
ユ
ニ
ッ
ト
化
。 

●
全
般
的
解
説
。 

そ
の
他
の
特
徴 
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第
五
部 

N
D

C

側
か
ら
見
たIJ

D
C

に
お
け

る
変
更
点 

 

● 
IJ

D
C

は
、
岩
崎
純
一
の
学
術
活
動
を
主
軸
と

し
た
構
成
と
内
容
に
抜
本
的
に
再
編
、
変
更
さ

れ
て
い
る
。 

● 
 

こ
れ
をN

D
C

側
か
ら
見
た
場
合
の
各
分
野

の
移
動
を
、
大
ま
か
に
第
三
次
区
分
レ
ベ
ル
で

観
察
す
る
。
大
学
図
書
館
、
公
立
図
書
館
な
ど

でN
D

C

の
利
用
に
慣
れ
て
い
る
読
者
に
分
か

り
や
す
く
す
る
こ
と
を
心
が
け
た
。 

● 
 

N
D

C

の
「0

0
0

」
～
「9

9
9

」
の
う
ち
、
一

桁
目
がIJ

D
C

の
第
三
次
区
分
、
二
桁
目
が
第

四
次
区
分
、
三
桁
目
が
第
五
次
区
分
に
該
当
す

る
。 

● 
 

第
四
次
区
分
に
お
け
る
再
編
に
つ
い
て
は
、

各
巻
総
記
を
参
照
さ
れ
た
い
。 

● 
 

矢
印
（
→
）
は
、N

D
C

に
お
い
て
参
照
を

示
す
。N

D
C

が
二
者
択
一
項
目
に
お
い
て
通

常
使
用
す
る
分
類
記
号
を
示
す
。 

● 
 

角
括
弧
（[ ]

）
は
、
項
目
名
に
付
与
し
た
も

の
は
、N

D
C

に
お
い
て
同
義
語
を
示
す
。
分

類
番
号
に
付
与
し
た
も
の
は
、
通
常
は
矢
印

（
↓
）
で
示
す
分
類
項
目
に
分
類
す
る
も
の
を

示
す
。 

● 
 

丸
括
弧
（( )

）
は
、
九
版
に
は
存
在
し
て
い

た
が
、
十
版
で
は
削
除
さ
れ
た
こ
と
を
示
す
。 

 0
0

0
 

総
記 

0
0

1
 

 

0
0

2
 

知
識. 

学
問. 

学
術 

0
0

3
 

 

0
0

4
 

 

0
0

5
 

 

0
0

6
 

 

0
0

7
 

情
報
学. 

情
報
科
学 

0
0

8
 

 

0
0

9
 

 

0
1

0
 

図
書
館. 

図
書
館
情
報
学 

0
1
1
 

図
書
館
政
策. 

図
書
館
行
財
政 

0
1

2
 

図
書
館
建
築. 

図
書
館
設
備 

0
1

3
 

図
書
館
経
営
・
管
理 

0
1

4
 

情
報
資
料
の
収
集
・
組
織
化
・
保
存 

0
1

5
 

図
書
館
サ
ー
ビ
ス. 
図
書
館
活
動 

0
1

6
 

各
種
の
図
書
館 

0
1

7
 

学
校
図
書
館 

0
1

8
 

専
門
図
書
館 

0
1

9
 

読
書. 

読
書
法 

0
2

0
 

図
書. 

書
誌
学 

0
2

1
 

著
作. 

編
集 

0
2

2
 

写
本. 

刊
本. 

造
本 

0
2

3
 

出
版 

0
2

4
 

図
書
の
販
売 

0
2

5
 

一
般
書
誌. 

全
国
書
誌 

0
2

6
 

稀
書
目
録. 

善
本
目
録 

0
2

7
 

特
種
目
録 

0
2

8
 

選
定
図
書
目
録. 

参
考
図
書
目
録 

0
2

9
 

蔵
書
目
録. 

総
合
目
録 

0
3

0
 

百
科
事
典 

0
3

1
 

日
本
語 

0
3

2
 

中
国
語 

0
3

3
 

英
語 

0
3

4
 

ド
イ
ツ
語 

0
3

5
 

フ
ラ
ン
ス
語 

0
3

6
 

ス
ペ
イ
ン
語 

0
3

7
 

イ
タ
リ
ア
語 

0
3

8
 

ロ
シ
ア
語 

0
3

9
 

用
語
索
引 

0
4

0
 

一
般
論
文
集. 

一
般
講
演
集 
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0
4

1
 

日
本
語 

0
4

2
 

中
国
語 

0
4

3
 

英
語 

0
4

4
 

ド
イ
ツ
語 

0
4

5
 

フ
ラ
ン
ス
語 

0
4

6
 

ス
ペ
イ
ン
語 

0
4

7
 

イ
タ
リ
ア
語 

0
4

8
 

ロ
シ
ア
語 

0
4

9
 

雑
著 

0
5

0
 

逐
次
刊
行
物 

0
5

1
 

日
本
の
雑
誌 

0
5

2
 

中
国
語 

0
5

3
 

英
語 

0
5

4
 

ド
イ
ツ
語 

0
5

5
 

フ
ラ
ン
ス
語 

0
5

6
 

ス
ペ
イ
ン
語 

0
5

7
 

イ
タ
リ
ア
語 

0
5

8
 

ロ
シ
ア
語 

0
5

9
 

一
般
年
鑑 

0
6

0
 

団
体 

0
6

1
 

学
術
・
研
究
機
関 

0
6

2
 

 

0
6

3
 

文
化
交
流
機
関 

0
6

4
 

 

0
6

5
 

親
睦
団
体. 

そ
の
他
の
団
体 

0
6

6
 

 

0
6

7
 

 

0
6

8
 

 

0
6

9
 

博
物
館 

0
7

0
 

ジ
ャ
－
ナ
リ
ズ
ム. 

新
聞 

0
7

1
 

日
本 

0
7

2
 

ア
ジ
ア 

0
7

3
 

ヨ
ー
ロ
ッ
パ 

0
7

4
 

ア
フ
リ
カ 

0
7

5
 

北
ア
メ
リ
カ 

0
7

6
 

南
ア
メ
リ
カ 

0
7

7
 

オ
セ
ア
ニ
ア. 

両
極
地
方 

0
7

8
 

 

0
7

9
 

 

0
8

0
 

叢
書. 

全
集. 

選
集 

0
8

1
 

日
本
語 

0
8

2
 

中
国
語 

0
8

3
 

英
語 

0
8

4
 

ド
イ
ツ
語 

0
8

5
 

フ
ラ
ン
ス
語 

0
8

6
 

ス
ペ
イ
ン
語 

0
8

7
 

イ
タ
リ
ア
語 

0
8

8
 

ロ
シ
ア
語 

0
8

9
 

そ
の
他
の
諸
言
語 

0
9

0
 

貴
重
書. 

郷
土
資
料. 

そ
の
他
の
特
別

コ
レ
ク
シ
ョ
ン 

0
9

1
 

 

0
9

2
 

 

0
9

3
 

 

0
9

4
 

 

0
9

5
 

 

0
9

6
 

 

0
9

7
 

 

0
9

8
 

 

0
9

9
 

 

 

↓ 
IJ

D
C

で
は
「
人
文
科
学
（
一
）」
に
分
類 

1
0

0
 

哲
学 

1
0

1
 

哲
学
理
論 

1
0

2
 

哲
学
史 

1
0

3
 

参
考
図
書
［
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
ブ
ッ
ク
］ 

1
0

4
 

論
文
集. 

評
論
集. 

講
演
集 

1
0

5
 

逐
次
刊
行
物 

1
0

6
 

団
体 
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1
0

7
 

研
究
法. 

指
導
法. 

哲
学
教
育 

1
0

8
 

叢
書. 

全
集. 

選
集 

1
0

9
 

 

1
1

0
 

哲
学
各
論 

1
1
1
 

形
而
上
学. 

存
在
論 

1
1

2
 

自
然
哲
学. 
宇
宙
論 

1
1

3
 

人
生
観. 

世
界
観 

1
1

4
 

人
間
学 

1
1

5
 

認
識
論 

1
1

6
 

論
理
学. 

弁
証
法. 

方
法
論 

1
1

7
 

価
値
哲
学 

1
1

8
 

文
化
哲
学. 

技
術
哲
学 

[1
1

9
]  

→7
0
1
 

芸
術
哲
学. 

美
学 

1
2

0
 

東
洋
思
想 

1
2

1
 

日
本
思
想 

1
2

2
 

中
国
思
想. 

中
国
哲
学 

1
2

3
 

経
書 

1
2

4
 

先
秦
思
想. 

諸
子
百
家 

1
2

5
 

中
世
思
想. 

近
代
思
想 

1
2

6
 

イ
ン
ド
哲
学. 

バ
ラ
モ
ン
教 

1
2

7
 

 

1
2

8
 

 

1
2

9
 

そ
の
他
の
東
洋
思
想. 

ア
ジ
ア
哲
学 

1
3

0
 

西
洋
哲
学 

1
3

1
 

古
代
哲
学 

1
3

2
 

中
世
哲
学 

1
3

3
 

近
代
哲
学 

1
3

4
 

ド
イ
ツ
・
オ
ー
ス
ト
リ
ア
哲
学 

1
3

5
 

フ
ラ
ン
ス
・
オ
ラ
ン
ダ
哲
学 

1
3

6
 

ス
ペ
イ
ン
・
ポ
ル
ト
ガ
ル
哲
学 

1
3

7
 

イ
タ
リ
ア
哲
学 

1
3

8
 

ロ
シ
ア
哲
学 

1
3

9
 

そ
の
他
の
哲
学 

 

↓ 
IJ

D
C

で
は
「
人
文
科
学
（
二
）」
に
分
類 

1
4

0
 

心
理
学 

1
4

1
 

普
通
心
理
学. 

心
理
各
論 

1
4

2
 

 

1
4

3
 

発
達
心
理
学 

1
4

4
 

 

1
4

5
 

異
常
心
理
学 

1
4

6
 

臨
床
心
理
学. 

精
神
分
析
学 

 

↓ 
IJ

D
C

で
は
「
人
文
科
学
（
一
）」
に
分
類 

1
4

7
 

超
心
理
学. 

心
霊
研
究 

1
4

8
 

相
法. 

易
占 

 

↓ 
IJ

D
C

で
は
「
人
文
科
学
（
二
）」
に
分
類 

[1
4

9
]  

→1
4
0
 

応
用
心
理
学 

1
5

0
 

倫
理
学. 

道
徳 

1
5

1
 

倫
理
各
論 

 

↓ 
IJ

D
C

で
は
家
庭
倫
理
を
「
社
会
科
学
（
二
）
」

に
、
性
倫
理
を
「
人
文
科
学
（
二
）」
に
分
類 

1
5

2
 

家
庭
倫
理. 

性
倫
理 

 

↓ 
IJ

D
C

で
は
「
社
会
科
学
（
一
）」
に
分
類 

1
5

3
 

職
業
倫
理 

1
5

4
 

社
会
倫
理
［
社
会
道
徳
］ 

1
5

5
 

国
体
論. 

詔
勅 

1
5

6
 

武
士
道 

1
5

7
 

報
徳
教. 

石
門
心
学 

1
5

8
 

そ
の
他
の
特
定
主
題 

1
5

9
 

人
生
訓. 

教
訓 

 

↓ 
IJ

D
C

で
は
「
人
文
科
学
（
一
）」
に
分
類 

1
6

0
 

宗
教 

1
6

1
 

宗
教
学. 

宗
教
思
想 

1
6

2
 

宗
教
史
・
事
情 



『岩崎純一全集』序巻「序説、総記（序）」 

84 

 

1
6

3
 

原
始
宗
教. 

宗
教
民
族
学 

1
6

4
 

神
話. 

神
話
学 

1
6

5
 

比
較
宗
教 

1
6

6
 

道
教 

1
6

7
 

イ
ス
ラ
ム 

1
6

8
 

ヒ
ン
ズ
ー
教. 

ジ
ャ
イ
ナ
教 

1
6

9
 

そ
の
他
の
宗
教. 

新
興
宗
教 

1
7

0
 

神
道 

1
7

1
 

神
道
思
想. 

神
道
説 

1
7

2
 

神
祇
・
神
道
史 

1
7

3
 

神
典 

1
7

4
 

信
仰
録. 

説
教
集 

1
7

5
 

神
社. 

神
職 

1
7

6
 

祭
祀 

1
7

7
 

布
教. 

伝
道 

1
7

8
 

各
教
派. 

教
派
神
道 

1
7

9
 

 

1
8

0
 

仏
教 

1
8

1
 

仏
教
教
理. 

仏
教
哲
学 

1
8

2
 

仏
教
史 

1
8

3
 

経
典 

1
8

4
 

法
話
・
説
教
集 

1
8

5
 

寺
院. 

僧
職 

1
8

6
 

仏
会 

1
8

7
 

布
教. 

伝
道 

1
8

8
 

各
宗 

1
8

9
 

 

1
9

0
 

キ
リ
ス
ト
教 

1
9

1
 

教
義. 

キ
リ
ス
ト
教
神
学 

1
9

2
 

キ
リ
ス
ト
教
史. 

迫
害
史 

1
9

3
 

聖
書 

1
9

4
 

信
仰
録. 

説
教
集 

1
9

5
 

教
会. 

聖
職 

1
9

6
 

典
礼. 

祭
式. 

礼
拝 

1
9

7
 

布
教. 

伝
道 

1
9

8
 

各
教
派. 

教
会
史 

1
9

9
 

ユ
ダ
ヤ
教 

 

↓ 
IJ

D
C

で
は
歴
史
学
的
側
面
を
「
人
文
科
学

（
一
）」
に
、
政
治
史
・
戦
史
的
側
面
を
「
社
会
科

学
（
一
）」
に
分
類 

2
0

0
 

歴
史 

2
0

1
 

歴
史
学 

2
0

2
 

歴
史
補
助
学 

2
0

3
 

参
考
図
書
［
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
ブ
ッ
ク
］ 

2
0

4
 

論
文
集. 

評
論
集. 

講
演
集 

2
0

5
 

逐
次
刊
行
物 

2
0

6
 

団
体 

2
0

7
 

研
究
法. 

指
導
法. 

歴
史
教
育 

2
0

8
 

叢
書. 

全
集. 

選
集 

2
0

9
 

世
界
史. 

文
化
史 

2
1

0
 

日
本
史 

2
1
1
 

北
海
道
地
方 

2
1

2
 

東
北
地
方 

2
1

3
 

関
東
地
方 

2
1

4
 

北
陸
地
方 

2
1

5
 

中
部
地
方 

2
1

6
 

近
畿
地
方 

2
1

7
 

中
国
地
方 

2
1

8
 

四
国
地
方 

2
1

9
 

九
州
地
方 

2
2

0
 

ア
ジ
ア
史. 

東
洋
史 

2
2

1
 

朝
鮮 

2
2

2
 

中
国 

2
2

3
 

東
南
ア
ジ
ア 

2
2

4
 

イ
ン
ド
ネ
シ
ア 

2
2

5
 

イ
ン
ド 

[2
2

6
]  

→2
2
7
 

西
南
ア
ジ
ア. 

中
東
［
中
近
東
］ 

2
2

7
 

西
南
ア
ジ
ア. 

中
東
［
中
近
東
］ 
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[2
2

8
]  

→2
2
7
 

ア
ラ
ブ
諸
国 

2
2

9
 

ア
ジ
ア
ロ
シ
ア 

2
3

0
 

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
史. 

西
洋
史 

2
3

1
 

古
代
ギ
リ
シ
ア 

2
3

2
 

古
代
ロ
ー
マ 

2
3

3
 

イ
ギ
リ
ス. 
英
国 

2
3

4
 

ド
イ
ツ. 

中
欧 

2
3

5
 

フ
ラ
ン
ス 

2
3

6
 

ス
ペ
イ
ン
［
イ
ス
パ
ニ
ア
］ 

2
3

7
 

イ
タ
リ
ア 

2
3

8
 

ロ
シ
ア 

2
3

9
 

バ
ル
カ
ン
諸
国 

2
4

0
 

ア
フ
リ
カ
史 

2
4

1
 

北
ア
フ
リ
カ 

2
4

2
 

エ
ジ
プ
ト 

2
4

3
 

マ
グ
レ
ブ
諸
国 

2
4

4
 

西
ア
フ
リ
カ 

2
4

5
 

東
ア
フ
リ
カ 

2
4

6
 

 

2
4

7
 

 

2
4

8
 

南
ア
フ
リ
カ 

2
4

9
 

イ
ン
ド
洋
の
ア
フ
リ
カ
諸
島 

2
5

0
 

北
ア
メ
リ
カ
史 

2
5

1
 

カ
ナ
ダ 

2
5

2
 

 

2
5

3
 

ア
メ
リ
カ
合
衆
国 

2
5

4
 

 

2
5

5
 

ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
［
中
南
米
］ 

2
5

6
 

メ
キ
シ
コ 

2
5

7
 

中
央
ア
メ
リ
カ
［
中
米
諸
国
］ 

2
5

8
 

 

2
5

9
 

西
イ
ン
ド
諸
島 

2
6

0
 

南
ア
メ
リ
カ
史 

2
6

1
 

北
部
諸
国
［
カ
リ
ブ
沿
海
諸
国
］ 

2
6

2
 

ブ
ラ
ジ
ル 

2
6

3
 

パ
ラ
グ
ア
イ 

2
6

4
 

ウ
ル
グ
ア
イ 

2
6

5
 

ア
ル
ゼ
ン
チ
ン 

2
6

6
 

チ
リ 

2
6

7
 

ボ
リ
ビ
ア 

2
6

8
 

ペ
ル
ー 

2
6

9
 

 

2
7

0
 

オ
セ
ア
ニ
ア
史. 
両
極
地
方
史 

2
7

1
 

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア 

2
7

2
 

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド 

2
7

3
 

メ
ラ
ネ
シ
ア 

2
7

4
 

ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア 

2
7

5
 

ポ
リ
ネ
シ
ア 

2
7

6
 

ハ
ワ
イ 

2
7

7
 

両
極
地
方 

2
7

8
 

北
極. 

北
極
地
方 

2
7

9
 

南
極. 

南
極
地
方 

2
8

0
 

伝
記 

2
8

1
 

日
本 

2
8

2
 

ア
ジ
ア 

2
8

3
 

ヨ
ー
ロ
ッ
パ 

2
8

4
 

ア
フ
リ
カ 

2
8

5
 

北
ア
メ
リ
カ 

2
8

6
 

南
ア
メ
リ
カ 

2
8

7
 

オ
セ
ア
ニ
ア. 

両
極
地
方 

2
8

8
 

系
譜. 

家
史. 

皇
室 

2
8

9
 

個
人
伝
記 

 

↓ 
IJ

D
C

で
は
地
理
学
的
側
面
を
「
人
文
科
学

（
一
）」
に
、
地
政
学
的
側
面
を
「
社
会
科
学
（
一
）」

に
分
類 

2
9

0
 

地
理. 

地
誌. 

紀
行 

2
9

1
 

日
本 

2
9

2
 

ア
ジ
ア 
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2
9

3
 

ヨ
ー
ロ
ッ
パ 

2
9

4
 

ア
フ
リ
カ 

2
9

5
 

北
ア
メ
リ
カ 

2
9

6
 

南
ア
メ
リ
カ 

2
9

7
 

オ
セ
ア
ニ
ア
．
両
極
地
方 

2
9

8
 

 

2
9

9
 

海
洋 

 

↓ 
IJ

D
C

で
は
「
社
会
科
学
（
一
）」
に
分
類 

3
0

0
 

社
会
科
学 

3
0

1
 

理
論
．
方
法
論 

3
0

2
 

政
治
・
経
済
・
社
会
・
文
化
事
情 

3
0

3
 

参
考
図
書
［
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
ブ
ッ
ク
］ 

3
0

4
 

論
文
集. 

評
論
集. 

講
演
集 

3
0

5
 

逐
次
刊
行
物 

3
0

6
 

団
体 

3
0

7
 

研
究
法. 

指
導
法. 

社
会
科
学
教
育 

3
0

8
 

叢
書. 

全
集. 

選
集 

3
0

9
 

社
会
思
想 

3
1

0
 

政
治 

3
1
1
 

政
治
学. 

政
治
思
想 

3
1

2
 

政
治
史
・
事
情 

3
1

3
 

国
家
の
形
態. 

政
治
体
制 

3
1

4
 

議
会 

3
1

5
 

政
党. 

政
治
結
社 

3
1

6
 

国
家
と
個
人
・
宗
教
・
民
族 

3
1

7
 

行
政 

3
1

8
 

地
方
自
治. 

地
方
行
政 

3
1

9
 

外
交. 

国
際
問
題 

3
2

0
 

法
律 

3
2

1
 

法
学 

3
2

2
 

法
制
史 

3
2

3
 

憲
法 

3
2

4
 

民
法. 

民
事
法 

3
2

5
 

商
法. 

商
事
法 

3
2

6
 

刑
法. 

刑
事
法 

3
2

7
 

司
法. 

訴
訟
手
続
法 

[3
2

8
] 

諸
法 

3
2

9
 

国
際
法 

 

↓ 
IJ

D
C

で
は
「
科
学
技
術
、
産
業
（
一
）」
に

分
類 

3
3

0
 

経
済 

3
3

1
 

経
済
学. 

経
済
思
想 

3
3

2
 

経
済
史
・
事
情. 

経
済
体
制 

3
3

3
 

経
済
政
策. 

国
際
経
済 

3
3

4
 

人
口. 

土
地. 

資
源 

3
3

5
 

企
業. 

経
営 

3
3

6
 

経
営
管
理 

3
3

7
 

貨
幣. 

通
貨 

3
3

8
 

金
融. 

銀
行. 

信
託 

3
3

9
 

保
険 

3
4

0
 

財
政 

3
4

1
 

財
政
学. 

財
政
思
想 

3
4

2
 

財
政
史
・
事
情 

3
4

3
 

財
政
政
策. 

財
務
行
政 

3
4

4
 

予
算. 

決
算 

 

↓ 
IJ

D
C

で
は
「
社
会
科
学
（
一
）」
に
分
類 

3
4

5
 

租
税 

3
4

6
 

 

 

↓ 
IJ

D
C

で
は
「
科
学
技
術
、
産
業
（
一
）
」
に

分
類 

3
4

7
 

公
債. 

国
債 

3
4

8
 

専
売. 

国
有
財
産 

3
4

9
 

地
方
財
政 

3
5

0
 

統
計 

3
5

1
 

日
本 
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3
5

2
 

ア
ジ
ア 

3
5

3
 

ヨ
ー
ロ
ッ
パ 

3
5

4
 

ア
フ
リ
カ 

3
5

5
 

北
ア
メ
リ
カ 

3
5

6
 

南
ア
メ
リ
カ 

3
5

7
 

オ
セ
ア
ニ
ア. 

両
極
地
方 

3
5

8
 

人
口
統
計. 
国
勢
調
査 

[3
5

9
] 

各
種
の
統
計
書 

3
6

0
 

社
会 

3
6

1
 

社
会
学 

3
6

2
 

社
会
史. 

社
会
体
制 

3
6

3
 

 

3
6

4
 

社
会
保
障 

3
6

5
 

生
活
・
消
費
者
問
題 

3
6

6
 

労
働
経
済. 

労
働
問
題 

3
6

7
 

家
族
問
題. 

男
性
・
女
性
問
題. 

老
人
問

題 

3
6

8
 

社
会
病
理 

3
6

9
 

社
会
福
祉 

3
7

0
 

教
育 

3
7

1
 

教
育
学. 

教
育
思
想 

3
7

2
 

教
育
史
・
事
情 

3
7

3
 

教
育
政
策. 

教
育
制
度. 

教
育
行
財
政 

3
7

4
 

学
校
経
営
・
管
理. 

学
校
保
健 

3
7

5
 

教
育
課
程. 

学
習
指
導. 

教
科
別
教
育 

3
7

6
 

幼
児
・
初
等
・
中
等
教
育 

3
7

7
 

大
学. 

高
等
・
専
門
教
育. 

学
術
行
政 

3
7

8
 

障
害
児
教
育
［
特
別
支
援
教
育
］ 

3
7

9
 

社
会
教
育 

 

↓ 
IJ

D
C

で
は
国
政
に
関
わ
る
側
面
を
「
社
会
科

学
（
一
）」
に
、
人
類
学
的
側
面
を
「
社
会
科
学
（
二
）」

に
分
類 

3
8

0
 

風
俗
習
慣. 

民
俗
学. 

民
族
学 

3
8

1
 

 

3
8

2
 

風
俗
史. 

民
俗
誌. 

民
族
誌 

3
8

3
 

衣
食
住
の
習
俗 

3
8

4
 

社
会
・
家
庭
生
活
の
習
俗 

3
8

5
 

通
過
儀
礼. 

冠
婚
葬
祭 

3
8

6
 

年
中
行
事. 

祭
礼 

3
8

7
 

民
間
信
仰. 

迷
信
［
俗
信
］ 

3
8

8
 

伝
説. 

民
話
［
昔
話
］ 

3
8

9
 

民
族
学. 

文
化
人
類
学 

 

↓ 
IJ

D
C

で
は
「
社
会
科
学
（
一
）」
に
分
類 

3
9

0
 

国
防. 

軍
事 

3
9

1
 

戦
争. 

戦
略. 

戦
術 

3
9

2
 

国
防
史
・
事
情. 

軍
事
史
・
事
情 

3
9

3
 

国
防
政
策
・
行
政
・
法
令 

3
9

4
 

軍
事
医
学. 

兵
食 

3
9

5
 

軍
事
施
設. 

軍
需
品 

3
9

6
 

陸
軍 

3
9

7
 

海
軍 

3
9

8
 

空
軍 

3
9

9
 

古
代
兵
法. 

軍
学 

 

↓ 
IJ

D
C

で
は
大
規
模
技
術
、
産
業
を
「
科
学
技

術
、
産
業
（
一
）
」
に
、
国
民
生
活
に
関
わ
る
側
面

を
「
科
学
技
術
、
産
業
（
二
）」
に
分
類 

4
0

0
 

自
然
科
学 

4
0

1
 

科
学
理
論. 

科
学
哲
学 

4
0

2
 

科
学
史
・
事
情 

4
0

3
 

参
考
図
書
［
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
ブ
ッ
ク
］ 

4
0

4
 

論
文
集. 

評
論
集. 

講
演
集 

4
0

5
 

逐
次
刊
行
物 

4
0

6
 

団
体 

4
0

7
 

研
究
法. 

指
導
法. 

科
学
教
育 

4
0

8
 

叢
書. 

全
集. 

選
集 

4
0

9
 

科
学
技
術
政
策. 

科
学
技
術
行
政 
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4
1

0
 

数
学 

4
1
1
 

代
数
学 

4
1

2
 

数
論
［
整
数
論
］ 

4
1

3
 

解
析
学 

4
1

4
 

幾
何
学 

4
1

5
 

位
相
数
学 

4
1

6
 

 

4
1

7
 

確
率
論. 

数
理
統
計
学 

4
1

8
 

計
算
法 

4
1

9
 

和
算. 

中
国
算
法 

4
2

0
 

物
理
学 

4
2

1
 

理
論
物
理
学 

4
2

2
 

 

4
2

3
 

力
学 

4
2

4
 

振
動
学. 

音
響
学 

4
2

5
 

光
学 

4
2

6
 

熱
学 

4
2

7
 

電
磁
気
学 

4
2

8
 

物
性
物
理
学 

4
2

9
 

原
子
物
理
学 

4
3

0
 

化
学 

4
3

1
 

物
理
化
学. 

理
論
化
学 

4
3

2
 

実
験
化
学
［
化
学
実
験
法
］ 

4
3

3
 

分
析
化
学
［
化
学
分
析
］ 

4
3

4
 

合
成
化
学
［
化
学
合
成
］ 

4
3

5
 

無
機
化
学 

4
3

6
 

金
属
元
素
と
そ
の
化
合
物 

4
3

7
 

有
機
化
学 

4
3

8
 

環
式
化
合
物
の
化
学 

4
3

9
 

天
然
物
質
の
化
学 

4
4

0
 

天
文
学. 

宇
宙
科
学 

4
4

1
 

理
論
天
文
学. 

数
理
天
文
学 

4
4

2
 

実
地
天
文
学. 

天
体
観
測
法 

4
4

3
 

恒
星. 

恒
星
天
文
学 

4
4

4
 

太
陽. 

太
陽
物
理
学 

4
4

5
 

惑
星. 

衛
星 

4
4

6
 

月 

4
4

7
 

彗
星. 

流
星 

4
4

8
 

地
球. 

天
文
地
理
学 

4
4

9
 

時
法. 

暦
学 

4
5

0
 

地
球
科
学. 

地
学 

4
5

1
 

気
象
学 

4
5

2
 

海
洋
学 

4
5

3
 

地
震
学 

4
5

4
 

地
形
学 

4
5

5
 

地
質
学 

4
5

6
 

地
史
学. 

層
位
学 

4
5

7
 

古
生
物
学. 

化
石 

4
5

8
 

岩
石
学 

4
5

9
 

鉱
物
学 

4
6

0
 

生
物
科
学. 

一
般
生
物
学 

4
6

1
 

理
論
生
物
学. 

生
命
論 

4
6

2
 

生
物
地
理. 

生
物
誌 

4
6

3
 

細
胞
学 

4
6

4
 

生
化
学 

4
6

5
 

微
生
物
学 

4
6

6
 

 

4
6

7
 

遺
伝
学 

4
6

8
 

生
態
学 

4
6

9
 

人
類
学 

4
7

0
 

植
物
学 

4
7

1
 

一
般
植
物
学 

4
7

2
 

植
物
地
理. 

植
物
誌 

4
7

3
 

葉
状
植
物 

4
7

4
 

藻
類. 

菌
類 

4
7

5
 

コ
ケ
植
物
［
蘚
苔
類
］ 

4
7

6
 

シ
ダ
植
物 

4
7

7
 

種
子
植
物 

4
7

8
 

裸
子
植
物 
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4
7

9
 

被
子
植
物 

4
8

0
 

動
物
学 

4
8

1
 

一
般
動
物
学 

4
8

2
 

動
物
地
理. 

動
物
誌 

4
8

3
 

無
脊
椎
動
物 

4
8

4
 

軟
体
動
物. 
貝
類
学 

4
8

5
 

節
足
動
物 

4
8

6
 

昆
虫
類 

4
8

7
 

脊
椎
動
物 

4
8

8
 

鳥
類 

4
8

9
 

哺
乳
類 

4
9

0
 

医
学 

4
9

1
 

基
礎
医
学 

4
9

2
 

臨
床
医
学. 

診
断
・
治
療 

4
9

3
 

内
科
学 

4
9

4
 

外
科
学 

4
9

5
 

婦
人
科
学. 

産
科
学 

4
9

6
 

眼
科
学. 

耳
鼻
咽
喉
科
学 

4
9

7
 

歯
科
学 

4
9

8
 

衛
生
学. 

公
衆
衛
生. 

予
防
医
学 

4
9

9
 

薬
学 

 

↓ 
IJ

D
C

で
は
大
規
模
技
術
、
産
業
を
「
科
学
技

術
、
産
業
（
一
）
」
に
、
国
民
生
活
に
関
わ
る
側
面

を
「
科
学
技
術
、
産
業
（
二
）」
に
分
類 

5
0

0
 

技
術. 

工
学 

5
0

1
 

工
業
基
礎
学 

5
0

2
 

技
術
史. 

工
学
史 

5
0

3
 

参
考
図
書
［
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
ブ
ッ
ク
］ 

5
0

4
 

論
文
集. 

評
論
集. 

講
演
集 

5
0

5
 

逐
次
刊
行
物 

5
0

6
 

団
体 

5
0

7
 

研
究
法. 

指
導
法. 

技
術
教
育 

5
0

8
 

叢
書. 

全
集. 

選
集 

5
0

9
 

工
業. 

工
業
経
済 

5
1

0
 

建
設
工
学. 

土
木
工
学 

5
1
1
 

土
木
力
学. 

建
設
材
料 

5
1

2
 

測
量 

5
1

3
 

土
木
設
計
・
施
工
法 

5
1

4
 

道
路
工
学 

5
1

5
 

橋
梁
工
学 

5
1

6
 

鉄
道
工
学 

5
1

7
 

河
海
工
学. 

河
川
工
学 

5
1

8
 

衛
生
工
学. 

都
市
工
学 

5
1

9
 

環
境
工
学. 

公
害 

 

↓ 
IJ

D
C

で
は
大
規
模
技
術
、
産
業
を
「
科
学
技

術
、
産
業
（
一
）
」
に
、
国
民
生
活
に
関
わ
る
側
面

を
「
科
学
技
術
、
産
業
（
二
）」
に
、
芸
術
的
側
面

を
「
芸
術
、
文
化
、
言
語
、
文
学
（
一
）」
に
分
類 

5
2

0
 

建
築
学 

5
2

1
 

日
本
の
建
築 

5
2

2
 

東
洋
の
建
築. 

ア
ジ
ア
の
建
築 

5
2

3
 

西
洋
の
建
築. 

そ
の
他
の
様
式
の
建
築 

5
2

4
 

建
築
構
造 

5
2

5
 

建
築
計
画
・
施
工 

5
2

6
 

各
種
の
建
築 

5
2

7
 

住
宅
建
築 

5
2

8
 

建
築
設
備. 

設
備
工
学 

5
2

9
 

建
築
意
匠
・
装
飾 

 

↓ 
IJ

D
C

で
は
大
規
模
技
術
、
産
業
を
「
科
学
技

術
、
産
業
（
一
）
」
に
、
国
民
生
活
に
関
わ
る
側
面

を
「
科
学
技
術
、
産
業
（
二
）」
に
分
類 

5
3

0
 

機
械
工
学 

5
3

1
 

機
械
力
学
・
材
料
・
設
計 

5
3

2
 

機
械
工
作. 

工
作
機
械 

5
3

3
 

熱
機
関. 

熱
工
学 

5
3

4
 

流
体
機
械. 

流
体
工
学 
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5
3

5
 

精
密
機
器. 

光
学
機
器 

5
3

6
 

運
輸
工
学. 

車
両. 

運
搬
機
械 

5
3

7
 

自
動
車
工
学 

5
3

8
 

航
空
工
学. 

宇
宙
工
学 

5
3

9
 

原
子
力
工
学 

5
4

0
 

電
気
工
学 

5
4

1
 

電
気
回
路
・
計
測
・
材
料 

5
4

2
 

電
気
機
器 

5
4

3
 

発
電 

5
4

4
 

送
電. 

変
電. 

配
電 

5
4

5
 

電
灯. 

照
明. 

電
熱 

(5
4

6
) 

電
気
鉄
道 

5
4

7
 

通
信
工
学. 

電
気
通
信 

5
4

8
 

情
報
工
学 

5
4

9
 

電
子
工
学 

5
5

0
 

海
洋
工
学. 

船
舶
工
学 

5
5

1
 

理
論
造
船
学 

5
5

2
 

船
体
構
造
・
材
料
・
施
工 

5
5

3
 

船
体
艤
装. 

船
舶
設
備 

5
5

4
 

舶
用
機
関
［
造
機
］ 

5
5

5
 

船
舶
修
理. 

保
守 

5
5

6
 

各
種
の
船
舶
・
艦
艇 

5
5

7
 

航
海. 

航
海
学 

5
5

8
 

海
洋
開
発 

5
5

9
 

兵
器. 

軍
事
工
学 

5
6

0
 

金
属
工
学. 

鉱
山
工
学 

5
6

1
 

採
鉱. 

選
鉱 

5
6

2
 

各
種
の
金
属
鉱
床
・
採
掘 

5
6

3
 

冶
金. 

合
金 

5
6

4
 

鉄
鋼 

5
6

5
 

非
鉄
金
属 

5
6

6
 

金
属
加
工. 

製
造
冶
金 

5
6

7
 

石
炭 

5
6

8
 

石
油 

5
6

9
 

非
金
属
鉱
物. 

土
石
採
取
業 

5
7

0
 

化
学
工
業 

5
7

1
 

化
学
工
学. 

化
学
機
器 

5
7

2
 

電
気
化
学
工
業 

5
7

3
 

セ
ラ
ミ
ッ
ク
ス. 

窯
業. 

珪
酸
塩
化
学

工
業 

5
7

4
 

化
学
薬
品 

5
7

5
 

燃
料. 

爆
発
物 

5
7

6
 

油
脂
類 

5
7

7
 

染
料 

5
7

8
 

高
分
子
化
学
工
業 

5
7

9
 

そ
の
他
の
化
学
工
業 

5
8

0
 

製
造
工
業 

5
8

1
 

金
属
製
品 

5
8

2
 

事
務
機
器. 

家
庭
機
器. 

楽
器 

5
8

3
 

木
工
業. 

木
製
品 

5
8

4
 

皮
革
工
業. 

皮
革
製
品 

5
8

5
 

パ
ル
プ
・
製
紙
工
業 

5
8

6
 

繊
維
工
学 

5
8

7
 

染
色
加
工. 

染
色
業 

5
8

8
 

食
品
工
業 

5
8

9
 

そ
の
他
の
雑
工
業 

5
9

0
 

家
政
学. 

生
活
科
学 

5
9

1
 

家
庭
経
済
・
経
営 

5
9

2
 

家
庭
理
工
学 

5
9

3
 

衣
服. 

裁
縫 

5
9

4
 

手
芸 

5
9

5
 

理
容. 

美
容 

5
9

6
 

食
品. 

料
理 

5
9

7
 

住
居. 

家
具
調
度 

5
9

8
 

家
庭
衛
生 

5
9

9
 

育
児 

 

↓ 
IJ

D
C

で
は
大
規
模
技
術
、
産
業
を
「
科
学
技

術
、
産
業
（
一
）
」
に
、
国
民
生
活
に
関
わ
る
側
面
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を
「
科
学
技
術
、
産
業
（
二
）」
に
分
類 

6
0

0
 

産
業 

6
0

1
 

産
業
政
策
・
行
政. 

総
合
開
発 

6
0

2
 

産
業
史
・
事
情. 

物
産
誌 

6
0

3
 

参
考
図
書
［
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
ブ
ッ
ク
］ 

6
0

4
 

論
文
集. 
評
論
集. 

講
演
集 

6
0

5
 

逐
次
刊
行
物 

6
0

6
 

団
体 

6
0

7
 

研
究
法. 

指
導
法. 
産
業
教
育 

6
0

8
 

叢
書. 

全
集. 

選
集 

6
0

9
 

度
量
衡. 

計
量
法 

6
1

0
 

農
業 

6
1
1
 

農
業
経
済
・
行
政
・
経
営 

6
1

2
 

農
業
史
・
事
情 

6
1

3
 

農
業
基
礎
学 

6
1

4
 

農
業
工
学 

6
1

5
 

作
物
栽
培. 

作
物
学 

6
1

6
 

食
用
作
物 

6
1

7
 

工
芸
作
物 

6
1

8
 

繊
維
作
物 

6
1

9
 

農
産
物
製
造
・
加
工 

6
2

0
 

園
芸 

6
2

1
 

園
芸
経
済
・
行
政
・
経
営 

6
2

2
 

園
芸
史
・
事
情 

6
2

3
 

園
芸
植
物
学. 

病
虫
害 

6
2

4
 

温
室. 

温
床. 

園
芸
用
具 

6
2

5
 

果
樹
園
芸 

6
2

6
 

蔬
菜
園
芸 

6
2

7
 

花
卉
園
芸
［
草
花
］ 

6
2

8
 

園
芸
利
用 

6
2

9
 

造
園 

6
3

0
 

蚕
糸
業 

6
3

1
 

蚕
糸
経
済
・
行
政
・
経
営 

6
3

2
 

蚕
糸
業
史
・
事
情 

6
3

3
 

蚕
学. 

蚕
業
基
礎
学 

6
3

4
 

蚕
種 

6
3

5
 

飼
育
法 

6
3

6
 

く
わ. 

栽
桑 

6
3

7
 

蚕
室. 

蚕
具 

6
3

8
 

ま
ゆ 

6
3

9
 

製
糸. 
生
糸. 

蚕
糸
利
用 

6
4

0
 

畜
産
業 

6
4

1
 

畜
産
経
済
・
行
政
・
経
営 

6
4

2
 

畜
産
史
・
事
情 

6
4

3
 

家
畜
の
繁
殖. 

家
畜
飼
料 

6
4

4
 

家
畜
の
管
理. 

畜
舎. 

用
具 

6
4

5
 

家
畜. 

畜
産
動
物. 

愛
玩
動
物 

6
4

6
 

家
禽 

([6
4

7
]  

→6
4
6

) 

み
つ
ば
ち. 

昆
虫 

6
4

8
 

畜
産
製
造. 

畜
産
物 

6
4

9
 

獣
医
学 

6
5

0
 

林
業 

6
5

1
 

林
業
経
済
・
行
政
・
経
営 

6
5

2
 

森
林
史. 

林
業
史
・
事
情 

6
5

3
 

森
林
立
地. 

造
林 

6
5

4
 

森
林
保
護 

6
5

5
 

森
林
施
業 

6
5

6
 

森
林
工
学 

6
5

7
 

森
林
利
用. 

林
産
物. 

木
材
学 

6
5

8
 

林
産
製
造 

6
5

9
 

狩
猟 

6
6

0
 

水
産
業 

6
6

1
 

水
産
経
済
・
行
政
・
経
営 

6
6

2
 

水
産
業
お
よ
び
漁
業
史
・
事
情 

6
6

3
 

水
産
基
礎
学 

6
6

4
 

漁
労. 

漁
業
各
論 

6
6

5
 

漁
船. 

漁
具 

6
6

6
 

水
産
増
殖. 

養
殖
業 

6
6

7
 

水
産
製
造. 

水
産
食
品 
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6
6

8
 

水
産
物
利
用. 

水
産
利
用
工
業 

6
6

9
 

製
塩. 

塩
業 

6
7

0
 

商
業 

6
7

1
 

商
業
政
策
・
行
政 

6
7

2
 

商
業
史
・
事
情 

6
7

3
 

商
業
経
営. 
商
店 

6
7

4
 

広
告. 

宣
伝 

6
7

5
 

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ 

6
7

6
 

取
引
所 

6
7

7
 

 

6
7

8
 

貿
易 

6
7

9
 

 

6
8

0
 

運
輸. 

交
通 

6
8

1
 

交
通
政
策
・
行
政
・
経
営 

6
8

2
 

交
通
史
・
事
情 

6
8

3
 

海
運 

6
8

4
 

内
陸
水
運. 

運
河
交
通 

6
8

5
 

陸
運. 

道
路
運
輸 

6
8

6
 

鉄
道
運
輸 

6
8

7
 

航
空
運
輸 

6
8

8
 

倉
庫
業 

6
8

9
 

観
光
事
業 

6
9

0
 

通
信
事
業 

6
9

1
 

通
信
政
策
・
行
政
・
法
令 

6
9

2
 

通
信
事
業
史
・
事
情 

6
9

3
 

郵
便. 

郵
政
事
業 

6
9

4
 

電
気
通
信
事
業 

6
9

5
 

 

6
9

6
 

 

6
9

7
 

 

6
9

8
 

 

6
9

9
 

放
送
事
業 

 

↓ 
IJ

D
C

で
は「
芸
術
、文
化
、言
語
、文
学（
一
）」

に
分
類 

7
0

0
 

芸
術. 

美
術 

7
0

1
 

芸
術
理
論. 

美
学 

7
0

2
 

芸
術
史. 

美
術
史 

7
0

3
 

参
考
図
書
［
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
ブ
ッ
ク
］ 

7
0

4
 

論
文
集. 

評
論
集. 

講
演
集 

7
0

5
 

逐
次
刊
行
物 

7
0

6
 

団
体 

7
0

7
 

研
究
法. 

指
導
法. 

芸
術
教
育 

7
0

8
 

叢
書. 

全
集. 

選
集 

7
0

9
 

芸
術
政
策. 

文
化
財 

7
1

0
 

彫
刻 

7
1
1
 

彫
塑
材
料
・
技
法 

7
1

2
 

彫
刻
史. 

各
国
の
彫
刻 

7
1

3
 

木
彫 

7
1

4
 

石
彫 

7
1

5
 

金
属
彫
刻. 

鋳
造 

7
1

6
 

 

7
1

7
 

粘
土
彫
刻. 

塑
造 

7
1

8
 

仏
像 

7
1

9
 

オ
ブ
ジ
ェ 

7
2

0
 

絵
画 

7
2

1
 

日
本
画 

7
2

2
 

東
洋
画 

7
2

3
 

洋
画 

7
2

4
 

絵
画
材
料
・
技
法 

7
2

5
 

素
描. 

描
画 

7
2

6
 

漫
画. 

挿
絵. 

児
童
画 

7
2

7
 

グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン. 

図
案 

7
2

8
 

書. 

書
道 

7
2

9
 

 

7
3

0
 

版
画 

7
3

1
 

版
画
材
料
・
技
法 

7
3

2
 

版
画
史. 

各
国
の
版
画 

7
3

3
 

木
版
画 
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7
3

4
 

石
版
画
［
リ
ト
グ
ラ
フ
］ 

7
3

5
 

銅
版
画. 

鋼
版
画 

7
3

6
 

リ
ノ
リ
ウ
ム
版
画. 

ゴ
ム
版
画 

7
3

7
 

写
真
版
画. 

孔
版
画 

7
3

8
 

 

7
3

9
 

印
章. 
篆
刻. 

印
譜 

7
4

0
 

写
真 

7
4

1
 

 

7
4

2
 

写
真
器
械
・
材
料 

7
4

3
 

撮
影
技
術 

7
4

4
 

現
像. 

印
画 

7
4

5
 

複
写
技
術 

7
4

6
 

特
殊
写
真 

7
4

7
 

写
真
の
応
用 

7
4

8
 

写
真
集 

7
4

9
 

印
刷 

7
5

0
 

工
芸 

7
5

1
 

陶
磁
工
芸 

7
5

2
 

漆
工
芸 

7
5

3
 

染
織
工
芸 

7
5

4
 

木
竹
工
芸 

7
5

5
 

宝
石
・
牙
角
・
皮
革
工
芸 

7
5

6
 

金
工
芸 

7
5

7
 

デ
ザ
イ
ン. 

装
飾
美
術 

7
5

8
 

美
術
家
具 

7
5

9
 

人
形. 

玩
具 

7
6

0
 

音
楽 

7
6

1
 

音
楽
の
一
般
理
論. 

音
楽
学 

7
6

2
 

音
楽
史. 

各
国
の
音
楽 

7
6

3
 

楽
器. 

器
楽 

7
6

4
 

器
楽
合
奏 

7
6

5
 

宗
教
音
楽. 

聖
楽 

7
6

6
 

劇
音
楽 

7
6

7
 

声
楽 

7
6

8
 

邦
楽 

7
6

9
 

舞
踊. 

バ
レ
エ 

7
7

0
 

演
劇 

7
7

1
 

劇
場. 

演
出. 

演
技 

7
7

2
 

演
劇
史. 

各
国
の
演
劇 

7
7

3
 

能
楽. 

狂
言 

7
7

4
 

歌
舞
伎 

7
7

5
 

各
種
の
演
劇 

7
7

6
 

 

7
7

7
 

人
形
劇 

7
7

8
 

映
画 

7
7

9
 

大
衆
演
芸 

7
8

0
 

ス
ポ
ー
ツ. 

体
育 

7
8

1
 

体
操. 

遊
戯 

7
8

2
 

陸
上
競
技 

7
8

3
 

球
技 

7
8

4
 

冬
季
競
技 

7
8

5
 

水
上
競
技 

7
8

6
 

戸
外
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン 

7
8

7
 

釣
魚. 

遊
猟 

7
8

8
 

相
撲. 

拳
闘. 

競
馬 

7
8

9
 

武
術 

7
9

0
 

諸
芸. 

娯
楽 

7
9

1
 

茶
道 

7
9

2
 

香
道 

7
9

3
 

花
道
［
華
道
］ 

7
9

4
 

ビ
リ
ヤ
ー
ド 

7
9

5
 

囲
碁 

7
9

6
 

将
棋 

7
9

7
 

射
倖
ゲ
ー
ム 

7
9

8
 

室
内
娯
楽 

7
9

9
 

ダ
ン
ス 

 

↓ 
IJ

D
C

で
は「
芸
術
、文
化
、言
語
、文
学（
二
）」

に
分
類 
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8
0

0
 

言
語 

8
0

1
 

言
語
学 

8
0

2
 

言
語
史
・
事
情. 

言
語
政
策 

8
0

3
 

参
考
図
書
［
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
ブ
ッ
ク
］ 

8
0

4
 

論
文
集. 

評
論
集. 

講
演
集 

8
0

5
 

逐
次
刊
行
物 

8
0

6
 

団
体 

8
0

7
 

研
究
法. 

指
導
法. 
言
語
教
育 

8
0

8
 

叢
書. 

全
集. 

選
集 

8
0

9
 

言
語
生
活 

8
1

0
 

日
本
語 

8
1
1
 

音
声. 

音
韻. 

文
字 

8
1

2
 

語
源. 

意
味
［
語
義
］ 

8
1

3
 

辞
典 

8
1

4
 

語
彙 

8
1

5
 

文
法. 

語
法 

8
1

6
 

文
章. 

文
体. 

作
文 

8
1

7
 

読
本. 

解
釈. 

会
話 

8
1

8
 

方
言. 

訛
語 

8
1

9
 

 

8
2

0
 

中
国
語 

8
2

1
 

音
声. 

音
韻. 

文
字 

8
2

2
 

語
源. 

意
味
［
語
義
］ 

8
2

3
 

辞
典 

8
2

4
 

語
彙 

8
2

5
 

文
法. 

語
法 

8
2

6
 

文
章. 

文
体. 

作
文 

8
2

7
 

読
本. 

解
釈. 

会
話 

8
2

8
 

方
言. 

訛
語 

8
2

9
 

そ
の
他
の
東
洋
の
諸
言
語 

8
3

0
 

英
語 

8
3

1
 

音
声. 

音
韻. 

文
字 

8
3

2
 

語
源. 

意
味
［
語
義
］ 

8
3

3
 

辞
典 

8
3

4
 

語
彙 

8
3

5
 

文
法. 

語
法 

8
3

6
 

文
章. 

文
体. 

作
文 

8
3

7
 

読
本. 

解
釈. 

会
話 

8
3

8
 

方
言. 

訛
語 

8
3

9
 

 

8
4

0
 

ド
イ
ツ
語 

8
4

1
 

音
声. 

音
韻. 
文
字 

8
4

2
 

語
源. 

意
味
［
語
義
］ 

8
4

3
 

辞
典 

8
4

4
 

語
彙 

8
4

5
 

文
法. 

語
法 

8
4

6
 

文
章. 

文
体. 

作
文 

8
4

7
 

読
本. 

解
釈. 

会
話 

8
4

8
 

方
言. 

訛
語 

8
4

9
 

そ
の
他
の
ゲ
ル
マ
ン
諸
語 

8
5

0
 

フ
ラ
ン
ス
語 

8
5

1
 

音
声. 

音
韻. 

文
字 

8
5

2
 

語
源. 

意
味
［
語
義
］ 

8
5

3
 

辞
典 

8
5

4
 

語
彙 

8
5

5
 

文
法. 

語
法 

8
5

6
 

文
章. 

文
体. 

作
文 

8
5

7
 

読
本. 

解
釈. 

会
話 

8
5

8
 

方
言. 

訛
語 

8
5

9
 

プ
ロ
バ
ン
ス
語 

8
6

0
 

ス
ペ
イ
ン
語 

8
6

1
 

音
声. 

音
韻. 

文
字 

8
6

2
 

語
源. 

意
味
［
語
義
］ 

8
6

3
 

辞
典 

8
6

4
 

語
彙 

8
6

5
 

文
法. 

語
法 

8
6

6
 

文
章. 

文
体. 

作
文 

8
6

7
 

読
本. 

解
釈. 

会
話 

8
6

8
 

方
言. 

訛
語 
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8
6

9
 

ポ
ル
ト
ガ
ル
語 

8
7

0
 

イ
タ
リ
ア
語 

8
7

1
 

音
声. 

音
韻. 

文
字 

8
7

2
 

語
源. 

意
味
［
語
義
］ 

8
7

3
 

辞
典 

8
7

4
 

語
彙 

8
7

5
 

文
法. 

語
法 

8
7

6
 

文
章. 

文
体. 

作
文 

8
7

7
 

読
本. 

解
釈. 

会
話 

8
7

8
 

方
言. 

訛
語 

8
7

9
 

そ
の
他
の
ロ
マ
ン
ス
諸
語 

8
8

0
 

ロ
シ
ア
語 

8
8

1
 

音
声. 

音
韻. 

文
字 

8
8

2
 

語
源. 

意
味
［
語
義
］ 

8
8

3
 

辞
典 

8
8

4
 

語
彙 

8
8

5
 

文
法. 

語
法 

8
8

6
 

文
章. 

文
体. 

作
文 

8
8

7
 

読
本. 

解
釈. 

会
話 

8
8

8
 

方
言. 

訛
語 

8
8

9
 

そ
の
他
の
ス
ラ
ブ
諸
語 

8
9

0
 

そ
の
他
の
諸
言
語 

8
9

1
 

ギ
リ
シ
ア
語 

8
9

2
 

ラ
テ
ン
語 

8
9

3
 

そ
の
他
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
諸
言
語 

8
9

4
 

ア
フ
リ
カ
の
諸
言
語 

8
9

5
 

ア
メ
リ
カ
の
諸
言
語 

8
9

6
 

 

8
9

7
 

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
諸
言
語 

8
9

8
 

 

8
9

9
 

国
際
語
［
人
工
語
］ 

 

↓ 
IJ

D
C

で
は「
芸
術
、文
化
、言
語
、文
学（
三
）」

に
分
類 

9
0

0
 

文
学 

9
0

1
 

文
学
理
論
・
作
法 

9
0

2
 

文
学
史. 

文
学
思
想
史 

9
0

3
 

参
考
図
書
［
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
ブ
ッ
ク
］ 

9
0

4
 

論
文
集. 

評
論
集. 

講
演
集 

9
0

5
 

逐
次
刊
行
物 

9
0

6
 

団
体 

9
0

7
 

研
究
法. 
指
導
法. 

文
学
教
育 

9
0

8
 

叢
書. 

全
集. 
選
集 

9
0

9
 

児
童
文
学
研
究 

9
1

0
 

日
本
文
学 

9
1
1
 

詩
歌 

9
1

2
 

戯
曲 

9
1

3
 

小
説. 

物
語 

9
1

4
 

評
論. 

エ
ッ
セ
イ. 

随
筆 

9
1

5
 

日
記. 

書
簡. 

紀
行 

9
1

6
 

記
録. 

手
記. 

ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ 

9
1

7
 

箴
言. 

ア
フ
ォ
リ
ズ
ム. 

寸
言 

9
1

8
 

作
品
集 

9
1

9
 

漢
詩
文. 

日
本
漢
文
学 

9
2

0
 

中
国
文
学 

9
2

1
 

詩
歌. 

韻
文. 

詩
文 

9
2

2
 

戯
曲 

9
2

3
 

小
説. 

物
語 

9
2

4
 

評
論. 

エ
ッ
セ
イ. 

随
筆 

9
2

5
 

日
記. 

書
簡. 

紀
行 

9
2

6
 

記
録. 

手
記. 

ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ 

9
2

7
 

箴
言. 

ア
フ
ォ
リ
ズ
ム. 

寸
言 

9
2

8
 

作
品
集 

9
2

9
 

そ
の
他
の
東
洋
文
学 

9
3

0
 

英
米
文
学 

9
3

1
 

詩 

9
3

2
 

戯
曲 

9
3

3
 

小
説. 

物
語 

9
3

4
 

評
論. 

エ
ッ
セ
イ. 

随
筆 
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9
3

5
 

日
記. 

書
簡. 

紀
行 

9
3

6
 

記
録. 

手
記. 

ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ 

9
3

7
 

箴
言. 

ア
フ
ォ
リ
ズ
ム. 

寸
言 

9
3

8
 

作
品
集 

[9
3

9
]  

→9
3
0

/9
3

8
 

ア
メ
リ
カ
文
学 

9
4

0
 

ド
イ
ツ
文
学 

9
4

1
 

詩 

9
4

2
 

戯
曲 

9
4

3
 

小
説. 

物
語 

9
4

4
 

評
論. 

エ
ッ
セ
イ. 

随
筆 

9
4

5
 

日
記. 

書
簡. 

紀
行 

9
4

6
 

記
録. 

手
記. 

ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ 

9
4

7
 

箴
言. 

ア
フ
ォ
リ
ズ
ム. 

寸
言 

9
4

8
 

作
品
集 

9
4

9
 

そ
の
他
の
ゲ
ル
マ
ン
文
学 

9
5

0
 

フ
ラ
ン
ス
文
学 

9
5

1
 

詩 

9
5

2
 

戯
曲 

9
5

3
 

小
説. 

物
語 

9
5

4
 

評
論. 

エ
ッ
セ
イ. 

随
筆 

9
5

5
 

日
記. 

書
簡. 

紀
行 

9
5

6
 

記
録. 

手
記. 

ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ 

9
5

7
 

箴
言. 

ア
フ
ォ
リ
ズ
ム. 

寸
言 

9
5

8
 

作
品
集 

9
5

9
 

プ
ロ
バ
ン
ス
文
学 

9
6

0
 

ス
ペ
イ
ン
文
学 

9
6

1
 

詩 

9
6

2
 

戯
曲 

9
6

3
 

小
説. 

物
語 

9
6

4
 

評
論. 

エ
ッ
セ
イ. 

随
筆 

9
6

5
 

日
記. 

書
簡. 

紀
行 

9
6

6
 

記
録. 

手
記. 

ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ 

9
6

7
 

箴
言. 

ア
フ
ォ
リ
ズ
ム. 

寸
言 

9
6

8
 

作
品
集 

9
6

9
 

ポ
ル
ト
ガ
ル
文
学 

9
7

0
 

イ
タ
リ
ア
文
学 

9
7

1
 

詩 

9
7

2
 

戯
曲 

9
7

3
 

小
説. 

物
語 

9
7

4
 

評
論. 

エ
ッ
セ
イ. 

随
筆 

9
7

5
 

日
記. 
書
簡. 

紀
行 

9
7

6
 

記
録. 

手
記. 
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ 

9
7

7
 

箴
言. 

ア
フ
ォ
リ
ズ
ム. 

寸
言 

9
7

8
 

作
品
集 

9
7

9
 

そ
の
他
の
ロ
マ
ン
ス
文
学 

9
8

0
 

ロ
シ
ア
・
ソ
ビ
エ
ト
文
学 

9
8

1
 

詩 

9
8

2
 

戯
曲 

9
8

3
 

小
説. 

物
語 

9
8

4
 

評
論. 

エ
ッ
セ
イ. 

随
筆 

9
8

5
 

日
記. 

書
簡. 

紀
行 

9
8

6
 

記
録. 

手
記. 

ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ 

9
8

7
 

箴
言. 

ア
フ
ォ
リ
ズ
ム. 

寸
言 

9
8

8
 

作
品
集 

9
8

9
 

そ
の
他
の
ス
ラ
ブ
文
学 

9
9

0
 

そ
の
他
の
諸
文
学 

9
9

1
 

ギ
リ
シ
ア
文
学 

9
9

2
 

ラ
テ
ン
文
学 

9
9

3
 

そ
の
他
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
学 

9
9

4
 

ア
フ
リ
カ
文
学 

9
9

5
 

ア
メ
リ
カ
先
住
民
語
の
文
学 

9
9

6
 

 

9
9

7
 

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
先
住
民
語
の
文
学 

9
9

8
 

 

9
9

9
 

国
際
語
（
人
工
語
）
に
よ
る
文
学 
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第
八
編 

第
五
次
区
分 

 
二
〇
一
八
年
四
月
二
日 

起
筆 

二
〇
一
八
年
四
月
五
日 

公
開 

二
〇
一
八
年
十
一
月
二
十
二
日 

最
終
更
新 

  
 

第
一
部 

分
類
の
思
想 

  
IJ

D
C

の
第
五
次
区
分
は
、【
2
系
1
群
】
の
み
が
有
す
る
。 

第
五
次
区
分
の
う
ち
、
【
0
類
】
の
【
0
綱
】
か
ら
【
9
綱
】
ま
で
の
そ
れ

は
、IJ

C
A

、IJ
C

W

、IJ
A

I

の
総
合
案
内
を
目
的
と
す
る
独
自
の
分
類
で
あ
る
。 

第
五
次
区
分
の
う
ち
、
【
0
類
】
以
外
の
各
類
の
【
0
綱
】
か
ら
【
9
綱
】

ま
で
の
そ
れ
は
、
岩
崎
純
一
の
言
語
の
著
作
物
の
著
作
年
月
日
順
に
従
っ
て
分

類
し
た
年
代
分
類
で
あ
る
。 

但
し
、
岩
崎
と
の
共
同
著
作
物
に
加
え
、
他
の
著
作
者
に
よ
る
著
作
物
も
含

ま
れ
る
。【
0
類
】
以
外
の
各
類
に
お
い
て
は
、
他
の
著
作
者
に
よ
る
著
作
物
は

【
8
目
】
と
【
9
目
】
に
ま
と
め
る
。 

 

第
二
部 

区
分
内
分
類 

 

【
0
類
】
の
【
0
綱
】
は
、
本
巻
自
体
の
目
次
を
参
照
せ
よ
。 

【
0
類
】
の
【
1
綱
】
か
ら
【
9
綱
】
ま
で
は
、
概
ね
次
の
通
り
分
類
す
る
。

巻
ご
と
に
適
宜
見
出
し
を
変
え
る
が
、
巻
ど
う
し
で
整
合
性
を
保
つ
。 

 

【
0
目
】
巻
頭
言
、
目
次 

【
1
目
】
岩
崎
純
一
及
びIJ

A
I

と
あ
ら
ゆ
る
関
係
者
に
つ
い
て
の
解
説 

【
2
目
】
岩
崎
純
一
及
びIJ

A
I

と
あ
ら
ゆ
る
関
係
者
に
つ
い
て
の
特
記
事
項 

【
3
目
】IJ

C
A

・IJ
C

W

の
編
纂
、
管
理
に
つ
い
て
の
解
説 

【
4
目
】IJ

A
I

の
運
営
に
つ
い
て
の
解
説 

【
5
目
】IJ

D
C

の
管
理
に
つ
い
て
の
解
説 

【
6
目
】IJ

C
A

・IJ
C

W

の
提
供
活
動
に
つ
い
て
の
解
説 

【
7
目
】
岩
崎
純
一
の
外
部
活
動
に
つ
い
て
の
解
説 

【
8
目
】
法
令
に
基
づ
く
表
示 

【
9
目
】
個
別
の
活
動
に
つ
い
て
の
解
説 

 

【
1
類
】
か
ら
【
9
類
】
ま
で
の
【
0
綱
】
か
ら
【
9
綱
】
ま
で
は
、
次
の

通
り
分
類
す
る
。 

 

【
0
目
】
巻
頭
言
、
目
次 

【
1
目
】
〇
歳
～
十
九
歳 

（
一
九
八
二
年
四
月
二
十
四
日
～
二
〇
〇
二
年
四
月
二
十
三
日
） 

【
2
目
】
二
十
歳
～
二
十
九
歳 

（
二
〇
〇
二
年
四
月
二
十
四
日
～
二
〇
一
二
年
四
月
二
十
三
日
） 

【
3
目
】
三
十
歳
～
三
十
九
歳 

（
二
〇
一
二
年
四
月
二
十
四
日
～
二
〇
二
二
年
四
月
二
十
三
日
） 

【
4
目
】
四
十
歳
～
四
十
九
歳 
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（
二
〇
二
二
年
四
月
二
十
四
日
～
二
〇
三
二
年
四
月
二
十
三
日
） 

【
5
目
】
五
十
歳
～
五
十
九
歳 

（
二
〇
三
二
年
四
月
二
十
四
日
～
二
〇
四
二
年
四
月
二
十
三
日
） 

【
6
目
】
六
十
歳
～
六
十
九
歳 

（
二
〇
四
二
年
四
月
二
十
四
日
～
二
〇
五
二
年
四
月
二
十
三
日
） 

【
7
目
】
七
十
歳
以
降 

（
二
〇
五
二
年
四
月
二
十
四
日
～
） 

【
8
目
】
著
作
者
の
一
部
お
よ
び
著
作
権
者
が
岩
崎
純
一
で
あ
る
も
の 

【
9
目
】
著
作
権
者
が
岩
崎
純
一
で
あ
る
も
の 

 

第
三
部 

解
説 

 

● 
 

第
五
次
区
分
「
目
」
は
、
学
術
分
野
別
の
分
類
で
あ
る
「
類
」
及
び
「
綱
」

と
異
な
り
、
著
作
者
の
満
年
齢
に
基
づ
く
分
類
で
あ
る
。 

● 
 

第
五
次
区
分
「
目
」
は
、
『
全
集
』
第
一
集
を
そ
の
ま
ま
書
籍
媒
体
と
し

て
制
作
し
た
場
合
の
「
巻
」
（
全
百
巻
）
ご
と
の
「
編
」
と
し
て
利
用
で
き

る
よ
う
に
構
築
し
て
い
る
。 

● 

「
目
」
の
語
は
、
基
本
的
に
はN

D
C

か
ら
借
用
し
た
も
の
で
あ
り
、N

D
C

と
同
様
に
「
要
目
」
と
も
呼
ば
れ
る
。
但
し
前
述
の
通
り
、IJ

D
C

の
考
案

に
あ
た
り
、
生
物
分
類
学
（
こ
こ
で
は
リ
ン
ネ
式
階
級
分
類
）
に
お
け
る
同

階
級
・
タ
ク
ソ
ン
名
を
も
念
頭
に
置
い
て
い
る
。
元
よ
り
こ
の
よ
う
に
、

N
D

C

に
使
用
さ
れ
て
い
る
用
語
は
必
ず
し
も
図
書
専
用
の
用
語
と
は
限
ら

な
い
こ
と
か
ら
、
む
し
ろ
こ
の
用
語
をIJ

D
C

基
本
名
称
に
借
用
し
、
広
範

な
学
術
分
野
を
背
負
うIJ

D
C

の
安
定
を
図
る
こ
と
と
し
た
。 

一
方
、
第
五
次
区
分
は
、
ほ
ぼ
『
全
集
』
第
一
集
の
み
が
有
す
る
区
分
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
文
章
資
料
で
は
通
常
は
基
本
名
称
の
「
目
」
で
は
な
く
、

『
全
集
』
名
称
（
つ
ま
り
は
、
よ
り
図
書
・
文
章
資
料
ら
し
い
名
称
）
の
「
編
」

が
使
わ
れ
る
。 

第
四
次
区
分
の
解
説
も
参
照
せ
よ
。 

● 
 

各
言
語
の
著
作
物
に
は
、「
起
筆
年
月
日
」、「
擱
筆
年
月
日
」、「
公
開
年

月
日
」
が
付
さ
れ
て
い
る
が
、「
目
」
は
原
則
と
し
て
「
起
筆
年
月
日
」
順

と
す
る
。
但
し
、
内
容
に
よ
り
前
後
す
る
場
合
が
あ
る
。 

● 
 

N
D

C

は
、「
類
」、「
綱
」、「
目
」
共
に
学
問
・
図
書
分
野
別
の
分
類
で
あ

る
。IJ

D
C

で
は
、
岩
崎
純
一
の
学
術
活
動
が
極
め
て
横
断
的
・
学
際
的
で
、

十
の
三
乗
（
千
）
通
り
に
分
類
す
る
こ
と
は
現
実
的
で
な
い
こ
と
か
ら
、
分

野
別
分
類
は
十
の
二
乗
（
百
）
通
り
に
と
ど
め
た
。 

ま
た
、ND

C

自
体
が
横
断
的
分
類
を
不
得
手
と
す
る
分
類
法
で
あ
り
（
前

述
の
通
り
。「
経
済
」
と
「
産
業
」
の
乖
離
な
ど
）、
こ
れ
もIJ

D
C

の
分
野

別
分
類
を
百
に
と
ど
め
た
理
由
で
あ
る
。 

● 

「
目
」
はIJ

D
C

の
十
進
法
分
類
の
最
終
部
で
あ
り
、
次
の
「
部
」
以
降
は

十
分
類
で
な
く
、
自
由
分
類
で
あ
る
。 

● 

【
0
目
】
～
【
7
目
】
は
、
次
の
七
つ
の
い
ず
れ
か
の
著
作
物
で
構
成
さ

れ
る
。「O

A

」
は
「
オ
ー
プ
ン
ア
ク
セ
ス
」
（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
の
無

料
提
供
）
を
表
す
。 

※ 
 

著
作
者
お
よ
び
著
作
権
者
が
岩
崎
純
一
で
あ
る
も
の
（
一
） 

二
〇
〇
四
年
一
月
一
日
か
ら
二
〇
一
八
年
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
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は
メ
イ
ン
サ
イ
ト
内
の
特
設
サ
イ
ト
に

H
T

M
L

テ
キ
ス
ト
や

P
D

F

と
し
て
掲
載
し
て
い
た
も
の
（
閲
覧
無
料
・O

A

） 
※ 

 

著
作
者
お
よ
び
著
作
権
者
が
岩
崎
純
一
で
あ
る
も
の
（
二
） 

二
〇
一
〇
年
十
二
月
三
十
一
日
に
廃
止
し
た
メ
イ
ン
ブ
ロ
グ
か
ら

（
一
）
の
形
式
に
移
行
し
て
い
た
も
の
（
閲
覧
無
料
・O

A

） 

※ 
 

著
作
者
お
よ
び
著
作
権
者
が
岩
崎
純
一
で
あ
る
も
の
（
三
） 

二
〇
一
七
年
十
二
月
三
十
一
日
に
廃
止
し
た
メ
イ
ン
（
第
一
）
・
第

二
・
第
三
ブ
ロ
グ
か
ら
（
一
）
の
形
式
に
移
行
し
て
い
た
も
の
（
閲
覧

無
料
・O

A

） 

※ 
 

著
作
者
お
よ
び
著
作
権
者
が
岩
崎
純
一
で
あ
る
も
の
（
四
） 

初
出
場
所
が
『
全
集
』（
二
〇
一
九
年
一
月
一
日
以
降
）
で
あ
る
書

き
下
ろ
し
の
も
の
（
閲
覧
無
料
・O

A
） 

※ 
 

著
作
者
お
よ
び
著
作
権
者
が
岩
崎
純
一
で
あ
る
も
の
（
五
） 

限
定
的
な
閲
覧
者
用
の
ロ
グ
イ
ン
ペ
ー
ジ
お
よ
び
施
設
の
図
書
室

に
て
開
示
し
て
い
た
が
、
二
〇
一
九
年
一
月
一
日
以
降
に
制
限
を
解
除

し
全
集
に
収
録
し
た
も
の
（
閲
覧
無
料
・O

A

） 

※ 
 

著
作
者
お
よ
び
著
作
権
者
が
岩
崎
純
一
で
あ
る
も
の
（
六
） 

限
定
的
な
閲
覧
者
用
の
ロ
グ
イ
ン
ペ
ー
ジ
お
よ
び
施
設
の
図
書
室

に
て
開
示
し
て
い
た
も
の
で
、
女
性
の
メ
ー
ル
な
ど
、
引
き
続
き
正
当

な
閲
覧
申
込
が
あ
れ
ば
開
示
す
る
も
の
（
閲
覧
は
無
料
・
有
料
の
両
方

あ
り
） 

※ 
 

著
作
者
が
岩
崎
純
一
で
著
作
権
の
一
部
を
譲
渡
し
た
も
の
（
一
） 

複
製
、
公
衆
送
信
等
を
行
っ
た
者
が
岩
崎
純
一
以
外
の
者
（
他
の
著

作
権
者
）
で
あ
っ
て
、
全
集
へ
の
収
録
が
他
の
著
作
権
者
（
出
版
者
等
）

に
よ
っ
て
許
可
さ
れ
た
か
、
岩
崎
が
収
録
を
調
整
中
で
あ
る
も
の
（
有

料
書
籍
・
論
文
・
記
事
、
複
製
権
等
を
譲
渡
し
た
無
料
書
籍
・
論
文
・

記
事
） 

● 

【
8
目
】
は
、
次
の
著
作
物
で
構
成
さ
れ
る
。 

※ 
 

他
の
著
作
者
と
の
共
同
の
著
作
物
で
著
作
権
者
が
岩
崎
純
一
で
あ

る
も
の
（
一
） 

『
全
集
』
へ
の
収
録
を
当
該
著
作
物
の
全
て
の
著
作
者
が
要
望
し
、
譲

渡
可
能
な
権
利
（
著
作
権
法
第
六
一
条
第
二
項
に
お
い
て
、
譲
渡
の
目

的
と
し
て
特
掲
さ
れ
て
い
な
い
と
き
に
留
保
さ
れ
た
も
の
と
推
定
す

る
こ
と
が
規
定
さ
れ
て
い
る
同
法
第
二
十
七
条
又
は
第
二
十
八
条
に

規
定
さ
れ
る
権
利
を
含
む
）
の
全
部
に
つ
い
て
、
本
人
か
ら
岩
崎
へ
の

譲
渡
が
完
了
し
た
も
の
（
閲
覧
は
無
料
・
有
料
の
両
方
あ
り
。） 

● 

【
9
目
】
は
、
次
の
著
作
物
で
構
成
さ
れ
る
。 

※ 
 

他
の
著
作
者
の
著
作
物
で
著
作
権
者
が
岩
崎
純
一
で
あ
る
も
の
（
一
） 

『
全
集
』
へ
の
収
録
を
当
該
著
作
物
の
全
て
の
著
作
者
が
要
望
し
、
譲

渡
可
能
な
権
利
（
著
作
権
法
第
六
一
条
第
二
項
に
お
い
て
、
譲
渡
の
目

的
と
し
て
特
掲
さ
れ
て
い
な
い
と
き
に
留
保
さ
れ
た
も
の
と
推
定
す

る
こ
と
が
規
定
さ
れ
て
い
る
同
法
第
二
十
七
条
又
は
第
二
十
八
条
に

規
定
さ
れ
る
権
利
を
含
む
）
の
全
部
に
つ
い
て
、
本
人
か
ら
岩
崎
へ
の

譲
渡
が
完
了
し
た
も
の
（
閲
覧
は
無
料
・
有
料
の
両
方
あ
り
。） 
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第
九
編 

第
六
次
、
第
七
次
、
第
八
次
、
第
九
次
、
第
十
次
区
分 

 
二
〇
一
八
年
四
月
二
日 

起
筆 

二
〇
一
八
年
四
月
五
日 

公
開 

二
〇
一
八
年
十
一
月
二
十
二
日 

最
終
更
新 

  
 

第
一
部 

分
類
の
思
想 

 

IJ
D

C

の
第
六
次
、
第
七
次
、
第
八
次
区
分
は
、
岩
崎
純
一
の
言
語
の
著
作
物

の
見
出
し
分
類
で
あ
り
、
【
2
系
1
群
】
の
み
が
有
す
る
。 

但
し
、【
8
目
】
に
は
岩
崎
と
の
共
同
著
作
物
、【
9
目
】
に
は
他
の
著
作
者

に
よ
る
著
作
物
が
含
ま
れ
る
。 

 

第
二
部 

区
分
内
分
類 

 

【
○
部
】（
第
六
次
区
分
） 

【
○
章
】（
第
七
次
区
分
） 

【
○
節
】
（
第
八
次
区
分
） 

 

【
○
項
】（
第
九
次
区
分
） 

 
 

【
○
号
】（
第
十
次
区
分
） 

  
 

第
三
部 

解
説 

 

● 
 

第
六
次
区
分
「
部
」
以
下
の
区
分
は
、
『
全
集
』
第
一
集
を
そ
の
ま
ま
書

籍
媒
体
と
し
て
制
作
し
た
場
合
の
『
全
集
』
名
称
、
見
出
し
と
し
て
利
用
で

き
る
よ
う
に
構
築
し
て
い
る
。 

● 
 

第
六
次
以
下
の
区
分
は
、
ほ
ぼ
『
全
集
』
第
一
集
の
み
が
有
す
る
区
分
で

あ
り
、
第
四
次
・
第
五
次
区
分
と
比
較
し
て
も
基
本
名
称
の
利
用
の
場
が
更

に
限
ら
れ
る
（
一
部
の
資
料
の
分
類
に
の
み
使
わ
れ
る
区
分
で
あ
る
）
こ
と

か
ら
、
文
章
資
料
で
は
専
ら
『
全
集
』
名
称
（
つ
ま
り
は
、
よ
り
図
書
・
文

章
資
料
ら
し
い
名
称
）
の
「
部
」、「
章
」、「
節
」、「
項
」、「
号
」
が
使
わ
れ

る
。 第

四
次
・
第
五
次
区
分
の
解
説
も
改
め
て
参
照
せ
よ
。 

● 

「
部
」、「
章
」、「
節
」、「
項
」、「
号
」
は
十
分
類
で
な
く
、
自
由
分
類
で
あ

る
。 

● 
 

N
D

C

で
は
、「
類
」（
類
目
）、「
綱
」（
綱
目
）、「
目
」（
要
目
）
以
下
の

分
類
に
つ
い
て
は
、
小
数
点
扱
い
と
し
て
細
目
表
を
設
け
て
い
る
が
、IJ

D
C

で
は
こ
こ
で

N
D

C

な
ど
の
図
書
分
類
法
を
離
れ
、
自
由
な
見
出
し
設
定
、

執
筆
方
式
と
す
る
。 

● 
 

IJ
D

C

に
お
け
る
「
部
」
の
概
念
は
二
種
類
あ
り
、IJ

A
I

の
「
部
」
は
第

二
次
区
分
、IJ

C
W

の
「
部
」
は
第
六
次
区
分
で
あ
る
の
で
、
留
意
さ
れ
た

い
。 
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引
用
・
参
考
文
献 

 
※ 
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
最
終
閲
覧
年
月
日
は
二
〇
一
八
年
十
一
月
二
十
五
日
で

あ
る
。 

 

〈
書
籍
、
論
文
〉 

 

一
般
社
団
法
人
日
本
地
質
学
会 

編 

『
地
質
系
統
・
年
代
の
日
本
語
記
述
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
』 

二
〇
一
八
年
七
月
改
訂
版 

日
本
図
書
館
情
報
学
会
用
語
辞
典
編
集
委
員
会 

編 

『
図
書
館
情
報
学
用
語

辞
典
』 

丸
善
出
版
、
二
〇
一
三
年
、
第
四
版 

フ
ラ
ン
シ
ス
・
ベ
ー
コ
ン 

著
、
服
部
英
次
郎
・
多
田
英
次 

訳 

『
学
問
の

進
歩
』 

岩
波
文
庫
、
一
九
七
四
年 

フ
ラ
ン
シ
ス
・
ベ
ー
コ
ン 

著
、
桂
寿
一 

訳 

『
ノ
ヴ
ム
・
オ
ル
ガ
ヌ
ム 

-

新
機
関
』 

岩
波
文
庫
、
一
九
七
八
年 

コ
ー
リ
ン
・
ク
ラ
ー
ク 

著
、
金
融
経
済
研
究
会 

訳 

『
経
済
的
進
歩
の
諸

條
件
』 

日
本
評
論
社
、
一
九
四
五
年 

オ
ー
ギ
ュ
ス
ト
・
コ
ン
ト 

著
、
田
辺
寿
利 

訳 

『
実
証
的
精
神
論
』 
岩

波
文
庫
、
一
九
三
八
年 

Ia
n

 R
id

p
a

th
 

編
集
、
岡
村
定
矩 

翻
訳 

『
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
天
文
学
辞

典
』 

朝
倉
書
店
、
初
版
第
一
刷 

K
e
v
in

 
A

. 
P

im
b

b
le

t, 
"P

u
llin

g
 

O
u

t 
T

h
re

a
d

s 
fro

m
 

th
e
 

C
o
sm

ic 

T
a
p

estry
: D

e
fin

in
g
 F

ila
m

e
n

ts o
f G

a
la

x
ies", a

rX
iv, 1

4
 M

a
rch

 2
0
0

5
. 

 

〈
日
本
法
〉 

 

学
校
教
育
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二
十
六
号
） 

 

施
行
日
： 

施
行
日
： 

平
成
二
十
九
年
四
月
一
日 

最
終
更
新
： 

平
成
三
十
年
六
月
一
日
公
布
（
平
成
三
十
年
法
律
第
三
十
九

号
）
改
正 

教
育
基
本
法
（
平
成
十
八
年
法
律
第
百
二
十
号
） 

施
行
日
： 

基
準
日
時
点 

最
終
更
新
： 

基
準
日 

国
立
国
会
図
書
館
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
五
号
） 

施
行
日
： 

平
成
二
十
九
年
四
月
一
日 

最
終
更
新
： 

平
成
二
十
七
年
七
月
十
七
日
公
布
（
平
成
二
十
七
年
法
律
第

五
十
九
号
）
改
正 

個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
五
年
法
律
第
五
十
七
号
） 

施
行
日
： 

平
成
二
十
九
年
五
月
三
十
日 

最
終
更
新
： 

平
成
三
十
年
七
月
二
十
七
日
公
布
（
平
成
三
十
年
法
律
第
八

十
号
）
改
正 

実
用
新
案
法
（
昭
和
三
十
四
年
法
律
第
百
二
十
三
号
） 

施
行
日
： 

平
成
二
十
八
年
四
月
一
日 

最
終
更
新
： 

平
成
二
十
七
年
七
月
十
日
公
布
（
平
成
二
十
七
年
法
律
第
五

十
五
号
）
改
正 

相
続
税
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
七
十
三
号
） 
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施
行
日
： 

平
成
三
十
年
四
月
一
日 

最
終
更
新
： 

平
成
三
十
年
三
月
三
十
一
日
公
布
（
平
成
三
十
年
法
律
第
七

号
）
改
正 

著
作
権
法
（
昭
和
四
十
五
年
法
律
第
四
十
八
号
） 

施
行
日
： 
平
成
三
十
年
五
月
二
十
五
日 

最
終
更
新
： 
平
成
三
十
年
六
月
一
日
公
布
（
平
成
三
十
年
法
律
第
三
十
九

号
）
改
正 

特
許
法
（
昭
和
三
十
四
年
四
月
十
三
日
法
律
第
百
二
十
一
号
） 

 

施
行
日
： 

平
成
三
十
年
六
月
九
日 

最
終
更
新
： 

平
成
三
十
年
五
月
三
十
日
公
布
（
平
成
三
十
年
法
律
第
三
十

三
号
）
改
正 

民
法
（
明
治
二
十
九
年
法
律
第
八
十
九
号
） 

施
行
日
： 

平
成
三
十
年
四
月
一
日 

最
終
更
新
： 

平
成
三
十
年
七
月
十
三
日
公
布
（
平
成
三
十
年
法
律
第
七
十

二
号
）
改
正 

 

〈
産
学
官
民
連
携
事
業
等
〉 

 

国
立
国
会
図
書
館
主
導 

h
ttp

://w
w

w
.n

d
l.g

o
.jp

/ 

国
立
国
会
図
書
館
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
資
料
収
集
保
存
事
業
（W

A
R

P

） 

h
ttp

://w
a

rp
.d

a
.n

d
l.g

o
.jp

/ 

国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン 

h
ttp

://d
l.n

d
l.g

o
.jp

/ 

近
代
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー 

h
ttp

://k
in

d
a
i.n

d
l.g

o
.jp

/ 

：
二
〇
一
六
年
五
月
三
十
一
日
に
終
了
、
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
へ
統
合 

カ
レ
ン
ト
ア
ウ
ェ
ア
ネ
ス
・
ポ
ー
タ
ル 

h
ttp

://cu
rre

n
t.n

d
l.g

o
.jp

/ 

大
学
共
同
利
用
機
関
法
人 

情
報
・
シ
ス
テ
ム
研
究
機
構
（R

O
IS

） 

国
立
情
報
学
研
究
所
（N

II

）
主
導 

h
ttp

s://w
w

w
.n

ii.a
c.jp

/ 

学
術
機
関
リ
ポ
ジ
ト
リ
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
（IR

D
B

） 

h
ttp

s://d
e
v.ird

b
.n

ii.a
c.jp

/ 

学
術
機
関
リ
ポ
ジ
ト
リ
ポ
ー
タ
ル
（J

A
IR

O

） 

h
ttp

://ja
iro

.n
ii.a

c.jp
/ 

：
二
〇
一
九
年
三
月
末
に
閉
鎖
、IR

D
B

へ
移
行 

学
術
機
関
リ
ポ
ジ
ト
リ
構
築
連
携
支
援
事
業 

h
ttp

s://w
w

w
.n

ii.a
c.jp

/irp
/ 

国
内
の
機
関
リ
ポ
ジ
ト
リ
一
覧 

h
ttp

s://w
w

w
.n

ii.a
c.jp

/irp
/list/ 

C
iN

ii A
rticle

s 

h
ttp

://ci.n
ii.a

c.jp
/ 

C
iN

ii B
o
o
k

s 

h
ttp

://ci.n
ii.a

c.jp
/b

o
o
k

s/?l=
ja

 

科
学
研
究
費
助
成
事
業
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
（K

A
K

E
N

） 

http://www.ndl.go.jp/
http://www.ndl.go.jp/
http://warp.da.ndl.go.jp/
http://warp.da.ndl.go.jp/
http://dl.ndl.go.jp/
http://dl.ndl.go.jp/
http://kindai.ndl.go.jp/
http://kindai.ndl.go.jp/
http://current.ndl.go.jp/
http://current.ndl.go.jp/
https://www.nii.ac.jp/
https://www.nii.ac.jp/
https://dev.irdb.nii.ac.jp/
https://dev.irdb.nii.ac.jp/
http://jairo.nii.ac.jp/
http://jairo.nii.ac.jp/
https://www.nii.ac.jp/irp/
https://www.nii.ac.jp/irp/
https://www.nii.ac.jp/irp/list/
https://www.nii.ac.jp/irp/list/
http://ci.nii.ac.jp/
http://ci.nii.ac.jp/
http://ci.nii.ac.jp/books/?l=ja
http://ci.nii.ac.jp/books/?l=ja
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h
ttp

s://k
a

k
e
n

.n
ii.a

c.jp
/ 

オ
ー
プ
ン
ア
ク
セ
ス
リ
ポ
ジ
ト
リ
推
進
協
会
（J

P
C

O
A

R

） 

h
ttp

s://jp
co

a
r.re

p
o
.n

ii.a
c.jp

/ 

国
立
研
究
開
発
法
人 

科
学
技
術
振
興
機
構
（J

S
T

）
主
導 

h
ttp

://w
w

w
.jst.g

o
.jp

/ 

科
学
技
術
情
報
発
信
・
流
通
総
合
シ
ス
テ
ム
（J

-S
T

A
G

E

） 

h
ttp

s://w
w

w
.jsta

g
e
.jst.g

o
.jp

/b
ro

w
se

/-ch
a

r/ja
 

科
学
技
術
総
合
リ
ン
ク
セ
ン
タ
ー 

h
ttp

s://jg
lo

b
a
l.jst.g

o
.jp

/ 

総
務
省
主
導 

日
本
標
準
産
業
分
類 

h
ttp

://w
w

w
.so

u
m

u
.g

o
.jp

/to
u

k
e
i_

to
u

k
a

tsu
/in

d
e
x
/se

id
o
/sa

n
g
y
o
/ 

文
部
科
学
省
、
独
立
行
政
法
人
日
本
学
術
振
興
会
主
導 

科
学
研
究
費
助
成
事
業
（
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
はN

II

が
運
営
） 

h
ttp

://w
w

w
.m

e
x
t.g

o
.jp

/a
_
m

e
n

u
/sh

in
k

o
u

/h
o
jy

o
/m

a
in

5
_
a
5

.h
tm

 

文
部
科
学
省
主
導 

研
究
大
学
強
化
促
進
事
業 

h
ttp

://w
w

w
.m

e
x
t.g

o
.jp

/a
_
m

e
n

u
/k

a
g
a

k
u

/so
k

u
sh

in
h

i/ 

文
化
庁
主
導 

文
化
財
の
紹
介 

h
ttp

://w
w

w
.b

u
n

k
a

.g
o
.jp

/se
isa

k
u

/b
u

n
k

a
z
a

i/sh
o
k

a
i/in

d
e
x
.h

tm
l 

一
般
社
団
法
人 

日
本
書
籍
出
版
協
会
、
一
般
社
団
法
人 

日
本
出
版
イ
ン
フ
ラ

セ
ン
タ
ー 

日
本
図
書
コ
ー
ド
管
理
セ
ン
タ
ー
主
導 

日
本
図
書
コ
ー
ド 

 
h

ttp
://w

w
w

.jb
p

a
.o

r.jp
/ 

 

日
本
図
書
コ
ー
ド
管
理
セ
ン
タ
ー 

 
h

ttp
s://isb

n
.jp

o
.o

r.jp
/ 

デ
ジ
タ
ル
リ
ポ
ジ
ト
リ
連
合
運
営
委
員
会
、
北
海
道
大
学
図
書
館
主
導 

デ
ジ
タ
ル
リ
ポ
ジ
ト
リ
連
合 

h
ttp

://d
rf.lib

.h
o
k

u
d

a
i.a

c.jp
/d

rf/ 

：
二
〇
一
六
年
三
月
三
十
一
日
に
発
展
的
解
散
、J

P
C

O
A

R

へ
移
行 

 

〈
図
書
分
類
法
〉 

 

日
本
図
書
館
協
会 

分
類
委
員
会
主
導 

日
本
十
進
分
類
法 

h
ttp

://w
w

w
.jla

.o
r.jp

/co
m

m
itte

e
s/b

u
n

ru
i/ta

b
id

/1
8

7
/D

e
fa

u
lt.a

sp
x
 

国
立
国
会
図
書
館
主
導 

国
立
国
会
図
書
館
分
類
表 

h
ttp

://w
w

w
.n

d
l.g

o
.jp

/jp
/d

a
ta

/ca
tsta

n
d

a
rd

s/cla
ssifica

tio
n

_
su

b
je

ct

/n
d

lc.h
tm

l 

U
D

C

コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
（U

D
C

C

）
主
導 

国
際
十
進
分
類
法 

h
ttp

://w
w

w
.u

d
csu

m
m

a
ry.in

fo
/p

h
p

/in
d

e
x
.p

h
p

 
メ
ル
ヴ
ィ
ル
・
デ
ュ
ー
イ
、P

ro
je

ct G
u

te
n

b
e
rg

主
導 

デ
ュ
ー
イ
十
進
分
類
法 

https://kaken.nii.ac.jp/
https://kaken.nii.ac.jp/
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